
    
      
        
      
    

  
































フェアリーテイル・クロニクル




～空気読まない異世界ライフ～ 13








埴輪星人





ＭＦブックス









本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。








　目次









【世界編】

第一〇話

第一一話

第一二話

第一三話

第一四話

第一五話

第一六話

第一七話

第一八話

第一九話

【番外編】

チョコレート事件関係者のその後






[image: ]






世界編　第一〇話






「今日こそ素材集めすんで！」

「ああ、仕切り直しだな」

　突然のレーフィア来襲から明けて翌日。これ以上邪魔が入る前に、ということで、宏ひろし達は朝食もそこそこに神の船に乗り込んで移動を開始していた。

　一応、各方面に配慮し、リュージェントの外に出てから船を出しているものの、やはり全長五十メートルもある船が空を飛んでいれば目立つ。そのため、リュージェントでは結構な騒ぎになっていたのだが、遠くへと飛び去っていった宏達はそのことに全く気がついていなかった。

「それで、これから行くヴァリアード草原のダンジョンって、私は存在自体知らなかったんだけど、どんなところなの？」

「普通にフィールドタイプの草原がダンジョン化した類たぐいで、雑魚はファーレーン全域で遭遇するモンスターの上位種っちゅう感じで大したことはあらへん。採れる素材はいろいろあるけど今は省くとして、ボスは倒したことないから知らんな。兄貴と真ま琴ことさんは知っとる？」

「確か、エンシェントドラゴンだったはずだ」

「そうそう。煉れん獄ごく中層の中ボスと大差ない強さだから、今まで狩ったボスで言うならベヒモスぐらいの強さはあるわね。あと、隠しダンジョンと隠しボスの噂うわさもあるんだけど、真偽は不明なのよ」

「なるほどなあ」

　達たつ也やと真琴の情報に、しばし考え込む宏。

「ボスはパスでもええ気がするなあ」

「あんたが特に素材要いらないってんだったら、あたし達はそれでもかまわないわよ」

「一応、エンシェントドラゴンにもええ素材はあるんやけど、神器作るんには多分、関係あらへんねんわ。で、それ以外っちゅうたら鱗うろこはつなぎにしかならん程度で、爪はそのまま武器にするにゃちょっと半端、添加剤に使うんやったらベヒモスの爪かリヴァイアサンの牙で代用効くんよ。ドラゴンの心臓はグレータードラゴン以上は大差あらへんし」

「だったら、リスク犯す必要はないわね」

　宏の説明を聞き、そう結論を出す真琴。さすがにドラゴンクラス、それも古代竜となると、このチームであたっても少々リスクが大きい。訓練には丁度いいかもしれないが、思いつきで挑むのは避けたい相手である。

　挑んで勝利しても、戦闘経験以外には特に得るものがなく、素材ももて余すのが確定となると余計にである。

「ほな、採取と雑魚狩りメインで、真ん中ぐらいまで踏み込んだら戻るっちゅう感じでええな？」

「どこを真ん中と定義するかによるけど、あたしはそれでかまわないわよ」

「このダンジョンの場合、モンスターの編成が変わるぐらいを真ん中ってことにして、そこらで少し狩りしたら戻る、でいいと思うぞ」

「異議なし」

「私もそれでいいよ。ついでに、大図書館で手に入れた検証が怪しいスキルのうち、リスク低そうなものも試しちゃおうよ」

「せやな」

　そんな感じで方針が決まり、オルテム村以来のフィールド型ダンジョンに挑む宏達。

　この時、真琴が言及したことで、見事に隠しダンジョンのフラグを立てていたことに、誰一人として気がついていなかったのであった。




　　　　☆




「おかわり接近中。不確定名・空飛ぶ目玉、数は十八」

　澪みおが警告の声を発する。ダンジョンに入ってから二時間、中層あたりだと思われる位置に踏み込んでから、約一時間。宏達は、今までにないほどの数のモンスターを相手に、進むことも引くこともできなくなっていた。

「やっぱり、人の入らないダンジョンは厄介ね」

「ほんまやな」

　手近なモンスターを適当に二体切り捨てながらの真琴のぼやきに、先頭の大猿を強引に吹っ飛ばし後ろにいたモンスターもまとめて弾はじいた宏が、あまり緊張感のない口調で同意する。

　草原ゆえに四方八方から襲いかかってくるモンスター。隠れる場所や壁にできる岩場といった、モンスターを分断できる要素もなく、全部馬鹿正直に相手をするしかない。

　そんな状況なのにいまいち緊張感がないのは、単純にガーディアンフィールドさえ維持していれば、一番薄い達也にすらダメージが通らないからである。実際のところ、達也がダメージを食らうかどうかの確率は半々であり、宏と澪、真琴の三人に関してはガーディアンフィールドなしでもダメージなど食らわず、春はる菜なが当たりどころによってはかすり傷を負う程度。

　さらにワンランク上の防具に切り替えるか、達也と春菜のフォートレスがもう少し成長すれば、ガーディアンフィールドなしでも安全に狩れる状況になってしまうのが、いまいち緊張感を欠く原因になっている。

　早い段階で宏が特殊陣のスキルを使い、達也の現在位置を中心に半径五メートル強の空間に入れるモンスターの数を抑制したため、数の暴力で身動きが取れなくなる危険性がないのも、よりいっそう緊張感を奪っている。

　もっとも、最初に宏が陣を展開していなければ、今頃八方ふさがりになっていたのは確実なので、緊張感を欠くなどと言える状況ではないのだが。

「面倒だから、大技使う」

「了解。余力は残しとけよ」

　そろそろおかわりも打ち止めだと判断し、一気に仕留めることにする澪。澪の判断に頷うなずき、着弾型範囲攻撃魔法の基本であるファイアーボール、その上位にあたる範囲攻撃魔法・バーストフレアで正面奥の一団を焼き払いながらゴーサインを出す達也。杖つえの真ん中付近にラーちゃんが張りついていることに関しては、気にしては負けであろう。

　達也のゴーサインを受け、進行方向右側に陣取っている集団を一気に制圧するため、大図書館で強制的に覚えさせられた大技の一つを発動する澪。

「インフィニティミラージュ」

　技が発動すると同時に、右側ほぼ全域を多数の澪が取り囲み、地上と空中から一斉射撃にて攻撃を開始。十五秒ほどの効果時間の後、安全地帯にいる一人を除く全ての澪が姿を消し、あとには急所を全て射抜かれて息絶えたモンスターが、その屍しかばねで地面を埋め尽くしていた。

「あとは左側と後ろ？」

「後ろは、それほどでもないわね」

「だったら、左側は私が何とかするよ。まだ、太陽も出てるし」

　そう言って春菜が詠唱しながら左側に向く。積層詠唱により術を短縮し、二言三言で発動させる。

「サンシャインレイ！」

　太陽の光を背中に集め、収束させてレイピアの先から解き放つ貫通型の範囲攻撃魔法。太陽が見えていないと使えず、発動から攻撃開始までややタイムラグがある代わりに、クールタイムがほとんどなくコストの割に威力が高い魔法である。

　貫通型ゆえに前に出る必要があり、横に薙ないだりはできないために範囲攻撃としての使い勝手は若干悪いが、多数をまとめて攻撃できる魔法が初級のものしかない春菜にとっては、貴重なダメージソースであるのは間違いない。障害物がなければ数キロメートルのオーダーで焼き払えるのもポイントで、普通のダンジョンや街道などでの戦闘には使い勝手が悪いが、今回のように開けた場所で誤射の心配がない状況では非常に頼りになる。

　その一撃を、積層詠唱で同時に発動した増幅魔法で強化し、一気に解き放つ。人間三人分ほどの太さになった光の帯が、ひしめき合っていたモンスターを飲み込みながらまっすぐに伸びていき、数キロ先まで消滅させてその役目を終える。

「もう一発！」

　光線が消えると同時にクールタイムが終わったサンシャインレイを、角度を変えてもう一度春菜が解き放つ。同じことをさらに三度ほど繰り返し、左側全域をほぼ全滅させる。

「ねえ、春はる姉ねえ」

「何？」

「タム○ンレーザーって知ってる？」

「何それ？」

　春菜の行動を見ていた澪が、五インチのフロッピーディスクが現役だった時代のネタを持ち出す。まだＲＰＧに搭載されているＡＩが非常に未熟だった頃の、味方ヒロインの頓とん珍ちん漢かんな行動を揶や揄ゆしたネタの一つである。

　内容としては非常に単純で、回復魔法主体のヒロインが、後半になって全キャラ中最強の攻撃力を持つ光線魔法を覚えると、恋人であるはずの主人公が瀕ひん死しになろうがどうしようが回復魔法をかけずそれしか使わなくなるという、ありがちなネタだ。一応敵は殲せん滅めつできるので、ボスに即死魔法を連発する神官よりは余程マシなのだが、それまでの物語の展開を考えるとなんとなく釈然としない行動なので、あちらこちらでさんざんネタにされる結果になったのである。

　宏達のチームの特性上、回復魔法の出番がほとんどないことを考えると、春菜が殲滅に回ることは大した問題にならない。ただ、サンシャインレイの挙動があまりにそのヒロインの放つレーザーに似ていたため、思わず澪が余計なことを口走ったのもしょうがないことであろう。

「くだらないこと言ってないで、さっさと残りを仕留めるわよ」

　いつの間にか宏と達也が正面のモンスターの大半を仕留め終えているのを見て、真琴が春菜と澪を窘たしなめる。

　後方から来たモンスターは、少数だったこともあり真琴が全て仕留めている。

「そうだね。早く終わらせちゃおう」

「ん」

　真琴に言われ、前に出る春菜。次々と矢を放ちダメージを受けているモンスターを仕留め、もしくは瀕死に追い込んでいく澪。その様子を見て、このまま後ろを守ることにする真琴。

　ほどなく、視界を埋め尽くしていたモンスターの群れは全て倒し尽くされた。

「周囲一キロ、こっちに来る気配なし。視界範囲内に、見えるモンスターはいない」

「やっと終わったな……」

「すごい数だったよね……」

　澪の報告に、ため息交じりに疲れのにじんだ声を出す達也と春菜。死体も残さず焼き尽くしたモンスターも多いため正確な数は分からないが、それでも倒した数は間違いなく数千体に上る。普通にレイド規模のチームで戦うべき数だった上に、一体一体が地味にタフで手数がかかり、数を減らすのにかなり手間がかかった。

　春菜が積層詠唱を上う手まく使って増幅魔法をかけ続けて火力不足をカバーしていたのだが、それでも当たり方が悪いと焼け残るため、追加で現れる数の方がはるかに多かったのである。

「かなり暴れたから、採れる草とかはあらへんなあ……」

「相手が態勢立て直すまでの間に、こっそり足元の草をむしってたの、知ってるわよ？」

「そんなもん、大した量やあらへんやん」

「というか、量の問題じゃなくて、いくらダメージ受けないのが確定してても、前衛が戦闘中に採取なんかしてんじゃないわよ」

「それをやってこその職人やん」

　真琴の真っ当な突っ込みに対し、一切悪びれることなく答えになっていない答えを返す宏。冗談抜きで、これが職人プレイヤーの割とスタンダードな考え方なのが頭が痛い。

　古今東西、生産系のシステムがあり素材をフィールドから採取できるネットゲームに関しては、生産主体のプレイヤーの行動原理は常に決まっていた。そう、いかにして戦闘を避け、素材だけを回収するかである。

　それが行きつくところまで行きついたプレイヤーの中には、回避力を限界まで上げて攻撃を回避しながら採掘や採取をする、防御力を高めて少々の被弾は無視して採取をする、といった無茶を実行している者もいるくらいだ。単純な被弾では採取作業が中断されないゲームも結構多く、それを逆手にとっての行動なのは間違いない。

　余談ながら、採取に制限がかかっておらず、かつノックバック系の攻撃以外で中断が起こらない仕様のゲームだと、ミスクリックで採取行動に入ってしまって雑魚モンスターの集団やフィールドボスなどにやられる事故も珍しくない。そのタイプの仕様は戦闘主体のプレイヤーからは結構評判が悪かったりするのだが、技能等の制限なしに誰でも採取できる仕様に戦闘系すら喜んでいる作品も存在するあたりが痛しかゆしといったところか。

　無論、ＶＲになってまでそんな真似をするプレイヤーは少数派で、さらにパーティプレイ中に打ち合わせもなしにやる豪の者はそうそういない。真面目にやる気がないと判断されて人間関係が悪化する原因になるので普通はやらないし、やるにしても自分が攻撃を引きつけつつ採取、ではなく、周りに護衛をしてもらっている間に採取するのがマナーだ。これは、ＶＲだろうがそうでなかろうがあまり変わらない。

「まあ、すぐ新しいやつが湧くでもないやろうし、足元無事そうなところ探して、ちょっとあれこれ集めよか」

「そうね。さっきの件は、あとで話し合いましょうか」

　逃げを打とうとする宏をそうはさせじと睨にらみつけつつ、場所を移すこと自体には賛成する真琴。

　そんな彼らをよそに、芋虫的本能に従って、もしゃもしゃと足元の草を食べ続けるラーちゃん。ダンジョンの中とは思えない、平和な光景である。

「で、モンスターの残骸はどうするの？」

「傷少ないんを各種三体ずつぐらい確保しといて、あとで解体やな」

「了解」

　宏の指示を受け、それぞれの主観で傷が少ないものを適当に選んで、次々と倉庫に入れていく。ランクで言うならヘルハウンドからワイバーンにかけてぐらいの手ごわさだったこともあり、食材としてはともかくアイテムの材料としては、それなりのものが結構採れそうだ。

「なんかこう、オキサイドサークルの効果がないのって、不便だよね」

「あれに慣れちゃうと、確かに不便よねえ」

　ダンジョンモンスターゆえにオキサイドサークルが効かず、ズタボロになったモンスターの残骸をより分け終えた春菜の言葉に、真琴もついつい同意する。

　ゲームとして考えると、オキサイドサークルは強力すぎる。それゆえ、ダンジョンのモンスターの大部分が呼吸をしていないという理由で効果なしにしていること自体は、バランス調整としては納得がいくもので素材集めには便利だが、本気の攻略にはほとんど意味がないというその仕様は、ある意味非常によく考えられているとは言える。

　だが、あくまでゲームならばであり、わざわざそんなことをしなければいけない理由がないこちらの世界でも、まったく同じ仕様なのは正直いろいろ文句を言いたくなるところである。

　もっとも、それが贅ぜい沢たくな文句であることぐらいは理解しているので、こういう場でのちょっとした愚痴として処理するにとどめているのだが。

「向こうの方、割と無事やな」

　ざっと周囲を見渡し、進行方向やや右寄りに一キロ以上進んだあたりがほとんど踏み荒らされていないことを発見する宏。

「じゃあ、そこまで行って、採れるもの採ってお昼食べたら、引き返す感じかな？」

「せやな」

　春菜の意見を採用し、手に入れるべき素材のためにずんずんと進んでいく宏。そろそろ目的のポイントに到達する、というあたりで、不意に澪が何かを思い出したように宏に声をかける。

「ねえ、師匠」

「ん？　何や？」

「今思ったんだけど、さっきの戦闘、タイタニックロアで粉砕できなかった？」

　今更のような澪の指摘に、一同が沈黙する。

「私は、何か理由があって使わないのかと思ってたけど……」

「いや、それ以前の問題としてやで」

　実は先ほどの戦闘中にその存在を思い出していた春菜のフォローの言葉を否定し、宏が非常にしょうもない真相を口にする。

「そもそも日頃使う機会あらへん攻撃スキルなんか、僕がすぐに思い出せるわけあらへんやん」

　やたら胸を張って自慢げに言い切ったその真相に、心の底から納得する一同。確かに、スマッシュとスマイト以外は適当に武器を振り回すしかしていない宏が、今までロックがかかっていて自由に発動できなかった技の存在を、雑魚戦の最中に思い出せるわけがない。

　それ以前に、先ほどの戦闘でタイタニックロアの存在を思い出していたのが春菜だけである時点で、誰も宏を責められない。それだけ自由に使えないイメージが強かったのだろうが、今後、邪神一派との戦闘が激化する可能性が高いことを考えると、いろいろ不安になる話である。

「まあ、今更の話やし、そこは置いといて、や」

　微妙な沈黙を破るように、目的地に到着した宏が声を上げる。

「ここは欲しいもんようさんあるから、とっとと集めてまうわ」

「ねえ、師匠。ボクでも採れる？」

「澪ならいけるな。春菜さんはちょっと厳しいわ」

「了解。だったら、私はお昼の準備をしておくよ。ドラゴンの肉も使っちゃいたいから、ドラゴンテールシチューでいい？」

「そこは任せるわ」

　先ほどの話をなかったことにするかのように、どんどん役割分担を決めていく一行。特に何も発言していない達也と真琴は、言うまでもなく周囲の警戒である。

　その後、春菜の料理が完成するまで採取を続け、一帯にある素材を採りつくして食事を終え、帰路につこうとする一行。この時点ですでに、真琴が入る前に存在を言及していた隠しダンジョンに迷い込んでいたのだが、彼らがそれを知るのはまだ先のことであった。




　　　　☆




「なあ、真琴さん……」

「言いたいことは、よく分かってるわ……」

　そろそろ入口、というあたりまで戻ってきたところで、道をふさぐように鎮座しているそれを見て乾いた声で囁ささやき合う宏と真琴。幸いにしてまだかなり距離が離れているため、それが攻撃的な挙動を見せることはない、どころか、多分こちらを認識すらしていなさそうなのだが、振りまいている瘴しょう気きを見るまでもなく、友好的な存在でないのは明らかである。

「確認するけど、間違いなく来た道をまっすぐ戻ってるのよね？」

「目印少ないから分かりづらいけど、間違いなくまっすぐ戻ってきとんで」

「多少ぶれはあるけど、基本的にルートは変わってない」

　真琴の確認に、自信を持って答える宏と澪。

　一面見渡す限り草原で、若干の起伏やまばらに樹木が生えている程度。目印も明確な道と呼べるものも一切ないダンジョンではあるが、この二人の方向感覚を狂わせる仕掛けはない。

　故に、行きに通ったルートと完全に同じではないにしても、誤差の範囲に収まるのは間違いない。そうなると、答えは決まってくる。

「やっぱり……隠しダンジョンに迷い込んじゃったみたいね」

「ここまでまったくそういう兆候がなかったから、全然分からなかった」

　真琴の出した結論に、澪が申しわけなさそうにそう告げる。変化の乏しさもあってそこまで注意していたわけではなかったとはいえ、澪の探知能力すら欺いて誘いこむほど、今回の偽装はハイレベルなものだったのだ。

「この目印の少なさは、迷いやすくするより、むしろそういう兆候を誤魔化すためのものなんじゃないかな？」

「そうね、あたしもそう思うわ」

「でも、ダンジョンって結構システマチックな部分あるから、どこかに帰り道を隠しダンジョンと切り替えるトリガーがあったと思うんだけど、それが何かが分からないんだよね」

　春菜の意見に同意しつつ、難儀な状況に微妙に頭を抱える真琴。場合によってはもう一度来る必要があるかもしれないダンジョンにおいて、隠しダンジョンへ入るためのトリガーが分からないのは、いろいろと面倒が増えて困る。

「とりあえず、そのあたりの考察はあとにしようぜ。まずは、あのでかい亀をどうするか、だ」

　今話し合っても仕方がない話題を切り上げようと、達也が横から口を挟み、出入口をふさいでいるそれを指さす。

　そう。彼らの頭を悩ませているそれとは、体長五百メートル近くある、巨大な陸亀であった。甲羅の高さを見るに、ウルスで解体したジズの腹の位置と変わらなそうな雰囲気である。今は犬で言うところのおすわりの状態だが超重量級の身体が動きまわれば、その振動だけでもひどいことになるだろう。

　実のところ、そこに何かあるのは今より十分以上前の段階で気がついていた。ただし、その時点では亀だとは分からず、岩みたいなものがある、程度だったのだ。

「せやな。っちゅうか、そろそろデカイから強いっちゅうパターンは終わりにしてほしいとこやけど」

「ボスも、別に俺達の都合でサイズを決めてるわけじゃねえだろうからなあ……」

　宏のぼやきに対し、内心での微妙な同意をにじませつつ、言うだけ野や暮ぼだと窘める達也。

　タワーゴーレムあたりから、ベヒモス、リヴァイアサン、ジズ、と、大きいにも限度があると言いたくなるボスと遭遇する機会が多く、宏がぼやきたくなるのも、達也がそれに同意するのも仕方がない。

「まず、断言できることが一つあるわ」

「なんだ？」

「明らかに相性が悪いから、あたしの攻撃はほぼ通らないと思って」

「疾しっ風ぷう斬ざんもか？」

「ええ。暇なときにちょっと強めの相手とやりあって確認したんだけど、あれは大きさに応じて急激に威力が減衰するみたいなのよ。やりようがあるとすれば、ベヒモスの時みたいに首を落とすのに賭けるぐらいね」
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「なるほどな」

「ボクの攻撃も、巨竜落とししか通用しないと思う」

「だよなあ。間違いなくそうだよなあ」

「で、私はそもそもエレメンタルダンスより威力のある攻撃は持ってないから、基本ボス戦ではアタッカーにはなれないよ。多分、オーバー・アクセラレート中にエレメンタルダンスを連打すれば一応ダメージが通るとは思うけど」

「やめとけやめとけ」

　おおよそ予想どおりの答えが出で揃そろったところで、再び対応策を考える。

　ダメージが通りそうな攻撃は、宏のタイタニックロアと達也のアブソリュートバニッシュおよびエナジーライアットだけだろう。根本的に、生身の人間がまともに戦闘できるサイズとしてはクレストケイブのダンジョンのベヒモスあたりが精いっぱいで、それすらも本来はかなり無謀である。

　そのサイズを大幅に超えている亀を生身で倒そうとするのは無謀を通り越してただのバカではなかろうか。と、そこまで考えて、なぜか生身で倒すことにこだわっていたことに気がつく達也。

「なあ、よく考えたら、別段あれを生身で相手にする必要ないんじゃねえか？」

「っちゅうと？」

「ワンボックスとか神の船の武装で殴れば、普通にダメージ通ると思うんだが」

「あ～、せやなあ」

　達也の提案に頷き、まず大前提となる船やワンボックスを使えるかどうかの確認に入る宏。

　なお、こうやって相談している間、ラーちゃんは春菜の足元でひたすら雑草を食べている。芋虫の生態的特性上仕方がないことだが、基本的にラーちゃんは、食べる以外のことは何もしない。

「……特に問題あらへんな。船の飛行機能もちゃんと使える」

　船の呼び出しと乗り込みに成功し、軽く飛び回らせて確認を終える宏。少なくとも、亀の甲羅より高い位置までは上昇できると分かり、亀を主砲で攻撃するプランが問題なく実行できることが判明する。因ちなみに、宏と一緒に他の面々も搭乗済みだ。

「だったら、こいつの主砲で吹っ飛ばしちまえ」

「せやな。ただ、その前に、や。兄貴、折角やからエナジーライアットの試射、船の上からやってみいひん？」

「……そうだな。地脈接続も使って、ちょっと実験してみるか」

「これで実は、魔力圧縮のオキサイドサークルが効く、とかやったら笑うけどな」

「いや、さすがにそれはねえだろうとは思うが……」

　などと言いつつ、内心ではもしかしたら酸素中毒の方は効果があるかもしれない、などと考えてしまう達也。これが通用するのであれば、今後のダンジョン攻略が楽になる可能性を秘めている。

「じゃあ先に、オキサイドサークルからちょっと試してみるか」

「ほな、まずはそっちからやな。念のためにバリアは最大強度にしとくわ」

　宏の言葉に一つ頷き、地脈接続を発動する達也。地面から離れているためかなり抵抗が大きいが、亀の甲羅より高い位置でも一応接続ができたことに、内心で微妙に驚いてしまう。

　実のところ、以前行った地脈のエネルギーを使って聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうで弾幕を張るという行為は、地脈の扱いを鍛える上で格好の訓練となっていた。そのため、単に接続するだけなら、地上数百メートルの高さでも不可能とまでは言えない腕になっているのである。

　もっとも、大気圏内の空中で地脈と接続するのは、熟練度が数値表記で十程度という比較的早い段階で可能であり、それほど驚くようなことでもないのだが。

「じゃあ、ちょっと一発やってみる」

「了解や。ちょい亀に近づけるで」

　十分に魔力の圧縮を終えたところで、最初の実験を始める達也。折角の地脈エネルギーなのだから、と、限界まで圧縮しても亀全体を効果範囲で覆えるよう、普段使う数百倍の魔力を使う。地脈からあふれ出す魔力を圧縮して圧縮して、やばい魔力光が漏れるほどにさらに圧縮して、

「オキサイドサークル！」

　前回の実験ではここまでやらなかった、というところまで圧縮した魔力で、今まで試したことがない広さのオキサイドサークルを展開する。

　術に取り込まれた大亀が、苦く悶もんにのたうとうとするものの結界に阻まれて果たせず、辛うじて動かせる首を激しく振り回す。そんな状況が十数秒続き、突如膝を折って崩れ落ち、数度の痙けい攣れんの後まったく動かなくなる。どうやら、オキサイドサークルはばっちり効果があったようだ。

　実のところ、大亀は酸素中毒でやられたのではなく、極度に圧縮された魔力によって、理論を無視して核融合でも起こしかねないほどの量と密度の酸素を体内に送り込まれ、さらに変質した術式により妙な化学反応を発生させられ、体内の重要な器官につながるあちらこちらの循環ラインをズタズタにされてしまった結果、死亡したのだ。

　仮に酸素中毒を狙っていたら、オキサイドサークルは欠片かけらも効果がなかったであろう。同じように限界まで圧縮しても、酸欠の方だと効果があったかどうかは分からない。狙いとは違う形ではあったが、ある意味アイデアの勝利である。

「……マジかよ……」

「……びっくりや……」

　あまりにもあんまりな結果に、呆ぼう然ぜんとする一同。ここまで見事に効果を発揮するとどことなく釈然としないものを感じるようで、エナジーライアットを期待してわくわくしていた真琴と澪が微妙に不満げだ。

　オキサイドサークルが効かないのは不便だ、などと言っていた割に、実際に効果があるとこの反応なのだから、勝手なものである。

「……まあ、ええわ。念のために首落として、ばらして素材剝はごか」

「師匠、肉はどうする？」

「食いもんはようけ余っとるし、味に関係なく食材としてはちょっとなあ……」

　宏の言葉に、小さく頷く澪。食材としては間違いなく神の食肉三大モンスターに劣るのが見て分かるため、確実にもて余すだろう。

　しかも難儀なことに、海亀やスッポンならリヴァイアサンの部位に、陸亀ならベヒモスの部位に普通に存在しているため、わざわざその劣化版を確保する理由が薄い。そのくせ、トロール鳥やロックワームのように屋台や飲食店で提供しやすい調理難易度でもなく、亀は好き嫌いが分かれやすい食材なのもあって、どう考えても扱いに困るのだ。

「薬とかそっち方面の材料に使うんがええやろうな。スッポンとか結構薬の材料になっとるし」

「そうだね。ただ、薬とかだと、私はちょっと扱えない感じだけど」

「そこは修練あるのみやで」

　などと言いながら、非常にアバウトに解体を進めていく宏達。その間、邪魔にならないように少し離れたところで、宏達が見向きもしなかった雑草を無心に食べ続けるラーちゃん。

「しかし、えらい内部がズタズタやなあ」

「どうも、わけの分からん魔法に変質したみたいだな、こりゃ」

「いっぺん、圧縮度合いと効果との相関関係を、よう使う魔法全部でチェックしといたほうがよさそうやな」

「そうだな。圧縮自体にも結構時間がかかるし、ここまで効果が変質するとなると、ぶっつけ本番はいろいろとやばすぎる」

「他のスキルもチェックしたほうがいいと思う。私のウルトラスローみたいに、そもそも使うこと自体に目に見えないリスクがあるものだって絶対混ざってると思うし」

　毎度結果オーライではまずい。その認識で意見が一致する面々。使えそうなスキルは、近いうちにどこかでちゃんと検証しようと心に決める。

「それにしても、この甲羅どないするかなあ」

「師匠、これ実用サイズに割るだけでも一苦労」

「せやねんなあ。さすが特化型っちゅうか、リヴァイアサンとかの骨より圧倒的に硬いしなあ」

　肉を全て剝そぎ終え、残った甲羅をどうするかで悩む師弟。加工が難しいのは職人にとって燃える要素だが、加工スペースを食いすぎるのが困る。少なくとも、最低でも一パーセントぐらいのサイズにしなければ、工房の中で加工するのは厳しい。

「まあ、持って帰ってあとで考えるか。とりあえず、先に肉をもうちょい使いやすいサイズに……、って、心臓のあたり、なんぞあるなこら」

　とりあえずこの場での甲羅の処理を諦め、手近にあった人間よりはるかに巨大な心臓を小分けにしようとして、包丁を入れる前に何かに気がつく宏。

「こら、ちょっと慎重にばらしたほうがええな。悪いけど、僕しばらく心臓に手ぇ取られるから、他の肉適当な大きさにしとって」

「了解」

　他の部位を春菜達に任せ、慎重に心臓の肉を切り分けていく宏。時間をかけて肉を剝ぎ落としていくこと三十分。

「こらまた、えらいもんが出てきたで」

「宏君、何が出てきたの？」

「金こん剛ごう心しん玉ぎょくっちゅう、鎧よろい系の神器に必要なレア素材や。神鋼の量が足らんけど、それさえ揃えれば、グレータードラゴンとかジズとかリヴァイアサンのあれこれ使って、神しん鎧がいオストソルが作れるわ。どこで手に入るもんか分からんかったけど、こんなところにおるボスからとはなあ」

「神鋼ってことは金属鎧だと思うんだけど、重じゅう鎧がい？」

「せやな。重装行軍がのうても普通に動けるけど、春菜さんらにゃあちと向かんから、別の鎧系神器を作る予定や」

「そっか、ちょっと残念」

　どうやら、これで強化されるのは宏だけらしい。といっても、宏の防御力をこれ以上上げても、現状ほとんど意味がないのが悩ましいところであるが。

「もしかしたら、リヴァイアサンとかジズの臓器にもそういう素材があるとか？」

「そいつらん時は、そんな気配はあらへんかったけどなあ」

　春菜の指摘に、少し悩みながらそう答える宏。実際、どちらも重要な器官は宏が丁寧に解体しているが、そんなとんでもないものがある気配はなかったし、出てもこなかった。

「どうも、あいつらは食材とか普通の素材はようさん取れるけど、コアになるレア素材は持ってなさそうな感じや。でなかったら、あんだけの大物からその手の気配がないとかあり得へん」

「あ～、そうかもね」

「っちゅうか、僕も含めて誰もこの種の素材がどこで取れるか把握してへんからなあ。こら、いっぺんあっちこっちのダンジョンチェックして、シークレットがあるかどうか確認せなあかんな」

「また、先が長くなりそうだよね……」

　予想外の状況で、予定外の重要素材を入手した宏達。

　このことにより、『神器の名を得るにふさわしいものを作れ』というダルジャンのオーダーに応えるため、何より宏の製造欲求を満たすため、訪れる場所が爆発的に増えることになるのであった。
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「ファルダニアで集める素材って、他はどんな感じなんだ？」

「とりあえず、さしあたってはこんなもんやな。植物系は全部種もあるから、最悪促成栽培で何とかするわ」

「そうか。じゃあ、そろそろマルクトか？」

「せやな。その前に、レーフィア様の神殿やけど……」

　草原ダンジョンの隠しダンジョン踏破から一週間。ファルダニア大陸各地を巡り終えた宏ひろし達は、そろそろこの国での活動を終えようとしていた。

「そういや、レーフィア様の神殿って、どこにあるんだ？」

「それ聞き忘れたんよ」

「イカのことといい、あの女神様はいろいろ抜けてるところがあるよなあ……」

　レーフィアから神殿の場所を聞いていなかったことに気がつき、思わず苦笑する宏と達たつ也や。確認を取らなかった宏達も迂う闊かつではあるが、それ以上にイカの処遇ばかり気にして招待する場所の位置やアクセスを一切告げなかったレーフィアの天然っぷりがひどい。

　そもそもの話、あの時の会話の流れで、宏達がレーフィアに神殿の場所を確認できたかと言われると難しい。イカに対するあれこれのインパクトにのまれていた上に、レーフィアがサクサク話を切り上げてしまったからだ。

「あのイカのせいであっちこっちからいろいろつつかれてたみたいだから、細かいことが抜けちゃうのはしょうがないんじゃないかな？」

「というか、レーフィア様って色気たっぷりな見た目の割に、ポジションとしてはドジっ娘こでいじられ役って感じなのよね」

　春はる菜なのフォローを真ま琴ことがサクッと叩たたき潰つぶす。その反論しづらい言葉に、それ以上のフォローが思いつかずに沈黙する春菜。

「細かいことが抜けとるっちゅうたら、誰も言わんから兄貴の誕生日パーティやってへん気ぃするんやけど、確かそろそろっちゅうか、もう過ぎとるんちゃう？」

「うん、過ぎてるよ」

「それに関しては、俺が春菜に言った。もう誕生日って歳でもねえから、適当に俺の好物とそれに合う美う味まい酒でも用意してくれってな。ついでに、気がついてない連中にはわざわざ言わなくてもいいぞ、ってのもな」

「一応、それでいいのか当日も含めて何回も確認はしたんだよ？」

「まあ、この歳になって誕生日で浮かれる気になれねえってのが一番大きいんだが、ちっとご馳ち走そうが続きすぎて宴会は勘弁してほしい気分だったのもある。実際、ちょっと特別な酒がある以外特に何もない誕生日、ってのもよかったぞ？」

「なるほどなあ」

　達也の言い分に、微妙に納得するものがある宏。澪みおの時もそうだったが、あまり頻繁にパーティだの宴会だのをやっていると、ご馳走にありがたみがなくなってくる。それでもまだ、澪の時はクルーズパーティという形で目先を変えることができたため特別感の演出には成功したのだが、達也に関してはそれすら特にネタがない。

「でも、それやったらそれで、言うてくれたらよかったやん」

「気がついてないなら、それでいいと思ってたんだよ。わざわざ教えて気を使わせるのもな」

「それにしても、ちょっと水臭いやん」

「そいつは悪かったと思ってるが、まあ俺は俺で、勝手に誕生日を楽しんだから気にするな」

　微妙に釈然としない空気の宏に、さすがに事後承諾はまずかったかと反省する達也。正直なところ、事前に誕生日がらみに気がついていたのは春菜だけ。真琴は当日のメニューで微妙にピンときた口だが、宏と澪はそろそろだったはず、程度で具体的にいつだったかを把握していなかったので、わざわざ言わなくてもいいかと思ってしまったのだ。

　このことについて宏達のフォローをするならば、ファルダニアに来る過程でイカによる大事件が起こり、その後もアヴィンとプレセアの結婚式など大きなイベントがあったため、日付感覚がどうしても曖昧になりがちだったことが影響している。そうでなくても、船旅は何日経過したかが分かりづらくなる傾向があるため、余計にであろう。

「パーティの類たぐいはやってないが、普通は経験できないような贅ぜい沢たくをやったし、俺はそれで十分だ」

「経験できんような贅沢？　何しとったん？」

「一昨日、神の船で飛んでる時に飯食っただろう？　その後、景色を見下ろしながら一杯やってたんだよ。美味い酒がさらに美味くなる、なかなかの贅沢だったぞ」

「あ～、なんか甲板で飲んでるんを春菜さんも真琴さんも何も言わん思ったら、そういうことやったんか」

「そういうことだ。だから、気にしなくていいぞ」

　実に嬉うれしそうにそう告げる達也に、なんとなく納得する宏。本人が十分に楽しんだのなら、宏があとからごちゃごちゃ言うのは無粋過ぎる。

「と、なると、あとはファムらの誕生日に全力投球やな」

「そうだね。ファムちゃん達の誕生日も、空中パーティにする？」

「それもありやな」

　春菜の提案に頷うなずく宏。いい加減、普通にパーティをやるのもマンネリ気味で飽きてきたところなので、達也の楽しみ方はいいヒントになった感じである。

　余談ながら、ファムは今年の自分の誕生日をテレスやノーラと一緒に祝ってほしいと申し出ている。なんだかんだでファムにとっては、テレス達と出会い、アズマ工房の一員となった日である二人の誕生日が、自分の実の誕生日以上に特別な記念日だという意識があるのだ。

　他にも理由はいろいろあるが、それは全部おまけでしかない。それぐらい、ファムはテレスとノーラのことを大事な仲間だと思っており、テレスとノーラの側もファムのことを大事にしている。お互いに尊敬しあい、年齢に関係なく同格の相手だと認めあってもいるので、下手な家族以上につながりも強い。

　この関係にライムが入っていないのは、別にライムをないがしろにしているわけではなく、あくまでもファム達にとっては一番大事な妹だという意識が強いからに過ぎない。向ける意識が違うだけで、大切にしている度合いは何ら変わらないのである。

「で、まあ、話戻すとして、レーフィア様の神殿のことやねんけど」

「場所を調べる方法とか、あるのか？」

「神域の島の半魚人に聞けばええんちゃう？」

　宏の非常にもっともな意見に、確かにと納得する達也。招待される側がそこまで手間をかけるのはどうかという点については、話が無限ループするので横に置いておく。

「じゃあ、早速神域に移動する？」

「その前に、一応両殿下に挨拶していったほうがいいと思う。ものすごく忙しいそうだから多分会えないだろうけど、挨拶に来たってことは伝わると思うから」

「春はる姉ねえに賛成」

　方針も決まり、さっさと移動すべしと前のめりになる真琴に、春菜と澪がブレーキをかける。相手は多忙だが、宏達の立場上、ファルダニアから移動することぐらいは告げておくべきだろう。

「じゃあ、まずはファルダニア王宮ね」

　アポなしで面会できるかどうかはともかく、言こと伝づてぐらいはできるはず。そんなノリで思い立ったら即行動、とばかりに王宮に向かう一行。

　突然の登城ゆえに会えるとは思っていなかった彼らの予想とは裏腹に、十五分ほどの待ち時間の後、アヴィンとプレセアだけでなく国王夫妻に側室も交えてのお茶会に参加することになり、一部の貴族や大身の商人からいろいろと情念の混じった視線を向けられることになる宏達であった。
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「レーフィア様の不始末で、手間をかけるね」

　転移陣から出てきた宏達を見た瞬間、半魚人がそう声をかけてきた。いきなりマッシブな半魚人と対面する羽目になった達也、真琴、澪の反応はというと、さすがにインパクトがあるビジュアルに一瞬ぎょっとしていたものの、事前に話を聞いていただけにそれほど驚きは長続きしていない。

「なんや、レーフィア様も気ぃついとったんか」

「もちろん。ただ、巫み女この件でのペナルティがあって、何度もそっちに現界できないから説明しに行けないって、地面に両手をついてがっくりやってたよ」

「女神なのにドジっ娘でアダルトな色気のあるお姉さん、どこターゲット？」

「あたしに聞かないでよ……」

　どうにもポンコツ臭が漂うレーフィアの行動に、なかなか容赦のない評価を下す澪。多神教の神様というのは大抵こんなものではあるが、イマイチ威厳が足りない気がするのはなぜなのか。

「一応うちの主あるじを弁護するとね、普段はちゃんと仕事してるんだよ。それも、なかなか敏腕でね」

「そうは見えない」

「まあ、君達に見せた行動だけ見ると、そうだろうね。一応、それにも理由があってね」

「理由？」

　どこまでも容赦がない澪に苦笑しつつ、半魚人がレーフィアのフォローを試みる。そんな半魚人に、澪が疑わしそうな視線を向ける。

「レーフィア様はその権能や巫女の選定方法の性質上、どうしても陸上にいる生き物との関わりが薄いんだ。その分、細かいことで抜けが多くなりがちで、しかも不慣れだから抜けがあることに気がつきづらいんだよ。で、そのことを意識しすぎて、本来の目的がぽろっと抜けたりするんだ。君達だって、海底に住んでるような連中と交渉するとなると、普通に考えればすぐに気がつくようなことを見落とすだろうしね」

　やはりどことなくポンコツ臭が漂う半魚人のフォローの言葉に、それはフォローになっているのだろうかと疑問に思わざるを得ない一行。

　もっとも、半魚人に指摘されたように、宏達とて水の中に住む種族や空を拠点としている種族については、その性質全てに完璧に配慮できるかと言われると厳しいだろう。幸いにして宏達はまだその手の種族と深く関わり合いになる機会はないが、有翼人種に背中の翼のことを忘れて背もたれのある椅子を用意するとか、段差に弱い人魚に階段の上の部屋をあてがうとか、その手の失敗談はあちらこちらでよく聞く。

　この世界の場合、神様といえども権能が絡まないジャンルでは結構間抜けであることを考えると、普段は水の中のことしかやらないレーフィアが、陸での行動でこの手の些さ細さいなミスを繰り返すのは、仕方がないのかもしれない。

　まあ、神殿の場所を伝え忘れるなんてミスは、生存圏がどこであろうが関係ない種類のことなので、半魚人のフォローはまったくフォローとして機能していないのだが。

「何にしても、君達からこっちへ来てくれてよかったよ。ここのことを思い出してくれないようだったら、オクトガルに伝言を頼む必要が出てくるところだったからね」

「それやったら、気ぃついた時点でオクトガルに伝言させたらええやん」

「オクトガルっていう伝達手段を思い出したのが今朝のことだからね。それに、他の神の眷けん族ぞくを使うのはいろいろと気を使うことだから、そうホイホイとはね」

「うちらは割と普通に伝言とか配達とか頼んどるけどなあ」

「人間や新神様は、そこまで気にする必要がないからね。あくまでこの世界の神が他の神の眷族を使うときのマナーみたいなものだし」

　神の世界も、いろいろ面倒があるらしい。舞台装置だとか言いながらも妙なところでどこまでも人間臭い神々に、呆あきれるべきか感心するべきか悩ましい宏達。実に多神教らしいといえば多神教らしい話なのが、なおのこと困る。

　もっとも、もはやとうの昔に信仰心だなんだという方向での敬意はなくなっているので、問題ないといえば問題ないのだが。

「とりあえず連絡は入れておいたから、迎えが来るのを待っていてほしい」

「了解や」

「それと、これは勝手なお願いなんだけど、レーフィア様を励ますために、美お味いしいものを食べさせてあげてほしいんだ。最近あれこれ続いて、見てられないほどへこんでるから、ね。食材は、ここで採れるものはいくらでも提供するし、足りなかったらすぐに収穫してくるし」

「別にかまわんけど、とことんまで神様の威厳とかあらへんなあ」

「何を今更言っているんだい？」

　宏の地味にひどい感想に、眷族であるはずの半魚人が輪をかけてひどい返事をぶつけてくる。いろいろな意味でレーフィアにそれでいいのかと問い詰めたくなる話だ。

「ほなまあ、今回はラーメンのリベンジか？」

「そうだね。折角麵も打ったんだし、今度こそ完璧なの作らないと」

「師匠、春姉。チャーハンと餃ぎょう子ざはどうする？」

「今回は餃子だけにして、足りないようなら蒸し鳥の中華サラダでも用意すればいいんじゃないかな？」

　半魚人の頼みを受け、あっさりメニューを決定する料理人チーム。毎度のことながら、『何食べたい？』、『何でもいい』という会話が出てくる隙すきがないほどのスピードである。

「そういえばこの島って、ゴマも採れたよね？」

「ああ。大だい霊れい峰ほうの神域のとはちょっと違う品種だけど、どっちが上っていう種類の差はないね」

「追加でたくさん貰もらっておきたいけど、いい？」

「どうぞどうぞ」

　そう言って、神殿の中の備蓄を根こそぎ持ってくる半魚人。中には大量の金ゴマが。

「うん。これでゴマ団子も作れるね」

「……中華風のゲームだったら、派手な回復効果がありそうな団子だな」

「……言われてみれば」

　ゴマ団子というメニューに対して達也が漏らした言葉。それに対して、思わず心の底から同意する一行。

　実際、中華風のゲームで食べ物が回復アイテムとなっている場合、ゴマ団子は割と定番の一品だ。それを神の冠詞がつく食材だけで作り上げた、となると、どれだけ派手な回復効果があっても納得できてしまうだろう。

　ゲームの『フェアクロ』もこの世界も、食べ物には即効性の回復効果はない。そのことが良かったのか悪かったのか、実に悩ましいところである。

「まあ、それは置いておくとして、待ってる間に下ごしらえに入っておく？」

「せやなあ。ラーメンは火ぃ通すだけやけど、餃子とゴマ団子はちょっと時間かかりおるしなあ」

　メニューが決まったところで、早速下ごしらえに入ろうとする宏達。こういう隙間時間に作業したがる性質は、プロ根性なのか貧乏性なのか評価に困るところである。

「やる気になってくれてるところ悪いんだけど、もうそろそろ迎えが到着するみたいなんだ」

「えらい早いやん」

「眷族の特殊能力を限界まで使ってるからね。外海につながってる場所に案内するから、そこから海底神殿に行くといいよ」

　半魚人に案内され、外とつながっている海底洞窟へ移動する一行。どうやら宏と春菜が最初に流れ着いた場所とは違うらしく、普通に潜地艇くらいは出せるスペースがある。

『お待たせした』

　海底洞窟に到着すると同時に、頭の中に直接渋い声が語りかけてくる。

　あまりに渋く男前な声に、どんな存在が迎えに来たのかと海面を探し回ると、そこにはつぶらな瞳と笑っているように見える口の形がラブリーな、一頭のクロイルカが。

「えっと、あなたが迎えに来てくれたの？」

『うむ。特に名はないので、クロイルカとでも呼んでくれればいい』

　春菜の確認に、男前な渋い声が返事をする。どうやら声の主はこのイルカらしい。

　特にショックを受けている様子を見せぬ春菜とは対照的に、声と見た目のあまりのミスマッチぶりに、内心頭がくらっと来る真琴。

「えっと、私達は手持ちの船で行く予定なんだけど、生身の方がいい？」

『船があるなら、船でついてきていただけるとありがたい。五人も保護して高速移動というのは、なかなか骨でな』

「了解。じゃあ、準備するから、ちょっと待ってて」

『うむ』

　見た目と声の違和感に馴な染じめず、どうでもいい葛藤を続ける真琴を放置し、海に潜る段取りをどんどん進めていく春菜。春菜の言葉にあわせ、潜地艇を取り出して乗り込めるようにする宏。

「真琴さん、とっとと行くで」

「あ、ごめん」

　どういう表情をすればいいか迷っているうちに出発準備が整い、宏に促されて慌てて潜地艇に乗り込む真琴。そのまま、イルカの先導を受けて潜地艇が静かに出発する。

「なんか、声と見た目のミスマッチに耐えられなかったの、あたしだけっぽくてへこむわ……」

「いや、俺も結構来るもんがあった。ただ単に、営業やってると近いケースには結構遭遇するから、ある程度耐性がついてただけだ」

「ボクも最初はちょっと固まった。ただ、よく考えれば割と定番なネタだと思ったら、なんとなく平気になった」

「なるほどねえ」

　割と納得できる答えを聞き、自分だけじゃなかったのかとどことなくほっとする真琴。澪の定番なネタ、の意味がいろいろと怖いが、そこは今回はあえて突っ込まないことにする。

「春菜が平気そうなのはまあ、なんとなくそういうもんだって気がするからいいけど、宏が普通なのが意外だったわね」

「なんか、私の扱いが割とひどい気がするよ」

「あんた、こういうことで驚くような神経してないでしょ？」

「確かにそうだけど、でも、私だって単に慣れてるだけで、こういうパターンで驚いたり引いたりしないわけじゃないんだよ？」

「その許容範囲がものすごく広そう、ってのは否定しないんでしょ？」

　真琴の容赦のない攻撃に、反論する気力を失い沈黙する春菜。親の仕事の都合で芸能界と縁が深く、母の従姉いとこである天才科学者・綾あや瀬せ天あま音ねとの交流もあって、見た目と声とのミスマッチ程度は驚くに値しなくなっているのは事実だが、それを特殊なことのように言われてもいろいろと困る。

「まあ、春菜のことは置いとくとして、宏も平気そうだったけど、どうなの？」

「平気っちゅうか、あのイカ巫女と比べたらなあ……」

「あ～……」

　イルカの声が渋いぐらいどうでもよくなるような実例を出され、自身の不覚を思い知る真琴。あれを目の当たりにしているのに、いくら不意打ちとはいえイルカの声ごときで固まるとは、情けないにもほどがある。

「それにしても、いくら海洋神っちゅうても、えらい深いところに神殿作ってんねんなあ」

「今どんなもんだ？」

「そろそろ水深一万メートル。とうの昔に、今の僕が張った水中行動やないと対応できん深さになっとる」

「そりゃまた深いなあ……」

　間違いなく生身の人間が潜れないだろう深さに、コメントに困る達也。深度を答えた宏にしても、島といい神殿といい、レーフィアの絡みはどうしてこう陸生生物を排除したがる仕様なのか、疑問に思わざるを得ない。

「あと、あのイルカも結構なスピードやで」

「へえ？　どんなもん？」

「時速五百キロ以上は余裕で出とんな。潜地艇やなかったら、追いつくんも骨や」

「イルカって、そんなに速かったかしら？」

「よう知らん。海洋生物のスピードなんざ興味あらへんかったから、調べたこともあらへん」

　スパッと切り捨てた宏の言葉に、何じゃそらという顔をする真琴。とはいえ、今、潜地艇に乗っている人間は全員、イルカどころかほとんどの海洋生物の移動速度を知らないので、宏に何か言える立場ではないのだが。

「そろそろ見えてきたな。……水深三万メートルか」

「それって、神殿の建物が見えるような明かりがあるってこと？」

「どうやろな」

　どう考えても日の光など届いていない環境に、再び偏屈な立地条件であることを認識する一行。見えてきた、というのも単なる比喩表現で、実際にはレーダー的な何かで捉えているだけである。

　余談ながら、潜地艇には外を見る機能を持ったモニターや窓はついていない。地中を進むその性質上、外が見えても意味がないので、強度優先で省略したのだ。外の状況の確認は、レーダーやソナーをはじめとした各種特殊センサーで行っているのだ。

「まあ、実態がどうなんかは、ついてからのお楽しみっちゅうことで」

　イルカのあとを追い、レーダーが捉えている大きな建物に潜地艇を進める。いよいよ、レーフィアの神殿に足を踏み入れる宏達であった。
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　宏達が海底神殿に向かっている、ちょうどその頃。

『ウォルディスのリーファ王女、どうするの？』

　マルクトで情報収集や各部署との顔つなぎをしていたレイニーが、定期報告でレイオットに問いかける。存在自体は王女一行がアルファトに到着した時点で把握しており、報告もその時に済ませてあるが、一行の目的その他の観察を優先したため、まだ具体的なアクションは起こしていない。

　結構な裁量権を与えられているレイニーだが、この手の政治問題が関わりそうな案件は、基本独自判断は避けている。ローレンの王室解体問題の時は介入せねば宏達に累が及びそうだったため、事後承諾で先手を打っていろいろ行動を起こしたが、マルクトではまだ行動を起こす要素がない。なので、フォーレでの活動と同じように、レイオットに判断を仰いでいるのだ。

『そうだな。まずは、前の報告のあと、王女一行がどこで何をしていたか、それを聞かせてもらえるか？』

『大したことはしてない。中年男はあっちこっちうろつきまわって世界情勢を調べたり協力者と接触したりしてたみたいだけど、王女自身と侍女らしい女は拠点に引きこもって出てきてない』

『なるほど。前回の報告と状況は変わらないわけか』

『うん』

　外から見ると、いまいち行動を絞りきれないレイニーの情報。それを聞き少し考え込む。

『同行している中年男の正体は、まだ摑つかめていないのか？』

『ようやく、絞り込みが終わった』

『ほう？　誰だ？』

『名前はタオ・ヨルジャ。ウォルディス南部、旧ミンハオ王国出身』

『タオ・ヨルジャか……』

　聞き覚えがあるその名に、しばし考え込む。タオ・ヨルジャというのがレイオットが知る人物であれば、大体の目的は察することができる。

『その男が私の知るタオ・ヨルジャであれば、随分と正体を絞り込むのに手間がかかったと言わざるを得ないが』

『人相がかなり変わってた上に、行動を起こすまで結構間があって協力者との接触が最近だったから、アルファトの盗賊ギルドもなかなか絞り込み切れなかったらしい』

『なるほど。タオ・ヨルジャをよく知るはずのアルファトの盗賊ギルドが絞り切れなかった、となると、見た目は相当変わっていると考えたほうがよさそうだな』

『殿下は、タオ・ヨルジャを知っているの？』

『名前と経歴ぐらいは、な。だが、そのタオ・ヨルジャとなると、目的の想像がつく』

　旧ミンハオ王国出身でウォルディスの王女にひっついているタオ・ヨルジャとなると一人しかおらず、そいつであれば目的は一つしかない。いろいろ腑ふに落ちるものを感じて、小さく頷くレイオット。

『殿下、結局タオ・ヨルジャって何者？』

『盗賊ギルドで聞かなかったのか？』

『経費節約で、自分の上司に聞けって言われた』

『……堂々と、ファーレーンの密偵であることを名乗って接触したのか？』

『私が名乗ったわけじゃない。フォーレとローレンのことで、私の顔は大体割れてる』

『……そうだな。お前の人脈を考えれば、むしろ顔が割れないほうがおかしいな』

　密偵で元暗殺者の割に、やたらと上流階級に伝つ手てが多いレイニー。あっちこっちの国で中枢近くの人間に気に入られている密偵など、顔が割れないわけがないのだ。

　顔と一緒にファーレーンの国益よりもアズマ工房の露払いとしての活動を優先していることも知られているため、基本的に協調体制を採るか不干渉を貫くかという対応が多く、今のところレイニーが活動に困る事態には直面していない。

　特にウォルディスがいろいろときな臭い昨今において、中央から東部にかけて存在している街や国で、わざわざ彼女に要いらぬちょっかいを出して、ファーレーンとアズマ工房の双方に不快感を与える勇気がある土地はない。むしろ、積極的に情報をくれる盗賊ギルドや、協力体制を築こうとする有力者の方が多いぐらいだ。

　とはいえ、現状はウォルディスという問題児のおかげで上う手まくはいっているが、この問題が片付くと、レイニーは密偵としてはお役御免ということになるだろう。ここまで顔と名前が売れ、妙なところにびっしり人脈ネットワークを張ってしまっているなら、密偵ではなくむしろ非公式の外交官として使ったほうが効率がいい。

　ファーレーンの国益に沿って動いてくれるとは限らないのがレイオット的に頭が痛いところだが、最近はファーレーンに対しても多少は愛国心のようなものを見せてくれるので、国益には沿わなくても不利になるようなことはしないだろうという信頼はある。アズマ工房、というより宏を最優先にする姿勢は、間違いなくぶれないだろうが。

『まあ、話を戻すが、盗賊ギルドがそう言うのであれば、間違いなく今アルファトにいるタオ・ヨルジャは、十年前にウォルディスに滅ぼされたミンハオ王国の重鎮、タオ将軍だろうな』

『……なんでそんな人が、ウォルディスの王女様の護衛？』

『ウォルディスは内情がややこしいからな。判断基準となる情報が全くないから確実なことは言えんが、恐らくウォルディス内部の複雑な権力闘争の末、その王女の足を引っ張るために利用されたといったところだろう』

『それ、足引っ張ることになるの？』

『王位継承者としての権威に傷をつける役には立つ。それに、タオをつけておけば、謀反を企てたという口実で公に処刑できる。きっと暗殺にことごとく失敗したとかそういう理由で、強硬策に出ざるを得なかったのだろう』

『そのために、いつ使えるかも分からない元敵国の重鎮なんて危険人物を処刑せずに抱え込むとか、いまいち理解できない』

　レイニーの正直な感想に、声に出さずに内心で同意するレイオット。もっとも、タオ一人がどれほど頑張ったところで、ウォルディスほどの大国を揺るがすようなことにはなり得ないのも事実だ。

　そもそもの話、いくら内部に入り込めたからといって、一人で大国を揺るがすことができるなら、タオ以外根こそぎ殺しつくされるなどという形でミンハオが滅ぶなどあり得ないだろう。

　正攻法では、いくらでも湧いて出てくる王位継承者を何人か減らすのがいいところ。それぐらいのことはタオ自身が分かっている。そもそも、見た目だけでもウォルディスに寝返っていなければ、普通に処刑されて終わりだ。

　なので、タオは周囲の者から卑ひ怯きょう者や裏切り者のそしりを受けながら、可能な限りウォルディスに打撃を与えられるよう、他の近い境遇の者達と手を組んでリーファの傍らで虎こ視し眈たん々たんとその機会を狙っていたのだ。

　今回のリーファの逃走劇も、彼の執念が部分的にとはいえ実を結んだ結果だと言えなくもない。

『ウォルディスの考えていることはともかくとして、だ。王女と一緒に行動しているのがタオならば、アルファトでの最初の目的は、宰相の懐刀であるレーゼット・ヨールと接触することだろうな』

『その人と接触して、何をしようとしてるの？』

『王女をファーレーンに亡命させて、ファーレーンをはじめとした西部諸国をウォルディスとの戦いに巻き込もうとしているのだろう』

『じゃあ、王女を排除する？』

『いや。それをしたところで、どうせマルクトが攻撃を受ける。そうなった場合、マリア姉上がマルクトにいる限り、ウォルディスと事を構えずに済ますことはできんからな。いっそこちらから接触して、王女がウォルディスから逃げ出した経緯や逃げ出す前の内情を聞きだしておいて、備えをしておいたほうがいいかもしれん』

　レイオットが示唆した行動指針に、一つ頷くレイニー。国家情勢には疎いレイニーだが、それでもウォルディスがいろいろときな臭いことはここ半月ほどの情報収集活動で理解している。ウォルディス内部の密偵や駐在大使などとの連絡が完全に途絶えている現状、迂闊にウォルディスに人を送り込めないとなると、タオの思惑に乗ったほうが情報を得られる分マシかもしれない。それぐらいは分かる。

『だったら、タイミングを見てタオと接触する』

『ああ、頼む。なんだったら、ファーレーンの名を出してもかまわない。ただ、亡命に関しては、確約したと言質を取られないように注意しろ。あと、もう三日もすれば宰相が帰国するだろうから、タイムリミットはそのあたりだと思っておけ』

『分かってる』

　レイオットの指示に頷き、定時連絡を終える。宏達がのんきに素材収集を行っている間に、じわじわと情勢が動き続けるマルクトであった。
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「ようこそおいでくださいました。この度はいろいろと不手際を重ねてしまい、申しわけありません」

「こちらこそ、お招きいただいて光栄です。不手際に関しては僕らは全然気にしてへんので、もう気にせんといてください。それにしても、水中やのに普通に会話できるとか、かなり不思議な感じですわ」

「水中行動のエンチャント、ランク的にはこの深さに対応してないはず」

「そもそも、そのまま扉開けたのに潜地艇に水が入ってこなかったのも不思議です」

　挨拶もそこそこに放たれた宏の感想。それに乗っかるように澪が気がついた問題点を提示し、その後を継いで春菜が思ったことを述べる。

　この海底神殿、深海なのに明るかったり水の中だというのに呼吸ができたりと、常識では考えられない不思議に満ちており、好奇心旺盛な彼らの興味は尽きない。

「皆様のような、陸の方々がこの神殿を訪れることもありますので、ここは水中であって水中ではない環境になっています」

「へえ。因ちなみに、具体的にはどんな人がここ来ますん？」

「一番多いのは歴代の巫女の中で人間だった者ですね。やはり、漁師の娘などに資質が現れるケースが多いので、その力を十全に発揮できるようになるまで、ここで普通に暮らせるようにいろいろと工夫はしてあります」

　妙に配慮が行き届いた海底神殿に感心しつつ、だったらそもそも深海に作らずに海底部分と地上部分のある構造にすればいいのでは、などとちらりと考える宏。もっとも、それが結構ハードルが高いことも理解はしているが。

「さて、皆様にはここまでのことに対するお詫わびとしまして、海や水に関わる能力、特に奥義級のものを身につけられるだけ身につけていただきます。もちろん、使う使わないはお任せしますが、身につけておくだけでも何かとメリットがありますので」

　そう言って、これまで宏達に力を授けてきた神々と同じく、軽く手を上下に振って正体不明の光を一行に浴びせるレーフィア。宏以外は今まで同様、一気に複数の技や魔法が身についたことで肉体の変化を感じるとともに、多少の酩めい酊てい感を覚える。

「お詫びと称して力を押しつけてる、と言われてしまいそうですが、私の権能や神々のルールでは、そもそも試練なしでこれだけの技を伝授するのはかなり際どいラインです。それに、リヴァイアサンの素材があふれている現状、今更海産物をお渡ししても嬉しくはないですよね？」

　特に文句を言われたわけでもないのに、強引に力を授けたことに対して言い訳をするレーフィア。そんな彼女の態度に苦笑しつつ、疑問に思ったことを問いかけることにする宏。

「まあ、そらそうですけど、なんぞあっちこっちで新神様や何や言われとる僕に、力の付与とかしてええんですか？」

「勘違いをなさっているようですが、技の伝授は力を与えているわけではありません。技を身につけると力が増すのはあくまでこの世界の法則によるものであり、一部の例外を除いて教えた側の力が減るわけではありません。宏殿も工房の皆様にいろいろ教えていますが、それで宏殿が何かできなくなるわけではないでしょう？」

「そらまあ、確かにそのとおりですけど……」

　いまいち釈然としない様子の宏に、少し表現を変えてもう少し説明を続けることにするレーフィア。関係として分かりやすいものを探し、コンピューターの概念を借りることにする。

「そうですね。今回私がやったことは、私というサーバーから皆様に対して、新しいプログラムをダウンロードしてインストールしたと考えてください。これにより、皆様のスペックがいろいろ向上してはいますが、私の内部のプログラムが削除されたわけではないので、私自身のスペックは特に変化することはありません」

「なるほど。っちゅうことは、逆のこともできる、っちゅうわけですか？」

「理論上は可能ではありますが、私達舞台装置としての神は残念ながら、書き換え可能なリソースは運用に使用する部分を除き、ほぼ全て埋まってしまっています。いわゆる書き換え防止のプロテクトもかかっているので、現実には不可能ですね」

「そういうもんですか」

「はい、そういうものです」

　なんとなく関係性について納得し、ここの追及はやめておく宏。春菜達と違い、さほど大きく何かが変化した感じがしない点が気にはなるが、変化がないのであれば問題は発生しないので気にしないことにする。そんな宏の内心を察してか、

「あと、一つ補足しておきますと、宏殿に関しましては、もはや新たな技を習得したところで、変化を感じ取るのは難しいかと思われます。それだけ、内包しているエネルギー量が大きくなっていますので」

　とレーフィアが説明を付け加える。その内容に、思いっきりがっくりくる宏。

「いろいろ身につけていただきましたが、重要なのは溺れない、水圧に潰されない、水上および水中で迷わない、の三点です。それ以外は単なる便利技や小技が大半で、効果が尖とがりすぎだったり、派手すぎたりで使い勝手が悪いとは思いますが、あれば何かの役に立つかと思いますのでお納めください」

　与えられた技に対して、宏達が内心で感じていたことを先に口にするレーフィア。分かっていて押しつけたのか、と思わなくもないが、恐らくこの世界の法則を利用して能力の底上げをはかってくれたのだろうと分かっているだけに、文句を言うのも筋違いな気がしてくる。

「ん～……」

「どうした、真琴？」

「タイダルウェーブって、水系の上級魔法だったと思うんだけど、どう考えてもあたし、条件満たしてないのよね。今までだったら、こういうケースで教えてもらえるのって、せいぜい習得条件に絡むのが数だけの魔法ぐらいだったんだけど、今回はどうしてかな、って思ったのよ」

　真琴の疑問を受け、達也ももう少し細かく自分が身につけたものをチェックする。確かに、水の上位属性物理技を多数身につけており、その条件を満たすように中級や下級の技がやたらと身体に馴染んだ状態で使えるようになっている。

「そこが一番の特例ってやつじゃないのか？」

「そうですね。本来なら修練が必要な下級や中級の技を、一気に一定ラインまで最適化しました。これが可能なのはこの領域にいる相手だけですので、どうしてもご足労願うしかなかったのです」

「なるほど」

　レーフィアの説明を受け、ほぼ全ての疑問を解消する一行。あとは、強いて言えば今あのイカがどうなっているのかが気になるといえば気になるところだが、下手に聞いて実物が出てきても困るのであえて口にしない。

「こんなところまでご足労願っておいてこの程度のお詫びで申しわけありませんが、私の用件はこれでおしまいとなります。島まではお送りしますので、準備が整うまで少々お待ちください」

「あ、その前に、ここって料理はできますか？」

「はい。人間の巫女が生活できるように、この中の水は調理に一切影響を与えない仕様になっています。……そういえば、お昼時でしたね。気が利かなくて申しわけありません」

　春菜に問いかけに、自分がまったく気の利かないうっかり者であることを再認識してしまい、一人へこむレーフィア。

　そんな彼女に対し、春菜が女神基準では驚きの一言を告げる。

「レーフィア様にも食べていただこうかと思って、こちらで準備するつもりで来たのですが、料理をしても問題ありませんか？」

「……私に、ですか？」

「はい。不快なようでしたらやめますが」

「いえいえ、とんでもない！　こんな出来の悪い女神の私に、まさか皆様がご馳走してくれるなんて思ってもみなくて……」

「……別に、そこまでレーフィア様に思うところがあるわけでも、大層なものを作るわけでもないんですけど……」

　思ってもみなかった幸運に感激し、瞳を潤ませるレーフィア。そんな女神の態度に、半魚人の気持ちが心底よく分かってしまう春菜。

「とりあえず、さっさと作っちゃおうか」

「せやな。うちらも腹減ったし。とりあえず、餃子は僕やるわ」

「じゃあ、ゴマ団子は私かな？」

「ボクはサラダとか適当に作って、その後ラーメンの準備」

　いつものように阿あ吽うんの呼吸で分担を決め、神の名にふさわしいラーメンと餃子を作りにかかる学生組。たかがラーメンとはいえ、イカの粗相により諦めていた神々の晩ばん餐さん。それにありつけたレーフィアは、一番激しくつついてくれたダルジャンに見事に意趣返しをしたのであった。

　もっとも、レーフィア自身は憧れの神々の晩餐に感激するのに忙しく、ダルジャンが羨うらやましそうに見ていたことにも、きっちり意趣返しになっていたことにも気がついていなかったのはここだけの話である。
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「ファーレーンの密偵が、こちらに対して探りを入れているようですな」

　その日の夜、アルファト。拠点に戻ってきた中年男ことタオ・ヨルジャが、名目上の主であるリーファ王女にそのことを告げる。

「それ、問題があるの？」

「何とも言えないところですな。ファーレーンが我々について、どのようなスタンスで行動しているかが分かりませんので」

「……いっそ、その密偵に接触して協力を仰ぐのは、無理？」

「それも考えましたが、どの程度の立場にいるのかが分かりかねるので、少し踏ん切りがつかぬところです」

　リーファの問いかけに、正直に現状その他を告げるタオ。

「じゃあ、どうするの？」

「まずは、拠点を変えるつもりでおります。ここがファーレーンの密偵に割れている以上、誰に知られておってもおかしくはないですからな」

「すぐに移動？」

「そうなりますな」

　タオの言葉に一つ頷き、自室の片付けにかかるリーファ。どうせお付きの女性がギャースカ騒ぐだろうが、この件に関しては役立たずなので無視する前提である。

「それで、移動先の当てはある？」

　大して荷物のない自室の片付けを進めながら、タオに問いかけるリーファ。移動するのはいいが、当てがないのはいろいろ困る。

「すでに準備しております。マルクトには、某それがしの協力者もそれなりにおりますゆえ」

　そう言いながら、すでに自分の荷物をまとめ終えてリーファの荷物を運び出し始めているタオ。最悪お付きの女性はここに放置でいいと考えているらしく、彼女には自分からは一切声をかけるつもりがないらしい。

　リーファの身の回りの世話のために連れ歩いていたが、そろそろ旅慣れて自分で何でもできるようになってきていることを考えると、連れていくメリットがなくなっているのだ。

「準備完了。移動？」

「と言いたいところですが、勘づかれたようですな」

　出口を睨にらみながらのタオの言葉に、ほんの少し身を硬くするリーファ。いろいろ覚悟を決め、いかにして邪魔にならないよう立ちまわるかに考えを巡らせ始めたその時、

「キャー!!」

　完全に放置されていたお付きの女性の悲鳴が、建物中に響き渡る。

　その声を引き金に扉と窓、両方から曲くせ者ものが突入してきて、

「襲撃の仕方がなっていない」

「まったく、折角安全圏に避難しようとしていたから、スムーズに移動できるように着替えの手伝いに来たらこれだ」

　どこからともなく唐突に表れた謎の男女に、あっという間に制圧される。

「……中年男の着替えなんて手伝って楽しい？」

「ああん？　お兄ちゃんが着替え手伝うっていったら、王女様とか侍女のお姉さんに決まってるじゃないか」

[image: ]

　窓から入ってきた、恐らくファーレーン人だと思われる白い肌の、ファーレーン基準で辛うじて成人していると思われる少女の言葉に、ウサギ系獣人の特徴を持つ妙なマスクで素顔を隠した大柄な男が、カタールを仕舞いながら呆れたように答えを返す。

「……変態？」

「何言ってんのさ。お兄ちゃんは世にいる女性をすべからく純粋に愛しているだけだぜ？」

「マルクトの暗殺者って、こんなのしかいない？」

「マルクトだからな！」

　男女の会話から、どうやらコンビどころか知り合いですらないと察し、どうしたものかと思案するタオ。とりあえず敵意はないらしいと考え、所属その他を確認することにする。

「それで、お二人はどなたですかな？」

「予想はついてると思うけど、ファーレーンの密偵。レイオット殿下の指示で状況の確認に来た」

「俺はマルクトのアサシンギルド所属の兼業暗殺者だ。敬意をこめて、お兄様スイート・ブラザーと呼んでくれればいいさ」

　所属は名乗っても名前は告げない二人に、微妙に判断に困るタオ。

　この日、ウォルディスの亡命王女一行は、それぞれ違う国に所属する二人の変態に出会うのであった。
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「あっ。このボルシチみたいなシチュー、美お味いしい」

「外寒いから、ごっつ温まるやんなあ」

　レーフィアの神殿を辞したその日の夜、ローレンの北東部に接する小国・クレスター王国。その首都であるクレスタリアの宿で、宏ひろし達は夕食の郷土料理に舌鼓を打っていた。芋虫は宏の膝で、こっそり野菜の切れ端を貰もらって食べている。

　宏の感想にあるように、この国は一年の半分を雪と氷で閉ざされた厳しい土地にある。その関係上、国土はまともに開拓されておらず、辛うじて五つの街に小さな農村をいくつかと港を一つ持っているだけ、滞在人口は国中をかき集めても十万には遠く届かない程度、国民となると人口はさらに少ない、ほとんど都市国家と規模の変わらない本当に小さな国だ。

　普通ならとっくの昔にどこかの国に併合されていてしかるべき小国だが、厳しい気候により侵攻が難しく、しかもこの国で戦争を起こすと氷ひょう狼ろうと呼ばれている巨大で強力な狼おおかみの群れが襲ってくるため、生半可な戦力では勝負にならない。また厳しい土地で暮らしているだけに、国民がやたらと結束力が強くて精強なため、侵略しても割に合わない。

　別にどこかへの通り道になっているわけでもなく、喉から手が出るほど重要な産業があるわけでもなく、貧しくはないが取り立てて豊かだというわけでもないこの国を取り込みたい国が存在しないため、結局小国としてかろうじて存続しているような国だ。

　この国の主要な産業は極端に寒い土地でしか育たない作物と天然ものの氷晶石、そしてアイスダンジョンと呼ばれる高ランクダンジョンである。滞在人口が多いのも、このダンジョンの存在によるところが大きい。アイスダンジョンがあるがゆえに、辛うじて貧しくはないが取り立てて豊かでもないという経済環境が成立している。

　ついでに言えば、このダンジョンの存在も、クレスターが独立を維持できている理由の一端である。戦争など仕掛けてダンジョンの管理を間違えれば、氷狼以外にも大量のモンスターを相手にする羽目になり、それこそ大国でも下手をすれば存亡の危機に追い込まれる。

　このように、クレスター王国は他とは異なった体系で成立している国家なのである。

　そんな国に宏達が何の用なのかというと、アイスダンジョンだ。もっと正確にいえば、そこにある隠しダンジョンで手に入る素材が目当てである。

「それにしても、この国の首都は物騒なところにあるんだな」

「まあ、元々の成り立ちがアイスダンジョンの監視って話だから、むしろここにあって当然よね」

　アイスダンジョンの入口をふさぐように存在している首都に対し、達たつ也やと真ま琴ことがそんな感想を漏らす。ダンジョンによって中のモンスターが外に出てくるかどうかはまちまちだが、アイスダンジョンのモンスターは普通に外まで出てくる。

　この仕様はゲームにあったアイスダンジョンも同じである。そのため、ヘルプも出さずに入口までモンスターに追いかけられて逃げてきたプレイヤーは、大抵入口で待っていた他のプレイヤーに脱出の邪魔をされて、きっちりモンスターに蹂じゅう躙りんされデスペナルティを受けることになる。

　余談ながら、モンスターを引き連れて動き回ることをゲームの専門用語でトレインといい、そうやって引き連れたモンスターを他のプレイヤーになすりつけて死亡させることをモンスター・プレイヤーキル、略してＭＰＫという。正確にいえばＭＰＫは他にもやり方があるが、ほとんどのゲームで代表的なのはトレインによるなすりつけであるため、他のケースは省略する。

「てかね、こんな環境だからか、宿の人も結構な実力者揃ぞろいなのよね」

「せやな。ウルス近郊で遭遇するモンスターやったら、片手でひねれそうな人ばっかりや」

　シチューを持ってきたウェイトレスや厨ちゅう房ぼうにいるコックに視線を向けつつ、従業員の戦闘能力についてそう断じる宏と真琴。それを聞いていたのか、追加の火か酒しゅを持ってきた若いウェイトレスが口を挟む。

「この街に住む人間は基本的に、何らかの形でアイスダンジョンのモンスターを一対一で仕留められるように訓練してるからね。それができないのって十歳未満で訓練途中の子供か身体が衰えた年寄り、生まれつき身体が弱くて魔法も苦手な一部例外ぐらいさ」

「へえ、そうなんだ」

「ああ。だって、アイスダンジョンがあるんだからね。それができなきゃ、いつ食われて死んでもおかしくないんだよ。もっとも、できない人間はどうやってもできないからね。そういうやつは安全のために違う街に移住するか、直接戦いに関わらない形で防衛に貢献できる方法を身につけるか、どっちかなんだよ」

「すごいね」

「アタシ達なんて、騎士様やダンジョンで稼いでる冒険者に比べりゃ大したことないって。騎士様とかみたいに一人で何体も相手にできるわけじゃないし、国王様みたいに月に二回、アイスダンジョンのボスを潰つぶすなんて真似はとてもとても」

　さらっと聞き捨てならない話が出てくる。アイスダンジョンは高ランクに分類されるダンジョンの中では難易度が低いが、それでも出てくるモンスターは十分に強い。少なくとも、単独で複数を相手にできるには最低四級以上の冒険者になれるだけの戦闘能力が必要で、ボスを倒すには三級だと微妙なラインだろう。

　幸いにして、オルテム村のダンジョンのように致死性の天然トラップがいたるところに仕込まれているわけではなく、平均気温が氷点下十五度という寒さ以外に目立った障害はない。ないのだが、防寒対策で動きが鈍りやすいのは下手な罠わなより厄介で、要求される戦闘能力がさらに高くなる。

　そんなダンジョンのボスを、月二回も仕留めている国王。ダンジョンを踏破するのだから単独ではないだろうが、それを考慮しても、この世界の王族としては一、二を争う戦闘能力を持ち合わせているのは間違いない。

「……国王陛下が、わざわざダンジョンに潜ってボスを倒してるのか？」

「そうだよ。この国の王族の義務でね、ダンジョンが力を持たないように、定期的にボスを潰してるんだ。冒険者任せだとどうしても安定しないから、国王様が少数精鋭で行くのが習わしだよ」

　クレスター王国が独立を保てている理由の一端を、しっかり肌で感じ取るアズマ工房一行。この土地の気候風土で、決して弱くはないダンジョンのボスを最低でも月二回は討伐しなければならない。そんな国をわざわざ併合したがる国はないだろう。

　なお、余談ながら王家のこの義務、クレスターが独立を保っている理由であるとともに、クレスターが飢き饉きんなどに陥った際、周辺諸国が最大限の支援を行う理由にもなっている。放置してダンジョンが暴走した日には、どれほどの被害が出るか分かったものではない。

　このダンジョンはモンスターが高確率で氷晶石の上位アイテムである氷霊結晶に化け、それらの需要がそこそこ安定して存在するからまだいいが、そうでなければ支援する側の国も国民を納得させるのに苦労することになっただろう。

　氷霊結晶は喉から手が出るほど欲しい資源ではないが、クレスターから買えなくなるとコスト面で困る。併合してダンジョンの管理をしようと考えるほどの利益が得られるものではないが、一時的に支援するだけで輸入が維持されるなら、支援を惜しむ理由がない程度にはよその国にとってもメリットは大きい。

「で、アンタ達もやっぱり、アイスダンジョンが目当てかい？」

「ん。でも、目当ては氷霊結晶じゃない」

「へえ、珍しいねえ」

「ただ、目当てのものがあるかどうかは、潜ってみないと分からない」

「そうかい。まあ、頑張んな。こいつはサービスだよ」

「ん、ありがとう」

　澪みおの要領を得ない説明に対し、微妙に不思議そうな顔をしつつサービスのホットジンジャードリンクを並べて激励するウェイトレス。アイスダンジョンは高レベルなだけあって、学生組のような若い、というよりいっそ幼いといえるような冒険者が訪れることは滅多にない。その物珍しさと、アイスダンジョンに潜るに足る確かな実力をその歳で身につけていることへの敬意を、サービスのドリンクという形で表現したらしい。

「……思ったより、辛い」

「しょうががかなり効いてるよね、これ」

　この世界では、寒い地域では火酒と同じぐらい定番の飲み物であるジンジャードリンク。クレスターのものは、どうやらはちみつ控えめでしょうがをよく効かせるのが主流らしい。そこまで寒い地域ではないウルスだが、それでも冬場はよく飲まれていた。その味を想像していた澪がしょうが以外の味がほとんどしないという風情のクレスター風ドリンクに驚き、春はる菜なも少々面食らった表情を浮かべる。

　余談ながら、同じ寒い地域でも、フォーレ北部は体温くらいの温度の炭酸で割った上ではちみつ多め、ファーレーン北部は柑かん橘きつ類るいの果汁を混ぜて辛さをマイルドに調整している。作り方は基本同じだが、結構地域差が出る飲み物である。ウルスではしょうがはほとんど隠し味と香りづけ程度で、メインはオラジュという体温を上げ血行をよくする効能のある柑橘類の果汁を薄めたものとなっている。

　ウルスのものになると、もはやジンジャードリンクとは言わないのでは、と思うのだが、あくまでも呼称はジンジャードリンクである。

「まだまだこの世界の食べ物も、知らないことが多いよね」

「そりゃ当然だろう。日本ほどこだわって魔改造してる地域がないってだけで、地球ぐらいには多様性があるんだからな」

「そうなんだけど、やっぱりこうして直接見ないと、実感が湧かないというか」

　ジンジャードリンクをちびちび飲みながらの春菜の言葉に、頷うなずいて同意する達也と真琴。この世界が地球より広く、地球にない種類の多様性があることは理解しているが、実際に見て触れて食べてみて初めて実感することが多い。

「それはそれとして、明日はいよいよアイスダンジョンに突入するわけだが、隠しダンジョンには入れそうなのか？」

「やってみないと分かんない感じね。条件が確定してるわけじゃないし、そもそもこっちも条件が同じかが分からないし」

　達也の確認に、真琴が小さく首を振ってそう答える。ゲーム時代のアイスダンジョンは、隠しダンジョンが発見されている数少ないダンジョンだった。ただし、その進入条件が少々曖昧で、確定条件以外の何がトリガーかがいまいち絞り切れていない。

　確定といえる条件は、特定の中ボス一種をあえて残してそれ以外を全て狩ることだけ。それ以外の条件は進入に成功したパーティごとにいくつかバリエーションがあり、安定して入れるパーティでも別の条件を試すと基本入れないという、検証する側からすれば面倒なことこの上ない仕様になっている。

　あまりに確定以外の条件に統一性がないため、パーティリーダーのグランドクエストの進行具合やＮＰＣとの人間関係、こなしてきたクエストの内容などから条件が設定されているのではないか、という仮説が立っている。だが、その内容だと幅が広すぎて証明が困難なため、現在は検証作業は安定して侵入できる条件を集めるにとどまっている。

　いくら比較的難易度が低いといっても、高レベルダンジョンには違いない。ノーマルダンジョンボスのアイスタイタンも決して楽な相手ではなく、しかもインスタントダンジョンではないので復活時間の兼ね合いでボスも中ボスも一日に倒せる回数が限られるため、一日にそれほど何度も検証できないのがつらいところであろう。

「とりあえず、中ボス一種残して全部仕留める、ってのは難しいと思うわ。他の冒険者もいるし、復活するのを待つってわけにもいかないし。ゲームの時も、そこが一番難しかったからね」

「確認だが、中ボス一種残すってのは、俺達が倒さなけりゃいい、ってことか？」

「そう。一度入ってから出るまでの間、チャレンジする人間がその中ボスを倒さなければいいの。それでチェインがつながるし、他の誰かが残した中ボス倒してもチェインはつながったままよ」

「で、ミスったら外に出ればリセットされる、ってことか」

「そそ」

　あまり意味はなさそうだと思いつつも、一応隠しダンジョンへの入り方を確認する達也に、分かっている範囲のことを告げる真琴。一応彼女もトップクラスの戦闘廃人だけあって、アイスダンジョンの隠しダンジョンへは何度も入っている。

「とりあえず、一週間ほどはトライアンドエラーね。上う手まく入れたらそれでよし、駄目だったら駄目だったで素直にマルクトに行けばいいし」

「そうだな」

　結局それしかない、という種類の結論を告げる真琴に同意し、酒の残りを飲み干す達也。すでに料理は全て胃袋に収まっている。

　まあ、似ているだけの世界ゆえにゲームでの情報はさほど当てにならないが、幸いにしてアイスダンジョンの広さ自体は大して違わないらしい。慣れれば半日でボスまで突破できる、高レベルダンジョンとしてはかなり小さなダンジョンだからこそ、国王が定期的にボスを潰しに行くことができるのだろう。

　無論、小さいといっても下手な城よりは広い。全部探索しつくすとなると、余程慣れていないと一日では厳しい。今回は宝箱の類たぐいは大半をスルーの予定なので問題ないが、サーチアンドデストロイの上、宝箱を全部開封となると、どうしても時間がかかるのだ。

「さて、明日は早起きだし、さっさと寝るとするか」

「賛成。春はる姉ねえ、真琴姉、お風呂どうする？」

「今日は清浄化の魔法だけにして、明日帰る前にコテージか船のを使おうか？」

「そうね、あたしはそれでかまわないわよ」

「なんやったら、宿の部屋からコテージの風呂に行けるよう細工しよか？　それぐらいやったらすぐやし」

「もしかして宏君、今からでもお風呂に入れる？」

「十分ぐらいの作業やからな。終わったら入口そっちの部屋持っていくから、出たら返してくれたらええで。ついでに、水属性攻撃への耐性強化する関係のアクセとか、適当に揃えとくわ」

　などと言いながら、取った部屋に上がっていく一行。ちゃんと入浴も済ませ、心身ともにリフレッシュした状態で翌朝を迎えるのであった。




　　　　☆




「単刀直入に言う。ファーレーンは、あなた達に対する対処を決めかねている」

　宏達が就寝した少しあと。セーフハウスの一つにウォルディス一行を連れ込んだレイニーは、真っ向勝負でファーレーンの状況を告げていた。

　なお、連れ込んだセーフハウスは今回の件でマルクトが提供してくれたものであり、場所が割れてもファーレーンには一切痛手はない。無論、マルクトにしたところで、他に使い道がない建物を提供しているので、襲撃されようがどうしようが特に困らない。

　要するに、ウォルディス一行にどう対処するか決めかねていたのは、マルクトも同じだったのだ。

「ほう？　つまり、場合によっては某それがし達を始末する、ということですかな？」

「状況や事情によっては」

　タオ・ヨルジャの問いかけに、馬鹿正直に答えるレイニー。誤魔化したところで無意味だし、そもそもレイニーにそんな高度な交渉はできない。

　その様子を見ていたマルクトの暗殺者、自称お兄様スイート・ブラザーが口を挟む。

「ファーレーンもか」

「やっぱりマルクトも？」

「まあな。お兄ちゃんは単純に、そっちの将来楽しみな王女様とか、お付きのきっつい姉ちゃんとかを変質者の魔の手から守りつつ、こっそり着替えの手伝いとかしてたわけだが」

「変質者？」

「お兄ちゃんじゃないぞ？」

　レイニーの胡う散さん臭げな視線に、手をパタパタと左右に振る自称お兄様。もっとも、一般常識に欠けるレイニーの場合、この男が口にしている行動は、世間一般では変質者扱いされるんじゃないかとうっすら感じている程度で、本気で変質者だと思っているわけではない。

　何しろレイニー当人も、宏限定ではあるが、やっていることが大して変わらないのだから。

「何にしても、判断するのに情報がなさすぎる。ファーレーンに渡りをつけたいのであれば、洗いざらいここで事情を言う」

「……まあ、仕方がありませんかな……」

　淡々としたレイニーの言葉に、深々とため息をつくタオ。ファーレーンの密偵とマルクトの暗殺者。双方が目の前にいる時点で、抵抗しても無駄であろう。

　根本的な話、タオの力量では、リーファを守りながらとなるとどちらか一方だけでも少々手に余る。二人同時にとなると、リーファを守らなくていいとしても勝ち目はない。目の前の二人は、その程度には強い。

　この状況になった時点で、すでに詰んでいるのだ。ならば、無駄な抵抗をして心証を損ねるのは馬鹿のすることだろう。幸い、それをしそうな馬鹿はここに来る前の襲撃で意識を失っている。正直な話、できることならそのまま捨ててきたかったのだが、自称お兄様が許してくれなかった。それを捨てるなんてとんでもない、だそうだ。

「もっとも、話としては大したことではありません。単に、ツァオ王太子殿下が現ウォルディス王を魔物に食わせて入れ替わらせたところを某とリーファ王女が目撃し、反逆者として追い回されている、というだけのことですな」

「ふーん」

「あまり驚かれないのですな。ここ半年ほど、ウォルディス内部からは西部に情報がいかないよう、あれこれ強引な工作をしておったようですが」

「まだ国王様達と私みたいなごく一部の特殊な諜ちょう報ほう員だけで止とどまってるけど、先月ぐらいにエアリス様がアルフェミナ様からそれに関する神託を受けている。ただ、その結果ウォルディスがどういう状況になっているか、それを探る手段がなくて動けなかった」

　レイニーの返事に、がっくり肩を落とすタオ。

　実のところ、エアリスが神託として告げられたのは、ウォルディスが邪神教団の手に落ちたということだけ。タオが語ったような細かい内容は一切ないのだが、予想の範囲を超えない内容だったため、驚くに値しないのは変わらない。

「お兄ちゃん、下っ端だからそのへん初耳なんだけど、ウォルディスってそんなにやばいことになってたんだ」

「でなきゃ、ファーレーンが動くはずがない」

「そりゃまあ、ごもっともで」

　レイニーの身も蓋ふたもない言葉に、あっさり納得してのける自称お兄様。言動は単なる変態だが、一応国際感覚と呼べるものはあるらしい。少なくとも、言葉どおり下っ端だとしても、かつてのレイニーのような使い捨てではなさそうだ。

「それで、逃げてくる前のウォルディスの内部情勢は？」

「そうですな。王太子と第三王子ジェンの派閥が水膨れしたような形で勢力を伸ばし、ほぼ内戦手前の権力闘争をしておりましたな。もっとも、おかげで第二王位継承者であるはずのリーファ殿下が目立たなくなったため、直前三カ月ほどは珍しく安全でしたが」

「第二王位継承者なのに、放置されてたの？」

「殿下には申しわけありませんが、所しょ詮せんは子供で、しかも棚ぼたのような形で転がり込んできた継承権ですからな。某のようないつ裏切るか分からぬ人間を腹心として押しつけられていたこともあって、どうとでも始末できると思われて後回しにされておったようです」

　タオのいまいち納得しづらい説明を聞き、小さく首をかしげるレイニー。政治関係のことはよく分からないが、それでも簡単に始末できるなら先手を打ってさっさと始末するのではないか、そう思うのだ。

　そんなレイニーの疑念を察したか、これまで黙っていたリーファ王女が口を開く。

「タオの説明は、理由の一端。元々ウォルディスの国王なんてただの飾り。担ぎやすく操りやすければ、誰でもいい」

「つまり、王太子と第三王子の闘争が終わったあとで、二人を排除する御み輿こしにするために温存させた一派がいた？」

「実際、面と向かってそれを言ってきた有力貴族もいた」

　なかなかに病んだ面を見せつけるウォルディス。そんなことを繰り返しているのだから、国内はいい感じに瘴しょう気きが蔓まん延えんしていそうである。

「お兄ちゃん、すごく気になるんだけどさ。王女様を御輿にしたがってた一派って、今存続してるのかね？」

「さあ？　ただ、存続してるなら、近いうちに内乱が始まる」

「存続してなかったら？」

「王太子と第三王子が、競って周辺諸国を蹂躙し始める」

　さらっと他ひ人と事ごとのように、かなり致命的な結論を告げるリーファ。そのリーファの態度に、タオが深々とため息をつく。

「そういう話を他人事のように軽く言うのは、感心しませんな」

「じゃあ、私に何ができたのか、教えて？」

「それは……」

　リーファの質問に対する、タオの沈黙。それが、リーファを取り巻く現実であった。

「結局、私は我が身かわいさに見て見ぬふりをして、何の行動も起こさなかった卑ひ怯きょう者。どうせ何もしないしできないのだから、悲劇のヒロインぶって心を痛めるふりをするような偽善は、やめることにしたの」

　温度の感じられぬ声で、淡々と告げるリーファ。何かを見ているようで何も見ていない王女にかける言葉が見つからず、己の不明を恥じるように沈黙するタオ。

　別に忠誠を誓っているわけではなく、己の目的のために必要だからこそリーファ王女を守り続けてきたタオだが、まだ年齢が二桁にも満たぬ子供を使い潰そうとしていることには、ほんの少しだけ残った良心がそれなりに痛むらしい。

　そもそも、少しでも何かしようとしていれば、今頃リーファは生きてはいまい。見て見ぬふりと言うが、止めようとしていれば屍しかばねが一つ増えただけで、まだ十歳にもなっていないリーファにその覚悟を求めるのは酷というものだろう。

「それで、あなた達は、ファーレーンに何を求めるの？」

「大したことではございません。我が祖国・ミンハオの仇かたきを取るために、どうしてもリーファ殿下には生き延びていただかなくてはなりませんでな。つきましては、リーファ殿下だけでも保護していただけたら、と思いまして」

「なぜ、リーファ王女が生き延びる必要が？」

「なに、簡単なことでございます。リーファ殿下は唯一残ったミンハオ王家の血筋です。もはや遠すぎて残っているとも言えませんが、それでも死なれては困りますゆえに」

「それで仇を取ることになるの？」

「内情を見ていれば、近いうちにウォルディスという国家が崩壊するのは確実ですからな。その時にミンハオの最後の血筋が残っておれば、仇を取れたと思いこむことぐらいはできますゆえ。無論、某も持てる全てを駆使して、ウォルディスの崩壊を後押しする所存ではありますが」

　かなり自分勝手なことを言い張るタオに、どうしたものかと眉を寄せるレイニー。正直、彼女の権限で判断できることではなく、また、タオの目もく論ろ見みは無謀に過ぎるため、ファーレーンを深入りさせていいのかと疑問に思わざるを得ない。

　これが宏達であれば、恐らくタオの勝手な言い分に腹を立てつつも、リーファの様子に結局は保護することを決めるだろう。

　今のリーファは、はっきり言って生きているとは言い難い。我が身かわいさに見て見ぬふりを続けてきた、と本人は主張するが、どうにもそうではなく何かが呪縛となって、生ける屍のような状態のまま生きることにだけ固執している感じである。

　そのあたりに鈍いレイニーがそれを察することができるほどなのだから、情が深く他人のことをよく見ている春菜が見捨てる選択をできるかと言われると難しいだろう。

「……ひゃっ!?」

　レイニーが黙考している間、下りていた微妙な沈黙。それを破ったのはリーファ王女の素すっ頓とん狂きょうな声であった。

　今までの何の感情もこもっていない生ける屍のような声ではなく、歳相応の子供らしい可愛い声。その声に、微妙にほっとするものを感じるレイニー。見ると、タオも同じらしい。

　では、なぜ突然そんな声が聞こえてきたのかというと、声の先には……、

「ふむ。肉体的な疲労に加え、極度のストレス。しかも、ちゃんとしたものも食ってない、と。あまりいい状態じゃないなあ」

　リーファの腰や尻を撫なでまわし、胸や太ももをさすっている自称お兄様変質者の姿が。

「貴様、何をしている!?」

「何って、女性の身体をメンテナンスするための触診だが？」

「ふざけるな！」

「お兄ちゃんは大真面目だ！」

　猛たけり狂うタオに対し、本当に大真面目に言い切るお兄様。マスクの向こうのその目は、いろんな意味でマジだ。性的な要素が抜け落ちているあたり、かなり本気である。もっとも、どれだけ大真面目だろうが、どれだけ善意の行動であろうが、やっていることは紛れもなく変質者であるが。

「命狙われてる時点でストレスかかるのはしょうがねえし、逃げてるんだから疲れも溜たまるだろうが、な。せめてちゃんとしたものは食わせてやれよ！」

　どこかふざけた様子があった自称お兄様が、初めて大真面目に真剣に正論を吐く。一種の殺気が伴った気迫の前に、思わずタオがひるむ。

「まあ、そうは言っても、どうせおっさんにはどうにもできないことだろうからな」

　などと言いながら、あっさり殺気を引っ込めてどこからともなく食材をあれこれ取り出す自称お兄様。ご丁寧に、魔道具タイプのコンロまである。

「ちょっと待ってな、王女様。お兄ちゃんが美う味まいもん食わせてやる」

　なぜかカタール、それもウォルディス一行を助け出した時に使っていたものとは違うものを取り出しながら、そんな風に大口をたたく。

「料理、できるの？」

「おう！　お兄ちゃんは女性の美の追求のためには、一切手を抜かない主義なんだ！」

　そんなことを言いながら、器用にカタールで手際よく料理を進めていくお兄様。左右のカタールで高速カットしたとは思えないほど、肉も野菜も美しく仕上げられていく。

「まずい飯は心を殺すからな。美味いものを食えば、ある程度はストレスから解放されるもんだ」

「それは同意」

　変態のくせに実に正しいことを言う自称お兄様の言葉に、心から同意するレイニー。傍はたから見ればカタール装備のままフライパンを振るうその姿は突っ込みどころ満載だが、タオ以外にそのあたりの常識を指摘できる人間はこの場にいない。

　そのタオは自称お兄様に気迫で負けたことで落ち込んでおり、残念なことにそこに突っ込める精神状態ではないようだ。おかげで、自称お兄様はやりたい放題である。

「そういうわけで王女ちゃん、覚悟しておけ！　お兄ちゃんが三食エステ付きで魅惑のロリぷにボディを作り上げてやるからな」

「やっぱり変質者」

「何を言うんだ！　ロリータはプニプニしててはじめて魅力的なんだ！　こんな絶望しきって鳥ガラ一歩手前のロリータなんて、お兄ちゃん認めませんよ！」

　そのまま、調理を続行しつつロリぷにボディの魅力だの、そこから健全に育つことの重要性だのを熱く、というより暑苦しく語る自称お兄様。途中までいいことを言っていた風情だったのに、結局最後まで変質者は変質者だということを証明してしまう自称お兄様であった。




　　　　☆




　アイスダンジョン初挑戦から三日目。

「なんや、様子がおかしいで」

　アイスタイタンの頭部をモールで粉砕した宏が、ダンジョンに対する違和感を口にする。それを聞いた真琴が、真剣な表情を浮かべてある方向に視線を向ける。

「どうやら、隠しダンジョンへの条件を満たしたようね」

「そうなのか？」

「今回に限って様子がおかしいんだったら、そうだと思うわ。それに、向こうでシークレットの条件を成立させた時も、あんな感じだったはずなのよ」

　そう言って真琴が指さした先を見て納得する一行。最初は気がつかなかったが、徐々に壁が消えて穴が出てきている。その穴がはっきりしてくるにつれ、ボスルームの気配や雰囲気が様変わりしていく。恐らく、宏が最初に感じ取った違和感は、この気配や雰囲気の変化だったのだろう。

　余談ながら、芋虫は寒さに弱いため、宏のポシェットの中でジズの羽毛に埋もれて半分冬眠している。

「こっから先、煉れん獄ごくの入口ぐらいの難易度に跳ね上がるから、気を引き締めていくわよ」

「了解」

　真琴の警告を受け、真剣な顔で頷く達也。他のメンバーもそれなりに緊張感を持っているようだ。

　宏が先頭に立ち、その横に澪が並ぶ。中央を達也と春菜が陣取り、殿しんがりを真琴が担当する。いわゆる、本気のフォーメーションだ。

「ここから初めて氷狼が出てくるし、ホワイトウルフも今までのとは桁違いよ」

「なるほど。属性耐性は用意したレベルで足るん？」

「多分大丈夫だと思うけど、絶対とは言い切れないわね」

　やけに広い通路を進みながら、この先のことを確認する。氷結系の攻撃は水属性に分類されるため、事前に耐性を上げられるだけ上げており、一応これまでは十分な効果を発揮していた。だが、ここから先は一気に敵の強さが跳ね上がるので、当てにできるかどうかは分からない。

　何しろ、特定の属性に特化したダンジョンの場合、生半可な属性耐性はあまり役に立たない場合が多いのだ。対策が分かりやすいということは、要するにそれだけその属性に関して強力な攻撃を備えている、ということでもある。しかも、今回はさらに難易度が跳ね上がる隠しダンジョンだ。

　実際のところ、過去に作って仕舞いこんでいた耐属性リングだけでは、アイスダンジョンのモンスターが繰り出す属性攻撃を完封するには至らなかった。初日に達也が流れ弾を受けた時にそれを確認した宏が、さらに強力なものをいくつも作り足したために、現状ノーマルダンジョンはボスまで含めて全て無力化できているが、逆にいえば、ノーマルダンジョンですら、そのレベルの事前準備が必要だったのである。

　耐性を抜かれたといっても、所詮自然回復で消える程度のダメージ。そこまでして完封しなくても、ガーディアンフィールドがあとわずかに強化されれば無傷で行ける範囲なのだが、世の中にはクリティカルヒットというものがある。幸いにして、クリティカルヒットは防御無効とかそういった効果のない、単純に偶然発生した強威力攻撃でしかないが、完封できるなら完封しておきたい、そう考えるのも自然なことだ。

　それらの事情を考えると、真琴が絶対だと言い切れないのも当然といえば当然だろう。

「師匠、真琴姉、早速来た」

　なおもいろいろ確認を続けようとする宏と真琴に、澪がモンスターの襲来を告げる。

　その数秒後、十数メートルの巨大な氷の狼が、目に殺意を浮かべながら駆け寄ってきた。

「来いやあ!!」

　現れた三頭の氷狼に、宏がアウトフェースによる威圧を行う。濃密な威圧感に一瞬気押され、そのまま殺意を恐怖に入れ替えて宏に襲いかかる氷狼。

　先頭の一頭をスマッシュで弾はじき、後続を巻き込むように吹っ飛ばす。二頭のうち一頭は距離が近すぎて完全に巻き込まれるが、残り一頭は素晴らしい反射神経を見せてサイドステップで巻き込まれるのを回避し、そのまま宏を食いちぎらんと大きく口を開いて飛びかかる。

「ふん!!」

　その口を無理やり閉じさせるように、ポールアックスを振りおろして地面に叩たたきつける。スマイトの乗ったその一撃を受けた氷狼は、見事に地面にめり込んだ。

「アーススパイク！」

　宏の前で地面に叩きつけられた氷狼を、達也が大地系の中級攻撃魔法で仕留める。さらに、杖つえの機能で同時発動した二発のアーススパイクが、後ろで団子になっている氷狼を串刺しにする。

　『フェアクロ』でもこの世界でも、水属性を持つモンスターは、総じて大地系の属性攻撃に弱い。さすがに上級ダンジョン、それも隠しダンジョンに出てくるモンスターが初級魔法で即死することはまずないが、それでも達也が使ったような中級攻撃魔法なら、術者の魔法攻撃力や使っている装備、発動した時点で受けていたダメージによっては一回の魔法詠唱で落とせる可能性はある。

「ロックフォール！」

　続いて、春菜が追い打ちで小範囲の大地系中級攻撃魔法を発動させ、大地の槍やりで貫かれ瀕ひん死しだった二体を岩石で押し潰して止とどめを刺す。結局、遭遇してわずかな間に、大したコストも支払わずに三体の氷狼は叩き潰されてしまった。

　殿ゆえにもとより前に出る気はなかった真琴はともかく、澪まで出番がないのは本人も予想外だったようで、どうにも拍子抜けした顔をしている。

　装備もスキルも充実している今の宏達にとって、どうやらシークレットといえどアイスダンジョンのモンスターは敵ではないらしい。弱点をきっちりつけば秒殺できるあたり、本人達が思っている以上に能力値が伸び、火力が上がっているのだろう。

「しまったな……」

「うん。失敗したよね」

　勢いで仕留めてから、達也と春菜がミスに気がつく。検証しなければいけない事柄を、一切確認できていない。

「次のモンスターは、範囲攻撃や魔法の同時展開なしでやるか」

「そうだね。今の感じだと多分、倒すだけならすぐだと思うし、やっぱり一度は攻撃させないと」

　あまりに順調に仕留め切れたせいで、耐性効果などが一切検証できていない。雑魚からの攻撃をわざと受けたところで、分かることなどあまりないのだが、それでも一応の指標にはなる。少なくとも、真琴や澪が雑魚からの属性攻撃でダメージを受けるようであれば、ボスの属性攻撃を無力化することはできない。

　どうせ宏が九割以上防ぐのだから大した問題にならない、というのは思っても誰も口にしないお約束である。

「おかわりが来た」

　ドロップである氷霊結晶、それも片手で持てないほどの大きさのものを拾い集めながら、澪が新手の存在を告げる。それを聞き、再び前に出る宏。もっとも、今度は最低一体を真琴か澪に任せる予定なので、最初はアウトフェースを発動させる気はない。

　新たに現れたのはアイスゴーレムと氷狼の混成部隊。足の速い氷狼を挑発して抱え込み、アイスゴーレムを澪に任せる。思い切って手を抜き、わざと攻撃を受けること数回。調べたいことを大体調べ終え、さっくり仕留める。

　先ほど同様、死体を残さずに氷霊結晶を残すモンスター達。アイスダンジョンのモンスターは基本、死体が消えてほぼ確実に何らかのドロップアイテムを残す。そこが冒険者達に人気なのだが、宏のように死体を利用し尽くすタイプからすると、あまりありがたみのない仕様と言えよう。

　まあ、今回は目当ての素材があるので、死体が残らなければ話にならないのだが。

「とりあえず、雑魚の属性攻撃は効かんみたいやな」

「通常物理攻撃も微妙に属性が乗ってるから、何割かは軽減されてる感じだったよ」

「種類が変わってもそんなに変わらねえだろうから、正直雑魚は脅威にゃならねえな」

　調べるべきことを調べ終え、ざくっと評価を済ませる一同。大幅に威力が強い属性攻撃が無効化される以上、威力が落ちる通常物理攻撃が通じることはない。それが耐性による軽減を受けるとなれば、なおのことであろう。

　そして、この種のダンジョンの雑魚が、完全な無属性の大技を使ってくることはない。極端に単一属性に特化することにより、同等レベルの他のモンスターよりはるかに高い攻撃力と防御力を得ているのだ。いかに切り札になりうるといえど、たかがひと山いくらの雑魚モンスターにそこに割くリソースなどあるはずがない。

「さて、雑魚が問題ないっちゅうことは、中ボスと大ボスが問題やな」

　解体作業がないことに若干の寂しさを感じつつ、この先にあるであろう問題を口にする宏。事前準備が見事にはまったとはいえ、無力化できているのは雑魚だからにすぎない。

　中ボスクラスになると完全な無属性攻撃も繰り出してくるだろうし、大ボスになると本当に単一属性かは断言できなくなる。百パーセント自分のところで攻撃を止め切れる、なんて自信を持っていない宏にとって、ボスの強さは結構重要な要素である。

「そうね。ゲームの時の大ボスは二段階目のバルドよりちょっと上ぐらいがせいぜいだったから、それより上だったとしても今のあんたなら問題はないと思うわよ。間違っても、タワーゴーレムまではいかないでしょうし」

「せやったらええんやけど……」

　記憶を思い起こしながらの真琴の言葉に、微妙に不安の色をにじませつつも納得する宏。ゲームの時とはいろいろ条件が違いすぎるため、どうしても真琴の記憶も当てにならないのだ。

「まあ、やってみないと分からないし、最悪エクストラスキルを連打して仕留めればいいし、ね」

「それもそうやな。兄貴のエクストラスキル、まだ実験してへんことやし、見た目にやばそうやったらそれで行くか」

　春菜の言い分に少しばかり緊張を緩める宏。前評判とは裏腹にあまりに敵が雑魚すぎて、何か見落としがあるのではないかと過度に警戒して余計な不安を抱いてしまっていたらしい。

　実際のところ、真琴が最初に告げたダンジョンの評価自体は間違っていない。アイスダンジョンの隠しダンジョンが、煉獄の表層と変わらぬ危険度合いなのは事実である。単に属性がはっきりしているがゆえに対策が取りやすく、また真琴が煉獄に挑戦していた時より本人を含めたメンバーの装備や実力が段違いであるために、相対的にぬるく感じてしまうだけなのだ。

　結局、このあと大ボスまで特にピンチになることはなく、エクストラスキルどころか上級スキルすら使わずにボス戦に至る一行。そのボスルームにいたのは……、

「真琴さん、シークレットのボスって、あれであっとる？」

「……おかしいわね。ボスは狼系じゃなかったはずなんだけど……」

　大だい霊れい窟くつにいたのと大差ないサイズの、巨大な青い狼であった。発散している瘴気の量と濃度が、なかなか素敵な感じである。

　もっとも、感じるプレッシャーはタワーゴーレムほどではない。あの頃から成長している分を差し引いても、間違いなくタワーゴーレムより弱いと断言できる。強さだけならオルテム村のイビルエントより上だが、あれと違い一手ミスれば宏以外全滅する、という種類の厄介さを持っている様子もない。

　だが逆に、素材を気にして戦えるほど楽な相手でもない。そもそも今までのダンジョンの仕様上、死体が残るのかどうかという問題はあるが、仮に死体が残ったとして、まともに剝はげる素材を残して仕留めるとなるとかなり命がけになる。

「まあ、強さの評価自体は真琴のであってるだろうし、あとはどうするかだな」

「せやな。今回はお試しみたいなもんやし、死体が残らへん前提でさっくりエクストラスキル連打で一気に仕留めるか、前の亀みたいに魔力圧縮のオキサイドサークルで勝負かけてみるか、っちゅうところやけど……」

「ヤバそうかどうかはともかく、エナジーライアットの試射をするにはちょうどいいんじゃねえか？　死体が残るかどうかまでは分からんが、氷霊結晶みたいに何か残す可能性は十分あるしな」

「せやな。進入条件も分かったし、ここまで来るだけやったら大したことあらへん。仮に死体残るんやったら、オキサイドサークルはもっぺん来て実験すればええし」

　宏と達也が出した結論に誰も異を唱えず、とりあえずアウトレンジからエナジーライアットをぶつけてみることにする一行。物語ではあるまいし、不意打ちを受けたわけでもないのにわざわざ巨大な相手に最初から白兵戦を挑むなど、ただの愚か者のすることである。

　初めて撃つエクストラスキルということで、念入りに準備をする達也。

　分かっている仕様を考えると、杖の機能で四分の一までコストを絞っても、残念ながら達也の魔力では一発勝負だ。恐らく達也よりはるかにレベルが高い廃人連中でも、コストカット系の装備なしに生身で撃てるような魔法ではない。

　コストだけでなく、一分以上かかる詠唱時間に十二時間以上のクールタイムの存在と、実にエクストラスキルらしい要素が山盛りだ。特にクールタイムが厳しく、もう一発追撃したいとなると強制冷却の裏技は必須となる。

　それらの要素を考えると、真っ先にやるべきことはただ一つ。地脈接続だ。

「行くぞ！　エナジーライアット!!」

　一分半ほどの詠唱を終え、トリガーとともに術を解き放つ達也。

　ありとあらゆる属性相性を超越した純粋なエネルギーの塊が、巨大な狼を飲み込み蹂躙せんと突き進む。金こん剛ごう不ふ壊えで特性を打ち消さない限り、魔法抵抗以外のありとあらゆる防御を無効化する破壊光は、見事に巨大狼の半身を粉砕して消えた。

　威力確認のために標準性能で放ったというのに、予想以上の攻撃力を見せたエナジーライアット。その威力に、魔法のノックバックと地脈接続によるダメージでへたり込んでいた達也が、疲労も忘れて啞あ然ぜんとした表情を見せる。

　確かに詠唱時間が長く膨大なコストを要求され、そのくせ効果範囲がほぼ単体だったのだから絶大な威力があってしかるべきだが、ここまでくると生身の人間が扱っていい魔法ではない。しかも厄介なことに、この魔法は魔力をつぎ込めばつぎ込むほど、天井知らずに威力が上昇していく。

　これはゲームではないが、仮にゲームに同じ技があるのであれば、ゲームバランスはどうしたのかと小一時間ほど問い詰めたくなる。

「さすがに、一撃では無理やったか」

　着弾の瞬間に急所を避けたらしく、下半身を消滅させられながらもなお生存は維持している狼。それを見た宏が、止とどめを刺すべくポールアックスを構えて突っ込んでいく。

「往生せいやあ!!」

　明らかに瀕死だが、素直に死んでくれる気がしないため、オーバーキル確定でありながらわざわざタイタニックロアを発動させる宏。たまには使わないと使えることを忘れる、というのが理由だが、確実に仕留められる攻撃がこれしかなかったというのも大きい。

　ほぼ神になってしまって基礎スペックが跳ね上がっているからか、それとも武器の性能が良くなっているからか、今まで放ったどの時よりも大きな威力で解き放たれるタイタニックロア。洞窟全体を揺らし、フロア全体を陥没させ、天井を数メートル高くした上で狼を完全に粉砕する。

「……ここまで威力あったか？」

「……宏君、スペック上がってるの忘れてたでしょ？」

「……言われてみればせやな」

　春菜に突っ込まれて、自身のミスを自覚する宏。とりあえず崩れるとやばい、ということで天井を確認すると、一体どんな変化があったのか、岩肌だった洞窟の天井がまるでクリスタルのようなものに変質している。亀裂の類が一切ないので崩れることはないだろう。

「師匠、春姉、もう一周確定」

「……あっ、死体が残ってる」

「こいつだけ、仕様がちゃうんやな」

　澪の指摘に、ほとんど破片となっている狼の死体を確認する宏と春菜。真琴はすでに、回収できる大きさのものを回収し始めている。

「……あれ？」

「どうしたの、春姉？」

「この先、やけに瘴気が薄いんだけど……」

「……ん。これだと、ほとんど神殿？」

「……実際に、神殿、もしくは神域なのかも」

　春菜が発見した通路。その先は、ダンジョンの中とは思えないほど清浄な雰囲気に包まれていた。

「……どないする？」

「達也が万全とはいえないし、今日はやめておいて明日もう一周した時に確認したほうがいいんじゃないかしら」

「せやな。明日、オキサイドサークルあたりで実験してからやな」

　真琴の提案に宏が同意する。

　結局、他に誰も異議を唱えず、折角発見した通路の探索は翌日に回され、寒いのでベヒモスの時のように復活を待ったりせずにとっとと引き上げる一行であった。




　　　　☆




『殿下、ハニーはいつマルクトに？』

『さあな。今はクレスターのアイスダンジョンに通っているという話だから、連中が求めている素材が集まったら移動するだろうな』

『それが終わったらマルクト？』

『そう断言できないのが厄介なところだ。恐らくはダンジョンを巡っているのだろうが、次にどこに向かうかは連中の気分次第だからな。そもそも思いつきで動く連中だから、アイスダンジョンが終わったから息抜きにベリルあたりで屋台、なんてことをやっていても驚くに値しないしな』

　宏達がアイスダンジョンの隠しダンジョンに侵入したその日。定期報告でのレイニーの確認に、レイオットが答えにならぬ答えを返していた。

　なおベリルとは、マルクトとローレンに加え、さらにいくつかの国の国境が接する交点に存在する都市国家で、地政学的な理由からどこの国にも併合されずに済んだ国である。交通の要所にあるため、地味にクレスターより人口が多いのが趣深いところだ。

『ヒロシ達がマルクトに来ないと、何かまずいのか？』

『別にそういうわけじゃない。ただ、ウォルディスの王女様、ハニーに会わせちゃっていいの？』

『そっちの問題か……』

　宏達の動向が読めず、出たとこ勝負にするつもりで棚上げしていた問題を突きつけられ、少し考え込む。

『そうだな。マルクトとも相談が必要になるが、時間の猶予を作るなら、陸路でローレンか、海路でダールかのどちらかだな。ただ、いっそ連中にぶつけて判断を任せる、という手もないわけではないが……』

『ハニー達、子供には甘いから情に流されそう』

『ファムやライムのことを考えると否定はできんな。リーファ王女は、どんな人物だ？』

『すごくまとも。お付きの二人がいなきゃ、ファーレーン亡命で問題ないと思う』

　レイニーの正直な評価に、そんなところだろうな、と納得するレイオット。かなり高レベルな変態のレイニーだが、今までいろんな国の重鎮と接してきたからか、人を見る眼はかなり磨かれてきている。そのレイニーが、今までウォルディス一行を排除しなくていいのかと聞いてこなかったのだから、リーファ王女自身がそこそこまともであることは疑う余地はない。

　結局のところ、お付きの二人が問題なのだろう。特にお付きの女性は攻撃的で庶民を見下すことを何とも思わない高圧的な女という、宏と致命的に相性が悪い生き物だ。それが逃亡生活でストレスをため込んでいるとなると、絶対に碌ろくなことにならない。

（いっそ、リーファ王女だけを隔離して、アルフェミナ神殿かウルス城で預かることも考えたほうがいいか……）

　国際情勢その他を踏まえ、そんな案も検討するレイオット。

　現時点で想定される事象。

　遅かれ早かれウォルディスが世界に戦争を仕掛けてくるであろうこと。

　そして、それはモンスターを中心とした軍勢であろうこと。

　そうなると、当然リーファ王女の命が危うくなる。やはり彼女を何らかの形で保護しなければなるまい。

『リーファ王女は、ファーレーンに保護されたとして、何か野心的な行動を起こすタイプか？』

『むしろ、そのほうがまだ安心できる』

『と、いうと？』

『なまじまともだから、いろいろ余計なものを見てきたみたい。今の王女は、精神的にはほとんど死んでるのと変わらない』

『なるほどな』

　レイニーの説明を受け、何かを決めるレイオット。

『よし。リーファ王女だけを隔離、ウルス城で保護する。最終的に巻き込まれるのはどうにもならんだろうが、今の段階でヒロシ達がウォルディス組の余計な事情に巻き込まれて利用されるのはよろしくない。マルクトと協力して、一両日中に王女を転移陣でウルスへ送り込んでくれ』

『了解』

　ようやく、リーファ王女に対する対応について腹をくくり、方針を指示するレイオット。

　宏達がのんきにダンジョン巡りをしている間も、世界情勢は動き続けるのであった。






世界編　第一三話






　隠しダンジョン初侵入の翌日。

「ふん！」

　三度目のスマッシュを受け、天井に派手に叩たたきつけられる巨大狼おおかみ。

　現在、宏ひろし達は絶賛苦戦中であった。

　宏か達たつ也やが攻撃系のエクストラスキルを使えばすぐにけりがつくが、それをすると相手が跡形もなく消滅しかねない。そうなるともう一度やり直しになって面倒くさいので、上限を聖せい天てん八はっ極きょく砲ほうぐらいまでに抑えているのだが、これがいろいろ思わしくない。

　例外は真ま琴ことの疾しっ風ぷう斬ざんだが、残念ながらこのサイズになるとマイナス補正が大きくかかるため、開幕直後にイグニッションソウルとオーバー・アクセラレートを重ねて使っても頸けい動どう脈みゃくまで刃が届かなかった。

　この狼には魔力圧縮によるオキサイドサークルは酸素中毒も酸欠も効果がなく、結局殴り合いになってしまったのがケチのつき始めであろう。

　相手の攻撃は見た目から予測できるものばかりで、攻撃パターンもそれほど複雑ではない。威力こそ春はる菜なや達也にとっては危険水準だが、慣れたタンクなら自身が死なない限り一切後ろに攻撃を通しはしないと断言できる、比較的対応しやすいものだ。

　巨体の割にスピードは速いが、逆に巨体ゆえにスマッシュなどで攻撃を潰つぶすのは容易たやすく、集中力さえ欠けなければアタッカーが攻撃にさらされることはまずないのだが、やはり大きいというのはそれだけで強い。

　サイズに見合った防御力と生命力を持つ狼相手になかなかダメージを蓄積させられず、宏達はすでに、一時間くらいどつき合いを続けていた。

「このサイズになると、あたしも大概無力だわ……」

　何度目かになる首への一撃を入れ、離脱しながらぼやく真琴。百メートルを超えるサイズとなると、宏が使うような重量武器以外、多かれ少なかれサイズ差によるマイナス補正がかかる。故に、近接アタッカーはこのサイズになると、どうしても無力になりがちだ。

　もっとも、根本的な話をするならば、百メートルオーバーの相手に斬りかかること自体がナンセンスであり、武器や技のマイナス補正など些さ細さいな問題に過ぎない。スマッシュで弾はじき飛ばしているだけとはいえ、その巨体相手に白兵戦を成立させている宏がおかしいのである。

　その宏にしたところで、単にスマッシュで弾き飛ばすことができるだけで、ダメージを与えられているわけではない。タイタニックロアを使わない限り、きっと永久に勝負がつかないだろう。超必殺技以外に大した攻撃力がないという弱点は、現状に至っても一切克服できていない。

　今までの超巨大ボスは、たまたま釣り糸が首に絡まったり、衝突し墜落しかかったので落ちないようにしたら首の骨が折れたり、魔力圧縮によるオキサイドサークルがなぜか通じてしまったりといった、まともに戦闘せずに勝負が決まる流れが多かったために弱点を実感するきっかけがなかったが、正面からぶつかり合えば、本来この程度には苦労させられるのだ。

「巨竜落としぐらいは、行ってみる？」

「どこを抜くか、だよね」

　澪みおの提案に、積層詠唱で三つほどの障害魔法を発動させた春菜が問題点を口にする。エクストラスキルで余波によるダメージも大きいとはいえ、巨竜落としは基本的に点の攻撃である。残念ながら、当てる場所が悪いと極端に効果が落ちる。素材確保の点ではありがたいのだが、そもそも倒せなければ意味がない。

「……今思ったんだけど、今までこのサイズの相手って、大抵は首の骨をへし折ってとか、そういう感じで仕留めてたよね」

　さらに障害魔法をかけて相手の能力を落としつつ、何かに気がついたように呟つぶやく春菜。その呟きを聞きつけた真琴が、多少怪け訝げんな顔をする。

「春菜、あんた一体何考えてるのよ？」

「相手の首に短めのロープ巻いて、反対側をがっちり固定してスマッシュで跳ね飛ばせば、自重で首の骨が折れるんじゃないかな、って思ったんだけど……」

「……あんた、たまにえぐいこと考えるわよねえ……」

　春菜の思いつきに、微妙に乾いた声でそんな感想を漏らす真琴。真琴の反応に、そんなにえぐいかな、という感じで首をかしげつつ、飛びかかろうとしていた狼をスネアでつんのめらせて妨害する春菜。

　いい感じで前のめりになった狼は、宏がカウンター気味に入れたスマッシュにより壁際まで弾き飛ばされ、脳のう震しん盪とう気味になって動きが止まっている。

「とりあえず、問題点整理」

　しばらくは宏に任せれば問題ないと判断し、軽く牽けん制せいの矢を入れたあと問題点の整理を提案する澪。といっても、問題になりそうな点はそれほど多くはない。

「まず一点目。誰がどうやって首にロープかける？」

「今と似たような要領で動きを止めて、宏君か澪ちゃんにオーバー・アクセラレートかけて、じゃ無理かな？」

「多分いける」

　実現可能な範囲である春菜の案に頷うなずき、次の問題点に言及する澪。むしろ、こっちの方が重要だ。

「二点目、あの重量にスマッシュの勢いまで加わって、固定側が外れない？」

「そいつに関しては、俺に考えがある」

「どんな？」

「大図書館で覚えた魔法に、グランドピラーってのとステイシスフィールドってのがあってな。グランドピラーはその名のとおり大地属性のでかい柱を立てる魔法で、ステイシスフィールドは指定した対象を一定時間、一切変化しないようにする魔法だ。だから、グランドピラーで頑丈な柱作ってそこにロープを固定、ステイシスフィールドで外界からの干渉を防げば、たとえリヴァイアサンやジズを吊つったところで効果時間内なら柱が折れたりしなくなる」

「なるほど」

　達也の提案も、どうやら無理なく実行可能だろう。そうなってくると、一番の問題は……、

「条件は整ったけど、スマッシュぐらいで首の骨、折れる？」

　という一点に尽きる。ロープでくくるといってもそこまできっちり固定できるわけではなく、常にロープがピンと張るわけでもない。衝撃で締まるように、といっても、相手の体格やら皮の厚さやらを考えると、スマッシュで一回二回弾き飛ばしたぐらいでそこまで絞まるとも思えない。

「むしろそこは、落とし穴にはめたらええんちゃうか？」

　最後にして最大の問題に対し、あろうことか宏がそんなとんでもないアイデアを披露する。現在狼はまだ立ち直っておらず、やや余裕があるようだが、視線は敵に向けたままである。

　確かにその重さを活かした落下ダメージが一番手っ取り早い。それは間違いない。だが、二百メートルを超える狼をはめる落とし穴など、簡単に作る手段があるのだろうか？

「師匠、落とし穴なんかどうやって？」

「そら簡単や。使える人間全員でピットフォールの魔法使えば、そんぐらい余裕で掘れるやん。なんやったら、特殊陣で拡大してもええし」

　言われてみれば、という方法に、目からうろこが落ちる思いの澪。どうやら、春菜のアイデアを実行するのに障害となる要素はないようだ。

「ほな兄貴、グランドピラーってやつ頼むけど、それって壁から壁って形でできるか？」

「できなくはねえが、何でだ？」

「穴の真ん中あたりでぶら下げたほうが、効果あるやん絶対」

「ああ、確かになあ……」

　宏の意見に頷き、天井付近にこっそり柱を通す達也。できた柱の上にのぼり、玉掛けの要領で霊糸ロープを柱にくくりつける澪。

　それに気がつかず柱の下を通り過ぎ、懲りもせずに宏に襲いかかろうとする狼。飛びかかるとカウンターを受けると学習したからか、前足を振りおろして押し潰す方針に切り替えたらしい。

「甘いっちゅうねん！」

　振りろされた前足を、タイミングを合わせてスマッシュ系の技で薙なぎ払う宏。もう一つくらいバリエーションがあったほうが便利だろう、という理由で習得した、水平方向へ特化した技であるスマッシュホライゾンだ。

　そのまま、バランスを崩した狼の位置を調整するため、威力を加減して通常のスマッシュで弾き飛ばす。上う手まい具合に柱の下まで飛ばされた狼に、澪が飛びかかる。

「オーバー・アクセラレート！」

「ステイシスフィールド！」

　澪が飛びかかるのを見て、打ち合わせどおりに魔法を発動する春菜と達也。魔法を受けて加速し、あっという間に首にロープをかける澪。後の作業のためにさっさと離脱し、魔法を解除することで準備完了を知らせる。

「ほな行くで！　ピットフォール！」

　宏の魔法を合図に、ほぼ同時に達也と春菜の魔法も発動する。恐らくそのままだと足りないと思っていた宏だが、どうやらそこに関して達也はちゃんと考えていたらしい。魔力圧縮により効果を増強し、さらに同時展開で発動数を五つにし、その上に宏と春菜のピットフォールと相互作用を発生させることで、ほぼ広場全域を深さ一キロほどの〝落とし穴〟に作り変えた。

　一瞬にして足場が消失し、穴に落下していく狼。数メートル落ちたところでロープの長さの限界が訪れ、そのまま首くび吊つり状態になる。その際に鈍い音が響き渡り、狼の首と胴体があり得ない角度にねじれる。

「……どうやら、終わったみたいね」

「手ごわい相手やった」

　一分ほど観察し、再生する様子も動く様子もないと確信できたあたりで、肩の力を抜いてため息を漏らす真琴と宏。できるだけ死体を残して、なんて色気を見せると途端に難易度が跳ね上がることを思い知らされ、どうにも先が思いやられる気分である。

　ここまで苦労してこれといって役に立つ素材が取れなかった日には、真琴あたりが暴動を起こしそうで困る。

「で、これどうやって引き上げるの？」

　宙ぶらりんになってぷらぷら揺れている狼の死体を見て、春菜が根本的な問題に言及する。重機でも持ち上げられるかどうか怪しい重量のそれを引き上げるのは、いくら人間ではなくなっている宏がいても相当苦労するのは間違いない。

　だが、その問題に関しても、宏があっさりと答えを出す。

「確か、ピットフォールって効果時間過ぎたら地面戻ったはずやで」

「そうだっけ？」

「春菜さんは、あんまり使ったことあらへんの？」

「というか、エルザ様から貰もらうまで、習得自体してなかったの。スネアと同じで使える環境が限定されるし、上手く使わないと味方巻き込むしで、私みたいに半固定パーティって感じの人間だと、連携の問題もあってどうしても使い勝手悪い気がして、ね」

「なるほどなあ」

　魔法系は片っ端からという感じでスキルを習得している印象が強い春菜だが、どうやら意図的にスルーしていたものも結構あるらしい。

　いくらスキル習得に上限がなく習得するのに特にポイントなどが必要なくても、教えてもらうのに時間も報酬も必要なのだから、ある程度の取捨選択をするのは当然ではある。だが、工夫次第でいろんな使い道があるこの魔法をスルーしていたのは、春菜らしくなくて少々意外だ。

「まあ、兄貴のがちょっとばかり怪しいけど、それも魔法解除すれば分かるやろ」

　そう言って、自分のピットフォールを解除する宏。宏にならって春菜と達也も解除する。解除した瞬間地面が盛り上がり、穴の中にあった物が全て地面の上に押し上げられる。

「あとは、柱消したらロープの回収は楽やな」

「だな」

　てきぱきと後始末を終え、サクサク狼の死体を解体し始める宏。時間短縮のため、重要そうな場所以外は大雑把に解体を済ませ倉庫に送り込むと、少し違和感があった腎臓と肺を丁寧にばらす。

「やっぱり、変な結晶があったで」

「それで、何が作れる？」

「多分、肺にあったほうが磨いてから浄化したベヒモスの血に漬け込んでシリウスハート、腎臓のほうが磨いて普通のベヒモスの血に漬け込んでフェンリルブラッド、っちゅうとこやな」

　宏の回答に、真琴が棒でも飲んだような表情になる。

「それ、どっちも神器の材料なんだけど、そんな方法でないと手に入らないとかふざけてるわね」

「ゲームん時はどうか知らんで。そもそも、あの狼もゲームやとちゃう場所におるやろうしな」

　他の素材も仕舞いながら、真琴の感想にそう突っ込みを入れる宏。そもそも、素材を加工する発想の職人プレイヤーと、ドロップ品をそのまま使う戦闘系プレイヤーとでは、入手方法が根本的に違う。

　戦闘系プレイヤーの場合、完成品として落としたのを狙うしか方法がないが、逆に死体を残す必要がないので倒すだけなら楽にはなる。今回のような加工前の素材など、手に入れたところで加工できないのだから当然だろう。

「しかし、素材としては微妙に外れやな」

「そうね。シリウスハートはレイピアに使えるけどフェンリルブラッドは槍やりだっけ？」

「基本的にはせやな。残念やけど、作ったところで使えそうなんがドーガのおっちゃんぐらいや。もう一個春菜さん向けのんが作れるんやけど、春菜さんが使いこなせるかどうかっちゅうと微妙な感じやし」

「もう一つ？　それってどんなのよ？」

「マインゴーシュや。今春菜さんの左手空いとるから丁度ええっちゅうたら丁度ええんやけど、今まで使つこうてへん武器を今から使つかうんは微妙やん」

「あ～、確かにね」

　非常に贅ぜい沢たくな宏の言い分に、普通に納得してのける真琴。いかに性能が破格であろうと、使いこなせない武器に価値はない。器用で物覚えがいい春菜なら、少し訓練すればすぐに使いこなすだろう。だが、それで戦闘スタイルが大きく変わる以上、いろんなところに齟そ齬ごが出る可能性は高い。

　たとえ神器であっても、そのリスクを埋められるほどなのかは分からない。作って無駄にはならないだろうが、恐らく邪神との全面対決が迫っているであろう今からとなると、少々躊躇ためらいが出るところではある。

「まあ、こいつについては保留にしとくわ。もしかしたら、他の使い道も思いつくかもしれんし」

　とりあえず、現状では微妙な神器素材について棚上げすることに決める宏。そもそも同等の素材である金こん剛ごう心しん玉ぎょくにしたところで、重じゅう鎧がいの神器素材に使うのが一番向いているから神しん鎧がいオストソルの素材だというだけで、他に使えないわけでもない。

　ゲームだと使い道が固定されていたが、それは結局データに縛られざるを得ないゲームの限界によるものであり、現実でありデータにないものでも平気で製作可能なこちらの世界でまで、そのあたりの設定に縛られる必要もない。

　むしろ、この手の素材でゲーム時代には作りようがないようなものを作ることこそが、職人としての真価を示す方法であろう。

「とりあえず、処理は全部終わったし、奥までいこか」

　作業終了を宣言する宏に従い、昨日見つけた奥の通路へと足を進める一行。ダンジョンに入ってから今まで、ラーちゃんは羽毛の中でグースカ眠り続けるのであった。
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『我が巫み女こよ』

　宏達がアイスダンジョンを踏破したその時、ウルスの旧スラム区にある田んぼ周辺で米に関する作業を進めていたアルチェムに対して、アランウェンからの神託が下った。

「アランウェン様？」

　千せん歯ば扱こきでの脱穀作業中にアランウェンに声をかけられ、思わず手を止めて空を見上げるアルチェム。別に空の向こうにいるわけではないのだが、いろいろ分かりやすいため、ついついこういう挙動をしてしまうのだ。

「アルチェム？」

「どうしただ？」

　そんなアルチェムの様子に、オルテム村から派遣されてきていたエルフ男性のチェットとゴブリンのゴヴェジョンが不思議そうな表情で声をかける。

　アルチェムがアランウェンの巫女なのは重々承知しているが、アランウェンの性格が性格だけに、それっぽいことをしているシーンに遭遇することが滅多にないため、どうしてもアルチェムが唐突に動きを止めたようにしか見えないらしい。

「えっと、アランウェン様から神託が……」

「そうか。んだば、作業はおらが代わるだ」

「あ、お願いします」

　アルチェムの言葉を聞いたゴヴェジョンの申し出に甘え、運んでいた最終の稲わらを預け、田んぼから外に出て神託に集中する。

　面積である程度カバーはしたが、今年の旧スラム区の米は、はっきり言って大した収穫量ではない。同じ面積で比較するなら、オルテム村の約一割といったところである。故にアルチェム一人抜けたところで、全体の作業が滞ることはない。

　そもそも今年の米は、土壌や気候、水質などを確認し、ちゃんと育つかどうか調べるために栽培した面が大きい。このあと次の田植えのシーズンまで時間をかけて、来年のために土を調整する。その指標として今収穫した米が重要になるのだ。

　こうやって土作りも含めた米作りのノウハウを、ファーレーン中から集めた農家に三、四年かけて蓄積させるのが今回の米作りの主目的なので、一年目の収穫量が少ないことは特に問題にならない。むしろ、一年目から豊作だった場合、そのあたりのノウハウを得るのが難しくなるので、実験農場の趣旨からいえばそちらの方が困る。

　ファーレーン全域の米作りに向いた地域に派遣するとなると、オルテム村のエルフでは少々数が足りないのだから。

「アランウェン様、ご用件は何でしょうか？」

『我が巫女よ、早急に大だい霊れい窟くつにある神域へ向かえ』

「大霊窟、ですか？」

『アズマ工房の転移陣を使えば、山登りなどせずともすぐに到着する。なので、身を清めたらすぐに向かえ』

「はあ……」

　何の前触れもなく、唐突に大霊窟へと追い立てるアランウェン。いつにないその性急さに、なんとなくきな臭いものを感じるアルチェム。

「とりあえず、すぐに工房に戻ります」

『うむ』

　結局一切詳細を告げず、さっさと会話を切り上げるアランウェン。その様子に、先ほど感じたきな臭いものについて、確信を深めていくアルチェム。

「すみません。アランウェン様の命令で、ちょっと出かけることになりました」

「んだか。こっちは気にしねえでええだで」

「んだんだ。一年目だからしゃあねえだが、今年はあまりできさ良くねえでな。それにあとは単純作業だで、一人抜けたぐらいどうとでもなるべ」

　申しわけなさそうに途中で抜けることを告げるアルチェムを、気を悪くすることなく送り出すチェットとゴヴェジョン。実際、脱穀作業はほぼ終わっており、あとは籾もみ摺すり後に唐とう箕みで選別、そのまま袋につめて倉庫に運び込むだけ。難しいことは何もしない。

　それ以前の問題として、今日の作業自体が若干コツが必要なだけでほとんど単純作業なのだが、そこは突っ込まないお約束である。

「じゃあ、あとはお願いします」

　最後にもう一度頭を下げ、大急ぎで工房に戻る。風呂場を借りて手早く泥汚れを落とし、風邪を引かぬようきっちり乾かしてから、念のために限界まで防寒着を着こんで転移陣へ。

「寒っ！」

　大霊窟前の転移陣へ移動した瞬間、極端な寒さがアルチェムを襲う。緯度も標高も高い大霊窟前では、転移陣を保護するためだけに建てた小屋の保温機能など、あってないようなものらしい。

　工房職員ではないアルチェムは、宏がエンチャントを施した衣服など持ち合わせていない。それゆえまともに動ける限界まで防寒着を着こんできたのだが、大だい霊れい峰ほうの山頂付近は、その程度の防寒対策など無駄だと嘲あざ笑わらうほど寒かった。所しょ詮せん、普通の防寒着では大霊峰の前には無力だったようだ。
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「は、は、早く用件を済ませないと、と、と、凍死するかも……」

　ガタガタ震えながら、大霊窟に飛びこむアルチェム。

　結局、あまりの寒さに行き倒れそうになっていた彼女を見かねてか、象ほどある大きさの狐きつねが自身の毛皮にくるんだ上で、子狐（といっても成人男性ぐらいのサイズは普通にあるのだが）でプレスし寒さから保護して神域まで運んでくれる。

　余談ながら、こういう状況でなぜか服が自然に脱げていくのがアルチェムの特徴だが、今回はそうなったら死ぬからか、最後まで服はしっかり着用した状態のままであった。

「あ、ありがとう、ご、ございます……」

　凍死を免れ目的地まで無事に運んでもらったアルチェムが、震えながら礼を言う。毛皮で十分温めてもらったとはいえ、芯まで冷え切った身体はこの短期間では十分に温ぬくもりきらなかったようだ。

「あれ？　このあたりは暖かい……？」

　震えながら神域に足を踏み入れ、いきなり大きく気温が変わったことに驚き不思議そうに呟く。

　気温二十三度。丁度過ごしやすいぐらいの温度に汗がにじみ始め、慌てて外がい套とうや中に着ていた服などを脱いで鞄かばんに仕舞う。普通の冬服ぐらいの格好になってから、明らかにアランウェンの用件に関係あるであろう、宏達の話に出てきた世界樹だと思われる巨木に向かって歩いていく。

　服に関しては、あと一枚ぐらいは脱いでおかないとまだまだ暑いのだが、これ以上脱ぐとあとで困りそうな気がして暑さを我慢している。

『よくぞ来られた、森の巫女よ』

　巨木の前、あと数十メートルというところまで歩いたところで、何者かがアルチェムの頭の中に直接語りかけてきた。

「あ、守護者の方ですか？」

『うむ。話はアランウェン様から聞いている。あの方の気性を考えると何の説明も受けてはおられぬだろうが、世界樹に触れれば全て分かる。残り時間が少々短いので、早速触れていただければ助かる』

「分かりました」

　守護者らしき巨大狼に驚く様子も見せず、言われたとおりに素直に世界樹に触れるアルチェム。触れた瞬間、アルチェムの中に圧倒的な量の情報が流れ込んできた。

「……あ～、なるほど。アランウェン様が急せかすわけです」

『うむ。今を逃すと、次に周期が合うのがいつになるか分からぬからな』

「でも、世界樹の知恵を、私が継承してよかったんですか？」

『別に、それで世界樹から何かが失われるわけではないからな。それに、新神様が邪神に挑もうかというこの時期に、双方の周期が一致したのだ。継承せん理由もなかろう』

　巨大狼の言葉に、それもそうかと頷くアルチェム。

　世界樹の知恵の継承は、アランウェンの巫女にのみ許されたある種の特権のようなものだ。それも、いつでも行えるわけではなく、世界樹の準備が整った上で、巫女が受け入れ可能な周期の時でかつ受け入れられるだけの資質と能力を持っていること、という条件が整ってはじめて可能となる。

　世界樹が継承可能な周期というのが五十年単位であり、巫女の方も個人個人でその周期が違う。場所が大霊峰の頂上だということもあり、周期が合っていても継承を行えないことも多い。また、周期が来たとしても継承可能な期間はその回によってばらばらで、半年ほどと長い時もあればわずか数秒という時もある。

　周期と言いながら結構誤差も大きく、いろいろな組み合わせの妙によりたった数十秒のずれや遅れで継承不可能だったなどというひどいケースもある以上、継承可能であれば継承しておくべし、という狼の意見は実に正しい。

　しかも、現在は嵐の前の静けさという、きな臭さを感じさせる情勢だ。アルチェムがパワーアップするのは、決して無駄にはなるまい。

「あとは工房に戻って、とりあえず世界樹の若木のお世話、なんですけど……」

　洞窟の方を見ながら、小さくため息をつくアルチェム。もう一度命がけで大霊窟を抜けなければいけないのが、非常に気が重い。正直、突破できる気がしないのが困る。

『ふむ。ならば、我の分体をつけよう。そろそろお主にも専属の護衛が必要だろうが、オクトガルは便利ではあるが護衛には向かん』

「えっと、いいんですか？」

『まず間違いなく、必要になるだろうからな。さしあたって、大霊窟を抜けるための防寒具代わりにするといい』

　アルチェムの憂ゆう鬱うつを察し、十五メートルほどの大きさの分体を用意する狼。アルチェムが埋うずまれるように、今回は毛を長めに調整している。

『その大きさが最大だが、それ以下なら子犬サイズまで自由に変更できる。それ以外にも、毛皮の毛の長さなど細かいところもある程度自由に変えられるようにしておいた。巫女殿の意識とリンクするよう調整したから、必要な大きさに随時変更してくれ』

「お手数をおかけします」

『なに、問題ない』

　そう言って、畑作業に戻る巨きょ狼ろう。それを見送り、脱いでいた防寒具を着こんでから、狼を三メートルくらいのサイズにして背中にしがみつくアルチェム。ポジションが落ち着いたところで、十メートル程度まで大きくして、顔以外が完全に狼の毛皮に埋もれるようにする。

「さて、早く帰らないと」

　アルチェムの声に反応して一つ鳴くと、大霊窟を粛々と進んでいく狼。帰りはどうにか、寒さにやられずに小屋まで移動することができたアルチェムであった。
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「完全に、神域だよね、ここ」

「せやな」

　ボスルームの奥に現れた通路が神域につながっているのは、ほぼ間違いなさそうだった。

「問題は、なんで隠しダンジョンの奥にあったか、よね」

「アイスダンジョンは、大霊窟とは明らかにタイプが違ってるしなあ……」

「神域と瘴しょう気き系ダンジョン、普通は両立しない」

　真琴が口にした腑ふに落ちない点に対し、達也と澪も気になっているところを告げる。内容的にはどれも言うまでもないことなのだが、誰でも絶対持つような疑問でも、口に出して認識のすり合わせを行い考察を重ねるのは、こういうケースでは割と重要だ。

「ありそうなんは、神域に入るための入口を、このダンジョンがふさいでしもたとかやな。エルザ神殿の時も、定期的に思いっきり全力で浄化しとるはずの神殿行くためのトンネルが、瘴気で完全に異界化しとったやん」

「あの時は、エルザ様の先代の巫女にかけられてた呪いを利用して、バルドの上司が通路をダンジョンに変質させたんだよね？」

「エルザ様の話やと、そんな感じやったな」

「じゃあ、今回もそうなのかな？」

「分からん。そこはアイスダンジョンの成立過程を知っとる人に聞くしかあらへん」

　宏が立てた仮説その一を、春菜がいろいろと質問や確認をして補強する。そこそこの説得力があるその内容に頷く一同。

「もう一つありそうなのが、偶然発生したアイスダンジョンを、神域を守るために神様が利用している可能性」

「なりふり構わない神域の守り方を考えると、そっちもありそうだな」

　澪が出してきた第二の仮説にも、同じように頷く達也。他のメンバーも、両方ともありそうだと納得する。

　大霊峰の神域にある世界樹のように、神域にはそれぞれ、外界とできるだけ接触を断とうとするに足る十分な理由がある。離島の神域に関しては何が抵触するのか不明だが、偶然たどり着いた遭難者を殺してまで守り抜こうとする秘密があるケースもある。

　そういった要素を考えると、アイスダンジョンがあるから神域をそこに作る、ということをしないとは言い切れない。

「まあ、結局どっちにしても、成立過程を知っている存在に話を聞かないと詳しいことが分からないのは、変わらないかな？」

　仮説を立てたことで疑問点の抽出もできたと見て、結論を出す春菜。ある程度の推測を立てて疑問点を抽出しておけば、守護者をはじめとしたこの件に関わりがある存在と話をする際に、スムーズに事を運ぶことができるはずだ。

　もっとも、どうせ詳しい話を聞いているうちに、新たな疑問点が出てきて話が横にそれるのは間違いないのだが。

「で、その成立過程を知っている存在って、誰よ？」

「候補としては、この先にいるであろう守護者とこの神域を担当している神様、この国の王族、あとはデータベースであるダルジャン様かな？」

「この国の王族は、情報源としてはさほど当てにならないんじゃねえか？」

　真琴の疑問に対する春菜の回答、そこに達也の突っ込みが炸さく裂れつする。

「えっと、それはまたどうして？」

「ダンジョンの成立年代が古すぎるんだ。宿で聞いた話じゃ成立は千年前らしいんだが、千年っつったら、情報が劣化したり変質したりするのに十分な時間じゃねえかな、ってな」

「あ～……」

　達也の言い分を、まったく否定できない春菜。歴史なんて、紙の記録が残っていても二百年もあれば正確な中身は伝わらなくなる。それが千年となると、どう変質していてもおかしくない時間だ。

　エルフのように長命な種族でも、千年というと当事者が生きているかどうかが怪しい。ましてや、クレスター王国の王族は普通にヒューマン種、しかもファーレーン王家のように寿命が長いわけではない。過酷な土地ゆえにむしろ平均寿命が短いことを考えると、まず間違いなく伝言ゲームで正確な情報は残っていない。国家としての記録は、当てにできないと考えて間違いないだろう。

「まあ、この先に守護者もしくは神様が確実にいるはずだし、そっちから聞けばいいじゃない」

　そろそろダンジョンの出口ということで、真琴がそう提案する。

　現実問題として、ダンジョン内の間引きの合間に政務を行うという多忙な日々を送っている王族より、もう目の前まで来ている神域にいるであろう守護者に会うほうが明らかに早い。とてもスマートな見解の一致をみて進む一行。

　ほどなく着いたダンジョンの外には、予想とはやや違う景色が広がっていた。

「……民家やな」

「……というか、集落だよね」

「でも、間違いなく神域」

　ダンジョンを出てすぐの場所から一望できる神域の様子に、戸惑った表情を見せる学生組。今までになかったパターンゆえに、反応を決めかねているようだ。

　では、年長組はどうかというと、こちらはどうにも嫌な予感がするらしく、特に達也が妙に身構えている。

　見えているのは、雪に覆われた藁わらぶき屋根の民家が十数戸ほど立ち並ぶ、小さな集落。日本の昔話にでも出てきそうな、妙に和風っぽいその家々がよろしくないらしく、達也の警戒心は最大を突破している。

「……どないする？」

「まわれ右、するわけにもいかねえか……」

「兄貴がそうしたいんやったら、別にかまへんで」

　達也の警戒心が移ったか、宏も微妙に先に進むことに躊躇いを見せ始める。そういう空気は伝染するもので、女性陣もこのまま引き返そうかという考えに至ろうとしていた。

　もっとも、こういう時まごつくと、大抵手遅れになるのがお約束というもの。今回も、すでに手遅れが近くまで来ていた。

「お客さん、いらっしゃい!!」

　どんな手段を使ってか、宏と澪のレーダーをかいくぐって、ライムと同じか若干年上ぐらいの女の子が今通ってきた通路の上あたりから宏に飛びつく。後ろを警戒していなかったこともあり、完全に虚を突かれて接触を許してしまう宏。

「ひぃ!!」

　明らかに子供とはいえ、女体に唐突に飛びつかれて、宏が本気の悲鳴を上げる。外見年齢的にライムと大差なく、体型も変に巨乳だったりせずに年相応の幼児体型の女の子なのだが、宏が悲鳴を上げて拒否反応を示すくらいには女の子らしい。

「えっ？　えっ？」

「むう、気配に気がつかなかった……」

　突然のことに驚きあたふたする春菜をしり目に、険しい顔を隠さずに宏から女の子を引き剝がす澪。氷のように冷たい身体の女の子は、抵抗らしい抵抗を見せずに澪に引き剝がされる。

「……なんかこう、見た目の年齢と印象が全然嚙かみ合わない子ね……」

「……なあ、真琴。子供でこれ、ってのがものすごく嫌な予感がするんだが、どう思う？」

「あたしも同感……」

　澪によって引き剝がされた子供をさっと観察し、お互いの認識の一致を確認し合う達也と真琴。

　どう見ても着物、それもやはり日本の昔話の子供が着ているような、外気温を考えると非常に寒そうなそれを身にまとった女の子は、やたらめったら妖よう艶えんで男を惑わす雰囲気を発散していた。宏が悲鳴を上げてガタガタ震えるのも、当然であろう。

「うわ～、こんなに警戒されたの、初めて」

　一行の警戒心を感じて、面白そうにニパッという擬音がつきそうな笑顔を浮かべる子供。一見無邪気な様子なのに、やはりやたらと男の性欲やらなにやらを刺激する。

　そんな存在を前に宏が平気なわけもなく、春菜にかばわれた状態で普通にガクブルしている。

「なあ、ここ、本当に神域か？」

「瘴気は全然ないから、神域なのは間違いないと思うんだけど……」

　目の前の幼女に戸惑いながらも、達也の問いに答える春菜。そんなアズマ工房一行の様子がおかしかったのか、けらけらと笑いながら幼女が答えを口にする。

「心配しなくても、ここはちゃんとダイン様の神域だよ。あたし達はそのダイン様に保護されてる種族で、スノーレディって言うの。保護されてる理由は、多分もう分かってるんじゃないかな？」

「……スノーレディってことは、雪女ね……」

「日本の伝承と同じような感じだとすれば、そりゃあ隔離されて保護もされるか……」

　幼女の言葉に、いろんな意味で納得する日本人一同。雪女と一口に言ってもいろいろと伝承はあるが、男の精気をすすって命をつなぐ、だとか、女しかいない種族ゆえに子をなすために男をさらう、だとか、そういう内容が多いのは事実だ。

　それに近い種族特性を有しているならば、当然トラブルのもとになる。隔離されるのも仕方がないと頷けるだろう。

「微妙に誤解されてるっぽいけど、あたし達が男から精気を吸う必要があるのは、普通の人間種族が暮らしているような暖かい環境にいるときだけだよ。そうしないと熱にやられて溶けちゃうんだよね」

「で、その結果、吸いすぎて死人が出る、と」

「そうそう。厄介なことに、なんでか人間種族の男からしか吸えないもんだから、あっちこっちの国で睨にらまれちまってさあ。背に腹は代えられないってご先祖様がたぶらかしすぎたせいで、半分魔物みたいな扱いだし」

　あっけらかんと笑いごとで済ませられないようなことを言い出す幼女に、思わず額を押さえる達也。宏はまだ、微妙に立ち直りきっていない。

「で、そんなこんなで子供作るとき以外は、基本神域から出ないことにして自衛してるってわけなのさ」

「吸いすぎないようにする、ってわけにはいかないの？」

「命の危機に、そんな加減なんて利くわけないじゃん。しかも、吸わせてもらえるような間柄ってことは、要するにそういう関係なんだから、死なないように加減できるほどの数の男を囲い込むって簡単な話じゃないし。第一、男の側も自制利かなくなるし」

　種族的に仕方がないとはいえ、幼女の口から聞きたくない言葉がガンガン飛んでくることに、思わず顔を引きつらせる真琴。

「あたし達だってね、恋もすれば独占欲もあるんだ。誰でもいいってわけにはいかないんだよ」

「その結果、こんなところに隔離されてりゃ世話ないわよね」

「そこがもう、あたし達の業の深いところってわけ」

　そんなことを言いながら、一行を案内するように集落の方へを足を進める幼女。その幼女の態度に、どうにも今更引き返すとは言えない空気を感じて、しぶしぶ従う真琴達。まだ復活したとは言えない感じの宏は達也に肩を借りて移動している。

「因ちなみに、あたしは年齢は見た目どおりだけど、実はもう子供だけは作れるんだよね。種族特性上、どうしても相手が一期一会になりがちだから、五歳ぐらいで子供作れるようになって、それから背とか胸とかおっきくなるのさね」

　聞かれてもいないのに、子供に口にされると反応に困る情報を嬉き々きとして語る幼女。

「そういうわけだからさ。お兄さん達のうちどっちか、あたしに子種くれてもいいんだよ？」

　そのまま、やけに堂に入った流し眼をくれる。精神的な防御力が低い普通の男なら一発で誘惑され、変態だの犯罪者だのというレッテルをものともせずにそのまま襲いかかりそうな、やけに色気とエロスたっぷりの妖艶なそれを受け、復活しかかっていた宏がビビって春菜と澪の後ろに隠れ、達也の顔がいらだたしげに歪ゆがむ。

「それとも、内心は無茶苦茶やりたいくせに、子供相手にそういうことするのはよくない、なんて真面目ぶってんの？　だとしたら意気地なしだねえ」

「あのさ。うちの男性陣はそういう話大っ嫌いだから、それぐらいにしておいたほうがいいわよ」

「え～？」

「てかね、あんまりしつこくやると、多分達也が本気で怒るだろうし、それ以上に普段は温厚でものすごく優しいはずの春菜お姉さんが鬼になるから、もうやめておくことをおすすめするわ」

「尾てい骨が砕けそうな尻叩きを受けたくなかったら、そろそろ黙るべき」

　調子に乗って、相手の様子もまともに観察せずに誘惑を続けるお子様に、真琴と澪が心の底からの忠告を向ける。なまじ見た目が子供ゆえに、達也からすれば非常にイラッと来るらしい。

　相手が子供で、真琴が一応注意しているから春菜も大人しいが、あまりしつこく宏に迫り、宏が嘔おう吐とでもした日にはどう変貌するか分からない。

　宏に関することでは、春菜はやたらと過激になることがある。澪の言葉ではないが、オーバー・アクセラレート状態で相手にハイパーリジェネートをかけたまま、延々と尻を叩き続けるとかその手の体罰で反省を迫る可能性は否定できないのだ。

　その宏はというと、春菜と澪をブラインドにして視線から逃れ、身を小さく縮こまらせて嵐が去るのを待っている。

「子供のすることだから、ここまでは見逃してやる。が、これ以上はないからな」

「……あっ、その、ごめん……」

「ガキがそういう話をするな。するんだったら、ちゃんと大人になってからにしろ」

　真琴と澪の窘たしなめるような言葉に反発し、さらに言葉を重ねて誘惑しようとしたところで、心底イライラしていたらしい達也の珍しく非常に迫力のある言葉に完全にビビって頭を下げる幼女。それを見て、今までちょっと困った様子だった春菜が、ほっとしたように小さくため息をつく。

　正直な話、ファムやライムと変わらないような子供がそういう話をするのはいい気がしなかったのだが、種族の性質などを考えると注意していいのか分からずに困っていたのだ。かといって、そのままだと宏がどんどん精神的ダメージを蓄積させてしまうので、放置するのも難しい。

　年長者である達也がそのあたりをズバッと言ってくれたため、こういう役割を人に押しつけるのはいけないことだと思いつつも、本音の部分では助かったという意識が強い。

「しかし、この歳の子供でこれって、宏とはとことん相性が悪そうな種族ねえ……」

「大人はもう少し、節度があることを願うしかねえな」

　達也に本気で怒られてようやく大人しくなった幼女を見て、深々とため息をつく真琴と達也。ダールのミシェイラ女王も似たような性格ではあるが、付き合いが浅かった頃には見極めをミスってはいたが、基本それほど本気ではないのとちゃんと引き際があることを心得ているのとで、この幼女よりははるかに付き合いやすい。

　そもそも、ミシェイラはここ最近、宏や達也にそういう性的なネタを持ちかけることはなくなっている。真琴や澪とはたまにエロトークで盛り上がっているようだが、春菜相手には九割の人間が洒落しゃれで済ませてくれる範囲でしかそういうネタを振らない。非公式の場でああいうネタを振るのは、恐らく人品を見極めるための彼女なりの手段なのだろう。

　それと比較すると、百パーセント本気で言っている上に、相手の都合や性格など一切気にかける気はなさそうな目の前の幼女は、達也からすれば性た質ちが悪いなどという言葉では収まらない。子供だから仕方がない部分はあるが、宏が本気で怯おびえているのに達也が怒るまでやめる気がなく、年長者から窘められても一切聞く耳を持たない部分は看過できるものではない。

　種族特性上、性に関して緩く積極的なのはある程度仕方がないにしても、せめてこれから出会うだろう大人は相手の反応をちゃんと見て自重してくれることを心の底から祈ってしまう年長組。

　そんな彼らの心情を知ってか知らずか、集落の奥にある少し立派な建物から出てきた二人の女性が、宏達の前に進み出てきた。

「ようこそおいでくださいました」

「どうやら、里の子供が粗相を働いたようで、申しわけありません」

　顔も背丈も瓜うり二ふたつな女性が、区別がつかないほどそっくりな声でかわるがわる挨拶をする。

　もっとも、顔も背丈もまったく同じだが、二人を区別することは難しくない。一方はかなりメリハリの利いたグラビアアイドル体型で、もう一方はちゃんと凹凸は存在するが基本的にはすらっとしたスレンダーな、いわゆるモデル体型をしているからだ。

　元よりそういうデザインなのであろう、かなり着崩した感じの着物を身につけているが、不思議と二人ともだらしないという印象はない。やたら妖艶な雰囲気を身にまとっているのは、もはやそういう種族だからとしか言いようがなさそうだ。

「わたくし達がこの里の代表者であり、ダイン様の巫女をさせていただいております。フローラと申します」

「アクアと申します。フローラとは双子で、わたくしが妹になります」

「きっと疑問に思われるでしょうから先に説明しておきますと、わたくし達は少々特殊な資質の受け継ぎ方をしておりまして、二人揃そろってはじめて巫女としての役割を果たせます」

「ですので、わたくし達は、二人で一人となります」

　一息に自己紹介を終える二人の女性。フローラと名乗ったほうがスレンダーなモデル体型で、アクアと名乗ったほうがグラビアアイドル体型である。

　一歩間違えればだらしないとかふしだらだとか言われそうな服装なのにそういう印象がないのは、どうやら仮にも巫女だからなのかもしれない。もっとも、種族的なものか、清せい楚そという単語からは大きくかけ離れているが。

　余談ながら、色気に関して言えば間違いなくレーフィアの方が上だ。なのに、宏が比較的レーフィアに対して平気だったのは、その前の土下座から始まる一連のあれこれで限界いっぱい引いていたため、あまり色気がどうとかそういう問題が気にならなくなっていたからだ。

　もっと言うなら、やっていることがあまりにポンコツすぎる上に会うに至った理由や状況が不ふ憫びんすぎて、ライムとは別の意味で女性カテゴリーからスピンアウトしてしまったというのが実情だろう。色気はあっても色仕掛けはできそうもないところも、宏の警戒心が薄い理由かもしれない。

　女性としての行動が直接的な分、宏にとってはスノーレディの方がよっぽど性質が悪いのだが、色気たっぷりなのに女性にカウントされなくなったという珍しい存在のレーフィアは、喜ぶべきなのか落ち込むべきなのか微妙である。

「それで、一つ確認させていただきたいのですが……」

「……なんでしょう？」

　フローラが恐る恐るという感じで質問する許可を取ってきたことに、思わず身構えながら質問内容を確認する達也。顔はものすごく神妙な表情を作っているが、どう見てもくだらない悪戯いたずらを考えている目だ。この二人、明らかに中身は見た目とも雰囲気とも違う。間違いない。

　そんな風に身構える達也に対し、質問を許されたと判断したアクアが姉の言葉を引き継いで、まったく同じ表情で質問の言葉を口にする。

「新神様がわたくし達に子種を授けてくださると伺ったのですが、事実でしょうか？」

「分かってて言ってるだろう、あんた達！」

　予想どおり碌ろくでもないことを口にしたアクアに、やはりこの二人もスノーレディかと思いつつ激しく突っ込みを入れる達也。

「てか、それ誰から聞いたのよ？」

「ダイン様からです。新神様の故郷では、こういう場合にはこういうことを言うのがお約束だと伺いまして」

「そっちかよ!!」

　真琴からの突っ込みに対して悪戯大成功とばかりにしれっと答えるフローラに、さらに突っ込みを重ねてしまう達也。悲しき突っ込み体質としか言えない。

「もし事実だと答えてたら？」

「もちろん、本当に子種をいただくに決まっています」

「わたくし達が限界まで精気を絞り取っても大丈夫な殿方など、長い歴史の中でも数えるほどしかいませんでしたし」

「それ以前に、神に仕える身としては、神から子種をいただけるなど、これ以上の誉れはございません」

「もし本当にいただけるのであれば、意地でも一発で孕はらんでみせましょう」

「この人達、最悪……」

　澪の質問に、これまた予想どおりの答えを返すアクアとフローラ。宏は聞いてすぐにビビって達也の後ろに隠れているから問題ないが、もしこれでノリ突っ込みでもしようものなら、それで言質を取られたことになりそうなのが性質が悪い。

　もっとも、最悪などと言いながらそれはそれで宏の状態改善のための突破口になるかもなどと考えている澪は、正直スノーレディを非難できる立場ではないのだが。

「もうやだ、この人達……」

　冗談の内容すら子作りネタに持っていきたがるスノーレディ達に対し、疲れたようにそうコメントする春菜であった。








世界編　第一四話






「ファーレーンの方針が決まった」

　宏ひろし達がスノーレディ達の言動に頭を抱えている同時刻。レイニーがリーファ王女のみをファーレーンで保護すべく、自称お兄様に対して話を持ちかけていた。

　すでにマルクトの上層部には話が通っており、あとは現場サイドでの打ち合わせだけとなっている。残念ながら、マルクトの上層部はわざわざ現場サイドにそのあたりの話を通してはくれないようで、ちゃんとした説明はレイニーに丸投げになっている。

「方針、ねえ。王女ちゃんをウォルディスに差し出す、とか、後こう顧この憂いを断つために暗殺する、とかだったら、お兄ちゃん、マルクトに逆らってでも邪魔するが？」

「大丈夫。それはない」

「じゃあ、ファーレーンで引き取ってくれる、とか？」

「リーファ王女だけ、ファーレーンで受け入れる。残りの二人は、マルクトの好きにすればいい」

　レイニーの返答に、本日の仮面（なお、今日はクラウンマスク）の裏側ですっと目を細める自称お兄様。いくつか想定していた展開の一つではあるが、正直ファーレーンがその選択を取る可能性は低いと考えていた。

　こう言っては何だが、ウォルディス一行はどこの国にとっても余計なリスクにしかなりえない存在だ。ウォルディスに差し出したところで攻撃を受ける口実になるだけで、かといって国内で命を落とされたらそれはそれでやはり戦争の口実にされる。国内に入れること自体がリスクの塊なのだから、普通の判断ではマルクトに押しつけるのが最善となるだろう。

　なのに、ファーレーンはそのリスクを受け入れるという。ファーレーンの現在のトップについて漏れ聞こえてくる話を総合して考えると、安っぽい情や倫理観だけで動くとは思えない。カタリナに対する対応だけ見ると情に甘い王家だと思われがちだが、自国の民でもない相手にまで生なま温ぬるい同情だけで動くほど愚かではないだろう。

　第一、カタリナに対する甘い対応が知られ、しかも法でガチガチに縛られていることが知れ渡っていてなお、他国に対して致命的な隙すきを見せなかった連中だ。核心的な利益もなしにリスクを犯すはずがない。

　恐らく、その確信的な利益につながる部分が、リーファ王女だけを保護するという判断の根拠なのだろう。

「ファーレーンの方針は理解した。だが、腑ふに落ちない点がいろいろある。王女ちゃんだけを保護する理由ぐらいは教えてもらえるか？」

「一番大きな理由は、いずれマルクトに来るのが確定しているアズマ工房に対して、連中を接触させたくないから」

「だったら、全員引き受ければいいんじゃないか？」

「ファーレーンが受け入れない理由、分かってるくせに」

　いろいろと面倒なおまけを押しつけ合おうとするレイニーと自称お兄様。タオは間違いなく自分の復ふく讐しゅうのために余計なリスクを背負わせようとするだろうし、お付きの女性はもともと早くどこかに捨ててしまいたい人物なので、保護する必要が感じられない。はっきり言って、どちらも国内にいるだけで、メリットなしに不要なリスクを背負い続ける羽目になるのだ。

　もっとも、タオとお付きの女性をまとめてひとくくりにするのは、さすがにタオに失礼ではある。タオは実力も判断能力も十分にあり、自国内にさえいなければいろいろと役に立つ人間なのだから。

「理由は分かってるが、保護するって決めたんだったら全部まとめて引き受けるぐらいでないと、さすがに無責任だとお兄ちゃんは思うんだが」

「あの二人を一緒に保護するほうが、王女に対して無責任。そもそも、あの二人と王女を一緒に置いておくのは、王女の教育に悪い」

「あ～……、そこを持ち出されると、お兄ちゃんは反論できないわ……」

　双方の上司が聞いていれば『お前が言うな！』と全力で突っ込むだろう理由で、リーファ王女だけをファーレーンで保護することに現場サイドが合意する。猥わい褻せつ物ぶつ方向で子供の教育に悪いことこの上ない変態どもにまで、教育に悪いと断言されてしまったタオとお付きの女性が哀れである。

「で、どうやってファーレーンに運ぶつもりだ？」

「それについては、ちゃんと移動手段を用意してある」

　ファーレーンの方針に異を唱えるのをやめた自称お兄様が、具体的な話に移る。その質問に、タコ壺つぼのようなものを見せながら淡々と答えるレイニー。見せられたタコ壺に小さく首をかしげつつも、とりあえず移動手段はあるらしいと認識、話を進めることにする自称お兄様。

「いつ、王女ちゃんを連れ出す？」

「もう、準備はできてる。タオが帰ってくる前に仕掛けたい」

「そっか。じゃあ、お兄ちゃんはおねーさんの注意をそらせばいいってか？」

「可能であれば、王女のそばから引き剝はがしてほしい」

「了解」

　レイニーの要請に、なぜか手をわきわきと動かしながら頷うなずく自称お兄様。やはり、変態は変態なのであった。




　　　　☆




「ようやくか」

　スノーレディの双子と遭遇してから三十分後。あれこれ疲れる会話に付き合わされながら、ようやく彼女達が出てきた建物の前にたどり着いた一行に、どこからともなく歴戦の勇士じみた男前と称したくなる渋い声で一言呼びかけられる。

　その声に反応し、あたりをあたふたと確認する宏達。遠目で見るより立派なその建物の周辺には、人らしい姿は一切ない。それどころか、そもそも建物以外にこれといったものは何一つない。あるとすればせいぜい、ちょっと場違いな人間サイズの雪だるまが一つ。

　雪だるまの形状を説明するなら、頭にアルミ製のバケツが乗っていて、黒の紙で目と眉毛と口を貼り、腕として箒ほうきと熊手を突き刺した、割とよくある雪だるまだ。残念ながら、ニンジンなどで鼻をつけてはいない。環境的にニンジンなど収穫できるような土地ではないだろうから、これは当然といえる。

　この世界でアルミ製のバケツなんて初めて見た、と、微妙に状況に関係ないことを考えつつ、もう一度周囲を観察し直そうとしたところで、雪だるまがずずいと動き出した。

「客人をここまで案内するだけだというのに、随分と手間がかかったな」

「いろいろと説明をしておりましたから」

「久しぶりに現れた国王以外の外界からの男だからといって、スノーレディの人口増加に協力させようなどとはしておらんだろうな？」

　突如動きだして双子に詰め寄った雪だるまに虚を突かれた表情をしていたアズマ工房一行が、雪だるまの台詞に思わず視線をそらす。客人達の様子を見ていろいろ悟ったらしい雪だるまが、器用に眉を吊つり上げて双子に迫る。

「協力を迫ったのだな？」

「新神様の故郷のお約束に従っただけです」

「迫ったのだな？」

「お約束の冗談ですので、強要はしておりません」

「では、冗談に乗ってきたら、どうするつもりだった？」

「当然、子作りに協力していただきましたとも」

　強調するように豊かな胸を張って言い切ったアクアの頭を、雪だるまが箒の方の腕を豪快にスイングしてしばく。パコーンと実にいい音を立てて後頭部に一撃入れられたアクアが、思わず雪にダイブして頭を押さえながら呻うめく。

　アクアだけだと不公平だからか、箒の腕を振り抜いた勢いを殺さず、フローラの方も熊手の腕で後頭部をどついておく雪だるま。なかなかに容赦のない一撃だ。

「そういう誘導尋問じみた真似をするでない、はしたない！」

　きりりとりりしい表情を浮かべ、フローラとアクアを一喝する雪だるま。雪だるまなのに、言っていることは実に正しい。

「見苦しいところをお見せした。申しわけない」

「それはかまへんねんけど、人間に見えるスノーレディがこういう性格で、雪だるまの方が倫理的にまともなこと言うてるんはどうなんやろうなあ……」

「どうやら重ね重ねご迷惑をおかけしたようで、まことに申しわけない」

「いやいや、こっちこそ突っ込みが甘あて……」

　ぺこりと頭を下げる雪だるまに、同じように頭を下げる宏。

　宏が頭を下げながら言った内容がそもそも妥当かどうか、という点については非常に大きな問題があるが、この場にいる誰も、わざわざそんな細かいところに突っ込みを入れない。

「スノーレディも、全員がこうでもないのだが……」

「えっ？　そうなん？」

「うむ。だが、外から来られた客人方からすれば、大した違いでもないだろうが、な……」

　微妙に渋い顔をしている雪だるまの言葉に、詳細を確認するのが怖くなってくるアズマ工房一行。ここは、下手に触らないほうが得策と見て、話題の転換を探る。

「あの、そういえば気になってたんだけど、かなり失礼な質問、いいかな？」

「何かな？」

「スノーレディは一応人間分類なのは分かったんだけど、あなた達も分類上は人間？　あと、さっき宏君が雪だるまって呼んじゃったけど、それは問題ないの？」

「そういえば、我々についての説明がおろそかになっていたな、申しわけない。我々はスノーマンという種族で、男しか存在せんが、一応分類上は人間になる。我々にとって雪だるまという呼称は侮辱でも何でもないので、大いにそう呼んでいただけたらありがたい。むしろ、立派な雪だるまと称していただけることこそ誉れなのでな」

　春はる菜なの失礼な質問に、やたら堂々と答える雪だるま。種族が違えば地雷となる要素も違うが、運よく地雷を避けることはできたらしい。

「そうそう、自己紹介すらまだであったな。我はスノーマンのフレディ、今後ともよろしく」

　雪だるまの自己紹介に、微妙な顔をする澪みお。どうやら、何か彼女の中のネタに触れる部分があったらしい。

「アズマ工房代表の東あずま宏です。こちらこそよろしゅうに」

　フレディに釣られて、ぺこぺこ頭を下げて挨拶を返す宏。これでスーツを着て名刺でも差し出していれば、どこからどう見ても背中がすすけ気味の平凡なサラリーマンだっただろう。少なくとも、新神様などと呼ばれるような威厳は欠片かけらもない。

「さて、さすがに少々余計なことに時間をかけすぎておる。お客人方も、いい加減寒かろう。神殿の中は、我らとお客人方、双方が快適に過ごせる空間となっておるので、安心して中でくつろいでいただけたらありがたい」

　その後、宏に釣られるように春菜達が自己紹介を済ませ、それらが一通り終わったところで雪だるまがそう持ちかけてくる。そのありがたい申し出に頷き、案内されるままに神殿の中へ入っていく一同。

　その後を慌てて双子が追いかけてくるが、すでに主導権をフレディに預けているため、誰もそこは気にしない。

　神殿の中は外から見るよりさらに広く、フレディの言葉どおり快適な気温になっていた。

「ようこそいらっしゃった、宏殿。この神域の責任者として歓迎しよう」

　レーフィアの神殿に続き、またしても不思議空間となっている神殿内部を興味深く観察していると、いつの間に現れたのか、やたらと威厳のある雪だるまが威厳のある声で宏達に挨拶をしてくる。

「はじめまして、アズマ工房代表の東宏です。ダイン様でよろしいですか？」

「うむ。雪と氷をつかさどっている、ダインだ。役割その他が限定されておるゆえ、アルフェミナやレーフィアと比べれば大した力はないが、それでも一応は神のはしくれだ」

「正直、そのあたりは僕にはよう分からへんのですけど……」

「なに、宏殿が気にするようなことではない。所しょ詮せん、この世界のみ通じるルールよ」

　これこそが神様、と言いたくなるほど威厳たっぷりに宏と会話を続けるダイン。正直、なぜ彼が主神や大神クラスではなく、役割を限定されているマイナーな神様をしているのかが謎でしょうがない。

　そんな宏達の疑問を嗅ぎ取ってか、ダインがそのあたりの事情を説明し始める。

「あまり厳格な存在として舵かじ取りをしても周りが萎縮して碌ろくなことがないからな。それに、それらしく振る舞ってはおるが、保護しているスノーレディがああなのだから、主神クラスの役割など果たせんよ」

　ダインの言葉に、巫み女この二人に対して一同の視線が集中する。その視線を受けて、やたら誇らしそうに胸を張る巫女二人。

「あと、スノーマンの姿なんは、なんぞ理由がありますん？」

「雪と氷の神なのだから、雪と氷の塊の姿を取るのがこの上なく妥当ではないか？」

「そういうもんなんや……」

　やたら誇らしげな巫女二人をスルーして問いかけた宏に、ダインがものの道理を説いてのける。その道理に従うのであれば、海洋神であるレーフィアは最低でも人魚か半魚人の姿でなければだめではないかと思うのだが、そこをダインに対して突っ込んでも無意味そうなので、とりあえず黙っておくことにする。

「さて、折角来ていただいて何だが、伝授できるものがほとんどない。私が伝授できる力は、大体レーフィアが伝授しておるからな」

「別に、力を求めて神様めぐりしとるわけやないんで、気にせんといてください。そもそも、伝授してもらうための試練とか、今回受けとりませんし」

「試練に関しては、この神域に入ることそのものがそうだから気にする必要はない。ただ、折角来ていただいたのにこれといって渡せるものがないのは、少々情けなくて落ち込む話でな……」

　威厳を保ったままがっくりしてみせる雪だるまに、宏達もかける言葉が見つからず黙ってしまう。しばらく沈黙した後、何か思いついたらしい宏が口を開く。

「そういえば、ここで暮らしとる人らは、どんなもん食べてますん？」

「……そうだな。酷寒の地でしか育たぬ野菜や果物に、雪麦という麦で食いつないでいる。あと、これは食料ではないが、特殊な力を持つ氷の花を何種類か栽培しているな」

「ほな、その手のもん、がっつり貰もらいたいんですけど、ええですか？」

「そんなものでいいのか？」

「そういうのんこそ、ですわ」

　ダインの話を聞いた宏が、こぶしを握り締めながら力いっぱい言い切る。権能の及ぶ範囲が狭く、物を作ることに対してどうしても疎くなってしまうダインは知らぬことではあるが、氷の花はソーマをはじめとしたいくつかの神の名を冠する消耗品の材料に必須なのだ。

　宏からすれば、使うかどうかも分からないどうでもいい戦闘系スキルなんかより、まだ見ぬ食材や氷の花の方が何万倍も重要なのである。

「なるほどな。では、我が巫女とフレディに案内させよう。あと、それだけでは気がすまんのでな。気休めにしかならんが、自然環境で凍死や寒さが原因での病気などをしない程度の耐寒性は伝授しておこう」

「そら助かりますわ」

　せめてもの気休めに、と申し出たダインに、心底ありがたそうに宏が応じる。寒さを感じなくなるわけではないが、凍死しなくなるというのはかなり大きなアドバンテージだ。大だい霊れい窟くつで凍死しかかったアルチェムが聞けば、宏達だけずるいと言い切ること間違いなしだろう。

　最近は、一歩間違えれば凍死しかねないほど寒い場所で活動する機会も多い。普段から気温調整のエンチャントで生存に問題ない環境を維持しているといっても、装備の破損などでその機能が失われることがないとは言い切れない。そうなった時のことを考えれば、ダインが申し出てくれた耐寒性は非常にありがたい。

「では、伝授するので楽にしていてくれ」

「はいな」

　ダインに言われ、力を抜いてリラックスするアズマ工房一行。宏達の身体から余分な力が抜けたところで、ダインの目が一瞬光る。

「無事に伝授が終わった。これで、寒さに対してずいぶん強くなったはずだ」

　何が起こったのか分からず不思議そうな顔をする一同に対し、何事もなかったかのように終わりを告げるダイン。今までと違ってまったく何の変化も感じられず、宏達は戸惑うことしかできない。

「では、フレディ。あとは頼む」

「はっ」

　宏達が戸惑っている間に、ダインが今まで黙って控えていたフレディに対してさっくり指示を出す。指示を受けたフレディが、見た目はどう見ても雪だるまなのにちゃんと背筋を伸ばしてかしこまったように見えるのが興味深い。

「では、畑に案内しよう。こちらだ」

　フレディに声をかけられ、外に出てみれば分かるかと考えるのをやめる宏達。すぐに分かることにいつまでも戸惑っていると、時間がいくらあっても足りない。

「……真ま琴こと姉」

「……何よ」

「……雪だるまで今後ともよろしくなのに能天気じゃないのって、すっごい違和感」

「……あたしも、微妙にそこは違和感あるのよね」

　ピシッと背筋を伸ばして宏達を案内するフレディの背中を見ながら、真琴と澪がそんなことをこそこそ囁ささやき合う。地味に、さっきの威厳がある雪だるまが巫女姉妹に余計なネタを仕込んだことは、完全に忘れ去られる。

　結局、スノーレディがダインから教わったネタの真相が、単にダルジャンから回ってきた資料映像、その中のお笑い関係のものを一緒に見ていただけ、という事実は闇に葬り去られるのであった。




　　　　☆




「お仕事開始～」

　宏達がダインと話をしていた頃。精神的な疲労から限界に達し、うとうととしていたリーファ王女の耳に、そんな能天気な声が聞こえてくる。

（……お仕事？）

　多少浮上した意識の片隅で、なんとなく首をかしげる。眠気のために全然回らない頭では、そもそも声の主に心当たりがないことにも気がつかない。囁くような声量であるため、本当に聞こえたのかどうかにも確信が持てない。

　こういう肝心な時に危機意識を維持できないのは致命的なことだが、リーファは残念ながら王女という肩書があるだけのただの九歳児。むしろこれまでよく危機意識や緊張感を維持できていたと賞賛すべきぐらいなのだ。

　とうの昔に、限界など超えていたのである。

「リーファちゃん確保～」

　結局眠気に抗あらがいきれず、夢うつつのままのリーファの身体に、次々と何かが巻きつく。優しくソフトに巻きつかれたために、完全に全身を絡め取られているというのに、いまだにリーファの目は覚めない。

「輸送開始～」

「転移～」

　なんだかんだで疲れ切っているリーファを起こさぬよう慎重に持ち上げ、そのまま転移する何か。それを部屋の片隅で見届けていた人物が、通信具を取り出してどこかに通信を送る。

『こちらレイニー・ムーン。今、オクトガルが転移した』

『こちら大使館。現在確認中。……到着を確認』

『こちらレイニー。到着確認、了解。これより事後処理に移る』

『こちら大使館。事後処理了解。健闘を祈る』

　一応、一番難易度が高かったであろう王女の身柄確保を終え、一部始終を見届けていた人物であるレイニーが立ち上がる。

「ご苦労様。報酬」

「ありがとうなの～」

　能天気な声の主のオクトガルに、レイニーが報酬としてマルクト名物の山や羊ぎのチーズを渡す。後のフォローのために、一体だけ残っているのだ。

「変わった味～」

「気に入らなかった？」

「美お味いしいの～」

「そう、よかった」

「タコつぼ待機～」

　貰ったチーズをあっという間に食べ終え、タコ壺に潜り込むオクトガル。相手に存在を知られていないほうがいろいろ便利だ、という点で意見が一致しているため、その挙動は非常にスムーズだ。

　もっとも、便利の内容がレイニーとオクトガルとではあまり重なる部分がないのだが、求めている結果に関しては大体同じになるので、双方共にその齟そ齬ごに何となく気がついてはいるがまったく気にしていない。

　そんなこんなをしているうちに、隣の部屋から男と女の口論が聞こえ、ノックもせずに扉が開け放たれる。

「もうこんなところにいるのは限界です！　殿下、今すぐここから出ますよ!!」

　一体何があったのか、顔を真っ赤にして甲高い声でわめき散らしながら、お付きの女性が飛び込んでくる。

　そのままリーファが寝ているはずのベッドまで駆け寄り、布団を引き剝はがそうとする。そこには、年端もいかない子供に対する配慮も、王族に対する敬意も一切込められてはいない。

　そんな女性の様子をレイニーが呆あきれながら観察していると、お付きの女性はようやく昼寝しているはずのリーファが不在であることに気がついたようで、意味不明なことをわめきながらおたおたと周囲を見渡している。

　ベッドの下だのクローゼットの中だのを探し回り、なぜかゴミ箱をどけて、と、部屋の中にいないことが信じられない様子で右往左往し、別に気配を消しているわけでも隠れているわけでもないレイニーに一切視線を向けず、まるで持っていたはずの小物が見つからないような探し方をし始めた女性。その様子に、付き合いきれないとばかりにいろいろなフォローを投げ捨てて、レイニーは隣の部屋に移動した。

「どんな様子だ？」

「錯乱してヒステリックにわめきながら、赤子でも潜りこめないような場所を探してる」

「なんだそりゃ？」

「正直、何であの人連れて逃げてるのか分からない」

　隣で待機していた自称お兄様に、レイニーが呆れた様子を隠そうともせずに女性の様子を伝える。さすがの自称お兄様もそこまで駄目駄目だったとは予想外らしく、錯乱するにもほどがある女性の行動に深々とため息をつく。

「あの姉ちゃんもいろいろ溜たまってる感じだったが、そこまでとはねえ……」

「溜まってるのは分かるけど、まったく我慢しようとしてないから文句を聞く気になれない」

「まあ、そうなんだがね。人間、あんまりないがしろにされるとなあ」

「王女が我慢してるのに、たかがお付きがわがまま言える道理はない」

「か～、厳しいねえ。ま、お兄ちゃんもそこら辺は同感だ」

　レイニーのとりつく島もない言葉に、自称お兄様も肩をすくめながら同意する。

　せめて主張する内容が王女の健康やら何やらに配慮したものであれば、少しは話を聞く気にもなるのだが、あくまで彼女がわめき散らすのは自身の欲求ばかり。こんな人材を王女付きにしている時点で、ウォルディスの内部事情が知れようものである。

「何の騒ぎですかな？」

　そこへ、例によって協力者達と接触し、何やら打ち合わせなどを済ませてきたらしいタオが帰ってきた。女性がわめいている声が外にまで聞こえているらしく、その表情は非常に怖い。

「見てのとおり、またヒスを起こしてる」

「まったく困ったもんだ」

「……原因は？」

「本人に聞いてくれ」

　タオ相手に、手抜き全開の対応をする裏稼業組。そんな彼らの態度に微妙に引っかかりつつも、とりあえずタオは女性をなだめることを優先することにし、部屋から出ていこうとする。

「あ、そうそう。王女ちゃん、ついさっきファーレーンに保護されたから」

「……なんですと？」

「お兄ちゃん、場所とか何も聞いてないから、知りたきゃそこのファーレーンの姉ちゃん問い詰めてくれや」

　お兄様の言葉を聞き、タオがレイニーを鬼のような形相で睨にらみつける。

　常人なら下手をすればそれだけで気を失いそうなそれを平然と受け流し、レイニーは自然体のまま周囲の気配を探っていた。

「……マルクト、人員増やした？」

「何がだ？」

「さっきからの騒ぎで集まってた曲くせ者もの、こっちに近づく前にどんどん数が減ってくから」

「そりゃ、護衛の増員ぐらいはするさ。遅かれ早かれあの姉ちゃんがやらかすのは火を見るより明らかだったからな」

「よくあれで、ここまで無事に逃げてこれた」

「まったくだ」

　怒りに燃えるタオを綺き麗れいに無視し、現状確認を始めるレイニーとお兄様。その会話にいろいろ突き刺さるものがあったらしいタオが、怒りをぎりぎり飲み込んで深呼吸し、確認すべきことを確認するために口を開く。

「殿下を保護したのは、いつ頃のことですかな？」

「まだ三十分は経ってない」

「その時、あの者は何をしておったのですかな？」

「大分お疲れだったから、お兄ちゃんがマッサージしてたんだ。途中までは大人しかったんだが、急に怒り出してさ」

「……なぜ怒りだしたのかは大体予想がつきますゆえここでは触れませんが、いかにあの者が節穴であっても、それだけの短時間で確実に保護できたと断言できる手段で殿下を運び出して、まったく気づかれずにすませられたとは信じられませんな」

「ん」

　詰問口調のタオに対し、いつもどおりの無表情でしれっと相あい槌づちを打つレイニー。

「転移魔法で運び出すにしても、この区画は某それがし達が逃げ込んだ時点で、転移防御をかけたはず。完全に防げるようなものではございませんが、それでも転移の痕跡は残るものです。転移防御の範囲外までは、子供一人かついで三十分では不可能。一体どのような手段を使って、この短時間で保護したと断言できる場所に殿下を運んだのですかな？」

「そのあたりは企業秘密。私の口から説明する権限は与えられていない」

　予想どおり、詳しいことは一切話すつもりがないらしいレイニーに、飲み込んだはずの怒りと苛いら立だちが再燃する。その苛立ちを抑えきれず、声を荒らげて詰め寄ってしまう。

「某に黙って殿下を連れ去ったその目的、いい加減に白状しろレイニー・ムーン！」

「あ～、やっぱりあんた、レイニー・ムーンだったんだ」

「いつ確認してくるかと思ったら、案外遅かった」

「いやまあ、そりゃお互い様なんだが」

「別に密偵とか工作員とか暗殺者の素性なんて、任務を遂行できればどうでもいい」

「まあ、確かにそうなんだがね」

　詰め寄ってくるタオを無視するような形で、レイニーと自称お兄様が余計な雑談を続ける。別に挑発する意図もなければタオをないがしろにしようと考えていたわけでもないのだが、結果として見事な挑発となり、タオの神経を逆さか撫なでする。

　余談ながら、レイニーの側もちゃんと自称お兄様の素性やら何やらは全て把握している。ただし、関わりを持つのがこの任務の間だけなので、大した興味もなければ深入りする気もないと、警戒はしても確認を取りはしなかったのだ。

　正直、男については上司としてのレイオットと愛いとしのハニーである宏以外、全て平等にどうでもいいと考えている。

「話を戻すと、目的は単純明快。あなた達から王女を引き離して、単独で保護したかった。理由も単純明快。あなた達と一緒にいると、王女の教育に悪い」

「本当、お兄ちゃんとしても、一刻も早く引き離したほうがいいっていうのは賛成だったんだよね～。教育的な理由で」

「貴様ら、どの口でそれを言うか!!」

　リーファ王女を単独でファーレーンに避難させた理由を聞き、タオの怒りが再び大爆発する。

　そもそも、リーファだけでも保護してほしいと言ったのはタオ自身なので、ここで怒りを爆発させるのはおかしい。レイニーがレイオットの最も重要な手駒であることは裏がとれている以上、間違いなくリーファはレイオットのもとで保護される。

　だが、ひそかに考えていた目もく論ろ見みを完全に潰つぶされたことで、今のタオは完全に頭に血が上っており、自身の言動の矛盾には一切気づいていなかった。

「何にしても、これ以上あなた達にウォルディスの第二王位継承者をいいように利用させるつもりはない。これは、ファーレーンとマルクト、両国の総意」

「悪いが、あんた達は自分で何とかしてくれや」

　そう最後通告を突きつけ、その場から立ち去ろうとする裏稼業組。これ以上、個人的な復讐劇に付き合わされると、いつ国ごと巻き込まれるか分かったものではない。

「待て!!」

「今頃帰ってきたのですか、タオ・ヨルジャ!!」

　立ち去るレイニーと自称お兄様を制止しようとするものの、お付きの女性の乱入で機会を逸するタオ。その間にさっさと離れていくレイニー達を見て、歯は嚙がみする。

「あなたの要望で一時保護したのに、見捨てていいの？」

「お兄ちゃんはどんな女性でも愛しているが、誰でも救えるわけじゃないんだよ、これが」

「無責任な男の言い分」

「さすがに、人の言うことに耳を貸さずにヒステリーを起こし続ける女は、お兄ちゃんの愛をもってしてもどうにもならないんだよ、これが」

　心の底から無念そうに言うお兄様に、そういうものかとなぜか納得するレイニー。言ってることもやってることも間違いなく変態なのに、行動原理に一切性欲が絡んでいないことだけはどういうわけか納得できてしまうあたり、なかなか特殊な変態である。

　その特殊性ゆえに、レイニーには自称お兄様が本当に断腸の思いで女性を見捨てざるを得なかったのが分かってしまうのだが、正直この見解について共有できる相手はそれほどいないだろう。

「さて、依頼人に報告、だな」

「こっちも、王女について確認」

「なら、ここでお別れだな」

「もう二度と会わないことを祈ってる」

「だな。仮に次に会う必要があっても、できれば敵対せずに済ませたいな」

　その職務の性質上、彼らが偶然といえども顔をあわせるという状況は好ましいものではない。故に、好悪の感情とは無関係に、二度と会う必要がないことを祈らざるを得ない。

　そんな密偵同士のお約束とも言える別れの挨拶を交わし、それぞれの職務のために違う道を歩むレイニーとお兄様であった。
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　一方、オクトガルがリーファを保護した時間帯のマルクトにあるファーレーン大使館。

「確保～」

「捕獲～」

「拉致監禁～」

「身代金～」

「遺体遺棄～」

「洒落しゃれになってない上に国際問題になりそうな連想ゲームは慎んでいただきたい」

　状況的にどこまでも洒落になっていないことを次々に言いながら転移してきたオクトガルに、ファーレーン大使館に駐在している大使が渋い顔で苦情を言う。

　そんな会話を夢うつつのまま聞き流していたリーファは、自身の身体が優しく何かの上に横たえられたことに気がつく。柔らかい感触から、少なくとも何かの敷物が敷かれているだろう。そのまま熟睡したくなる誘惑に負けそうになりつつ、さすがにそろそろ自身が特殊な状況に置かれていることを悟り、どうにかこうにか眠気に逆らって身を起こそうとする。

「無理に起きる必要はありませんよ」

　そんなリーファに、優しげな女性の声が聞こえてくる。声の感じからリーファとさほど変わらない歳の少女であろうが、今までの自身の環境を考えると近くには絶対に存在し得ない種類の人間だ。話し方に品があるので、上流階級の人間であろう。ある意味では、リーファにとって最も警戒すべきタイプの存在だ。

　逃亡中はタオとお付きの女性が片っ端から追っ払っていたので、こんな風に直接声をかけられるような距離に自分と同年代の子供が近づいたことは一度もない。マルクトとファーレーンから護衛を兼ねた密偵が送り込まれた現時点でも、そのあたりの対応は一切変わらないはず。

　眠気ゆえに回らない頭でそこまで考え、その意味に気がついて一瞬で眠気が吹き飛ぶ。敷物に身体を預け、今まさに熟睡しようとしていた体勢から一気に跳ね起きる。

「ここはどこ!?」

「ここは、ファーレーンの大使館です」

「ファーレーンの大使館？　来たのは私だけ？」

「はい。残りのお二人は、ファーレーンで受け入れるにはいろいろと問題がありまして、申しわけありませんがリーファ様だけをお連れすることになりました」

　周りをせわしなく見まわし状況を把握しようとするリーファの質問に、先ほどの少女の声が優しく答える。一通り身の回りを確認し、知った顔が一つもないことを把握したところで、声の主に視線を向ける。

　自分が寝かされているベッドのそばにいる少女を観察し、リーファは絶句した。

　リーファの世話をするためにそばにいてくれたと思われる少女は、美しい銀の髪に深い青色の瞳の、まだまだあどけないながらも実に美しい容姿をしていた。声から予想したように、やはり歳の頃はリーファより少し上ぐらい。同年代より発育がいいが、それでも三つも四つも歳を間違えるほどでもない。

　気品あふれる立ち居振る舞いに慈愛に満ちた笑顔、一言一言に気遣いが感じられるその言葉。ファーレーンの関係者でそれらの特徴に一致する人物など一人しかいない。

「もしかして、エアリス王女？」

「はい。アルフェミナ様の姫ひめ巫み女こをさせていただいております、エアリスです。兄の要請を受けリーファ様をお迎えにあがりました」

　自分を迎えに来たとんでもない人物に、再びリーファが絶句する。今やエアリスは、権威だけで言えばほとんどの王家と並び立とうとする位置に来ている。いろいろ理由はあるが、やはり決定打となったのはローレン王の自害を食い止めたことであろう。

　本人は無自覚だが、あの一件でエアリスは、他国の王すら翻意させることができる存在なのだと証明されてしまったのだ。それまでの大小様々な功績もあり、すでにアズマ工房と並んでその影響力は国境を超えるものとなっている。

　そんな人物がわざわざ迎えに来る。エアリス自身がどう思っているかはともかく、政治的な面ではいろいろと予想を超えた進展をみせている可能性が高い。

「あの、私……」

「いろいろと思うことはあるかと存じますが、今は難しいことは考えないでください。政治的な価値とは関係なく、ファーレーン王室はリーファ様を保護させていただくことに決めたのです」

「でも、私を受け入れても、ファーレーンにメリットは……」

「そういった話は、全て父と兄が考えることです。リーファ様は、今はただご自身の身の安全だけをお考えください。その結果生じた問題については、全てファーレーンが引き受ける覚悟ですし、リーファ様に何かを求めるようなこともありません」

「払える対価もないのに、そこまで厚意に甘えるのは……」

「リーファ様がファーレーンにいらしてくださる。それが最大の対価です」

　なおも尻込みするリーファに対して、エアリスがきっぱり言い切る。

　実のところ、ウォルディスの第二王位継承者という肩書は、現状においてはリーファ自身が思っているより価値がある。それがなくとも、リーファという幼く力のない少女をウォルディスのようないわくつきの大国から保護することは、それだけでファーレーンという国の名声を高め、国際的な発言力を向上させる。

　それ以上に、日頃黒い話も多い国家中枢からすれば、たまにはリスクを取ってこういう人道的な判断をするのは、精神衛生の面でかなり重要だ。

　どう転んでも最終的にウォルディスと事を構える結果になりつつある現状、リーファを保護することで被こうむるであろう不利益は、すでに不利益ではなくなっているのだ。

　もっとも、レイニーがリーファの人品自体には問題ないと判断した時点で、ファーレーンにとって最大の利益は、エアリスに同性でまともな感性をした歳の近い王族の友人ができるかもしれないことだったりするのは、あまり表に出せないここだけの秘密だが。

「国がどうとかそういうことに関係なく、私はリーファ様がファーレーンにいらしてくださると、とても嬉うれしいです」

「えっ？」

「いらして、くださいますか？」

「……はい」

　エアリスのストレートの剛速球に、思わず顔を赤くして頷くリーファ。恐らく、エアリスに真正面からそう口説かれて、首を縦に振らない人間はそうはいない。

　さらに恐ろしいことに、リーファが陥落した瞬間、エアリスの表情が花がほころぶような笑顔に劇的に変化したのだ。その笑顔を直視してしまったのだからたまらない。その実に無邪気で嬉しそうな笑顔に、荒すさんでいたリーファの心が完全に持っていかれてしまった。

　それまでも基本的には微笑ほほえみを浮かべ続けていたエアリスだが、その表情はあくまで相手に余計な警戒心を与えないようにするための外交用のものだったらしい。それができるくらいには、目の前の聖女が経験豊富でしたたかな人物であると分かっているのだが、そんなことに関係なく、リーファはその笑顔だけでエアリスのことが好きになってしまっていた。

「では、急せかすようで申しわけありませんが、早速ウルスへ行きましょう。オクトガルの皆さんも、アルフェミナ神殿でおそばを用意しますので、もう少しお待ちくださいな」

「おそば～」

「たぬき？　たぬき？」

「山かけラブ～」

「カレー南蛮がいいの～」

　そばと聞き、それまで空気を読んで大人しくしていたオクトガルが突然騒ぎだす。今まで存在に気がつかなかった謎生物達にびっくりして、思わずリーファが目を丸くする。

「オクトガルの皆さんについては、ウルスで食事の際に紹介させていただきます」

「それはいいのですけど……」

「転移魔法を使いますので、ウルスまではすぐです。身支度をしていただくために一度アルフェミナ神殿に飛びますが、神殿とウルス城はつながっていますのでご安心ください」

「えっと、ここから転移魔法で飛べるのですか？」

「ファーレーン王家の血統魔法ですから。それではいきます」

　その言葉に、リーファはファーレーン王家が時空神アルフェミナの加護を色濃く受けていることを思い出す。直接の攻撃力は低いファーレーン王家の血統魔法だが、トータルでは単なる攻撃特化の王家よりはるかに厄介で戦闘能力が高い。

　もはや敵に回すことが確定したファーレーン王家の情報を思い出し、ウォルディスで権力争いをしている連中はそのことをどう意識しているのかとふと思ってしまうリーファ。もっとも、次の瞬間にはもはやどうでもいいことだと思い直すのだが。

　そんな風に意識がそれている間に周囲の光景が一変し、荘厳な雰囲気をたたえる広間に化ける。

「リーファ様は、食事はどうなさいますか？」

「えっと……」

　エアリスに問いかけられ、少し考えて返事をしようと口を開き、声に出そうとして言葉が出ずおずおずと頷く。よくよく考えてみれば、最後に食事を取ってから随分時間が経っている。時差のおかげでウルスではそろそろ夕食らしく、この広間にもかすかに料理の香りが漂ってくる。

「では、大したものではございませんが、食事を用意させていただきます」

　割と素直に頷いたリーファを見て、どことなく嬉しそうに微笑みながら控えていた神官に指示を出すエアリス。

「それでは、こちらへどうぞ」

　エアリスに案内され、来賓用の居室へ通されるリーファ。神殿ゆえにそこまで華美でも立派でもない部屋だが、身支度を整えるまでのつなぎとしてみれば、十分どころか過剰と言っても言いすぎではない部屋である。

「今、食事と着替え、それからお風呂の用意を指示していますので、もう少々お待ちください」

「はい」

「……あまり、硬くならなくても大丈夫ですよ」

「……えっ？」

「今は公式の場ではありませんし、身分的な話をするのであれば、私は王位継承者であるリーファ様より下の立場になります。ですので、そんなに堅苦しくかしこまらず、普段どおりの言葉遣いで問題ありませんよ」

「えっと……」

　ニコニコと微笑みながらそんなことを言い出すエアリスに、本日何度目かの戸惑いの声を漏らすリーファ。厳密にいえば確かにエアリスの言うとおりなのだが、現状を考えるならリーファがエアリス相手に気安い口をきけるわけがない。そう口にしようとして、悲しそうに微笑むエアリスを直視して口をつぐむ。

「ど、努力はしてみ……ます」

「はい」

　タオ相手にしていたのと同じ口調で話そうとして結局敬語になるリーファに、エアリスが小さく苦笑する。

「おそば～」

「山かけ～」

「たぬき～」

「月見～」

「カレー南蛮～」

　仲よくなろうと微妙に不器用なやりとりを続けている少女二人の周りを、厨ちゅう房ぼうでそばを貰ってきたオクトガル達が見せびらかすように飛びまわる。その手（足？）に持っているどんぶりから漂ってくる不思議な香りに、リーファのお腹が小さく鳴る。

「もうすぐ届くと思いますので、少しだけ我慢してください」

「……うん」

　お腹の音が漏れたことに顔を赤くし、自然とエアリス相手に気安い返事をするリーファ。気がつけば、ほんの少し仲よくなっている少女達であった。
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「ここが、氷の花を育てている畑だ」

「……すごい」

　フレディに案内された先には、いろいろな種類の花がところせましと植えられていた。全て透き通った氷でできており、なかなか見応えのある景色が広がっている。

「この花は、平均気温が氷点下十五度以下でかつ神域で、常に雪が存在する環境でしか育たぬ。大霊窟の先は世界樹の力によって普通の作物に適した気温になっているから、事実上ここでしか育たないということになるな」

「これ、全部貰ってってええか？」

「ああ。種はいくらでもあるし、環境さえ整えば一週間で育つからな。我らにとってはただの花だが、お客人には価値があるのだろう？」

「すごい重要な物資や」

　フレディの問いかけにそう答え、咲いている花を根こそぎ回収し始める宏。物が物だけに、通常なら保管にもあれこれ気を使う必要があるのだが、こんな時にも腐敗防止の倉庫はその威力を発揮する。たとえ氷だろうが雪だろうが、腐敗防止の倉庫に突っ込んでおけば溶けることなく保管できるのだ。

「そういえば、種類によって何か違いがあるの？」

　宏を手伝って花を収穫していた春菜が、ふと思った疑問を口にする。全部氷なのでさほど違和感はないが、ひまわりにタンポポに百ゆ合りにバラ、パンジーと、咲いている花は種類も季節もばらばらである。何か意味があるのではと考えるのは、むしろ当然だろう。

「ちょっとずつ用途はちゃうけど、種がちゃうんかどうかまでは知らん」

「一応、種類ごとに種は違う。もっとも、たまに違う種類の花が咲くことはあるが、我らにとってはクレスターに卸す値段が時期によって若干違う程度ゆえ、特に気にはしておらん」

「さよか。っちゅうことは、品種改良とかもやってへんわけか」

「それほど派手に需要があるものでもないからな」

「まあ、せやろうなあ」

　フレディの補足説明に納得した宏が、パンジーの中に混ざった百合を見てなるほどと頷く。種が混ざっている可能性もあるが、大して問題になっているわけでもなさそうなので追及するのはやめておく。

　種で増える種類ではない花が混ざっていることについては、そもそも見た目が似ているだけの違う植物なので気にするだけ無駄だ。見た目は百合だが、球根から育っている保証はないのだから。

「そうそう。雪麦ってどんなの？」

「見た目は普通の麦だが、火を通さずとも食えるのが特徴だな。すり潰して雪に混ぜて生地を成形、一時間ほど乾燥させると固まって食えるようになる」

「へえ。見せてもらっていい？」

「そう言うだろうと思って、フローラとアクアに取りに走らせている」

　春菜の要求を先読みしていたらしく、フレディはすでに雪麦をはじめとした様々な特産品を取りに走らせていたらしい。春菜にそう答えてすぐに、双子の巫女がいろいろ入った籠かごを背負い、風呂敷包みを手に戻ってくる。

「いろいろと用意してきました」

「まずは、雪麦の饅まん頭じゅうです」

　そう言って手渡された饅頭を手に取り、しげしげと観察する春菜。割ってみると、シャリシャリとした感触のひき肉のようなものが入っていた。

「これ、何？」

「氷ひ食くいい鳥どりの胸肉をひき肉にしたものです。火を通さずに食べられる、わたくし達にとって貴重なタンパク源です」

「あ～、料理に火を使ったりできないから、生で食べられるお肉じゃないとダメなんだ……」

「まったく火を使えないわけではありませんが、せいぜい一品焼き物を作るのが限界で、それすらも火を通したあとに完全に冷やさねば食すことが難しいですね」

　フローラの説明に納得し、饅頭をかじってみる春菜。ひんやりシャリシャリとした不思議な食感と、思った以上にしっかりとした味がする鳥のひき肉とがよくマッチしており、なかなか美う味まい。難を言うならば、一般的な人間種族がこの気温のもとで食べるには、いろんな意味でつらい料理であることだろうか。

「他にも氷菜とか吹雪芋とか、この土地で手に入る食材を一通り用意いたしました」

　そう言いながら、収穫作業を中断した宏達にどんどんと食材を手渡していくアクア。渡された食材をしげしげと確認し、少しちぎって味見などをしてみる宏達。
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「どれもこれも凍っとる以外は、基本見た目どおりの味やな」

「火を通さずに食えるってのはありがたいが、身体が冷えるのが難点か」

「料理するにもいろいろ気を使いそう」

　宏の感想に、達たつ也やと澪も便乗して思うことを言い合う。凍っているのが特徴であるなら、調理の基本である加熱を行う際にはかなりの工夫が必要そうだ。

「このイチゴっぽいの、かじったら炭酸みたいにシュワっときたわよ」

「えっ？　本当？」

「ホントホント。試してみなさい」

　真琴の言葉に好奇心をそそられ、まだ試していなかったイチゴっぽい果物をかじってみる春菜。確かに、かじった瞬間に炭酸のような刺激が口の中に広がる。

「これ美味しいし、面白い！」

「そうなる品種とならない品種があるみたいね。さすが神域の食材って感じかしら」

「これだと、下手に手を入れないでこのまま食べるほうがいいよね」

　などと、すっかりイチゴもどきの味に嵌はまってしまった春菜と真琴につられ、試してみようと手にとったところで、宏と達也の動きが止まる。

「ん？　どうしたのよ？」

「いや、いつの間にか視線に囲まれてることに気がついてな」

「言われてみれば……」

　達也に言われ、いつの間にか自分達が囲まれていることに気がつく真琴。春菜と澪も怪け訝げんな顔をして周囲を見渡す。

　そんな一同の行動に自分達のことがばれたと判断したらしく、隠れていたスノーレディがあちらこちらから姿を現す。その数、ざっと五十人強。

「また、いっぱい来たわね……」

「すまんな。種族的に男と聞くと確認せんわけにはいかん連中でな……」

「スノーマンはいいわけ？」

「我らは交配できる時期も交配できる条件も決まっているからな。一応スノーレディ以外となら相手の種族に関係なく交配できるが、残念ながらいつでもというわけではない」

「へえ。スノーレディとセットになってるから、似たようなものかと思ってたわ」

「足して二で割れば丁度いいのだろうな」

　真琴の失礼な感想に、特に怒るでもなくさらっと微妙なことを言いだすフレディ。この雪だるま、まじめ一辺倒というわけではないらしい。

　そんな感じで微妙に能天気な話をしていた真琴とフレディの前で、状況は新たな展開に移る。互いに牽けん制せいし合っていたスノーレディの集団の中から、一人のやや幼さが残る人物が前に歩み出てきたのだ。

　大人しそうな容姿と雰囲気を持つその少女の意外に大胆な行動に、おもわず息をのんで見守ってしまう春菜達女性陣。そんな視線にビビりながらも足を止めることなく、おっかなびっくりという感じで達也の前まで移動する。

「あの……」

「大体予想はできるが、用件は？」

「あまりご迷惑をかけたくないので、これに子種を入れていただくという形で妥協していただけないでしょうか？」

　そう言って、妖よう艶えんな雰囲気と大人しそうな雰囲気を両立させている少女が差し出したのは、一本の試験管。

「結局子種を要求するのかよ！」

「外界では、本番まで至らなければ浮気ではないと聞き及んだので、心に決めた方がいてもこれならばと思ったのですが……」

「そういう問題じゃねえ!!」

　かなりピントのズレた要求に、思わず本気で絶叫する達也。それをきっかけに、スノーレディの間で侃かん侃かん諤がく諤がくの議論が巻き起こる。

「試験管なんて失礼にもほどがあります！」

「そうよ！　一方的に子種を要求するのですから、身体を差し出して楽しんでいただくのが当然の礼儀でしょうが！」

「心の通わぬ身体だけの行為に耽ひたるぐらいなら、子種だけいただくほうがまだ失礼ではないでしょうに！」

「そもそも、わたくし達に行為を通じて子種を提供したせいで、いくつの家庭が壊れたと思っているのですか!?」

「大体、好きあっているわけでもない男に抱かれるなど、いくら子供が欲しくても許容できるものではございませんわ！」

　聞けばどっちもどっちの失礼さ加減を伴った議論を、男の前で堂々と始めるスノーレディ達。会話を聞けば聞くほど、種族の違いによる価値観や倫理観の壁を感じてしまう。

「いい加減にせんか!!」

「あっ、雷が落ちた……」

「まあ、フレディの立場なら雷も落とすわよね……」

「正直助かったが、何とかならんのか本気で……」

「っちゅうか、まだ試験管持ってこっちににじり寄ってこようとしとるやつがおんねんけど……」

「本当に、この人達もうやだ……」

　あまりに赤裸々で身も蓋ふたもない議論に切れたフレディが、大音量で雷を落とす。その雷をバックに、スノーレディに対するもろもろの思いを心底疲れたように漏らす日本人一同であった。
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「ふう、歌ったあ！」

「お疲れさん」

　やたらと満足げにテーブルに戻ってきた春はる菜なが、大量のおひねりを袋に入れながら満足そうに言う。宏ひろしがねぎらいながら春菜の前に置いた飲み物を手に取り、一息で飲み干して幸せそうにため息をつく。その際にこっそり張りついてきたラーちゃんについては、もはや日常の一部ゆえに特に何の感慨もないようだ。

　アイスダンジョンの神域で様々な作物を貰もらった二日後。一行はレイオットの予想どおり、都市国家ベリルを訪れていた。

　神の船ならゆっくり飛んでも一日かからず到着する距離でありながら、なぜ二日もかかったのか。単純に、途中で発見した小規模なダンジョンを踏破していたからだ。

　できたばかりらしく誰にも知られていなかったそのダンジョンだが、それでもダンジョンはダンジョン。広さだけは一丁前だったこともあり、なんだかんだで半日ほど時間を食ってしまったのだ。

　しかも、所しょ詮せんはできたてのダンジョン。ボスがオーガでそこそこ強いことと十分以上に広いこと以外は見るべき点もなく、実入りにしても微妙。正直、周囲で狩りをしたほうが実入りの面でははるかによく、宏達は最後まで踏破したことを後悔していたりする。

　結局そこで費やした時間だけベリルへの到着が後ろにずれ、宏達が街に入ったのは翌日の夕方頃という微妙な時間帯になっていた。

　なのでこの日は細かい手続きを終えて宿を取っただけで、ベリルという交易の重要な経由拠点で得られるであろう様々なものに関しては、一切手をつけていない。

　そのあたりの鬱うっ憤ぷんがあったのか、それとも最近は屋台をやる機会が減った以上に普通の歌を歌っていないことに気がついたからか、さっきまで春菜は宿の主人の許可を取り、食堂にて全身全霊で普通の歌を歌い続けていたのである。

「とりあえず、これで今日の宿代と飲み代は問題ないよ」

「別に稼がなくてもどうとでもなるだろうに……」

「まあね。単に歌いたかっただけだし。ただ、現金は十分にあるんだけど、大して両替できなかったんだよね。一応クローネやドーマも使えるけど、ちょっと手持ちの小銭が微妙なんだ」

「ほう？　そうなのか？」

「うん。最近あっちこっちで細かい支払いが多かったから、気がついたら千クローネ金貨がほとんどになってて」

「千クローネか。確かに釣り銭に困りそうだよな……」

　春菜の答えを聞いて、納得する達たつ也や。特にファルダニアではあちらこちらに出入りした際に税金関連で細かい支払いが多かったのと、ウルスの工房からも仕入れ用に小銭がたくさん欲しいと要望があったため、小銭の大半が手元から消えていたのだ。

　工房も仕入れは毎日現金決済で金額はチロル単位が基本、せいぜい多くて一カ所で一回五十クローネ程度なのに、月末一括で取引している納品先も増えている昨今は、受け取るのは百クローネ小金貨や千クローネ金貨が多くなっている。故に小銭が足りなくなりがちで、いちいち両替する必要があって非常に手間だったとのこと。なので、宏達の路銀を適当に両替した結果、今度は路銀用の小銭が微妙なことになってしまったのである。

　庶民にはいっさい縁のない大口決済用の十万クローネ大金貨なども地味に工房の金庫にあるが、使い勝手が非常に悪いため眠ったままである。恐らく、どこかに町でも作ろうかという話にならない限り、この大金貨が支払いに使われることはないだろう。

　余談ながら、ベリルはファーレーンのクローネ、フォーレのドーマ、マルクトのイェール、ウォルディスのウェンという四つの通貨が使え、主要言語はマルクト語だ。

「工房で両替した時、もうちょっと手元に小銭置いておけばよかったかな」

「まあ、やっちまったもんはしょうがないさ」

　自身の見通しの甘さに苦笑する春菜に対し、それぐらいよくあることだと笑って流す達也。この場合問題なのは、小銭が足りないことよりも手持ちからの支払い機会が減ることなのだが、千クローネ金貨が使えないような支払いだとあまり関係ないので、もはや誰も気にしない。

「で、マルクトの前にわざわざここに寄ったってことは、やっぱり人形ダンジョンか？」

「まあ、確認は必要やな。人形ダンジョンも、隠しはあったんやろ？」

「あったわよ、なかなか極悪なのが」

　ゲームでのことに限られるが、このメンバーの中では一番ダンジョンに詳しい真ま琴ことが、達也と宏の言葉を受けて今回チャレンジする予定の人形ダンジョンについて答える。

「念のため、一応概要から説明したほうがいい？」

「そうだな。武装の相性やらドロップする素材やらを考えると、多分、あそこにまともに入ったことがあるのは俺と真琴だけだろうしな」

「うん。私、結局一回も入ったことがないから、ゴーレム系がメインってことぐらいしか知らないよ。それ聞いて、レイピアじゃ相性悪いから触らないことにしたんだ」

「ボクと師匠に至っては、立地が微妙で近寄ったことすらないし」

「そもそも漏れ聞こえてくる話やと、素材的にうちらが近寄る理由自体あらへんかったからなあ」

　達也の予想を肯定するような宏達の返事を聞き、一つ頷うなずいて真琴が概要の説明に入る。

「まず、基礎知識からだけど、人形ダンジョンは名前のとおり、人形系モンスターがメインのダンジョンよ。ちょっと変わってるところとしては、入口は普通の洞窟みたいになってるんだけど、洞窟に入るとすぐに洋館があって、そこがダンジョンの本体になってることね」

「質問。洋館は洞窟内にあるの？」

「異界化する手前までは天井は洞窟ね。ダンジョンの範囲に入った瞬間、天井が消えて完全に洞窟の外に出たのと同じ状態になるけど」

　洋館と聞いての春菜の質問に、来るだろうと思っていた真琴が解説する。外から見ると完全に洞窟なのに、中に入ると普通に空が見えるという点に関して、さすがダンジョンだと妙な感心をする未経験の学生組。

「で、話を戻すけど、洋館は地上四階、地下二階、覚えてるだけで客室だけでも百ぐらいの部屋があるかなり大きな建物でね、部屋ごと、フロアごとに二体一組のパペットとゴーレムが最低一組ずついるのよ」

「真琴姉、一部屋ごとの広さは？」

「一番狭くて、昨日の昼食べた食堂ぐらいね。探索だけでも相当時間がかかると思うわ」

　告げられた部屋の広さに、うんざりする一同。

　昨日一行が昼食をとった食堂というのは、規模も値段もこの世界で一般的な食堂だ。席の配置は大体カウンター席に十人、丸テーブルのテーブル席が四席ぐらいである。テーブル一つを六人から七人で囲むと考えれば、大方の広さは分かるだろう。客室としてみるとかなり広いが、置かれる調度品の数や大きさからすれば意外と丁度よく感じる広さかもしれない。

　それが約百室。考えるだけでもうんざりしてくるのも、当然であろう。

「二体一組って、パペットとゴーレムが一体ずつの組み合わせ？」

「あ、ちょっと言い方が悪かったわね。パペット二体で一組、ゴーレム二体で一組よ。それが一組ずつで、ようするに一部屋に最低四体いるってことになるわね」

「うわあ……」

　戦闘でネックになりそうな要素を確認した春菜が、真琴の答えを聞いて顔を引きつらせる。素材によって非常に幅が広いパペット系はともかく、ゴーレム系はレイピアでは基本ほとんどダメージが出ず、障害魔法も効きが悪いためどうにも苦手意識が強い。

　基本的に春菜が直接戦うことはないのは分かっているのだが、この手の苦手意識はそうそう簡単に拭ぬぐい去ることはできないものである。

「出てくるモンスターは、ノーマルの方だとパペットがストローパペットからブロンズパペットまで、ゴーレムはウッドゴーレムからアイアンゴーレムまでが確認されてるわね。隠しダンジョンになると、ミスリルドールやアダマンタイトゴーレムあたりのランクまで出てくるわ」

「ミスリル以上のゴーレムとかドールは、魔法全般が効きにくいんだよなあ……」

「私、ほとんど出番なさそうな感じだよ……」

　隠しダンジョンまでは入ったことがなかった達也が、出てくるモンスターの構成を聞いて嘆く。それに便乗するように春菜もため息交じりにぼやいてみせる。

「隠しダンジョンになると、実質師匠以外は火力として心もとない？」

「そこまでではないけど、少なくともアダマンタイトゴーレムあたりはあたしでも厳しいわね」

　澪みおの指摘に一部同意しつつ、だがまだまだ話していないネタが残っているため、戦闘面で一見不利な春菜と澪も探索以外で役に立たないとは口が裂けても言わない真琴。まだ話していない内容だが、ボスは宏と真琴だけでは千日手になりかねないし、物理攻撃では絶対倒せないモンスターや弓でしか倒せないモンスターも出現するのだ。

「ただ、カースドールってちょっと面倒なのがいるんだけど、こいつ浄化系でないと倒せないのよ。他にも、投げナイフか弓で的の中心を射抜かないと倒せないやつとか、妙なギミック持ってるモンスターもいっぱいだから、隠しダンジョンはあたしと宏だけで戦闘を切り抜けられるほど甘くはないわね」

「へえ、隠しにはそんなのもいるんだな」

「いるのよ。何より隠しのボスがスペクターロードだから、浄化系スキルなしで戦うのは非常に面倒なのよね」

「つまり、俺らであたるにはちょうどいいってことか」

「そうそう」

　モンスターの情報を全部聞き終え、なるほどと頷く達也。人形ダンジョンなのにボスがスペクターなのは、一見微妙でその実なんとなく整合性が取れている気がするところが趣深い。

「あと、館やかた自体にもトラップとか妙なギミックが山ほどあるから、澪も忙しくなるわね」

「いざとなったら、師匠が漢おとこ探知」

「シーフとしてそれはあかんやろ……」

　仕事を振られて手抜き宣言をする澪に対し、宏から鋭い突っ込みが入る。確かに落とし穴以外ほぼ全てにおいて絶対的な解決方法とはなるが、そもそも罠わなにわざと引っ掛かるというやり方を推奨しようとする時点でシーフとしてはいろいろアウトだ。

「あ、そうそう。今回は三日ぐらいで一度探索切り上げたいんだけど、いいかな？」

「あ～、そういえば、そろそろファム達の誕生日パーティね」

　春菜に言われ、攻略モードからパーティ準備モードにガラっと意識が切り替わる一同。すでにダンジョンの攻略に必要な情報共有は終わっているので、大した問題にならないと判断したようだ。

「プレゼント、どうしよ？」

「せやなあ……。採取用の鎌あたり、ええやつにするとかやろか……」

「あの子達だったら今一番喜ぶのはそれでしょうけど、誕生日プレゼントとしてどうなのよ？」

「やっぱ微妙か……。ええ機会やし、制服として揃そろいの霊布の服用意するとかどない？」

「それ自体はいいと思うけど、誕生日プレゼントとしてはちょっと違うと思うよ」

　思いついたものを提案しては、真琴や春菜に却下される宏。かといって宝石類は喜ぶより先に恐縮するだろうし、アクセサリは基本邪魔になる。女性というのは基本光りものが好きではあるが、好きであることと貰って喜ぶことはまた別問題なのだ。

「師匠、春はる姉ねえ」

「澪ちゃん、なに？」

「なんぞ、アイデアあるん？」

「ん。ファムはともかく、テレスとノーラはどっちも婚期気にしてて出会いがないって嘆いてたから、合コンとかセッティングすればいいかも」

　澪の生々しい提案に、驚きの表情になる宏と春菜。特に春菜はエアリス達との雑談の結果、テレスやノーラの結婚にいろんな国の思惑が絡むであろうことや、その結果として発生するであろう様々なハードルの存在を聞いてしまっており、いろいろ思うところがある様子。そのハードルを乗り越えて結婚に至れる相手を用意するのは、少なくとも春菜の交友関係ではかなり厳しい。

「それ、相手見つかるまでやるのか？」

「多分、そうなる？」

「実際にやる場合、いったい何人用意すりゃいいんだ……？」

　アズマ工房の特殊性とテレスやノーラが相手に求めそうな条件を考え、頭を抱える達也。合コンをセッティングするのはいいが、微妙に免疫がなさそうな二人が妙な人間に引っかかると、間違いなく後始末が自分達に降りかかってくるであろうことが厄介なところだ。

　さらに言うならば、別段テレスとノーラがダメ男に引っかからなかったとしても、そういう連中を合コンに混ぜると参加者から文句が出て面倒なのは変わらない。

　第一、よくよく考えれば、自分達には合コンをセッティングできるほどの知り合いはいない。というより、達也達の知り合いの大半がテレスとノーラもよく知っている人物である。

　テレスもノーラも知らない男で、二人の眼鏡にかないそうでかつ自分達に後々迷惑をかけることはなさそうな人物。知り合いの知り合いを紹介してもらう場合、なかなか難儀なハードルである。

　人間達が厳しい婚活事情に頭を抱えている間、ひそかにテーブルの上に移動して野菜の切れ端を食べるラーちゃん。今までと違ってここでは店の人に怒られないと知っているからか、割と堂々としている。

　このあたりではたまに特殊な芋虫を飼育している人間がいるため、よそのテーブルに移動しない限りは特に誰も文句を言わない。宿を取った時に隠し忘れていたラーちゃんを見て、宿の主人がそう言っていたのだから間違いないだろう。

「……このまま考えとっても埒らちあかんし、明日ダンジョン行く前にこの街適当にぶらついて、なんぞネタないか探してみよか」

「あ～、それいいかも」

「ん、師匠に賛成」

「そうね。ここってウルスに負けず劣らずいろんなものが集まってくるから、いいヒントがあるかもしれないわね」

「それとは別で、いい節目だし、さっきヒロが言ってた制服は作っておいてもいいと思うぞ」

　結局、いいネタが思いつかずに宏の提案に乗っかる一同。

　こうして、ダンジョン攻略の前にちょっとしたミッションに入る一同であった。




　　　　☆




「何か、不便なことはありませんか？」

　リーファがウルスに来て二日目。正午を過ぎた、昼食後の少しくつろいだ時間。誘いを受けて自身の部屋を訪れたリーファに対し、ハーブティを振る舞いながらエレーナがそう問いかけた。

「不便、ですか？」

「ええ。こちらでは十分受け入れの準備をしていたつもりですが、やはりそれでも急な部分があったことは否めません。何かしら不足していることがあると思うのですが……」

　エレーナに言われ、こちらに来てからのことを思い起こすリーファ。まだ何日も経っていないので、そもそも落ち着いたとすらいえない状況だ。故に、不便かどうかも分からない。

　ただ、ちゃんと侍女が侍女としての仕事をしてくれたり、周囲が形だけでなく本心から継承者として自身を遇してくれたりするのは、今までにない経験で少し驚いてはいる。

　食事にしても常に誰かがそばについており、さらに絶対にオクトガルが一体同席しているため、一服盛られる心配をせずに物を食べられるという非常に恵まれた環境を与えられている。

　あえて不自由な点があるとすれば、現状どこに何があるのかが分からず、下手にうろうろできないことぐらいだが、これは文句を言うほどのことではない。

「特に、不便は思いつきません」

「そうですか。ああ、でも、まだ来たばかりですから、落ち着いたとはとても言えませんものね。もう少ししなければ分からない問題もあるでしょうし、困ったことがあったらどんな些さ細さいなことでも側そば仕づかえにお申し付けください」

　リーファの回答に、優しく微笑ほほえみながら遠慮は無用とエレーナが釘くぎを刺す。

　あまりそこを遠慮されてしまうと、側仕えの者の仕事を奪うだけでなく、ファーレーンという国の沽こ券けんにも関わってくる。そのあたりのことを言外ににおわせることも忘れない。

　どうやら、エレーナの言葉に隠された本音を嗅ぎとったらしく、素直に頷くリーファ。それを見て笑顔を維持しながら、内心で安あん堵どするエレーナ。

　かつてのエアリス同様、やたら大人しく自己主張が少ないと聞かされていたため、ちょっと早いかと思いながらも念のために邪魔が入らない形で面会したのだが、どうやら正解だったらしい。恐らく自分が釘を刺さなければ、昔のエアリスのように何でも自分でやろうとしていただろう。

　宏達のようにそれが当然という出自ならまだしも、リーファは曲がりなりにも生まれも育ちも王族のれっきとした王位継承者だ。むしろ周囲のものを顎あごで使ってもらうぐらいでないと困る。

「それにしても、陛下もレイオット殿下もエアリス様も、お忙しいのですね」

「そうですね。先のごたごたによる影響が、まだまだ残っていますから」

「先のごたごたというと、カタリナ様の？」

「ええ。あれだけの醜聞ですから、ウォルディスまで届いていてもおかしくありませんが、やはり殿下もご存知でしたか」

「噂うわさ程度ですけど」

　今日の食事の時間に現れなかったエアリス達の話から、ファーレーンの内部事情がちらっと漏れる。カタリナの乱はある意味において、リーファがウォルディスから逃げ出す必要ができた原因でもある。それゆえに噂程度とはいえある程度の情報は集めていたが、いまだに王族が落ち着いて食事もとれないほどの影響が残っていることに、リーファは驚きを抑えきれなかった。

「距離が遠かったので諦めたようですが、父も兄もあの反乱に乗じてファーレーンを攻め落とそうと考えていた節があります」

「そうでしょうね。モンスターの問題がなければ、ダールかフォーレが攻め込んできていたでしょうし。最初からある程度根回しはしていましたが、西部で人間の国家同士の戦争が不可能となっていなければ、あの反乱でファーレーンは滅んでいたでしょうね」

　淡々と、だがあっさりと言ってのけるエレーナに、微妙にリーファの背筋に冷たいものが走る。エレーナは優しげな雰囲気の女性だが、リーファとは違う方向で同等以上に強烈な達観をしている感じがする。

　それ以上に、内乱に乗じて攻め込んだ程度では、このファーレーンという国を滅ぼせる気がしない。たった二日の生活ではあるが、それだけでもリーファがそう思うには十分であった。

　そのあたりをどう口にしていいか分からず口を閉ざしたリーファに付き合い、エレーナも特に話題を振らずにハーブティの香りを楽しむ。エアリスではないが、この新たな妹的存在ともっと仲よくなりたい。だが、焦って事を進めては碌ろくなことにならないので、リーファの方から歩み寄ってくるのを待つことにする。

「……あの」

　しばし沈黙の後、一杯目のハーブティを飲み終えたところでおずおずと口を開くリーファ。あれこれ思考が脱線を繰り返し、話したいことをまとめるのに、気がつけばそれだけの時間が経っていた。

「私みたいな何もできない小娘が、ただ死にたくないだけでファーレーンを巻き込んでしまって、本当によかったのでしょうか……」

「何もできない、なんてことはないでしょう？　だって、殿下は生き延びてファーレーンに逃げ込めたではありませんか」

「それだって、タオ・ヨルジャを利用しただけ。私自身は何一つしていません」

「政治の世界で、リーファ殿下のお歳としで何かできる人間なんて、そうはいません。エアリスだって、偶然に偶然を重ねて運よく生き延び、助けてくださった方々のお力添えでどうにか今の立場になっただけです。リーファ殿下と同じ歳の頃は、単に姫ひめ巫み女こという肩書だけで何もできなかった点は変わりません」

「でも、私はタオを使い捨てた。命の恩人なのに、結局最後まで本当の意味では気を許さずに、エアリス様から手を差しのべられた時に迷いもせずに切り捨てた。タオだけじゃなく、何人も何人も見捨てて切り捨てて使い潰つぶして……」

　どうやら、ファーレーンに逃げ込みちゃんと王族として扱ってもらえたことにより、今まで考えないようにしてきたあれこれに対する自責の念がリーファを苛さいなんでいるのだろう。逆にいえば、今まではそんなことを気にしている余裕などなかったとも言える。

　生き延びるためにいろんな人に犠牲を強いて今まで何とも思わなかったのに、今頃になってそれを気にするのは間違いなく偽善。それについて悩んで、ファーレーンを巻き込んでしまってよかったのだろうかなどと、悲劇のヒロインぶるにもほどがある。

　だが、それでもリーファは逃げ延びるために命を落とした人達のことを悲しいと思い、申しわけないと思う気持ちが抑えられない。

　そんな矛盾した感情に折り合いをつけることができず、その感情をどうすればいいか分からず、あまりに身勝手に思えて泣くことも助けを求めることもできない。そんな混乱しショート寸前まで追い込まれた心の悲鳴を、温度を感じさせない声でぽつぽつと漏らす。

　ずっと空のティーカップを持ったままであったことに気がつき、震える手でそっとテーブルに置こうとして上う手まくいかず、諦めてそのままにする。そんなリーファの様子が、エレーナの目にはひどく印象的に映った。

「……そうですね。正直に言えば、リーファ殿下一人がそこまで背負う問題ではないと思うのですが、そんな甘い言葉が欲しいわけではないのでしょう？」

　少し困ったように小さく首をかしげながら言うエレーナに、リーファが小さく頷く。

　勝手なことだとは思うが、優しくされればされるほど、リーファは自分を許せなくなりそうなのだ。いろんな苦難を乗り越えてきた人の優しさを受け入れられない自分がみじめで、なおのこと自分が嫌いになる。

　そんなリーファの気持ちが痛いほど分かるエレーナは、自分の欲求に素直に従うことにした。

　手にしていたお茶をテーブルにそっと戻し、席を立ってリーファの隣に歩み寄る。驚いて呆ぼう然ぜんとするリーファに目線を合わせると、そのまま問答無用で優しく抱きしめた。

「リーファ殿下のために命を落とした人を悲しいと思うのであれば、その人達に申しわけないと思うのであれば、今からでも己を磨いて立派な人間になりなさい。誰の目にも、リーファ殿下のために命を捨てた人間が無駄死にではなかったと証明してみせなさい。故人に、あなたを守るために散っていったことを誇らせなさい。彼らが英雄として歴史に名を刻まれるような、朽ちることない業績を残しなさい。そして、年老いて天寿を全うするまで生き抜きなさい」

　リーファを優しく抱きしめ、なだめるように背中をぽんぽんと叩たたきながら、かなり無茶なことを言ってのけるエレーナ。リーファを弾劾することは簡単だが、そこに大した意味はない。多少リーファの気が晴れるだけだ。

　恐らく遺族の中にはこの年端もいかない少女を徹底的に責めたい人間もいるだろうが、その代理をエレーナが務める理由もない。冷たいようだが、エレーナには見ず知らずの人間のために悪役になる気も、そっち方面でリーファの自己満足に付き合ってやる気もない。

　結局、死んだ人間に対して、生きている人間が何をしたところで自己満足だ。ならばせめて、彼らの名誉が少しでも守られるように頑張ることが建設的であろう。多少とはいえ年長者であるエレーナとしては、罪悪感に潰れるぐらいなら少しでも建設的なほうに気持ちを向けてほしい。

　そのためには、飴あめだろうが鞭むちだろうがいくらでも用意するのが、もうじき嫁いでいく己の役割だと考えている。もっとも、決めたのは今だが。

「それと、たとえ今更でも、亡くなった彼らのために涙を流すのは、偽善でも侮辱でもありません。これから簡単に泣くことが許されなくなるのですから、今は彼らのために泣いていいのです」

　そっと言い添えられた言葉と抱きしめられて伝わってくる体温、そして優しく背中をさする手に、ついにリーファの涙腺が決壊する。手からティーカップが滑り落ち、小さく音を立てて絨じゅう毯たんに受け止められる。無意識のうちに、エレーナの背に手を回してギュッとしがみつく。

　はらはらと落ちる涙とは裏腹に、リーファは結局、声を上げて泣くことはなかった。

「申しわけ、ありません」

「泣くように言ったのは私ですので、リーファ殿下が気になさることではありません」

　どれほどの時間が経っただろうか。ようやく泣きやんだリーファが手を離し謝罪する。それを笑顔でなだめ、再び席に戻るエレーナ。まずは第一段階である、涙を流させて少しでも前を向かせることには一定の結果を出せたようだ、と、内心で安堵のため息をつく。

「その、泣いたことも、なのですが、ティーカップが……」

「ああ、それも大丈夫です。私は一年ほど身体が不自由でしたので、落としても壊れないように、この部屋で使う割れ物には全て自己修復がかかっていますから」

「……えっ？」

　エレーナから言われた意外な言葉に、リーファが目を丸くして絶句する。その子供らしい表情に、悪戯いたずらが大成功したと実に嬉うれしそうにエレーナが微笑む。

「……エレーナ様には、かないません。まるで、何もかもお見通しのようです」

「なにもかも、とは言いませんが、これでもリーファ殿下より十以上も年上なのですから」

　リーファの正直な感想に、やたら自慢げに胸を張ってみせるエレーナ。空気を軽くするためにわざとなのだろうが、そんな心遣い一つとっても、かなわないとリーファに思わせるに十分である。

　泣いて多少心に余裕ができたからか、そのやり取りで恐ろしい事実に気がつく。

　そう、リーファはファーレーンにいるというのに、今の今までずっとウォルディス語で話をしていたのだ。

「あの……、恥ずかしながら今頃気がついたのですが……」

「何か不自由なことでも？」

「いえ、そうではなく。よく考えれば、私はずっとウォルディス語で話をしていたのですが……」

「ウォルディスの方で、しかも余裕のない状況だったので当然です。そこも不自由をさせないようにウォルディス語ができる侍女を用意しましたし、リーファ殿下のおられる一角を警備する者も、全員日常会話ぐらいはできる者で固めております」

「エアリス様に助けていただいた時も、ウォルディス語だったのですが……」

「ファーレーンの王族は、ファーレーン語がしっかり話せるようになった時点で、主要国家の言葉を全て叩き込まれます。エアリスがそういう面でも相当早熟なのは事実ですけどね」

　エレーナの言葉を聞き、リーファはますますかなわないという思いを強くするのであった。




　　　　☆




「いつの間にやら、こんなとこまでアズマ工房のカレー粉が出回っとんねんなあ」

「気候と土地柄を考えたらこっちのほうが本場っぽいのに、アズマ工房のしか売ってないんだ」

「しかも、えらい値段やで」

　人形ダンジョン突入日の午前。ベリルのマーケットをぶらぶら冷やかしていた宏達が、ファーレーンからの高級品を扱う店を見て目を丸くする。

　そこに並んでいたカレー粉には、ウルスの中央市場で買う値段の十倍の値がついていたからだ。

「仕入れ値とか輸送費考えたら、ウルスで買うより高いのは当然だがなあ……」

「こんな値段で、買う人おるんかいな……」

　そんな風にひそひそと話をしていると、目の前でピシッとした身なりの使用人らしい男性が、店に出ている分を根こそぎかき集めて購入していく。どうやら、このあたりでも金持ちの胃袋はすでに摑つかんでいるらしい。

　カレー粉のほか、マヨネーズや各種ソース類も根こそぎ購入して使用人らしい男性は店を出る。

「売れるんやなあ……」

「すげえなあ……」

　全部合わせればそれこそ千クローネ金貨で支払いをするような値段になる調味料を、躊躇ためらうどころか値段交渉すらせずに買い占める様子に、宏も達也も啞あ然ぜんとするしかない。

「カレー粉って、スパイス混ぜまくってればそのうち開発されるんじゃないかってイメージが強いんだけど、そうでもないのかしら？」

「そらまあ、実際にインドでカレーが自然発生しとんねんから、根気があればそのうち作れるわな。組み合わせも調合比も無限やから、ある程度配合知ってんと良質なもん作るんものすごい時間かかりおるやろうけど」

　真琴の素朴な疑問に、宏がネックになる要素を説明する。インドで食されている、日本でインドカリーと呼ばれている料理がどういう経緯で発生したかはともかく、何世紀もかけて洗練されていったことは間違いない。最終的にイギリスを経由して日本に渡ってくる間に配合も含めたあれこれがさらに磨き上げられたのも事実だが、それも生まれ故郷で長い歴史をかけて育った下地があってこそだろう。

　宏達が持ち込んだカレー粉は、言ってしまえばその積み重ねをショートカットしたものである。計量がらみの技術が全体的に未熟なこの世界で、現代レベルのカレー粉が存在しないのはむしろ当然なのだ。

　何でもかんでも技術的なものは囲いこまれ隠いん蔽ぺいされる傾向があり、場合によっては紙などへの記録も残さないことも珍しくないことを考えると、宏達が持ち込んでいなければ、原形レベルのカレー粉が自然発生して一般に広まるまであと何世紀かかかっても不思議ではないだろう。

「……ねえ、師匠」

「なんや？」

「ウルスからここまで運ぶのって、何日かかる？」

「せやなあ……」

　澪に問われて、一般的な船や荷馬車を使った運搬速度をざっと計算する。ウルスからダールを経由してベリルの南西に伸びる街道の終着点にあるディパル港に到着するのが、約二カ月。そこから隊商を組んでベリルの街まで一カ月ぐらい、普通なら計三カ月ほどかかるところだ。

　余談ながら、マルクトの首都であるアルファトの港までは、ディバル港から二週間ほどの航海となる。ファーレーンの南端とダールの北端の間にある海峡を抜けることでショートカットできるのでこの程度の日数で済むが、仮にダール大陸を迂う回かいした場合は、あと二カ月は余分にかかるだろう。

「この世界の海運は案外速度出おるから、陸運も含めて三カ月ぐらいやな」

「だとしたら、まだまだカレー粉高いまま？」

「いや、多分こっちやとうちらが直接乗り出してこん限りは、値段下がらんやろ」

　澪の言いたいことを察し、宏が身も蓋ふたもない結論を告げる。

　ウルスではアズマ工房以外でもカレー粉の量産体制が整い、品質を問わなければ手頃な値段で手に入るようになりつつある。恐らく、次の春には競争が始まって一気に値段が下がるだろう。だが、このベリルには、ウルスの値段も現在の状況もほとんど影響しないことは目に見えている。

　しかも、量産体制が整ったといっても、実用に耐えるだけのものが作られだしたというだけ。味にこだわる貴族や高級店などはやはりアズマ工房のものを求めるうえ、そっちの需要も右肩上がりに増えていることを考えると、アズマ工房の物はあと数年は値段が高止まりしたままになるだろう。

　奪い合いの結果、値段が高止まりしているものを仕入れて運ぶのだから、量は稼げず値段交渉の余地もなくなる。高級品の店で扱うのがアズマ工房のものである限り、値段が下がることはまずあり得ないのだ。

「なんかこう、げんなりするもん見てもうたなあ……」

「そうだね……」

　一番の高級品店で一番の目玉商品が自分達の製品だった。しかも売られている値段が暴利もいいところ、という事実にいろいろ思うところを感じつつ、当然ながら特に買うものもないのでとっとと店を出る一行。覗のぞくだけで買わない人間など珍しくもないからか、店員も意外と愛想がよい。

「まあ、気ぃ取り直してもうちょい見てまわろか」

「そうだね。マルクト方面からのだと、面白いものとかあるんじゃないかな」

　宏に同意し、とりあえずあまり接点がなかった東側の国からの商品を見て回ることを提案する春菜。西側の商品や文化は、割と知っているものが多いのだ。

「面白いものがあったところで、買えはしねえんだけどな……」

「それは言わないお約束よ」

　言ってはいけないことを言ってのける達也に、真琴が突っ込みを入れて釘を刺す。

　今の彼らには荷物管理の問題で、食料などの消えものをサンプル程度に少量買う以外に、金を出すような余裕は一切ない。だが、そんな身も蓋もない事実をわざわざ市場のど真ん中で口にする必要もない。

「師匠、春姉、向こうがちょっと気になる」

「ん？　ああ、装飾品とか小物の店か」

「マルクト製かな？　ちょっと面白そうかも」

　澪に示され、新たな店を覗く一行。ダールとは違った形で東西の文化が融合したベリルのマーケットを、昼前までかけて心行くまで堪能するのであった。




　　　　☆




「アルチェム、今日も庭いじり？」

「うん。もうちょっと手を入れないとダメみたいだから」

「そう。って、あら、ジュディスさんも？」

「おじゃましてます」

　昼下がりの工房。自己修復のエンチャントの効果もむなしく、とうとう使い潰してしまったナイフを新しく打とうと鍛か冶じ場ばへ向かっていたテレスは、アルチェムとジュディスという珍しい組み合わせの来客と遭遇した。

　アルチェムはここ数日、毎日工房を訪れては中庭を、もっと正確に言うなら宏が無造作に接ぎ木していった謎の木の手入れをしている。特に問題なく育っていたので気にしていなかったが、どうやら本来はそれなりの手入れが必要らしい。

　そもそもあの木が何の木なのかが分からないテレスには、アルチェムの作業には手出しできない。なので完全にまかせっきりにしてあったのだが、ジュディスがいるというのが微妙に引っかかる。

「うがちすぎかもしれないけど、ジュディスさんもいるってことは、もしかしてあの木の世話って、巫女の領分？」

「そんなところ」

　偶然一緒だった可能性も考慮しながらのテレスの確認に、アルチェムがあっさり答える。ライムがこっそり植えた木が育ってきた頃から、正体不明の木が増えたり妙に高品質な薬草類が採れたりと、いろいろ様子が変わってきていた中庭。

　いろんな意味で今更ではあるが、巫女が何やら作業するに至ってしまったあたり、そろそろのっぴきならないことになりつつある気がしてならない。

「なんだか大がかりなことになってるみたいだけど、あの木って何の木？」

　テレスの何気ない質問に、微妙に困った表情を浮かべるアルチェムと驚きを隠せないジュディス。そんな二人の反応に、質問したテレスが思わずたじろぐ。

「えっと、聞いちゃいけないことだった？」

「そんなことはありませんが、テレスさんはエルフなのに本当に分からないんですか？」

「あ～、ジュディスさん、ジュディスさん。エルフだからって、ありとあらゆる樹木の存在に通じてるわけじゃないんですよ」

「ですが、エルフなら普通、分かるものなのでは……」

「世界樹なんて、ハイランドエルフの一部しか直接見たことないんですよ。私だって、この時点で巫女をやってなかったら、多分一生見る機会はなかったでしょうし」

　アルチェムとジュディスの会話に、思わずテレスが持っていた触媒を取り落とす。妙な力場が発生していたからただの木ではないと思っていたが、よもや世界樹なんて物騒なものが中庭に、それも明らかに手を抜いた感じで植えられていたなんて予想もしていなかったのだ。

　このテレスの反応に関しては、一般的なファンタジーのイメージ的にはエルフ失格かもしれないが、そもそもこの世界のエルフは単なる耳が尖とがった長寿の農民なので、言うだけ無茶であろう。

「そ、そ、そんなとんでもないものだったの!?」

「うん。まあ、テレス姉さんが驚くのも無理ないよね。私も大だい霊れい峰ほうの神域で正体を教わってから、もう一度確認してちょっとめまいがした」

　今更といえば今更なテレスの驚きに苦笑しつつ、どことなく遠い目をするアルチェム。そんなエルフ達の様子に、ジュディスが首をかしげながら口を挟む。

「そうなんですか？」

「はい。あんまりにも無造作に植えられてて、しかもそれで特に問題がなかったからちょっとくらっと」

「無造作にって……」

「まあ、ジュディスさんも見れば分かります」

　テレスとアルチェムの様子を見て不思議そうにするジュディスに、いろいろ諦めが混ざった感じでアルチェムが答える。世界樹を接ぎ木して以降、ジュディスが庭木の世話をするのは今日が初めてなのだ。

　巫女組がそんな会話を続けている間いろいろ葛藤していたテレスが、唐突に何か悟りを開いたようなすっきりした表情になり、落とした触媒を拾い集める。

「あ、姉さん立ち直った？」

「よく考えたら、今更のような気が、ね」

「うん。もう定着してるから今更気にしても無駄だと思う」

　思ったよりあっさり立ち直ったテレスに、アルチェムも妙にさばさばした態度を見せる。

「じゃあ、中庭で作業してるから」

「私は鍛冶場にいるから。ファムとノーラは今納品に行ってるから、何かあったら鍛冶場に来て」

「は～い」

「あと、中庭には今ライムがいるから、邪魔だったらジノ達の手伝いに回らせて」

「分かった」

　あっさり立ち直ったテレスと事務的な打ち合わせをし、さっさと中庭に移動するアルチェム。そんなエルフ達の様子にジュディスはちょっと釈然としないものを感じながらも、ダールの工房で世話になっていた頃は最終的にこんな感じだったとなんとなく懐かしく感じる。

　中庭では、いつの間にか二本に増えている上に若木サイズになったソルマイセンと、いったい何に接ぎ木したのか妙にしっかり定着している世界樹に、ライムがせっせと肥料を撒まいていた。

「あ、アルチェムちゃんだ。いらっしゃい！」

「きゅっ！」

　肥料を撒く手を止め、ひよひよとともに元気よく挨拶するライム。その手にはバケツと柄ひ杓しゃくがしっかり握られている。

「こんにちは、ライムちゃん。肥料あげてくれてたの？」

「うん！　ドラゴン骨粉と三種混合肥料！」

「おお～、ありがとう」

　そろそろ撒く必要があると思っていた肥料は、すでにライムがやっていてくれたらしい。

　なお、三種混合肥料というのは、ベヒモス、リヴァイアサン、ジズという三種の神の食材モンスターの肉を肥料にし、一定割合で混ぜたものだ。その過剰すぎる栄養素と生育加速能力は、通常の作物に使うとあっという間にお化けサイズになってしまう非常に危険なものである。

　当初は途中からでも米作りに使おうかと言っていたのだが、実験ではたった一滴で植木鉢に植えていたトマトが大木と見間違わんばかりのサイズに成長し、人間の頭ぐらいある実をつけたために使用を断念したいわくつきの肥料だ。

　使うなら何らかの手段で思いっきり希釈し、土作りの段階で慎重に混ぜてやらねば大惨事になる肥料だが、今回に限っては相手が世界樹とソルマイセンという特殊植物。そもそもすでに同じぐらい危険なドラゴン骨粉を撒いている時点でいろいろ手遅れなのもあって、根元に豪快にぶっかけても誰も気にしない。

「じゃあ、ジュディスさん。ライムちゃんが残りを撒いたら、儀式しちゃいましょう」

「あ、そうですね」

　ドラゴン骨粉という物騒な単語に気を引かれていたジュディスが、アルチェムに言われてすべきことを思い出す。その間にライムが残りの肥料を撒き終え、二人の元へ戻ってくる。

　因ちなみに、適当な木に接ぎ木されたようにしか見えない世界樹に関するジュディスの反応は、一瞬額を押さえてめまいをこらえるにとどまっていた。事前に聞いて心構えをしていた成果である。

「じゃあ、やっちゃいましょうか」

「はい、やっちゃいましょう」

　悪戯でもするような笑顔を浮かべるアルチェムに苦笑しつつ、ジュディスも悪乗りして同じような口調で返事を返す。そのまま最初の打ち合わせどおりの位置に立ち、巫女の力を解放しながら祝詞を謳うたいあげる。

　二人の少女のみずみずしい声が唱和し、空に吸い込まれていく。徐々に巫女達の身体が光に包まれ、その光に呼応するように二本のソルマイセンが、そして世界樹が光を放つ。その清浄な光が中庭を包みこみ、祝詞の終わりにあわせて木々と庭の大地にしみ込むように吸いこまれていく。

　光が消えたあとには、若干サイズを増した世界樹とソルマイセンの姿があった。

「これで、今日のお務めはおしまいです」

「お疲れさまでした」

「ライムちゃんもお手伝い、ありがとうね」

「うん！」

　無事に今日の世話が終わったところで、すがすがしい労働の喜びに笑顔を見せる少女達。折角なので、庭で日向ひなたぼっこをしながら話をすることに。

「オルテム村もウルスも、今日はいい陽気ですね」

「最近は朝晩がめっきり冷え込むようになりましたけど、天気が良ければ日中はぽかぽかして気持ちいいですよね」

「ジュディスさんはダールの人ですけど、最近の朝晩の冷え込みは大丈夫ですか？」

「正直、ちょっとつらいです。ダールだと寒い時期でも割とこれぐらいの気温になるので」

　スカッと晴れた秋晴れの青空を見上げながら、そんなどことなく年寄りじみた話を始める巫女達。そんな二人に寄りかかり、ひよひよを抱っこしながらうとうととするライム。ぽかぽかと当たるお日様が、眠気を誘うらしい。

「そういえば、エアリス様に教えていただいたんですけど、来週ぐらいにテレス姉さん達の誕生日パーティをするそうです。何やらいい企画が思いついたとかで、ヒロシさん達が妙に張りきっていたらしいです」

「そうですか。だったら、私達も何かプレゼントを用意しておいたほうがいいですね」

「そうですね。といっても、最近は姉さん達もあまりヒロシさんと考え方が変わらないので、ここからだとちょっと取りに行くのが大変な素材、あたりを用意しておくのがいいかもしれませんね」

「あ～、そうかもしれませんね。私で集められるでしょうか……」

「物によっては、巫女の資質でえいや、で結構何とかなりますよ」

　ひどくアバウトなことを言い出すアルチェムに、それでいいのかと顔を引きつらせるジュディス。巫女の資質にそんな使い方があったことも意外ではあるが、それ以上にアルチェムがそんな使い方をしていることにも驚きだ。

「んにゅ～」

　アルチェムの意外な一面に驚いていると、すっかり熟睡モードに入ったライムが寝返りを打ってアルチェムの胸に頭を押しつけ始める。それ自体は子供の、それも同性が寝ぼけてやっていることなので特に問題はないが、今日のアルチェムは儀式の都合で、着物のように前で合わせて帯で締める構造の服を着ている。

　おかげで、頭をぐりぐり押しつけられているうちに、どんどん合わせの内側に潜り込んでいってしまうのだ。気がつけば帯は完全に緩み、服はいつフルオープンになってもおかしくない状況になっていた。一応内側に一枚着ているが、あまり慰めにはなりそうもない。

「えっと、あの、ライムちゃん？」

「んにゅ～」

　困った顔でライムを起こそうとするアルチェムだが、相手もなかなか手ごわい。完全に寝ぼけているらしく、柔らかくてぽかぽかな新天地に向かってどんどん突き進んでいく。

「きゅっ」

　一緒に寝ぼけて転げ落ちたひよひよが、微妙な状況に止とどめを刺すべく思いっきり足で胸元を摑む。結果、重量バランスが崩れて前につんのめり、アルチェムが頭から地面に突っ込みそうになる。

「危ない！」

　とっさにアルチェムを支えるジュディス。ライムを落とすまいと全力で踏みとどまるアルチェム。ジュディスが摑んだ場所が悪かったこともあり、一連の騒動で内着も微妙に着崩れる。

「ライムちゃん起きて、ライムちゃん！」

「にゅう～」

　この期に及んでまだ熟睡しているライムを、アルチェムが必死になって起こそうとする。徐々にずれていく内着と姿勢の悪さに力が入らなくなっていくジュディスの姿に、危機感は募る一方だ。

「アルチェムさん、前に移動しますので、少しだけ耐えてください！」

「は、はい！」

　そんな感じで大騒ぎしながら体勢を立て直し、どうにか安全な体勢になったところで、

「何騒いでるだ？」

　上半身の見えてはいけない頂いただきがほぼ見えかかっている姿を、ばっちりフォレダンに目撃されてしまう。ちゃんと巫女の仕事をしライムのピンチも救ったというのに、久しぶりのエロトラブル誘発体質の発動で散々なアルチェムであった。








世界編　第一六話






　人形ダンジョンの入口は、どう見ても山の裾野に開いたただの洞窟であった。

「真ま琴ことさん、ここであってるの？」

「ゲームの時とは地理が違うから、絶対とは断言できないのよねえ……」

　これでもかというぐらい周囲に何もなく、そのうえ洞窟の見た目が何の変哲もないただの洞穴にしか見えないため、経験者である真琴もどうにも自信を持てない。

　ベリルから神の船で乗り降り込みで五分強、ワンボックスなら三十分、普通の馬車でも二時間から三時間あれば到着するなかなか立地条件のよろしいダンジョンだというのに、中継地点になりそうな村や町もなければ冒険者が頻繁に出入りする様子もない。春はる菜なでなくてもここかどうかを疑問に思うのは当然であろう。

「春はる姉ねえ、真琴姉。誰か出てくる」

　念のため、せめてどこかに休憩所になりそうな場所でもないかと、目に見える範囲を確認しながらそんな会話をしていた春菜と真琴に、澪みおがそう声をかける。

「何人ぐらい？」

「拾った気配は六人。そろそろ見えると思う」

　真琴に問われるまま、分かっている情報を手早く答える澪。澪の言葉が終わるよりやや早く、洞穴から二十代後半ぐらいの六人組の冒険者が出てきた。因ちなみに全員男性、大型の得物を持っているのが二人、軽装なのが二人、魔法使い系らしいのが二人というそれなりにバランスがとれた編成だ。

「おっ？　新顔か？」

「珍しいな」

　宏ひろしのものほどではないが大型のハンマーを背負った男二人が、アズマ工房一行の姿を認めてフレンドリーにそう声をかけてくる。使っている得物は同じだが、一方はヒューマン種でもう一方は熊系の獣人、それも手の構造が人間の武器を使えるようになっている以外は、ほぼ熊そのものという種族である。

　余談ながら、二足歩行する動物、という外見の種族でも、人間に分類される種族なら男女は大体見れば分かる。どこで見分けるのか、というのは見れば分かるとしか言いようがないのだが。

「珍しいとはどういう意味なんだ？」

「ああ。ここは稼ぎって観点じゃ、ちっと効率悪いからな」

　達たつ也やの質問に、熊男が大雑把な理由を教えてくれる。効率が悪い、という言葉に少し考え込み、ゴーレムの存在に思い至る。

「ゴーレムって、そんなに効率悪いか？」

「ここのは魔法が効きづらい上に硬いからな。どうしても武器の消耗が激しくなりがちで、しかも手に入る残骸がそれほど高く売れるもんでもないんで、敬遠する連中が多いんだよ」

「なるほどな。あんた達はその例外、ってわけか」

「ああ。ゴールデンゴーレムがうじゃうじゃ出る穴場を見つけたからな。そこをメインに狩れば、装備の修理代を払っても十分黒字なんだよ」

「へえ。だが、そりゃゴールデンゴーレムを狩れたら、っつう前提条件があるから、そうそう真似できる冒険者はいねえか」

　達也の言葉に、にやりと笑う熊男。実力を認められて嬉うれしくない人間はそうはいないが、それは彼らも同じらしい。

「ドロップ装備とかは狙わないの？　ここ、パペット系も結構出るって聞いてるから、そいつらが化けるアクセサリ系なんかはいい値段で売れてた気がするんだけど」

　ゴールデンゴーレムがメインと聞き、ゲーム時代に人形ダンジョンが人気であった本来の理由を確認する真琴。ゴールデンゴーレムは確かに金策の面では美お味いしいが、レアドロップのゴールデンハンマーは売ってもノーマルドロップの金塊より安く、性能も所しょ詮せん純金の塊なので使い物にならない、典型的な外れドロップだった。レアらしい要素をあげるなら、ノーマルドロップの金塊より重量比でのＮＰＣ買い取り価格が大幅に高いことぐらいである。

　むしろ、各種パペット系、それもギミック持ちのやつが二百五十六分の一の確率で落とすアクセサリや特殊装備が、内容こそランダムではあるが極めて優秀な機能を備えているため、プレイヤーはそっち狙いで殺到していた。

　それに、アイアンゴーレムのドロップ武器でも、ＮＰＣから普通に購入できるものよりははるかに高性能。中堅ぐらいのプレイヤーにそこそこの値段で売れるため、やはりゴールデンゴーレムよりは人気があった。

　隠しダンジョンのゴーレムに至っては、レアドロップが上位金属製の強力な装備のオンパレードだ。さすがに上位金属製のゴーレムを乱獲するのはかなりの実力がなければ無理だが、職人達が引きこもっている現状では他に装備を手に入れる方法がない。それゆえに、人形ダンジョンは極めて人気のあるダンジョンであった。

　だが、こちらの冒険者達にはそうでもないらしい。新顔が珍しいという発言からも、そういう思想で行動する冒険者はほとんどいないのだろう。

「いったい何体狩れってんだよ。ゴールデンゴーレムのハンマーですら、一年やってて今日ようやく二本目だぜ？」

「パペットやストーン以下のゴーレムから剝はげるアイテムなんざ、レアドロップ以外売りもんにならん」

「出るか分からんアイテムのために延々とゴミを量産できるほど、懐に余裕はないんでな」

　真琴の質問に、次々と否定の言葉が投げかけられる。やはり、確率が問題らしい。

　ある意味当然ではあるが、生活がかかっている連中は、基本売り物にならないものしか出さない相手を、一日に千体二千体なんてペースで狩ったりはしないようだ。

「そういや、ゴールデンハンマーって実物見たことあらへんねんけど、どんなん？」

「ん？　見たいなら見せてやるぞ？」

「見せてもろてええ？」

「おう」

　二人いる魔法使い風の男のうち、白いローブを着たほうが取り出したハンマーを受け取り、しげしげと観察する宏。その表情が、だんだんと興味深そうなものに変わっていく。

「なるほど。これ、素体になる武器やな。改造せんと、ただの金塊や」

「どういうことだ？」

「やって見せたほうが早いんやけど、改造してもうてええ？」

　宏のその突然の申し出に、戸惑いの表情で顔を見合わせる冒険者達。

　レアというだけでサイズ的には金銭的な価値が大したことがない代物だから見せるぐらいはしたが、改造となると二の足を踏むところだ。

　金銭的な価値は大したことがないといっても、金塊は金塊。六人で分配しても普段よりちょっとグレードの高い宿に一週間泊まって、普段食っているものよりいい飯と酒で豪遊できるぐらいの金額にはなる。

　それがお釈しゃ迦かになる可能性があるとなると、さすがに簡単にうんとは言えないところだ。見ず知らずの相手を、そこまで信用するのは難しい。

「なんやったら、失敗したら買い取りっちゅう形でもええで。このまま売ったら相場どないなもん？」

「四万イェールぐらいだな。金塊としてよりも、飾りとして高く売れてるのが実情だ」

「っちゅうことは、八百クローネぐらいか。ほな、迷惑料も含めて千クローネで。春菜さん、それぐらいはあるやんな？」

「うん。というか小銭不足だから、むしろ金貨一枚で払える千クローネきっちりだと助かるよ」

　宏に問われて頷うなずきながら、春菜が千クローネ金貨を取り出す。あっさり出てきた千クローネ金貨に、だが冒険者達も大して驚いた様子は見せない。

　普通のドロップ品の金塊は、平均してその金額の倍から三倍の値段で売れるのだ。その程度の額の金貨など見慣れているし、目の前の連中が千クローネやそこらの金をぽんと出せるであろうことぐらい、立ち居振る舞いを見れば簡単に分かる。冒険者達はちゃんと宏達の実力を見抜いている。

　むしろ驚くべきなのは、見慣れているだけで彼らにとっても決して少ないわけではない千クローネという金額を、宏が改造に失敗した場合の後始末としてぽんと支払おうとする春菜の態度とそれに異を唱えない他のメンバーについてであろう。

「……そうだな。オレ達も興味があるし、失敗した時に買い取ってもらえるなら改造してくれて構わない」

　結局、好奇心に負けて改造を頼むことにした冒険者達。決め手は、春菜達の態度である。

　恐らく、改造が失敗する可能性など、誰一人として考えていないのだ。それだけの自信と信頼があり、万が一失敗しても尻拭いに千クローネ差し出すぐらいどうということがないと言い切れるだけの人間関係ができているのであろう。

　冒険者達も、そこに賭けてみようという気分になったのだ。

「ほな、ちょっと待ってな」

　ＯＫサインが出たことで、宏がサクサクと作業に入る。鞄かばんの中から魔石を取り出し、紙やすりや砥と石いしでサイズと形を調整してくぼんだところにはめ込んでいく。大小八個の魔石を取り付け終えると、導通ラインをつないで魔力を軽く流してやる。

　何度かオンオフをして導通を確認すると、組み込んだ魔石を再び外してもう少しすり合わせを行う。微調整を終えると、魔石の表面にちょっとした模様を刻みこんで再び導通チェック。その作業を十分ほど繰り返す。

　作業内容を説明すると非常に簡単そうに見えるが、そもそも魔石をヤスリなどで成形すること自体が簡単なことではない。魔石を使ったバッテリー式の魔道具が比較的高価になりがちなのも、魔石の加工や成形が割と難しいことに起因する。

　少なくとも、この手の比較的難易度が高いダンジョンに挑戦しようとするような冒険者が、鼻歌交じりにその場でやってのけるような作業ではない。

「おっし、問題なしや。ほな、実験やな」

　魔道具としての機能を持たせることに成功し、ちゃんと想定どおりの動作をするかのテストに移る宏。荷物からクズ鉄や微妙な分量の端材、上う手まくつなぎ合わせなければ使い物にならない皮といった使いどころに困っている素材を取り出し、次々に並べていく。

　ある程度並べ終えたところで、ハンマーの機能を起動し、片っ端から殴っていく。

「何……だと……!?」

「こいつにこんな機能があるのか!?」

　宏が殴ったゴミアイテムの変化に、ギャラリー達が目をむく。

　そう。ハンマーで殴られた様々な素材類は、全て同じ大きさの金に化けたのだ。

「相手の強さ次第やけど、人間とかモンスターも金に化けるで」

「……それ、ヤバいんじゃねえか？」

　非常に怖いことを言い出す宏に、思わず震える声で突っ込みを入れる達也。触れるものが全て金になる呪いを受けた王様の悲劇とか、そのあたりの物語を思い出したらしい。

「一般人やったら簡単に金になるやろうけど、七級ぐらいの冒険者やと一発で腕一本とかが限界やろうな」

「いや、十分やばいわよ、それ……」

「まあ、一般人でも、全身金にする前に魔石の魔力が切れるやろうけど」

「人体が金になるって時点でやばいって言ってんのよ……」

「因みに、人体やったら呪い除去とか石化治療とかと同じ方法で治せるから」

　真琴の突っ込みをうけて、いまいち救いになっていない対応策を教えてくれる宏。どうやら、このハンマーの機能は、状態異常・石化の亜種らしい。

　錬金術で金を作るのは効率が悪いと言っていたはずなのに、状態異常系の変形でやればそこそこのコストパフォーマンスで可能などという抜け道があるのはどうなのか。ルーフェウス学院の学生達がこの光景を見ていたら、全身全霊をもってそう問い詰めに走ったに違いない。

「っちゅうわけで、改造は成功したから、注意して使い倒したって」

「あ、ああ。分かった」

「モンスターとか生きもんに使う場合は所詮状態異常やから、あんまり過信とか悪用とかしたらあかんで」

「分かってる。どうしようもない屑くずアイテムを換金する、とかその手の用途で使い潰つぶすさ」

　達也と真琴の突っ込みを受けるまでもなく、このハンマーの危険性を重々承知しているらしい。改造されたハンマーを返却された冒険者が、そんな風に言い切る。ついでに言えば、ハンマー自体の存在をできるだけ隠すつもりでもある。

「で、改造費をいくら払えばいい？」

「情報料と迷惑料っちゅうことでタダでええで」

「迷惑料？」

「うちらはこのダンジョンの隠し狙いやねんわ。その調査の過程で、そっちの狩り場とかぶる可能性があるし、場合によっちゃあ邪魔せんとあかんかもしれへんから、その迷惑料っちゅうことで」

「狩り場かぶりは気にしないが、まあそういうことなら」

　宏の説明を聞き、素直に無料で受け取ることにする冒険者達。このハンマーの製作費と性能を考えるなら、一週間やそこら狩りの邪魔をされても十分におつりがくる。

「いろいろありがとよ」

「中のモンスターは妙なのが多いから、気をつけて探索しろよ」

「何かあったら言ってくれ。いくらでも手を貸す」

　大化けしたハンマーに上機嫌になりながら、口々にそう挨拶して立ち去る冒険者達。

　因みに、宏達は空からこのダンジョンに来たために知らないが、実は徒歩一時間ほどの場所に乗合馬車の停車駅があり、ここで活動する冒険者達はそこを利用し移動している。

　冒険者一行を見送ってしばらく、あたりを注意深く観察していた宏が口を開く。

「こっちになんぞ、それなりの頻度で人が出入りしとる跡があんで」

　そう言いながら宏が指さした先には、ちょっとした踏み跡が。

　人形ダンジョンの入口となっている洞窟周辺は、人が通って踏み均ならした入口へと続く道以外は、普通に森と茂みに囲まれている。宏が指示した踏み跡というのは、その茂みに踏み入り木々の隙すき間まを抜けるように続いていた。

　オルテム村をはじめとしたあちらこちらでの探索経験から、この種の道を見分けることには慣れている宏達には明らかな違いだが、そっち方面での活動をメインにしている冒険者でなければ、まず普通の茂みにしか見えないであろう道である。

「ふむ。このあたりの状況とかを考えると、かなり不自然だな」

「せやろ。ちょい気になってなあ」

「なら、まずそっちから調べるか」

　宏同様不自然さが気になったのか、達也が踏み跡の調査を優先させると宣言する。他のメンバーも誰も反対しないあたり、やはり考えは全員同じらしい。

　山の裾野、それもダールのような乾燥地帯ではないだけに、植物は大いに生い茂っている。その中に入っていくには、少々準備が必要だ。

　手なれた動きで森林踏破の準備を整え、一行は人形ダンジョンを完全にスルーして脇道に突入するのであった。




　　　　☆




「今回は、ご苦労だったな」

　宏達が脇道に歩みを進めた頃。リーファ王女がある程度落ち着いたとの連絡を受け、マルクトアサシンギルドの幹部は自称お兄様をねぎらっていた。

「ファーレーンの密偵ちゃんが上手くやってくれて、俺もホッとしてるよ」

「ああ。リーファ王女に含むところはないが、厄介事が一つ減って助かったというのが我々の正直な気持ちだ。王女の境遇を考えると申しわけないとは思うがな」

「そりゃしゃあねぇさ。あの王女ちゃん、本人の人格とかそういうのと関係なく、存在そのものが厄介事だからなあ。さすがに見過ごせなくていろいろやっちまったが、俺以外だったら強制排除の判断に走ってもおかしくなかったし」

「それがあるから、お前に振ったんだよ。マルクトの目先のことだけを考えるなら、強制排除という判断も間違いだとは断言できん」

　幹部の言葉に、肩をすくめる自称お兄様。各国の思惑や内情をある程度知る立場だけに、ギルド幹部の大変さが身につまされる部分がある。

　本人達は警戒していたつもりだったようだが、実のところリーファ王女一行は、船でマルクトの領海に入った時点で、すでにマルクトの盗賊ギルドとアサシンギルドにマークされていた。手を出さなかったのは単純に、王女一行がどんな情報を持っているかが分からず、それを直接的な手段で引き出してしまって大丈夫かの判断ができなかったからだ。

　ウォルディス内部の情報はいまだにまともに入ってこない。マルクトの裏組織がリーファ王女の存在を察知できたのも、ウォルディスからマルクトまでに必ず経由する港が一カ所あり、そこに常時潜伏している者が船に乗っている王女一行にたまたま気づいたからで、ウォルディス国内となると現状、どんなにマルクト寄りの辺境でも情報収集は難しい。

　そんな情勢でなければ、恐らくリーファ王女は首都アルファトの地を踏むことなく、ドロワーテの時点で国外に追い出されていたか、最悪さっさと排除されていたであろう。

　結果として、リーファ王女は持っている情報のおかげでその存在価値が急上昇し、今後の対ウォルディスにおける大義名分や勢力形成などのためにも傷一つつけてはいけない人物になったが、もしその情報を引き出すために拘束だの尋問だのをしていたらと思うとぞっとする、というのが各国上層部およびマルクト裏組織連合の一致した意見である。

「それで、ディフォルティアのお姉様に割く時間を犠牲にしてまで頑張ったんだ。王女ちゃんがその後どうなってるかぐらいは教えてもらっていいよな？」

「ああ。といっても、まだ大して時間は経っていないからな。ファーレーン王家のお姫様方が頑張ってかまい倒しているから、ここまで落ち延びてきた時より大分精神的に落ち着いているらしいが、まだまだ年相応に、とはいかないようだ」

「なるほど。まあ、情が深いファーレーン王家に保護されたんだからさほど心配しちゃいなかったが、まずまずってんなら俺も頑張って王女ちゃんのメンテした甲か斐いがあったよ」

「冗談抜きでそれに救われた面があるのが、頭が痛いところなのだがな……」

「そこを見越して、俺だったんだろう？」

「いや、お前だと、リーファ王女の存在を察知したら、同胞を排除してでも王女の体調管理に走りそうだったから、とりあえず先手を打っただけなんだが……」

　頭が痛そうな幹部の言葉に、よく分かっていらっしゃるという表情を浮かべる自称お兄様。その素顔は大層な美形なのに、いろんな意味で台無しにしている。

　実際、農閑期暗殺者の集団であり癖の強い人間が多いマルクトアサシンギルドの構成員の中でも、この自称お兄様は五指に入るほど扱いづらい人物だ。

　条件さえ整えば、カタールでワイバーン、それも外皮が硬く首が太く、サイズすら平均して一回り大きい黒のワイバーンの首すら一撃で刎はね飛ばす戦闘能力に、まるで神にでも愛されているかのような潜伏能力、そして無駄に幅広く身につけている技能の数々と、単体での実力は五指どころか三本の指に入るだけに、余計に扱いにくさが際立つ。

　必要とあらば自分が手塩にかけて磨き上げた女性の首を淡々と躊ちゅう躇ちょなく刎ね飛ばし、それに特に罪の意識など感じないあたりはやはり暗殺者ではあるのだが、そこに持っていくまでに大層手間がかかる。

　マルクトアサシンギルドの方針が政治闘争のための暗殺は受けない、それ以外の方法がない限りマルクト人の暗殺は受けない、というアサシンギルドとは思えない内容ゆえに生まれた珍種ではあるが、幹部としては嘆きたくなるのはどうしようもないことだろう。

　余談ながら、自称お兄様が口にしていたディフォルティアとは、マルクト三大特殊部隊の一つ、侍女騎士団ディフォルティアという組織のことである。歌って踊れて家事万能、侍女としても踊り子としても、無論戦士としても一級の実力を持つ女性のみで構成された、アルファト城をはじめとした主要な施設の内部を守る特殊部隊だ。

　なお、残りの二つはディフォルティアの男性バージョンである執事騎士団セバスティアンと、このマルクトアサシンギルドのことになる。見て分かるとおりマルクトアサシンギルドは国の上層部とずぶずぶの関係なので、暗殺をメインとする非合法活動専門の国設部隊という認識がギルドとマルクト上層部、双方において一般的だったりする。

　なぜそうなったのかは、マルクトアサシンギルドの成立過程や農閑期暗殺者の集団となっていることにも関係しているのだが、長くなるのでここでは割愛する。

「で、残りの二人はどうするんだ？」

「経過観察だな。特にタオ・ヨルジャは、王女抜きでどんな悪あがきをするかによっては、マルクトにとって有益な結果になる可能性がある」

「なるほどねえ。ま、おっさんの方はともかく、侍女の姉ちゃんに関してはできるだけ他のやつに振ってくれや。ありゃあ単なる素人だから、やろうと思えば誰でもやれるしな。おっさんはなかなか手ごわい。アフターケアってことで、やるんだったら俺がやってもいい」

「女なのに、珍しく淡白だな」

「ありゃ、王女ちゃんとは違う意味で死人みたいなもんだからな。いくら俺でも、言葉が通じない種類の死人にしてやれることはほとんどないんだよ」

　自称お兄様の言い分に、幹部が妙に感心した様子を見せる。どうやら、変態のくせに妙に洒落しゃれた言葉を使ったことに感心したらしい。

「それで、次の依頼は？」

「今回の件の後始末で、もうしばらく待機だ」

「了解。じゃあ、待機中に通信講座で、また何か資格でも取るかね」

「あれだけ取って、まだ足りないのか？」

「女性の美を追求するためにゃ、まだまだ足りないからなあ。……よし、前に時間が足りなくて諦めたメーキャップアーティストにしておくか」

　幹部の呆あきれ顔を完全スルーして、新たな資格を選定するお兄様。あくまでも、女性の美を追求する姿勢は変えないつもりらしい。

「まあ、資格なんぞいくらでも取ってくれて構わんし、それで荒稼ぎするのも自由だがな。そっちにかまけてこっちの仕事に穴あけるんじゃないぞ、コードネーム・バースト」

「分かってるさ。綺き麗れいなお姉ちゃんや可愛いお嬢ちゃん達が安心して美と将来を追求できるよう、そっちの仕事に手を抜くつもりもないからな」

　そう言って、必要事項を書き込んだ申込用紙をぴらぴらさせて出ていく自称お兄様ことコードネーム・バースト。

　その後ろ姿を呆れた様子を隠そうともせずに見送り、肩をすくめていつものように報酬がらみの手続きを進めていくアサシンギルド幹部であった。




　　　　☆




「こらまた見事な隠れ里やなあ……」

　獣道とすら呼べぬ踏み跡を進んだ先には、並の農村など目ではないほど立派な村が広がっていた。

「オルテム村ほど大きくはないみたいだけど、でも二千人から三千人ぐらいは自給自足できてそうな規模だよね」

「せやな。途中に人払い系の結界らしいのがあったり空から見えんかったりするあたり、ここもいろいろ小細工してる感じや」

　ざっと見た里の広さに感心しつつ、人の姿がないかを探す宏と春菜。畑がある以上、二足歩行する人型に近い姿の種族は必ず存在するはずなのだ。

「お前さん達の反応からしても多分違うんだろうが、ここは神域じゃないんだよな？」

「まず間違いなくちゃう。神域はもっと清浄な感じや。ここも結構瘴しょう気きの類たぐいは少ないけど、神域っちゅうにはほど遠いで」

「って言われてもなあ。俺じゃあ、せいぜいなんとなくそうなんじゃないかって程度で、そこまで細かい違いは分からねえんだよ……」

「あたしだってその程度よ？」

　そろそろ分かるようになってもおかしくない、と言わんばかりの態度の宏に、思わず苦情が漏れる年長組。一般人よりは鋭くてもシーフ系ほどの感知能力はなく、またそういう修行を続けていてある程度敏感になっている神官ほど瘴気の感覚に馴な染じみもない身の上としては、この里ぐらいに瘴気が少なくなると神域との区別は難しくなるのである。

「師匠、人の気配」

　微妙に揉もめそうな状況をぶった切り、澪が探知結果を告げる。

「何人ぐらいや？」

「二人、プラス人型の何か一つ。まだ一キロほど先だけど、こっちに向かってきてる」

「敵対的な存在やなかったらええんやけどなあ」

　思いのほか近くまで来ていると分かり、できればこうあってほしい願望を口にしつつどう対応するか悩む宏。相手がどんな存在か分からない上、自分達は言ってしまえば不法侵入者。相手がどんな対応をしてきても文句は言えないのだ。

　しかも厄介なことに、人払いの結界をはじめとしたあれこれのおかげか、澪のセンサーも少々安定しないようで、本来よりも大幅に探知できるレンジが短い。おかげで、いつものように気配だけで大体の種族を割り出す、などという真似もできないようだ。

「とりあえずガーディアンフィールドの維持だけはしといて、念のために武器は仕舞っとこか」

「そうだね」

　できるだけ争いの口実になりそうな理由を潰すため、いそいそと武器を荷物に仕舞いこむ一行。ガーディアンフィールドの維持は保険だが、畑があるおかげで保険として展開したままにしていたと言い訳がしやすいのがありがたい。

　何しろ、この世界の畑は結構な危険地帯なのだから。

「そろそろ向こうから見えてる」

　武器になりそうなものを全部鞄に詰め込み、ついでに不意打ちの危険を避けるため畑の作物の種類を遠目で十分ほどじっくり観察していると、常に位置を探っていた澪からその報告が入る。

「作物は一応、攻撃性のないやつばっかやな。品種改良の仕方次第では普通にアクティブになりおるけど」

「夜中に散々普通のトマトとかを変異させてた男の言うことは説得力あるわねえ」

「やってみんと分からへんねんからしゃあないやん」

「そういう理由で、危険な真似を宿の部屋とかでやるなっつってんのよ。で、別に作物触る気はないにしても、警戒はしておいたほうがいいのかしら？」

「その必要はない」

　宏と真琴のやり取りが聞こえていたのか、姿を見せた隠れ里の住民がそう声をかけてくる。

　現れたのはドーガと変わらぬぐらいの年頃に見えるロマンスグレーのダンディな紳士と、エアリスと同年代に見える美少女、そしてどこからどう見てもまごうことなきパーフェクトなメイドの三人。ただし、澪の言葉が正しいのであれば、少なくともこの中の一人は人型であるだけの何かということになる。

　ダンディな紳士はなかなかの威厳と気品を持ち、美少女もエレーナあたりとお茶でもさせればさぞ絵になるだろうというぐらいには上品なのだが、メイドも含めて三人揃そろって大きな籠かごを背負い、首に手ぬぐいをぶら下げているのがいろいろと台無しである。服装自体はどう見ても正装に見えるものを身につけているから余計にであろう。美少女の方は日本で魔改造される形で発祥したタイプのゴスロリ衣装を着こなしており、それがやたら似合っているのだからシュールさは青天井だ。

　どうにも、いろいろと出落ちの気配を漂わせている三人。それが初見での澪の評価だった。

「人払いの結界を抜けて、しかもわざわざ武装解除した上で作物の観察をしながら待っておるとは、珍しい客人よのう」

「あ～、勝手にお邪魔してしもうてすんません」

「いやいや。空間隔離を行っておるわけでもない以上、迷い込むこともあろうて。それに、敵対的な存在であれば、とうの昔に門番と戦闘になっておるしな」

「門番？」

「こいつだよ」

　宏の問いかけに答えるように、紳士が手に持っていた鍬くわの柄で地面を軽くつく。すると、地面が盛り上がってゴーレムが生み出される。その数二十。しかも……、

「師匠。あれ、オリハルコンゴーレム？」

「せやな。少なくとも、表面はオリハルコンや」

　そのゴーレムはかなり上級のそれであった。

「うむ。といっても、オリハルコンの含有量自体は重量比で五パーセント程度、中身はほぼ魔鉄の塊という単なる張りぼてではあるが、な」

「表面コーティングしてあるだけでも、九割の人間にとっては絶望的だと思う」

　二十体ものオリハルコンゴーレム、そのからくりをあっさり暴露する紳士に対して、武器の特性上九割の側に入ってしまう澪が淡々と突っ込みを入れる。春菜のレイピアと澪の弓は、ゴーレム系にどうしても相性が悪い。それが表面だけとはいえオリハルコンでコーティングされ、中身もほぼ魔鉄の塊となると、戦闘そのものを回避すべきと判断せざるを得ない相手になってくる。

「お主らがその気になれば残りの一割に入れることぐらい分かっておる。こんなものを出したところで、こけおどしにもならんだろう？」

「いやいやいやいや」

　えらく過大評価してくれる紳士に、大慌てで首と両手を左右に振る春菜。硬さとパワーが自慢のゴーレムに三百六十度ぐるりと包囲されている状態は、宏以外なら半ば詰んでいる。こけおどしどころか、今の状況は普通に全滅コースである。

「じーさま。いつまでも立ち話してないで、自己紹介を済ませてさっさと客人を家に案内すべきではないか？」

「おお、そうだな」

　茶目っ気たっぷりに脅しにもなっていない脅しをかけて遊んでいた紳士を、美少女が呆れながら止めに入る。その際、心証を悪くしかねないゴーレムをとっとと元に戻すあたり、なかなか抜け目がない。

「儂わしの名はヘンドリック。この隠れ里の主をやっておるヴァンパイアだ。三千年ほど前に住んでおった屋敷をダンジョンに乗っ取られるような間抜けだが、よろしくやってくれるとありがたい」

「その間抜けの孫で、アンジェリカだ。そろそろ自分より長生きしているエルフもおらんほどの年寄りになってしまったが、あまり婆ばばあ扱いしないでくれると嬉しい」

「お二人にお仕えしております、オートマタのリセットと申します。ご用があれば、何でも申しつけください」

　なかなかに衝撃的な自己紹介をしてくれた紳士達。普通ならどこから突っ込むべきか悩むところなのだろうが、紹介を受けたのがそろそろ百戦錬磨と呼べるようになりつつある宏達だ。もはやこのぐらいでは驚くにも値しない。

「これはこれはどうもご丁寧に。ウルスでアズマ工房っちゅうんをやっとります、東あずま宏です」

　ごく普通に自己紹介を始める宏に続き、春菜達も順番に済ませていく。その様子に、驚きもしくは突っ込みを期待していたらしいヘンドリック達は、思惑を外され露骨に残念そうな顔をする。

「ヴァンパイアと聞いてもその反応なのは、さすがに少々寂しいぞ」

「いやいやいや。何が地雷かも分からんのに、下手な反応できませんやん」

「もう何千年も生きておるのだから、大概の失礼に怒るほど心は狭くないつもりだぞ？」

「じーさま、ドッキリに失敗したのだから、往生際の悪いことを言わんように」

　どうにも悪乗りが過ぎる祖父を、孫娘が諭す。その様子に、思わず宏達が生温かい視線を向けてしまったのは仕方がないことであろう。

「とはいえ、じーさまの言うとおり我々もいい歳だからな。普通に疑問に思うであろうことを聞かれたぐらいで気を悪くするほど心は狭くないから、気になることがあったら何でも聞いてほしい」

「もっとも、質問しづらそうなのも分からぬでもないからのう。よくある質問で一般的に最も失礼だと思われそうなことについて、先に教えておくか。儂らは栄養源として生き物の血を吸うが、アンデッドではない。少々ややこしいことに、アンデッドの種類にもヴァンパイアとしか呼べん者がおるが、そちらとは無関係じゃ。そやつらとの一番大きな違いは、別に血を吸わんでも命を保てることと、血を吸うことで数を増やすわけではないことかの？」

「まあ、我らについてはサイズが大きい蚊のようなものだとでも思っておけばよい」

「さすがに、蚊と同じ扱いはないと思うぞ、我が孫よ」

　ヘンドリックの説明に、自虐にもほどがあるネタをぶっこんでくるアンジェリカ。その様子に、どうやら本当に少々のことなら問題ないらしいと判断し、春菜が先ほどから気になっていたことを確認することにする。

「えっと、これもちょっと失礼な質問かもなんですけど、ヴァンパイアって日光を浴びると致命傷を負うっていう伝承が多いのに、お二人はこの時間に畑仕事とかして大丈夫なんですか？」

「アンデッドの方は不可能じゃろうが、儂らは分類上は人間じゃからな。生まれてから五十年ほどは皮膚が弱くて強い日光を浴びるとやけどを負うが、百年もすれば普通に小麦色の肌を持つこともできるぞい」

「あれは本当につらかった。夏場はちゃんときっちり遮光をしておかんと、あっという間に水膨れになって痛いのなんのって。かといって、やはり太陽の光の心地よさは抗あらがいがたい魅力を発してくるし、あの五十年は本当に地獄だった」

「やけどがつらいのはなんとなく分かるとして、小麦色の肌……？」

「うむ。健康的な小麦色の肌には憧れるが、どうにも体質的になかなか日に焼けてくれん。その肌の白さからして、ハルナとやらもそうだろう？」

「あ～、ものすごく、覚えがあります……」

　中学二年の一時期、小麦色の健康な肌に憧れて日焼けサロンなどで頑張ったものの、白人特有の抜けるように白い肌の前に完全敗北した春菜は、アンジェリカの言葉に同意せざるを得ない。今では特に肌の色にこだわりなどないが、あの時のみじめさは筆舌に尽くしがたいものがあった。

　春菜にも、やはり妙なコンプレックスはあったのである。

「あと、流水を渡れんのと鏡に映らんのは、アンデッドの方の特徴じゃぞ。にんにくは個人差の範囲。心臓に杭くいは、それをやられて死なん時点で、すでにまともな生き物ではなかろう」

「心臓に杭は、むしろそれで死なんやつを教えてくれっちゅう突っ込みしたことありますわ」

「そうじゃろう、そうじゃろう」

　なんだかよく分からないことで意気投合する宏とヘンドリック。

「因みに、この里ってどれぐらいの人がいるんですか？」

「飲食が必要な人口という意味では、現時点では三百人程度だな。オートマタやゴーレム、パペットなどを含めるなら千は超えるが、子供が生まれづらい種族ばかり集まってしまっておるから、どうしても縮小傾向になるのは避けられん」

「その中でヴァンパイアは？」

「この里で純血なのはじーさまと我だけよ。今更同じ種族の婿を探すのも難儀ゆえ相手にはこだわっておらぬが、いかに我々が死ぬまで子供を産める種族だといっても、さすがにこの歳になると相手がなあ……」

　里の規模から気になっていた人口とヴァンパイアの数についての春菜の質問に、アンジェリカがどこか遠い目をしながら答える。

　そのアンジェリカの回答に何かを察したのか、澪の目が輝く。ただしその輝きを擬音で表すなら、キラキラ、ではなくキュピーン、であるが。

「それを嘆くってことは、もしかして処女？」

「当たり前であろうが。好いた男もおらんというのに、婚前交渉をするわけがなかろう。色狂いのスノーレディや男をくわえこむのが存在意義のサキュバス、子育てが終わった途端にそこらが緩くなるエルフどもと一緒にするな」

　澪が口にした失礼にもほどがある言葉に呆れ、同じく失礼な言い分で切り捨てるアンジェリカ。その蔑さげすんだ目まで含んだアンジェリカの存在に、澪が歓喜に震える。

「ちゃんと処女の合法ロリ、キター!!」

「やかましい!!」

　そのまま、感極まって駄目なことを絶叫する澪の後頭部に、達也が即座にフルスイングでハリセンを叩たたき込む。その動きは、もはや熟達の域に達している。

「ふぉっふぉっふぉ」

「不名誉なことを言われているであろう孫を、よくも容赦なく笑ってくれるなあ、じーさまよ……」

「他ひ人と事ごとじゃからのう」

「このジジイ、言い切った……」

　遠慮も容赦もなく笑い飛ばすヘンドリックに、思わずがっくりと肩を落とすアンジェリカ。元々大して気分を害してはいないが、さすがにここまで豪快に他人事扱いされると寂しいものはある。

　もっとも、祖父と孫として連れ添って三千年と百年ちょっと。年齢差が七百歳ほどはあるが、そんなものはあってなきがごとし。もはや熟達を通り越して化石レベルに達している関係を考えると、今更孫だからといって可愛がり倒したり、侮辱されたことに怒ったりはしないのも仕方がないだろう。

「それで、その合法ロリというのが我が幼女の姿をしていることを指しているのであれば、単に燃費がいいからこの姿になっているだけにすぎんよ。本来の我は、こういう感じだからな」

　どうにも子供の姿をしているから不名誉なことを言われたらしいと察し、省エネのためになっていた小学校中学年程度の容姿をやめ、本来の姿に戻ってみせるアンジェリカ。

　二十歳前後の女性の姿になったアンジェリカは、大人の女吸血鬼のイメージどおりの長身でボンキュボンという感じの美女になっていた。見た目相応の妖よう艶えんさは持ち合わせているが、年齢のせいか落ち着いた雰囲気のせいか、気品のあるセクシーさでこの手の女性にありがちな下品さがない。

　スノーレディを見てしまったからか、あれと比べてはるかにまともそうだという理由で宏があまり警戒していないのが面白いところである。

「春姉、春姉、大発見」

「……何？」

「大人で妖艶でボンキュボンでも、ゴスロリ似合う人が実在してる。いかがわしいお店みたいになってない」

「……澪ちゃん、そろそろいろいろ自重しようね……」

　澪の言いたいことを理解し認めながらも、いい加減失礼を重ねすぎだと窘たしなめに入る春菜。年の功かもともとそういう性格なのか、相手が大概失礼なことを言っても怒らない人物なので問題になっていないが、だからといって何を言ってもいいというわけではない。
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　もっとも、春菜に及ばないながらもどどーんとした胸とアルチェムを超え達也に迫る背丈を持っているのに、フリルたっぷりのゴスロリが痛くないのが希少価値なのは事実であろう。どうにもその手の服装は宿命的に、外見が対象年齢から外れると途端にいろんな意味でいかがわしい感じになりやすい。妖艶な大人の女性がゴスロリを着て、特殊な風俗みたいになっていないのは奇跡だと言われれば、そうかもしれないところである。

「別に、この服が今の我の趣味というわけではないよ。単に、本当に幼い頃好んで着ていた服で、里の仕立屋達がその頃のイメージのままで服を作るものでな。何度言ってもこのタイプしか作らんので、諦めてそのままにしておるだけよ。性能面は素晴らしいゆえ、あまり文句をつけるのも心苦しいのでな」

「それって、基本子供の姿でいるせいじゃないの？」

「そうかもしれんなあ。まあ、もうおしゃれだ美容だと頑張るのも気分的につらい歳ゆえ、別にこれで構わんという気分にはなっておるがなあ」

　真琴の指摘にテンション低く答え、面倒くさそうに省エネモードに戻るアンジェリカ。先ほどのように人間で言うところの十歳前後の姿になって、やれやれと一息つく。

「……ん？　どうした？」

「胸、大人のまま？」

「ん？　ああ、いつも大雑把に年齢設定をしておるのでな。一年前後ずれるから、背丈はともかく胸の大きさは割と幅がある」

　どうでもよさそうに言って、リセットが背負っている籠の中からサクランボのようなものを取り出し、一口で食べて掌てのひらに種を吐き出す。

「久しぶりに戻るとエネルギーを使う。じーさま、種も吸ってしまっていいか？」

「別に、一つぐらい気にせず吸えばよかろうに」

「じゃあ、そうする」

　念のために一応祖父の許可を取り、種に含まれていた生体エネルギーを一気に吸収するアンジェリカ。エネルギーを全て吸い上げられた種は、瞬く間に塵ちりとなって崩れ落ちる。

「一応言うておくが、血を吸わせてもらうかこの姿のまま過ごしておれば、別にこんな真似は必要ない。そもそも無条件でドレインが可能なのは、回復手段がないレベルで命が尽きかけている生物か、普通の卵ぐらいから下の大きさの生き物かのどちらかに限られる。それ以上になると、軽く拒絶されるだけでレジストされて、というより心の底から許可してもらわんと吸収できん」

「もっとも、儂らがわざわざ隠れ里に引きこもっておるのも、吸血よりむしろこのドレイン能力の方が、もっと正確に言えば、ドレインを行った際の変化が原因じゃがのう」

　種に対して起こった出来事に対する宏達の驚きを察し、アンジェリカとヘンドリックが先ほどと変わらぬ態度でそう説明する。先ほどまでと打って変わって、微妙にシリアスなネタが入ってきているのだが、その割には一切空気が変わっていないのが食えない。

「まあ、節度守っとる分、スノーレディよりはええんちゃう？」

「確かに皮膚接触で精気を吸収するところは変わらんが、あれと我らを一緒にするなというに」

「というかヒロ、あいつらは精気うんぬん以前の部分で駄目だろう」

　驚きつつも大して警戒した様子も見せずに結論を出した宏に、アンジェリカと達也からの突っ込みが突き刺さる。スノーレディを引き合いに出すのはヴァンパイアに失礼だという認識は共通らしく、春菜や真琴はおろか澪までそれは駄目だろうという表情をしているあたりが興味深い。

　結局、目の前の地味にスペクタクルな光景に驚いていただけで、宏達は誰一人としてヴァンパイア達を恐れていないようだ。

「さて、長話になってしもうた上に、あらかた話すべきことは話したが、一応休憩のお茶ぐらいには付き合ってくれんかのう？」

「さすがに、立ち話だけで帰るとか寂しいことは言わんよな？」

　ヘンドリックとアンジェリカの微妙に切実さをにじませた要望に、苦笑しながら頷くアズマ工房一行。こういう場所に住んでいる種族が外部の話し相手に飢えているのは今までの経験で熟知しているし、友好関係を結んで損はない相手である以上断る理由もない。

　どうやら、人形ダンジョンに入るのはもう少し先のことになりそうだ。そう思いながらも特に気にも留めずにヴァンパイア達とのお茶会に臨む日本人チームであった。
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「我らの生まれ育った家を、よくもまあここまで勝手に作り変えてくれたものよ」

　三組六体のストローパペットと二組四体のウッドゴーレムを一瞬で灰に変え、忌いま々いましそうに吐き捨てるアンジェリカ。門をくぐり洋館に入った瞬間襲ってきたモンスター達も、所しょ詮せん雑魚だけあって齢よわい三千歳を超えるヴァンパイアの手にかかれば足止めにもならないらしい。

　隠れ里でのお茶会のあと、現状を知りたいからというアンジェリカの要望を受け、一行は軽く様子見のために人形ダンジョンに入っていた。

「やっぱり、違う？」

「ああ。館やかたの外観だけは同じだったが、中は別物もいいところよ。我らが住んでおった頃は、このロビーもシンプルで余計な飾りを入れない造りだったし、あんな悪趣味なシャンデリアもぶら下げておらんかった。まあ、そもそもの話、ゴーレムやパペットがこれほどの数暴れられるような広さはなかったがな」

「そこらへんは、やっぱりダンジョンだよね」

「それゆえに、本当に腹立たしい」

　腹立たしい、というよりむしろ哀しそうに言うアンジェリカに、かける言葉が見つからず沈黙する宏ひろし達。生まれ育った家を理不尽に奪われ、その状態で長い歳月を生きてきた者に対して何か言えるほど、人生経験を重ねているわけではない。

　生まれ育った土地を追われた、という部分だけなら宏が近いが、厳密にいえば故郷を追われたのではなく、一家揃そろって捨てたと表現するほうが正しい。故に、アンジェリカと違い、宏には食べ物以外で生まれ故郷に対する思い入れなど皆無である。

　結果、アンジェリカの気持ちを想像するくらいしかできず、何を言おうとしても安っぽい同情か知った風な口をきいているようにしか思えず、言葉が出てこなかったのだ。

「あ、ラーちゃん、そんなの食べちゃ駄目だよ」

　芋虫とは思えない速度で宏の背中から這はい降り、燃え尽きたモンスターの灰をこっそり食べようとしていたラーちゃんを、春はる菜なが慌てて回収する。その様子にいろいろ毒気が抜かれたか、アンジェリカの怒気が薄まる。

「……で、次はどこを確認する？」

「我と母様が過ごした部屋を、と言いたいところだが、この様子ではそこにたどり着くだけでも一苦労だろう。今日は軽く様子見の予定であるし、まずは一階にあるはずのダイニングルームやキッチンあたりを見て回るか。半端に客室を調べるよりは仕掛けの類たぐいも発見しやすかろう」

「了解」

　いつまでも沈黙していられない、と話題を振った達たつ也やにアンジェリカがルートを提案してくる。その提案を受け入れ、ここから一番近いダイニングルームに移動を開始する一行。

　異界化で内部構造やフロアの広さなどが変わっていても、ダイニングルームやキッチンのような何カ所もない場所に関しては、基本的な配置は変わらないらしい。アンジェリカの記憶そのままのルートで、特に問題もなくダイニングルームまで到着する。

「またしても、悪趣味な……」

　部屋を見たアンジェリカが、ここでも顔をしかめる。

　地平の彼方かなたまで続いていそうな長テーブル。その上には、手首から先のみの生身の左手が、人差し指を立てた状態で同じく地平のかなたまでずらりと並んでいる。立てられた人差し指の指先には、まるでろうそくのように火が灯ともされており、それが薄暗いダイニングルームの中にぼんやり浮かび上がっている光景は、何とも言えず気味が悪い。

「さて、あの不気味なろうそく、ただ並んでいるだけというわけではあるまい。あの指先の炎が矢となって飛んでくる程度の可愛らしい罠わなならよいが、妙な儀式でも始められると厄介だ」

「せやなあ。その手の儀式キャンセルする類の芸、誰か持っとる？」

「私、一応パーフェクトキャンセレーション覚えてるけど、覚えたのが大図書館の禁書庫で、使う機会が全然なくてまったく鍛えてないから、成功率がかなり心もとないかな」

「ほとんどディスペルマジックでいけるから、それもしゃあないわな」

　春菜の微妙な自己申告に、苦笑を洩もらしながら宏がフォローする。

　儀式系やトラップ系の魔法を潰つぶせるほぼ唯一の手段ではあるが、パーフェクトキャンセレーションという魔法は使い勝手が悪い。長い詠唱時間とクールタイム、大きな反動、多大な魔力消費、そして低い成功率と、鍛えなければ役に立たない要素が満載なのだ。

　何より厳しいのが、一度失敗した対象には、術者のレベルか魔法自体の熟練度が上がるまでは必ず失敗し、熟練度も入ってこないことであろう。この場合の対象というのは、発動した魔法だけでなくそれを使った術者も含まれているため、一度失敗、もしくはレジストされた時点で、その戦闘では使い物にならなくなる。しかも、キャンセルに成功しても相手がその魔法や能力を使えなくなるわけではないため、余程でない限りはパーフェクトキャンセレーションで対処する意味がない。

　詠唱中の魔法を潰せたり、魔法どころか特殊能力すらもキャンセルできたりと相応に強力ではあるが、それもあくまで発動に成功し相手にレジストされなければ、という但ただし書がきがつく。余程でない限りは詠唱時間が短く成功率が高いディスペルマジックで十分なこともあり、パーフェクトキャンセレーションは、なかなか使う機会に恵まれない不ふ憫びんな魔法だと言えよう。

「あれ、オキサイドサークルと同じ匂いがするんだよなあ……」

「せやなあ。習得直後のあの使い勝手の悪さは、確かに近いもんを感じるでな」

「オキサイドサークルの修練もかなりアレな感じだったが、パーフェクトキャンセレーションも大概難儀そうなんだよな」

「一回失敗したら最後やから、身内に練習台になってもらうんも限界あるしなあ」

「しかもあれ、たまにかかってるエンチャントを破壊することがあるんだよな」

「そうなん？　それは初耳やで」

　ダイニングルームの観察と警戒を続けながら、パーフェクトキャンセレーションの仕様について会話を続ける宏と達也。エンチャントの破壊能力などという、もはやエクストラスキルと大差ないような性質を持っているのに、なぜか大魔法にとどまっているのが興味深いところである。

「……やっぱり、仕掛けの類があったみたいね。こういうところはゲームと同じ、か」

　宏達とは違う方向を警戒していた真ま琴ことが、火の灯った左手が動き出したのを示しながら他のメンバーに注意を促す。

　このダンジョンはゲームの時も、ダイニングルームなどの広い空間には妙なトラップやギミックが確実に仕込まれていた。ゲームの時と違いインスタントダンジョンではないようだが、基本的なお約束は似たような感じらしい。

　とりあえずナイフを投げつけてみて、物理的な手段で仕掛けの回避が可能か検証する澪みお。他にもいろいろ試してみたものの、どうやら回避不可能なようだ。

「キャンセルにチャレンジしてみようか？」

　終わるのを待つしかないかと澪の様子を見守っていた真琴に、春菜がそう確認してくる。

「ディスペルで行けるの？」

「多分無理。パーフェクトキャンセレーションのほうがいいと思う」

「なんかあいつら、儀式みたいなの始めたっぽいけど、詠唱は間に合うの？」

「積層詠唱で何とかするよ」

　確認を終えた真琴が他のメンバーに目配せすると、それぞれのタイミングで頷うなずく。失敗したところで宏が前に出れば対処できるのは確実なので、特に異存はないようだ。リスクの低い状況なのだから、鍛えておけば便利で強力な技を使うのは当然だろう。

　それらのやり取りを受け、さっさと詠唱に入る春菜。

「パーフェクトキャンセレーション！」

　本来どんなに早口でも一分近くかかる詠唱を積層詠唱で十音程度に短縮し、相手の儀式（？）が完成する前に発動させる。フロアに充満していた妙な魔力が雲散霧消し、宙に浮いて動きまわっていた左手が全て地面に落ちる。

　あまりにもあっさり成功した上、これといって演出もなく結果が出るその地味さと唐突さに、しばらく状況を把握しきれず全員の動きが止まる。そもそも、誰もパーフェクトキャンセレーションを見たことがないため、効果が出たのかどうか判断できなかったのだ。

「……成功したみたい」

「……さすが、春はる姉ねえ。予想どおりすぎる」

「毎度のことながら、一発で成功させるあたりすごい引きよね」

「ここで成功させる意味があったのかどうかがすごく気になるけど……」

　一分ほど状況把握のために沈黙した後、澪の突っ込みを受けてどことなく微妙な表情で春菜と真琴が語り合いながら地面に落ちてすっかり力を失った左手に止とどめを刺して回る。

　反動で三十分ほどありとあらゆる魔法および魔法剣が使えなくなる上、三十秒ほどは一切身動きが取れなくなるリスクを冒すのだから、余裕がある状況でも失敗するよりは成功したほうがいいのは間違いない。間違いないのだが、こんな序盤も序盤に出てくる仕掛けで運を使ってしまっていいのかと考えると、ものすごくもったいないことをしたような気になってしまうのが人間というものだろう。

「とりあえず、私しばらく魔法使えないから、何かあった時はよろしく」

「了解。っつってもまだ序盤も序盤だしな。アンジェリカもいるから、反動が消えるまでぐらいならまったく問題なさそうな気もするが」

「うん。実は私もそんな気がしてる」

「そもそも我に頼る必要もなかろうが、反動が消える間程度なら任せてもらって大丈夫だ」

　全体的な難易度を踏まえ、達也の感想を春菜が全肯定する。その言葉にアンジェリカも思うところを口にし、全員が真面目な顔で頷いて同意する。

　そもそもの話、直接戦闘において、このレベルの相手に春菜の魔法が必要になることはほぼない。今の武装なら、相性が悪い春菜や澪の攻撃でもストローパペットやウッドゴーレムは余裕だし、アイアンゴーレムくらいならガーディアンフィールドなしでもほとんどダメージを食らわない。

　今回のような搦からめ手にしても、比較的魔法抵抗や属性抵抗が低い真琴が直撃を食らわない限りは問題にならず、その真琴が食らったところで、七割方は抵抗に成功する。仮に失敗しても、ダメージ系なら達也はおろか宏や澪でも回復は可能であり、状態異常系だとしても亜種のポメほど解除が難しいわけでもない。下手をすれば、入る前に飲んだ万能薬の効果で無効化できる可能性すらある。

　せいぜい、儀式の最中に余計なちょっかいを出して呪いを受けるリスクがある程度だが、春菜の般若心経ゴスペルには解呪の能力があり、なおかつあの歌は魔法にも魔法系能力にも分類されない。呪歌扱いではなく普通の歌におかしな特殊機能がついただけなので、反動の最中でも普通に効果を発揮するのである。

　難易度が跳ね上がる隠しダンジョンはともかく、今いるノーマルダンジョンは、所詮ダンジョンとしては中の下程度でしかない。それがよく分かる話だといえよう。

「で、もう一回今のが来たが、今度は様子見か？」

「せやな。僕が前に出るから、できるだけ下がっといて」

「了解」

　とりあえず、今回は一回食らってみることにする一行。扉は開いているので、回れ右して逃げる選択もあるが、それで最初に潰したのが復活しても面倒だ。

　それに、仮に反動がなくても、熟練度初期値のパーフェクトキャンセレーションは、クールタイムが一時間もある。また、今回はたまたま成功しただけで、基本的に不発率も高い。毎回キャンセルできるわけではないのだから、敵の儀式がどんな結果をもたらすかは確認しておいたほうがいい。

　そんな思惑もあって、特に妨害せずに不気味な左手ろうそくが儀式を進めていくのをじっと観察する一行。ゆらゆら動き回っていた左手達の指先に灯った火が燃え上がり、炎の帯を作って魔法陣を描いたその瞬間、炎が全て闇色に染まる。

　そのまま闇色の炎が圧倒的な密度の火線となって一行に殺到し、全て宏に着弾。否、その直前に消滅。予想どおりではあるが、どうやら宏の魔法抵抗を貫くことはできなかったようだ。

「受けた感じ、抵抗ミスったら低確率で呪いと混乱、っちゅうとこやな。浄化系魔法か聖水の準備は必須っぽいわ」

「威力的にはどう見る？」

「初級攻撃魔法の、特殊機能強化型ぐらいちゃうか？　多分、ダメージよりも手数で呪いを確実にかけるんが目当てで、本命はこのあとやと思うわ」

　宏の言葉どおり、儀式の影響はまだ続いていた。大規模転移特有の空間のゆがみが発生しており、何やら大量の人型の何かが現れようとしていたのである。

「軽いダメージと状態異常で戦力をダウンさせて、その上で数による蹂じゅう躙りんってわけね。なかなかえげつないことしてくれるわ」

「これがあるから、ダンジョンってのはどんなのでも油断できねえんだよな……」

　ざっと見て五十体程度呼び出されたモンスターを前に、渋い顔で真琴と達也がコメントする。たとえ一撃で殲せん滅めつできそうな雑魚相手でも、呪いや混乱を受けた状態で大量に相手をするとなると、宏以外はまったく被害なしでいけるとは断言できない。

　しかも、呼び出されたのがよりにもよってアイアンゴーレムとリビングドール、レミックパペットの混成という、ノーマルダンジョンではボスの次の次ぐらいに手ごわい編成だったのである。

　特に、通常攻撃も特殊攻撃も全て状態異常攻撃であるレミックパペットが危険だが、攻撃のバリエーションが豊富なリビングドールもかなり面倒な相手だ。それらを防御力が高いアイアンゴーレムが守っているのだから、数が今の三分の一でも普通の装備で相手にしたいとは思えない。

　春菜がまだ魔法系スキルを使えない以外に特に問題を抱えていない現状、宏達ならこの程度はどうとでもなる。だが、ダンジョン前で出会った冒険者チームでは、呪いの影響がなくても編成的な問題で全滅の危険性もあるだろう。

　死んでもデスペナルティを受けるだけのゲームならともかく、この世界で普通に生きている冒険者達に人気がないのも当然だといえる仕様だろう。

「まあ、とりあえずさっくり殲滅するぞ。レミックパペットは万一があったら厄介だ。ヒロが何とかしてくれ」

「了解や」

「あとは適当に、目についた順に始末すりゃあいいだろう」

「まったく、つくづく人の家を好き放題いじりおってからに！」

　達也の指示に従い、サクサクとモンスターを始末していく一行。普通ならば厄介ではすまないモンスターの群れも、場違いな実力と装備性能を誇る宏達の前では脅威とはなり得ない。蹂躙戦とはまさにこのことだと言わんばかりの手際のよさで、瞬く間に殲滅される。

　特にリビングドールはその姿がアンジェリカの逆げき鱗りんに触れたのか、かなり分散していたのに一瞬で全て焼き尽くされていた。

「また随分と念入りに焼いたみたいだが、何か気に入らないことでもあったのか？」

「昔大切にしておった人形を、よりによってこんな形で使われれば腹が立って当然だろう？」

「何か大事な思い出があるのか？」

「半分ぐらいは母様の手作り、それ以外もばーさまや母様からの贈り物でな。さすがに人形遊びをするような歳ではないが、それでも大切な思い出が詰まったものをあんな醜悪な扱いで突きつけられて、それを我慢できるほど我は温厚にはなれん」

「なるほどなあ……」

　アンジェリカの不機嫌、その理由に納得して達也がため息を漏らす。この分では、人形ダンジョンの攻略はアンジェリカの逆鱗をとことんまで刺激しまくることになりそうだ。

「あっ」

　入口に続いて微妙な沈黙が漂いかけたところで、何かを発見した春菜が微妙に素すっ頓とん狂きょうな声を上げてしゃがみこむ。

「これ、多分レアドロップだと思う」

「ネックレスか。俺の鑑定能力だと、そんなに詳しいことは分かりそうにねえな。ヒロ、澪、頼む」

「了解や……って、なんやこら」

「……すごい悪質な冗談」

　春菜から受け取ったネックレスをじっくり鑑定し、何とも言えない表情を浮かべて困惑のコメントをこぼす宏と澪。どうやら、相当おかしなものらしい。

「一体なんだったのよ？」

「浄化能力付与のネックレスの呪われとるやつで、しかも呪い耐性付きや」

「呪いの内容が、装備中は術者が使う浄化および回復、治療系統のスキルおよびアイテムが絶対ファンブルする。一度つけたら呪いを解除するまで外せなくて、呪いの強度を上回らない限りは術者に対する浄化、回復、解呪、および治療関係の行動は全てファンブルする」

「……確かに悪質な冗談ね」

「ん。しかも、冗談の方向性がローグライクゲームのランダムエンチャントと同じ」

「ここまでの悪質な冗談は、三千年以上生きていて初めて見たぞ。よくもまあ、こんなおかしな方向でかみ合った呪いが発生するものよ……」

　呪いの内容を聞き、呆あきれた表情を隠せない一行。先ほどまで凄すさまじく不機嫌だったアンジェリカですら、怒りを忘れて呆れてしまうあたり、相当な破壊力があったようだ。

「……まあ、とりあえず、今日はここを探索したら切り上げていいんじゃないかな？」

「……そうだな。大体の様子は摑つかめたし、続けるにしてもいろいろ半端だし、今日は終わりでいいと思うぞ」

　なんとなく気が抜けてしまったので、春菜の提案に達也が賛成する。他のメンバーからも特に異論の声は上がらず、とりあえずダイニングルームの仕掛けやら何やらを調べ終えたら、ヘンドリックとアンジェリカの家に戻って今日はおしまい、ということが決まった。

　とはいえ、さすがにギミック満載の人形ダンジョンだけあって、このダイニングルームくらいの規模になると仕掛けを全て丸裸にするにはなかなか手間がかかる。結果、

「これやから、無限ループは嫌いやねん……」

「ごめん。解除方法の発見に手間取りすぎた」

「ループ系の仕掛けは、大概解除方法がややこしい上に上う手まいこと隠いん蔽ぺいしてあるから仕方ねえさ」

「てか、あの数のテーブルに、まったくヒントなしで隠してある解除スイッチを、それも特定の順番で押せって大概ひどい要求よね。その特定の順番自体、ノーヒントだったし」

「しかも、外れ引くと左手が復活するとか、今までのダンジョンとは違う方向で厄介だよね」

「我が家を乗っ取った何者かが、いかに性格が悪いかよく分かる話よ」

　澪の解除能力をもってしてもダイニングルームの調査完了するのに四時間近くかかってしまった。

　この間に、左手の儀式中に暇をもてあました春菜が冗談で積層詠唱をした結果、約三十分でパーフェクトキャンセレーションが再使用できることが判明したのは、数少ないプラスの発見だ。きっと、初回に解除を成功させた際に、いくらか熟練度が上がっていたのだろう。

「それにしても、パーフェクトキャンセレーションは結局三勝五敗かあ……」

「あの儀式、妨害するのにかなりコストがかかるわよね。最後までやらせて殲滅するのと、どっちがいいのかしら？」

「出てくるんがあの程度やったら、普通に殲滅したほうがリスクは低いんやけどなあ……」

「儀式終わるまでに結構時間がかかるのがネックなんだよね」

　すでに普段の夕食の時間は完全に踏み倒しており、この日遭遇した内容についての検討もそこそこに、大急ぎで隠れ里に戻る一行であった。




　　　　☆




　宏達が人形ダンジョンで四苦八苦していた頃。

「姉上、リーファ王女の様子はどうだった？」

「ようやく泣くことができて、どうにか少しは落ち着いた感じね。まだまだ気を許してもらえてはいないのだけど」

　例によって夜遅くにエアリスの部屋に集まっていたファーレーン王家一同が、ちゃぶ台を囲んで夜食を食べながら、リーファの現状について話し合っていた。

　とはいっても常日頃から忙しく、女性にはどうしても冷たい態度になりがちなレイオットは、意図的にリーファと接点を持たないようにしており、もっぱらエレーナやエアリス、王妃達の話を聞いて、裏でいろいろなことを手配している。

　直接の接点をあまり持っていないのは国王やマークも同じようなものだが、単純にアヴィンの抜けた穴をふさぐために四苦八苦しているだけのマークと違い、国王は空き時間を捻出できたとしてもあまり軽々しく様子を見に行けない立場である。ファーレーンほどの大国の王が、いかに王女とはいえ亡命してきた小娘にホイホイ会いに行くのは、要いらぬ憶おく測そくを生みかねない上にリーファ本人にも余計なプレッシャーを与えてしまう。

　そのあたりの配慮もあり、男性陣はこの件に関しては、あくまでも裏方に徹しているのである。

「本当なら、私達も手を出すべきなのだけど……」

「お母様方はレドリックとエリーゼの世話もあるのだし、仕方がないわ」

　手を出すべきというよりは、リーファをかまい倒したいという本音をにじませる王妃チーム代表の正室・エリザベス妃に対し、エレーナが弟と妹のことを持ち出してやんわりと釘くぎを刺す。あまり大勢でかまい倒すと逆効果になりかねないため、今はとりあえず自分とエアリス、もっと正確に言うなら現状手が空いている自分が何とかすべきだ、というのがエレーナの考えである。

「それにしても、ウォルディスの王家は相変わらずか……」

「あの地域に関してはそれこそファーレーンができる前からああなのだから、そうそう変われはせんだろうさ」

　リーファからもたらされた情報、その詳細を記した書面に改めて目を通していた国王の嘆きに、身も蓋ふたもない結論を突きつけるレイオット。

　歴史の節目節目で大きな事件や戦争を起こすウォルディスという国。度々滅んでは違う国になり、いつの間にか復活してを繰り返しているため、名前とやっていることが同じだけで、実は国家としての連続性は一切ない。血統魔法にしても、元々はウォルディス王家ではなく別の国の王家に発現したものであり、歴代のウォルディス王家はそれを力ずくで奪ったにすぎない。

　そのため、実際にはウォルディスという国にはいわゆる正統性はなく、歴代のウォルディス王家も初代は過去のどの国の王家とも血はつながっていないのだが、どういうわけか滅んでも滅んでもしつこく復活しては、自国の正統性を訴えて外征するということを繰り返している。

　そのたびに使えなくなる土地が増え、繁栄していた街が滅び、農地が破壊されていくのに、最初にウォルディスが誕生してから通算すると、どの王国よりも長く続いている。毎回毎回三代目あたりで強権と暴力でガチガチに押さえこむのが上手い政権が誕生し、しかもそれが妙に安定して長く続くことも含めて、もはやある種の呪いと言ってしまって間違いないかもしれない。

「それにしても、今の代の王位継承者の中で、明確に血統魔法が発現しているのはリーファ王女だけか。他の継承者からすれば、さぞ目障りだろうな」

「どういうことですか、兄上？」

「そうか。マークはウォルディスの王族について、それほど詳しくはなかったな。あの王家は基本的に、唐突に現れたどこの馬の骨とも知れぬ人間が、流言飛語と賄賂による取り込み、暗殺などを駆使して時の王権を簒さん奪だつすることで成立する。それゆえに神から正統性を認められておらず、その血に一切の力はない。血統魔法が発現するのも、無理やり嫁にとった周辺諸国の王女に、初代ウォルディス成立以前に存在した国の王家の血が混ざっている人間がいたからこそだ」

「……確かにそれでは、確実に発現するとは限りませんね」

　レイオットの解説に納得しつつ、違う意味で腑ふに落ちないものを感じるマーク。血統魔法も使えないような人間を、どうして正統な王だと国民が納得できるのか、そこがどうしても理解できない。

　実際のところ、現存している国の王家全てが血統魔法を発現させているわけではない。ミダス連邦に所属している国には血統魔法が使える王族は一人もいないし、都市国家の九割は神から正統性を認められていないので血統魔法など発現しようもない。そのあたりの事情は外交上の常識ではあるが、まだ成人しておらず、外交経験の浅いマークにはピンと来ていないようだ。

　もっとも、王族が誰一人として血統魔法を持っていない国というのは基本全て小国で、ウォルディスのような大国がそうであることに違和感を抱くのは間違っていない。ファーレーンやダールを同じように転覆させて王位を簒奪しても、血統魔法が発現しない人物を誰も王とは認めないだろう。

　大国なのに血統魔法という正統性を担保する要素がないウォルディスは、基本的に王権が非常に不安定であり、不満がないがゆえの不満などというわがままですら暴動の理由になることがある。

　そんな国だから、勢力の掌握に失敗した王族の扱いはどこまでもぞんざいで、血統魔法や巫み女こなどもとてつもなく扱いが軽い。むしろ王以外の権威については、正統性の有無などで国が荒れる原因になるので、速やかに排除したがる傾向がある。

　余談ながら、現在のウォルディスは七代目、百五十年ほど前に復活したばかりの若い国だ。その前のウォルディスが四百年前に滅んでおり、その際に直系の王族は全て戦死、もしくは処刑されているため、間違いなく現王家との血縁関係はない。そのあたりの歴史的事情が、王位継承者の扱いがやたら軽い理由の一つであるのは疑う余地がないだろう。

「なんにせよ、血統魔法を発現させている以上、同じ王族としてリーファ王女が死人同然のままであることを放置するわけにはいかん。ウォルディスに対抗するための大義名分だとかそういう話以前に、同胞として守るのは当然の義務だ。だが……」

「レイオットお兄様がこの件で直接動けないのは、この際仕方がないことです。リーファ様はマルクトにたどり着くまでの間に相当いろいろあったようですし、お兄様はこの件以外にも難しいお仕事をいくつも抱えておられますから」

「そもそも、レイオットはヒロシやオクトガルがいない時は、雰囲気が硬いもの。リーファ王女ぐらいの歳の、それも心が弱っている女の子の相手をするには向かないわ」

「それを自覚しているから、姉上とエアリスに全面的に任せている」

　エアリスが言及を避けた部分をざっくり切り捨てたエレーナに、苦い顔をしながらレイオットが反論する。ファムやライムのような恐れを知らないタイプならともかく、自分が見捨てざるを得なかった相手に対し心を痛め、その結果、夢で見てうなされるような繊細な心の女の子との付き合い方など、残念ながらレイオットは知らない。

　レイオットとて、情がないわけではない。守るべき弱者に対しては、持てる権力や財力を尽くして可能な限りどうにかしようと動くし、人柄を認めて気を許した相手の要望には、法的倫理的な問題がない限りは全力で応えようとするぐらいには情に厚い。

　だが、残念ながら幼い頃から政治の世界にどっぷりとつかりきっている彼は、そういった人間味をあまり表に出せない人生を歩んできた。迂う闊かつに情を見せればつけ込まれ、骨の髄までしゃぶりつくされかねない環境では、初対面の相手にはどうしてもきつい雰囲気で接するようになってしまったのも仕方がないことであろう。

　リーファの件にしても、ウォルディスに対抗するための大義名分だとか、血統魔法を発現させた唯一の王族を保護しないのはファーレーン王家の屋台骨を揺るがしかねないとかの建前以前に、まだ十に満たないほど幼く、それもまともで繊細な性格をした少女が周りを頼れない状況を黙って見ていられなかったからこそ保護を決めた。まともすぎて心が死にかかっていると聞いて放置できるほど、レイオットは薄情になれない。

　それならレイニーが接触した時点で保護を決めておけと言われそうだが、その時点では辛うじて歳格好が分かっていただけであり、血統魔法を発現させていたことについてはファーレーンに保護を決めた直後にアルフェミナからの神託で判明したという事情があった。子供でも碌ろくでもない人間はいくらでもいる以上、そうでなくてもリスクを背負う判断になるのだから慎重に相手を見極めようとするのは、権力者としては当然のことであろう。

「とりあえず当面の目標は、この席に参加させることかしら」

「そうですね。さしあたっては我が国の王室に慣れていただくために、私とエレーナお姉様だけの時に、お味み噌そ汁しるでもいただきながら他愛もない話をのんびりできれば、というところでしょうね」

「その時には私達も、と言いたいところだけど、しばらくは自重するわ」

　エレーナとエアリスのやり取りに、心底うらやましそうにしながらエリザベス王妃が全面委任を口にする。まずは、甘えることに対する無用な警戒心と罪悪感を解くことから始めなければいけない。エレーナの活躍によりその第一歩は上手くいったようだが、まだまだ先は長い。

「私がユリウスに嫁ぐまでに、お姉様と呼んでもらえるようになれればいいのだけど……」

「姉上にそれができないようでは、私達男の出番がまるでなくなるのですが……」

「情けないことを言わないの、マー君。歳も近いのだし、男として口説くぐらいの気概を持ってぶつかりなさい」

「無茶を言わないでください、姉上……」

　エレーナの無茶ぶりに、心底情けない顔をしながらマークが力なく抗議する。すでにマー君と呼ばれることに対しては諦めているらしく、そちらに対する抗議は一切しないところが哀れを誘う。

　実際のところ、マークがリーファを口説くのは、現時点ではいろいろと問題がある。リーファ自身の精神的問題もあるが、場合によっては彼女がウォルディスの立て直しをしなければいけないのだ。まだ子供で指導力など期待できないので、ただの軽い御み輿こしになるだけだろうが、それでも余程でない限りは現段階で恋人だの婚約者だのを作るわけにはいかない。

　恐らく、マークなら最終的には誰も文句は言わないだろう。ファーレーンの王子にはそれだけの価値があるし、ウォルディスの立て直しのためにリーファを御輿にしなければいけない時点で、ファーレーンが関与しなければ間違いなく先に進まない。

　だが、それでも現時点ではまずい。ファーレーンがウォルディスを併合しようとしている、などと余計な疑心を与えかねない。

「それにしても、この練り天は美お味いしいわね。新作？」

「はい。漁港で水揚げされた商品価値のない魚を少しでも美味しくいただけないかと、過去にヒロシ様に指導いただいた練り天を参考に神殿で試行錯誤したその成果です」

「へえ。アズマ工房ではなくて、神殿の作品なのね」

「いつもいつもヒロシ様の手を煩わせるわけにもいきませんので」

　マークの懸念は、どうやらエレーナには届いていないらしい。彼の抗議を完全にスルーし、夜食の練り天にサクッと話題を移してしまう。

　因ちなみに練り天とは、かまぼこのように魚介類をすり身にして練ったものを、蒸すのではなく油で揚げた料理のことだ。地域によって名称や使われている材料などは様々だが、神殿やウルス市街では宏の出身地の呼び方が定着している。

「案ずるな、マーク。そなたが本気なのであれば、大抵の問題は余が何とかしてやる」

「父上、いつの間に僕が王女を口説くことが既定事実となったのですか……？」

「いやなに。お前もまだ婚約者が決まっておらんことを思い出しただけだ」

「でしたら、順序からいって兄上が先でしょうに……」

「確かに、リーファ王女なら人柄は申し分ないが……」

「父上、マーク。私がリーファ王女と上手く付き合えると思うか？」

「とまあ、レイオットがこの調子ではな」

　ファーレーンが余計な疑念を抱かれることなど大した問題ではない。そう言わんばかりの国王とレイオットの態度に、マークはこらえがたい頭痛に襲われる。

「マー君はまだまだ修行が足りないわね」

「自覚がありますから、放っておいてください……」

　とうとう実の母親である側室第二妃にまでいじられ、ちゃぶ台に突っ伏してぼやくマーク。

　この日はこのまま和やかに終わるのだが、リーファ王女の件がその後、いろいろと意外な展開を見せることまでは、神ならぬ身の彼らには予想できないのであった。




　　　　☆




「台所借りてもいい？」

　ヘンドリックとアンジェリカの屋敷に戻って、春菜が最初に言った言葉がそれであった。

　屋敷といっても、人形ダンジョンのベースとなった洋館に比べるとさほど立派なものではない。田舎の豪農が住んでいるような、大きさだけは一丁前だが豪華とか華麗とかそういう単語とは縁がなさそうな印象の家だ。洒しゃ脱だつな雰囲気を持つヘンドリックや豪華な美少女であるアンジェリカの家としては、かなり不釣り合いな雰囲気の建物である。

「別にかまわぬが、食事ならリセットに用意させるぞ？」

「泊めてもらった上に食事までっていうと気が引けるっていうのもあるんだけど、ヘンドリックさんもアンジェリカさんもあまり外の料理とか食べる機会ないんじゃないかな、って思って」

「ふむ、確かにあまりそういう機会はないのう」

「だから、折角だから最近のファーレーン料理とか私達の故郷の料理とか、泊めてもらうお礼代わりに食べてもらえたらいいかな、って思ったんだ。口に合わないかもしれないけど」

「なるほど。そういうことならお願いしようか」

　春菜の申し出に、心なしか嬉うれしそうな顔でヘンドリックが応じる。

　リセットの料理には特に不満はないようだが、やはり二千年近くほとんど変わり映えしないメニューだと、たまには違うものも食べてみたくなるらしい。

「念のために確認だけど、個人的に食べられないものとか食べちゃ駄目なもの、種族的に駄目なものとかある？」

「種族的に、というのは特にはないが、じーさまは粘液的な方向でねばねばしたものが苦手、我は全部ではないがにおいのきついものが苦手だ」

「了解。じゃあオクラや納豆、一部海藻類を使うようなものはダメそうかな。においがきついっていうと、スパイスなんかも結構きついけど、避けたほうがいい？」

「そのあたりは問題ない。苦手なのはチーズや干物などにたまにある妙なにおいだからな。スパイスなどの香りはむしろ好むところだ」

「なるほど。だったら、発酵食品系は避けたほうが無難かも？」

　アンジェリカの注文に少し考え込み、念のためにと醬しょう油ゆと味噌を鞄かばんから取り出し、少しにおいをかいでもらうことにする。

「……こちらの液体は問題ないが、ペーストの方は少々苦手だな」

「ふむ。じゃあ、お醬油を使った料理は大丈夫、かな？」

「すまんな、手間をかける」

「苦手なものを出して口に合わなかったら本末転倒だから、気にしないで」

「心遣いに感謝する」

　素直に頭を下げてくるアンジェリカに、思わず苦笑する春菜。料理人としては、相手の好みを把握した上で工夫するのは当たり前のことだが、そのことに三千年は生きているはずのアンジェリカが感謝をしてくるとは思わなかった。

　どうにも、年寄りっぽい尊大な口調の割に変なところで腰が低いヴァンパイア達である。

「一つ、注文をつけさせていただいてよろしいでしょうか？」

「何かな？」

　それまで黙って聞いていたリセットが、オートマタ特有の感情を感じさせない抑揚が乏しい声で待ったをかけてくる。その珍しい光景に目を丸くしているヘンドリックとアンジェリカを横目に、問題ない範囲であるならと春菜が続きを促す。

「可能であれば、でいいのですが、できればここで手に入る食材だけで調理していただけたらと思います」

「あ～、あとで再現する？」

「はい。問題ないのであれば、ですが」

「了解。ヘンドリックさん達が気に入ったのなら、レシピも教えるよ」

　リセットの要求に快く応じ、さらにおまけまで提示する。その気前のよさに、ヘンドリックとアンジェリカだけでなく、オートマタであるはずのリセットまで驚きの表情を浮かべる。

　オートマタでも感情表現ができるんだ、などと感心しながら、春菜は折角なのでこちらからも要求をすることした。

「だったら、こっちもお願いを一つ」

「何かな？」

「できればでいいんだけど、もし教えたレシピを元にしたアレンジ料理ができたら、私にも教えてほしいんだ」

「ふむ、レシピにはレシピで、ということか。最終的にはリセットの判断に任せるが、我らとしてはそれで構わんよ」

「儂わしは美う味まいものが食えるなら、細かいことを言う気はない。そもそも、こんな隠れ里で料理のレシピなんぞ秘匿しておっても、大した利益もないしのう」

　主あるじの判断を待っていたリセットが、アンジェリカとヘンドリックの回答を聞いて一つ頭を下げる。リセットにはレシピに対するこだわりなど特にないらしく、主が気にしないのであれば自分が持っているレシピを教えるぐらい特になんとも思っていないようだ。

「じゃあ、使える食材と調味料教えて」

「はい。用意しますので、こちらへどうぞ」

「あっ、僕も確認しとくわ。材料に使いやすい豆があって料理に醬油使うっちゅう話になるんやったら、促成用の醬油蔵ぐらい作ってもええかもしれんし」

「そうだね。そのあたりは任せるよ」

　春菜に便乗して、宏も食糧庫を覗のぞきに行くことにする。どうせ神シリーズの食材やソーマあたりの素材に使えるものとかはないだろうが、それとは別でここの食料事情は気になっていたのだ。

　大きさは一丁前だが通路自体は辛うじて荷物を持った人がすれ違える程度のこの屋敷、三人で移動となると必然的に距離が近くなってしまうのだが、宏はあまり気にした様子がない。アンジェリカ相手に相当身構えていたのを考えると、どうやらリセットは女性分類にはならない、もしくはさほどプレッシャーを感じない存在のようだ。

　恐らく本質的には性別がない人形であり、人格や感情はあってもそれほどはっきりとした激しいものではないからだろう。そんな風に考察しつつ、その様子を頭の隅にとどめておく春菜。

　稼働年数でいえばリセットの足元にも及ばないが、むしろリセットよりも魂の存在をはっきりと感じ取ることができるアンドロイド達が身近にいた環境で育った春菜にとって、そのあたりのことは少々気になっていたのである。

　これが、まだ魂と呼べるほどのものを確立していないリセットだからなのか、そもそもアンドロイドやオートマタの類はジェンダーがどちらであっても関係ないのかは、日本に帰ってからのことも考えると非常に重要になる。

　故に春菜は、表に出さないように注意しつつ、宏の様子をずっと観察し続けることに。

「……スパイス類は十分な種類があるね」

「大豆があるから、作り方教えて促成蔵用意しとけば醬油は問題あらへんな」

「やっぱり海産物が手に入らないから、ダシがネックになりそう」

「選択肢は燻くん製せい肉か動物の骨、あとはきのこ類やな」

「そうなるよね。あっ、シャルプがある。ってことはテローナかな？」

「醬油使うんやったら、テローナうどんもありやで。ダシにひと工夫いるけど」

　食糧庫についた時点で、観察をやめてあっさりメニュー選定に意識を切り替える春菜。間違いなくリセットは女性分類に入っていないと確信できたので、それ以上の観察は必要ないと見切りをつけたのだ。

「もう一品は、ザプレにする？」

「ファーレーン料理ばっかっちゅうんも芸ないし、あえてジャッテあたりに走るんもありやで」

「ジャッテか～……。テローナうどんとはあんまりあわない気がするけど、じゃあフォーレ料理はっていうと、ここにある食材で作れるのはファーレーン料理とそこまで違わないし……」

「ローレンのは、味つけと食材がちゃうだけでほぼファーレーン料理やったしなあ」

「ローレンは最初から省いてたよ。だって、独自料理は全部ローレンでしか取れない食材が絡んでるし」

　それでは芸がないのではないかなどと余計なことを悩み、結局諦めて小鉢として野菜とイノシシ肉のしょうが焼き風炒め物を作って誤魔化すことにする。

「あ、そうだ。今日はもうこれ以上メニュー増やすのは無理だけど、アンジェリカさんが一緒に行動してるうちに、どこかで一度カレー粉関係、やっとこっか？」

「せやな。ついでにリセットさんに調合のやり方仕込んどけば、カレー系はいくらでもできんでな」

　この際だから、いろいろな料理を布教してしまおう。そのことで意見が一致し、相談しながら予定表を作り上げる宏と春菜。

　ファム達の誕生日パーティが数日後に迫っていることもあり、人形ダンジョンの攻略完了までにはかなり日数がかかりそうである。その予想をもとに、西側諸国および故郷の料理を可能な限り教え、隠れ里の食文化の向上を図ることを決意する宏達であった。








世界編　第一八話






　人形ダンジョン攻略開始から三日目。

「ちょっとウルスで用事があるから、一度中断したいんだ」

　その日の攻略を終え、館やかたに戻ってすぐに春はる菜ながそう申し出る。

「それは好きにすればよかろうが、用事とは？」

「うちの工房で雇ってる人達の誕生日パーティ。まだ若干日はあるんだけど、そろそろ戻って仕込みとかしておかないと駄目なんだ」

「なるほどな」

　春菜の言葉にどこか感じ入ったように、アンジェリカが何度も何度も頷うなずく。

「我らも、大昔は新たな一族の生まれた日を、それはもう盛大に祝ったものよ。もっとも、我の誕生日など、最後に祝ったのはいつだったかという感じではあるが」

「あ～、やっぱりヴァンパイアでも誕生日パーティとかはやってたんだ」

「うむ。我が所領に数百人のヴァンパイアがおった頃は、それはもう毎年盛大に祝っておったよ。ただ、異界化で館を奪われ、所領を外の連中に食い荒らされ、数百人いたヴァンパイアも何百年かでみんな出ていってしまったからな。祝う者がおらんようになったからか祝われる主が歳を重ねすぎたからか、とんと行われなくなったが」

「じゃのう。お主と同い年のアルベルトが出ていったのを最後に、とんと行わなくなったのう」

「残ったのが最年長のじーさまと最年少の我だけ、というのも皮肉ではあるな」

　しみじみと昔を懐かしむヘンドリックとアンジェリカ。タイムスケールがかなりおかしいが、そこはエルフ以上に長寿、個体によってはそもそも老衰による死亡がないヴァンパイア。長老クラスになると、百年が人間の一年と同じ感覚になりがちなのだ。

　とはいえ、いかに老衰で死ぬことはなくても、やはりヴァンパイアも加齢による影響は避けられない。能力の衰えはないが、長く生きれば生きるほど物忘れは激しくなってしまうし、日付感覚も曖昧になりやすい。何より、心はどうしても老けてくる。

　もっとも、ヴァンパイアの物忘れは、脳機能の低下というよりは記憶容量の限界が原因だ。昔のどうでもいい思い出などを忘れることはよくあるが、新しいことを覚えられないというのはあまりない。

「そういえば、儂わしの誕生日はいつじゃったかな？」

「知らんよ。我が物心つく頃には、じーさまの誕生日など祝わなくなって久しかったからな」

「アンジェリカの誕生日は、いつじゃったかのう？」

「もう忘れたよ。さすがにそろそろ、二千年以上前の、それもさして重要ではないことを覚えているのはつらい歳だからな」

　一番上の達たつ也やですらまだ三十年も生きていない日本人一行にとって、非常にコメントしづらい会話を続けるヴァンパイア達。内容が完全に老人のそれになりつつあるのが、実に突っ込みづらいところである。

「まあ、話は理解した。そういう事情なら無粋なことは言わんが、これでダンジョン攻略は終わり、というわけではないのだろう？」

「もちろん。だって、ようやく隠しダンジョンに入る条件が絞り込めてきたんだから、ここでやめるなんてあり得ないよ」

　アンジェリカの懸念を、春菜が明快に否定する。

　そもそも、マルクトにまっすぐ行かずにあちらこちら寄り道しているのも、基本的には隠しダンジョンが、もっと正確に言うなら隠しダンジョンのボスから手に入る特殊素材が目当てなのだ。余程状況が変わるか相性や実力の問題で攻略できないと判明するかしない限り、目当てのものを手に入れずにダンジョン攻略をやめることなどあり得ない。因ちなみに宏ひろし達は、各隠しダンジョンで手に入る特殊素材が何なのかは知らないまま探索を続けている。

「それならば構わん。我としては、あそこを乗っ取ったやつにひと泡吹かせられるのであれば、十年や二十年の中断は気にせんよ」

「さすがにそんなに中断しないよ」

　長命種特有の時間感覚で物を言うアンジェリカに、春菜が苦笑しながら突っ込みを入れる。もはや老化するかどうかが怪しくなっている宏はともかく、それ以外のメンバーは二十年も時間をかけられない。

　何しろ、二十年後といえば達也が四十七歳、最年少の澪みおですら三十三歳だ。この世界の平均年齢からすれば達也はそろそろ老人扱いされる年齢になるし、澪だって普通の冒険者なら引退がちらつき始める歳である。

「いい機会じゃし、いっそアンジェリカも外に出てはどうかの？」

「いきなり何を言い出すのだ、じーさまよ」

「いきなりに聞こえるかもしれんが、これでも数百年は前から考えておったことじゃ。単に、きっかけがなかっただけでの」

　ヘンドリックの言葉に驚き、アンジェリカのこぼれおちそうな瞳が大きく見開かれる。ずっと二人で暮らしてきたというのに、ここで話が出るまでヘンドリックがそんなことを考えていたことにまったく気がついていなかったのだ。

「じーさまは……、そんなに前から我を追い出したかったのか？」

「馬鹿なことを言うでない。追い出したいのではなく、ちっとは外を知ってほしかっただけじゃ」

　齢よわい三千歳の吸血鬼とは思えぬ、幼子のような表情を浮かべるアンジェリカに、ヘンドリックは諭すように真意を告げる。そのまま、長きにわたりくすぶっていた思いを、淡々と語り始めた。

「ここでの暮らしは安全で平穏じゃが、果たして人生経験を積んでいるといえるのか？　この里で生まれた最後の真祖が、このまま外を知らずに穏やかに衰えていくのは、本当にいいことなのか？　そんな疑問がずっとあってのう」

　孫の行く末を真剣に案じているヘンドリックの言葉が、重々しくあたりに沁しみ渡る。何か言わねばならぬ、そう思いながら言葉が出てこない様子のアンジェリカを眼で制し、喉を湿らせるためにリセットの淹いれたお茶を一口すする。

「じゃが、こんなことを言う儂とて、まともにベリル以外の場所へ行ったのは、この里を作った時が最後じゃ。定期的に顔を出すベリル以外に外の様子も分からぬのに、可愛い大事な孫をホイホイと外には出せぬ。それに、アンジェリカはこれで優しい子じゃからな。儂が一人になることを良しとするとは思えぬ。故に、今回のように外へ出せるきっかけを待っておった」

「あたし達は会わせてもらってないけど、ここには人間に属する種族もそれなりにはいるのよね？」

「いわゆるライカンスロープ系の獣人種がおるにはおるがのう。ずっと儂とアンジェリカがこの里を守ってきたもんじゃから、どうにも妙な遠慮があってのう」

「あ～、なるほどねえ。確かにそれじゃあ、アンジェリカがヘンドリックさん一人残すのも気になるわよねえ」

「そういうことじゃ。しかも、その人数すら血が濃くなりすぎてずいぶん減っておる。最後に子供が生まれたのも二十年ほど前じゃしな」

　割と瀬戸際まで来ている隠れ里の環境に、顔をしかめる宏達。確かにこれでは、ヘンドリックがアンジェリカを外に出したがるのも、アンジェリカが外に行きたがらないのも分かる。

「丁度いい時にお主らが来てくれて助かった。これ以上先延ばしにすると、ますます離れづらくなるところじゃった」

「じーさまよ、我は納得しておらん！　勝手に話を進めるな！」

　ヘンドリックの気持ちを理解しつつも、妙に強引に話を進めようとすることに反発して嚙かみつくアンジェリカ。そのやり取りを聞いていた宏がどうにも不思議そうな表情で口を挟む。

「っちゅうか、今思ったんやけど、別にアンジェリカさんだけ連れ出さなあかん理由もあらへんよなあ」

「話をちゃんと聞いておったのか？　儂まで離れて、誰がこの里の面倒を見るのじゃ？」

「別に、四六時中おっとかなあかんわけでもないんやろ？　それやったら、すぐに戻ってこれる手段と気軽に出入りできる手段を用意すればええだけやん」

「気軽に言うが、戻ってくるのは転移魔法でどうにでもなるからまだしも、ここの存在が割れぬようにかつ気軽に方々に出かけられる移動手段など、そう簡単に用意できるものでもなかろうに」

　呆あきれの含んだヘンドリックの言葉に、宏がにやりと不敵な笑みを浮かべる。

「転移陣張ってええんやったら、ウルスにあるうちの工房に直通にできんで」

「そう口にする以上は転移陣を用意するぐらいお主にとっては容易たやすいのじゃろうが、その陣を使って外から攻めくる者がおらんと、誰が保証できる？」

「うちの工房の防衛設備、なめたらあかんで。転移陣そのものに使用者限定かけとるし、工房の出入りも許可制やからな。それに、そもそもあっちこっちの国の王都にある支部とか出張所にもつながっとんねんから、つながっとる国の政府が悪用させんようにピリピリしとるわ」

「それでも、たかが工房なのじゃろう？　武力で攻められてはひとたまりもあるまい？」

「うちの工房攻め落としたかったら、要よう塞さい攻略する程度の戦力はいんで」

　かつてのオルテム村でのやり取りを思い出し、懐かしく思いながら宏は説得を続ける。

　実際のところ、宏達の側にはこの隠れ里に転移陣を設置するメリットは特にない。人形ダンジョンはそう何度も攻略する必要はなさそうだし、ベリルもそれほど用事がある場所ではない。

　だが、こことウルスをつなぐことでヘンドリックとアンジェリカが比較的自由に動けるようになるのは、後々のことを考えると結構重要なのではないか、そんな気がしているのだ。

　それに、転移陣ネットワークで方々に移動できるようになるのは、地底やオルテム村など、ここと似たような問題を抱えている土地に対してプラスの影響が大きい。上う手まくいけば、血が濃くなりすぎて、という問題は一気に解決する。

　つなぐだけなら手間ではないし、デメリットの解決手段もとうに確立している。宏達に直接利益がなくても、他の誰かの問題解決に役立つのであれば、宏は転移陣の一つや二つ設置する手間を惜しむつもりなど一切ない。

「それでも心配やっちゅうんやったら、里の隅っこに陣用意して、対角の位置に避難用の別の陣作って、どっちもこれで小屋作って覆ってまえばええんちゃう？」

「……このとんでもない板は何じゃ？」

「オリハルコンとアダマンタイトとヒヒイロカネの複合装甲板や。間にリヴァイアサンの皮挟んで衝撃吸収能力を強化しとる。出入口を特定の人間以外開けられへん仕様にしとけば、仮にうちの工房が攻め落とされても、この里の人らがもう一個の陣から避難する時間ぐらいは稼げるやろ」

「……確かに、これで覆われた小屋を突破できるやつなぞ、そうはおらんだろうなあ」

　宏が取り出して見せたあり得ない金属に、ヘンドリックが嘆息する。これを突破できるような存在がウルスの転移陣を使ってこの里に攻め込んできている時点で、最終的にどこへ逃げても同じであろう。

　ヘンドリックはファーレーン自体は知っていても、それが現状どれほど大きな国かは知らない。一度だけウルスに行ったことはあるが、それは二千五百年も前のことだ。だが、その程度の知識でも、そんな存在がウルスで暴れていれば、世界が深刻な危機であることは十分想像できる。

　それ以前の問題として、いくら安全保障のためとはいえ、転移陣を設置するためにそんな小屋を作るのは、いささかオーバースペックすぎるのだが。

「まあ、それを使うのであれば、この里が転移陣のせいで脅かされることもあるまいか」

「……それならば、じーさまが外に出ても問題ないな。じーさまも同じ条件になるのであれば、外の世界を見て回るのはむしろ大歓迎よ」

　宏が持ち出してきた装甲板を念のために再確認し、納得したヘンドリックが許可を出す。アンジェリカも、懸念が全て解決するとあって妙に乗り気である。

「ほな、あんまりちんたら時間かけんのもあれやし、さっくり小屋作って陣設置してまうわ。春菜さんはその間、晩ご飯の準備頼むわ」

「は～い」

　夕飯までに仕上げる気満々の宏の言葉に、春菜が素直に頷いて厨ちゅう房ぼうに向かう。

「あんなものを使って、そんな短時間で小屋など完成するのかのう？」

「少なくともヒロシはそのつもりのようだし、できるのだろうよ」

　そもそも、小屋そのものが三十分や一時間で作れるようなものではない。そんな常識のなか、宏の行動を疑わしそうに見ていたヘンドリックとアンジェリカは、食後に小屋に案内されてその常識を木こっ端ぱ微み塵じんに粉砕されるのであった。




　　　　☆




「お兄様、少しよろしいでしょうか？」

「ああ、かまわない」

　ファム達の誕生日パーティを二日後に控えた日の朝。隠れ里の時間で言うなら、宏がウルスと隠れ里をつないだ日の深夜。朝食を終えてすぐ、エアリスがレイオットの執務室に顔を出していた。

「とはいっても、大体用件は分かっている。例のパーティについて、もっと正確に言うなら、そこにリーファ王女を連れていくかどうか、だろう？」

「はい。今後のことを考えますと、いずれどこかで、それもできるなら早いうちに、ヒロシ様やファムさん達にリーファ様を紹介しておいたほうがいいと思います」

「ああ。それについては異論はない。だが、こちらに落ち着いてからの時間を考えると、少々早すぎはしないかという懸念はある。今でさえ、まだ馴な染じめているとは言い難いのだから、あまり一度に何人も紹介してもな」

「それはそうなのですが、歳の近い人間が私しかいない、というのも馴染めていない理由ではないかと思いますので、せめてファムさんとライムさんは紹介しておきたいのですが……」

　エアリスの主張に、少し考え込むレイオット。妹が指摘した点は、彼も気になっていた。心身両面の健康のため、歳の近い友人が必要なのは間違いないが、手放しで信頼できる者の家族に丁度いい子供がいない。というより、そんな都合のいい人材がいるなら、エアリスがとうの昔に紹介している。

　単に歳が近いだけならば、レイオットが工房に送り込んだジノや双子の貴族・ジェクトとシェイラがいるが、エアリス相手に気後れしている時点で、リーファと仲よくするのは無理だろう。

　特に双子の場合、なまじ貴族であるだけに王族や社交界に関して知識があり、自分達の立場の危うさを理解しているから余計にそういう傾向が強い。実家は没落して貧乏しているとはいえ、平民と大差ない、なんて教育は受けていないのだ。

　そんなことをつらつらと考え、とある問題に気がついてしまうレイオット。そのあたりを正直にエアリスに告げることにする。

「……確かに、いずれ手は打たねばならんが、やはり時期尚早ではないか、と思う」

「どうしてでしょうか？」

「よくよく考えれば、王女はまだウォルディス語以外はまともに話せん。大陸中央諸国ならまだしも、ファーレーンではウォルディス語を話せる人間など王宮と神殿、あとは港と各地の領主館ぐらいにしかいない」

「あっ……」

　兄の重要な指摘に、エアリスがそれは気がつかなかったという感じで声を漏らす。

　役持ちの貴族や執事、侍女などは外交の関係もあるため大体の人間はちょっとした会話ぐらいはできるが、一般人はそうではない。港や中央市場の人間はともかく、それ以外の地区にいる人間は、ファーレーン語以外は必要最低限しか話せない人間が大多数である。

　余談であるが、レイニーはその任務の特性上、ある程度の国の言語に精通している。

「まあ、ファムはともかくライムはそんなことでめげるとは思えんが、それでも軽視できる問題でもない」

「……そうですね」

「場合によっては、それがファーレーン語を学ばねばならない切実な理由になり、王女にとってプラスに働く可能性もある。だが、リーファ王女の自分自身に対する評価の低さを考えると、あまり追い込むのも不安がある」

　我ながら過保護だと思いながらも、どうにも不安要素の多さを無視できないレイオット。これが部下だったり他の王族だったりするなら、もっと厳しくいくところだ。

　だが、リーファに限っては、目の前の最愛の妹といろんな点で重なっていること、何より本人が健けな気げに頑張っていることがあり、どうにも厳しく接しようという気が殺そがれる。エレーナやエアリスではないが、今は甘やかして愛情を注ぎ込んで、もう少し正当な自己評価を得られるようにすべきだと考えてしまうのだ。

　本来ならそんなことは当人の家族がやるべきことだ。だが、リーファに関しては、実の親はどちらもすでに死んでいる。腹違いの兄弟はどいつもこいつも家族とは呼べず、母親はともかく父親は仮に生きていたところでリーファに愛情など注ぐ人間ではない。

　親の代わり、兄弟姉妹の代わりになる人間は、話を聞く限りはリーファを逃がすために全員命を落としている。その上で辛うじて一緒に逃げ伸びたのがあの二人とくれば、血筋以外の自身の価値も他者から注がれる愛情も信じられなくなって当然であろう。エアリスとエレーナがいなければ、ここまで心を開いてはくれなかったのは間違いない。

　それらの要素が、レイオットの判断を慎重なものにしてしまう。このあたりは、いかに実力があろうとまだまだ十代の若造であるレイオットの限界だと言えよう。

　もっとも、外交においては結構なタヌキでそれなり以上に修羅場をくぐり抜けてきたレグナス王ですら頭を悩ませ、ほぼ全面的に王妃達や手元にまだ残っている二人の娘に丸投げしているのだから、レイオットが対応できなくても仕方がない面はあるのだが。

「……言葉に関して、ですが、ヒロシ様に相談すれば何とかなるかもしれません」

「……あまり何でもかんでも頼りたくはないのだが……」

「正直、私もこれ以上お世話になるのは心苦しくはあります。ですが、私達がヒロシ様に頭を下げることで、少しでもリーファ様が幸せになれる可能性があるのなら、私達の心証が悪くなるぐらい大した問題ではないと思います」

「ヒロシは甘い男だから、王女のことを知れば別に気を悪くすることもなく頼みを聞いてはくれるだろう。むしろ、そういうことに関しては積極的に頼れ、と言ってくる男だ。恐らく、我々が勝手に心苦しく思うだけだろうな」

「リーファ様のことで頼る分、ファーレーンのことや私達個人のことを頼らぬように頑張ればいいのではありませんか？」

「そうだな。向こうがこちらが口にする前に厚意でしてくれたことはありがたく受け入れるにしても、こちらから頼みごとをするのはしばらく控えるべきだろうな」

　エアリスの決心を受け、レイオットもそう決断を下す。国家として考えるなら、間違いなくトップ失格の判断であろう。だが、そもそもの話、国家の重大事を、たかが民間の工房に何度も助けてもらっていることの方が問題なのだ。

「連中が了承し、言葉の問題を解決できるのであれば、リーファ王女を連れていくのは問題ないだろう。父上達にそのための根回しをするのは、私がやっておく。ただ、問題はヒロシ達とどうやって連絡を取るか、だな」

「そういえば、今は皆様は不在でした」

「オクトガルに頼めば連絡の一つぐらいはつけられるが、事が事だ。直接話し合ったほうがいい」

「分かっています。とりあえずオクトガルの皆さんに頼んで、いつこちらに戻るかを確認していただこうかと思います」

「ああ。そのあたりの段取りは頼む。まあ、パーティの準備もあるのだから、遅くとも明日には戻ってくるとは思うが」

　レイオットの言葉に頷きつつ、そんな不確かな予想に頼るわけにはいかないと便箋を一枚貰もらって手紙をしたためるエアリス。手紙を書き終えるとすぐ、なんだかんだで常備しているオクトガル用のタコ壺つぼに軽く合図を送ってオクトガルを呼び出す。

「呼んだ～？」

「はい。ヒロシ様のところへこのお手紙を運んで、返事をいただいてきてほしいのです」

「りょうか～い」

　エアリスに頼まれ、二つ返事で宏のもと、もっと正確に言うならば、達也の持つタコ壺に転移するオクトガル。あとは返事を待つだけ、と思っていると、即座にオクトガルが戻ってくる。

「向こう深夜～」

「あら」

「宏ちゃん達寝てた～」

「そうですか。でしたら、お手数をおかけしますが向こうが朝になるぐらいに向かってください」

「りょうか～い」

　エアリスの言葉に従い、オクトガルが手紙を持ったままタコ壺の中で待機する。それを見届けたところで、借りていた椅子から腰を上げ、優雅に一礼する。

「それでは、失礼します。お兄様、お時間ありがとうございました」

「このあとはどうするつもりだ？」

「とりあえず、お昼までは神殿で修行と業務の予定です。お昼の食事を済ませてから、一度工房に顔を出そうかと思っています」

「分かった。何かあったら、いつでも来るといい」

　レイオットの言葉に再び一礼すると、エアリスは優雅な足取りで執務室を出ていく。それを見送った後、朝のうちに決裁が必要な書類を全て処理して立ち上がり、伝令に声をかける。

　オクトガルが常駐するようになったといっても、毎回毎回オクトガルに伝言を頼むわけではない。なので、伝令役の仕事はなくなっていない。

「父上にリーファ王女のことで話がしたいと伝えてくれ」

「かしこまりました」

　指示を受けて出ていく伝令を見送り、自分付きの侍女であるセレナに声をかける。

「セレナ、すぐにリーファ王女に新しい服を用意できるか？」

「問題ありません。どのようなデザインになさりますか？」

「そうだな。まず大前提として、金をいくらつぎ込んでも構わないが、一目で高価だと分かるものは避けてくれ。それから、用途がファム達の誕生日パーティだから、過度にフォーマルなものは駄目だ。エアリスが変装して遊びに行く時に着ているような、多少気合いの入った外出着、といった感じのものが好ましい」

「かしこまりました。他に要望はありますか？」

「詳細は本職の目に任せるが、王女の性格を考えるなら、あまり派手なものは駄目だろう。かといって、王女の容姿を考えるなら、地味なものでは印象が暗くなる。難しい注文かもしれないが、一見控えめに見えながら、本質的にはある程度華やか、というものがいい。色は、王女の髪が黒だから、白がベースなのがいいな。エアリスやハルナと被かぶると完全に印象が食われるだろうから、彩りとして足す色は青系統の色は避けたほうが無難だろう」

　リーファの姿を思い浮かべながら、基本となる衣装のアウトラインを指定する。

　ファーレーンに保護されるまでの苦労でやつれてはいるが、リーファは美少女の範囲に十分入るだけの容姿はしている。だが、美少女といったところで絶世の、なんて冠詞をつけるにはかなり足りなく、ファムと並べればリーファが勝つが、春菜やエアリス、ライムなどと比べるのは比べること自体が無謀というレベルである。

　地顔がそれぐらいなのに、春菜やエアリスのように自身の容姿を磨く努力なんてものもしていないのだから、服の印象がかぶるとかなり悲惨なことになる。

　今までの環境的に、容姿などに回すリソースがなかったこと自体はしょうがないのだが、あまり見た目に格差がつくと、いろいろと面倒なことになる。幸い、素材は悪くないので、方向性を工夫し、印象を変えてしまえば一方的に負けることはないだろう。

「以上でよろしいでしょうか？」

「ああ。いろいろ注文はつけたが、あまりこだわる必要はない。本職の意見を最優先で」

「かしこまりました。午前中に王女殿下へお届けいたします」

「頼む」

　レイオットの割と無茶な注文を笑顔で聞き入れ、一礼して手配のために出ていくセレナ。

　リーファを保護してから一週間ほど。優秀な城の使用人達は、この種の注文がいつ来てもいいように、大方準備は済ませている。服飾部門はすでに、リーファの現在の体格体型に合わせたマネキンを用意しており、金に糸目をつけなくていいのであれば、これに合わせてサイズ自動調整のエンチャントをかけるだけで、何着でもすぐに用意できるのである。

　残念ながら注文も命令もなしに勝手に作るわけにはいかないため、今回は備蓄してある既製服を流用することになる。だが、熟練の腕を持つお針子達の手にかかれば、ベースとなる既製服をイメージに合わせて改造するくらい、三十分もあれば十分だ。

　余談ながらこの既製服の備蓄、今回のようなケースや宏達のように平民がなにがしかの功績で王族と面会するケースなどで、急きゅう遽きょ服が必要になった時のために作り置きしてあるものだ。大体はここから選んだ服を微調整し、若干飾りをいじる程度で十分に使える服ができる。

　故に、レイオットの注文は、別に無茶というほどのものではないのだ。

「さて、あとは父上がいつ面会できるか、だな」

　時間を作るために先に終わらせておく必要がある仕事を確認し、スケジュールを組み直しながらそう呟つぶやいたその時、執務室の扉がノックされる。

「誰だ？」

「陛下からの伝令です」

「入れ」

「失礼します。陛下が、すぐに執務室に来るようにとのことです」

　入ってきた顔なじみの伝令が、扉のすぐ前で深々と一礼し、礼をしたままの姿勢で部屋の主の許可を待たずに伝言内容を告げる。

　その一見無礼に見えなくもないやり方に、特に気を悪くする様子もなく頷くレイオット。伝令なのだから、入ってきたらすぐに伝言内容を伝えるように、と通達したのはレイオット自身なので、気を悪くする理由がないのだ。作法だなんだのまどろっこしいことに時間を割いていられない。

「分かった。すぐ行く」

　伝令が頭を上げるのと、レイオットの返事はほぼ同時であった。そのまま立ち上がってさっさと出ていこうとするレイオットのために、伝令がドアを開けて待機する。

　呼び出しの理由は自分が面会を求めた理由と同じだろう。そのレイオットの予想は正しく、国王の執務室で苦笑しながら自分達が親子だと再確認し合うのであった。
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「エルが来とるって？」

「うん！」

　隠れ里で朝食を済ませ、ウルスの工房に戻ってきた宏達に、ライムが元気よく来客を告げる。因みに現在の時間は昼過ぎくらいである。

「まあ、こっちから会いに行く予定やったし、好都合っちゃあ好都合やねんけど」

「例の相談したいことってのが、よっぽど急ぎなんだろうなあ……」

　オクトガルから受け取った手紙。その簡素な内容を思い浮かべながら、妙に焦りを感じさせるエアリスの行動に面倒事のにおいを嗅ぎとってしまう宏と達也。エアリスの持ち込む面倒事なら喜んで引き受けるが、そこまで焦っている理由が少々怖い。

「ビビっとってもしゃあない。さっさと済ましてまおう。エルは和室か？」

「うん！」

「ほな、ついでやからこっちの客人も紹介するか。ライム、ファムとテレスとノーラに、和室来るよう言うてきてくれるか？」

「は～い」

　宏に頼まれ、元気よく他の人間を呼びに行くライム。その後ろ姿を見送って、ヘンドリックが口を開く。

「めんこい娘じゃが、あれもここの従業員なのか？」

「ちょっといろいろあって、家族まとめて保護しとってなあ。そのつもりはなかったんやけど、気ぃついたら立派な従業員になっとってん」

「無理やり働かせている、というわけでもなさそうじゃの。そういう環境であるなら、あそこまで屈託なく笑えん」

「手伝いたいっちゅうから、あんまり危なあなくて難しないことからやらせとったら、いつの間にか立派な戦力になっとってなあ。今んところ、がっつく必要ないからやりたい時にやりたいだけ仕事したらええ、っちゅう感じで好きにやらしとるけど、いつの間にか八級ポーション作れるようになっとるから、子供っちゅうんは成長早いわあ」

「ほう」

　宏の言葉に、ヘンドリックとアンジェリカが実に興味深そうな顔をする。所しょ詮せん八級のポーションなのでそれ自体は大した話ではないが、それをまだまだ幼児、という年齢の子供が作っていることは十分に驚くに値する。

「因みに、ここの労働条件は？」

「三食昼寝つきの出来高払い、勉強したかったら工房の金で勉強してええ、っちゅう環境やから、大概の職場より多分待遇ええと思うで」

「実にいい待遇だな」

「薬作るんは、作業そのものがむちゃくちゃきついからな。緩めるところは緩めなもたんで」

　工房全体の緩い空気を正当化するように、宏が言い訳する。だが、言い訳とはいっても噓うそをついているわけではない。職人作業で危なくないもの、きつくないものなど存在しないとはいえ、薬や戦闘用アイテムと武器防具は、ちゃんとしたものを作らないと他人の命にかかわってくる。

　特に薬は使う状況そのものが生死に直結していることも珍しくない。それゆえに作業の大変さや危なさだけでなく、精神的にもきわめてきついものだ。宏や澪ぐらいになればともかく、そこまでいかない連中は適度に休憩を挟み、ある程度緩い空気でやらないと身がもたない。

　その証拠に、見習いに立場が近い春菜や若干程度は製薬を触っている達也が、宏の言葉にしみじみと頷いていたりする。

「それにな。特にライム見とって思ったんやけど、人間、興味持ってやっとることって、あれこれ言われんでもサボらんと本気で打ち込むし、そのほうが最終的に腕もようなるみたいでな。そら、厳しくやらんとあかんこともあるけど、何でもかんでも厳しい締めつけたらええ、っちゅうもんでもないで」

「まあ、ここの職員はみんな、宏に恩があるかものすごい人からの紹介なのよ。で、全員揃そろいも揃って他に行くところもないから、放置気味でも真面目にやってくれるのよね」

「私としては、やっぱりできなかったことができるようになる楽しさと、それが社会的にものすごく評価されてるっていうのが一番なんじゃないかな、って思う」

　宏のコメントに、真ま琴ことと春菜がそれぞれの思うところを口にする。

　現実問題として、この世界の雇用は縁故によるものが一般的だ。それゆえに、余程のことがない限りは、紹介者の顔に泥を塗るような真似はしない。そんな真似をすれば、下手をすれば次がない。

　特に、アズマ工房の職員は背景が背景なので、そもそも怠けるとか裏切るとかそういう発想がない。ファム達に至っては、新たに入った人間がそういう人物だったら、むしろ排除する側に回る。

「ふむ、なるほどのう」

「この工房が、これだけ清浄な理由もよく分かる。正直我は、最初ここに入った時、工房ではなく神殿に来たのではないかと思った」

「清浄なだけではないぞ。この工房は精気に満ちあふれておる。ここでならアンジェリカ、お主が本来の姿に戻ってもまったく支障なく行動できるじゃろう」

「うむ。我もそうだが、じーさまもガタが来た部分が微妙によくなったのではないか？」

「そうじゃのう。ここに定期的に出入りすれば、あと千年は記憶以外衰えずに生きられそうじゃ」

　などとヴァンパイア的な会話を続けるヘンドリックとアンジェリカをなんとなく生なま温ぬるい視線で見守っているうちに、一同は目的地である和室に到着した。

「この部屋は、靴を脱いで入るんだ」

「それは珍しいのう。儂が知る限り、この大陸の東端あたりの一部地域以外、そういう文化風習は持っておらんかったはずじゃ」

「あ～、一応あるんだ」

「世界は広いからの」

　などとヘンドリックの妙な博識さに感心させられつつ和室に入ると、中では背筋を伸ばした状態でエアリスが待機していた。

「おかえりなさいませ」

「待たせてもうたみたいやな。すまん」

「いえ、私が勝手に待っていただけです。むしろ、勝手にここで待たせていただいて、申しわけありません」

「今更そんなこと気にする仲やあらへんやん」

　頼みごと、とやらの内容がよっぽど重大なのか、いつになく態度が硬いエアリス。その態度に、宏が苦笑する。

「とりあえず、頼みごととやらの前に、紹介しておきたい人がいる。こちら、ヴァンパイアのヘンドリックさんとアンジェリカだ。人形ダンジョンの近くにある隠れ里に住んでてな」

「どっちも多分三千歳超えてる。アンジェリカは今は合法ロリモードだけど、合法ロリ巨乳モードと妖しい魅力のアダルトなお姉さんモードがある」

「ミオよ。我を妙な説明で紹介しないでくれるか？」

「ん、事実」

　達也のまともな紹介を、澪が横からいきなり台無しにする。その澪に対するアンジェリカの突っ込みが、なんだかんだでお互いそれなりに気安い間柄になっているのを証明している。

「で、こっちがエアリス。ファーレーンの正室腹の王女で、アルフェミナ様の姫ひめ巫み女こをやっている。姫巫女ってのは、アルフェミナ様の巫女だけそう呼ばれる、らしい」

「エアリスと申します。真祖の方々にお会いできて、光栄です」

　達也に紹介され、ヘンドリックとアンジェリカに深々とお辞儀するエアリス。その言葉に、頭を下げられたヘンドリックとアンジェリカが驚きの表情を浮かべる。

「我らが真祖だと、よく分かったな？」

「お二人のお姿を見れば、一目瞭然です」

「こいつらは分かっておらんようだが？」

「ヒロシ様達は、知られざる大陸からの客人です。そういった知識や常識には、どうしても疎い面があります」

「なるほど。ミオが時折理解できないことを言うのも、そういう事情か」

　いろいろ納得した様子のアンジェリカに、ここで初めてエアリスが苦笑を浮かべる。分かっていてやったのか天然かはともかく、アンジェリカのおかげでややエアリスの緊張が解けたようだ。

「それで、頼みごとってのは？」

「まず、皆様に紹介したい方がいるのですが、ファムさん達の誕生日パーティに参加させていただいても問題ないかを伺いたい、というのが一点です」

「そんなん、気にせんと連れてきたらええで。僕らかて、こっちの二人参加させるつもりで連れてきてんねんし」

「てか、エル。今の話からすると、その人、あたし達に紹介するのに何か問題があるのね？」

「はい。その方の名前はリーファ様。ウォルディスの王女様で、第二王位継承者です。現在九歳ですが好感が持てる人柄で、日々立派になろうと努力なさっておられます」

　エアリスの説明を聞き、納得する宏達。確かに、エアリスが緊張するのも当然であろう。

「ウォルディスの王女様かあ……。エルちゃんのことは信用してるけど、あの国っていい話何も聞かないよね」

「まあ、エルが紹介しようっちゅうぐらいやから、本人は特に問題ないんやろう」

「どっちかって言うと、ウォルディスとのごたごたにあたし達が巻き込まれるってことを気にしてるんでしょ？」

　真琴の言葉に一つ頷くと、エアリスは本当の意味での本題を切りだす。

「本来なら、皆様を国家と国家のごたごたに巻き込むような真似は慎むべきなのですが、リーファ様は身一つでファーレーンまで逃げ延びた身の上。近い歳のご友人もおらず、馴染もうと必死に努力されているお姿を見ていると、どうにかしてお力になれないか、と思ってしまいまして……」

「まあ、それはかまへんねんけどな。なんかこう、ウォルディスとは絶対ひと悶もん着ちゃくありそうな感じやし。多分その王女様のこと関係なく、いろいろ巻き込まれるやろうし」

「そう言っていただけるのはありがたいのですが、我々の勝手で皆様に余計なリスクを背負わせることになるのは……」

「余計なリスクっちゅうか、王女様の歳考えるとリスクにさらされるんは主にファムとライムやろうし、エルが気にしとるんもそこなんやろうけど、それに関してはある意味今更やし」

「今更、ですか？」

「うちにおる人材で、一番弱そうに見えるっちゅうたらその二人やん。詳しゅうは把握してへんけど、うちらがそれぐらい想定してるとか考えもせんと、ありったけの防御固めてんのにも気ぃつかんで余計なちょっかいかけとるやつ、結構おるみたいやし」

　宏にずばりと言われ、エアリスは反論の余地なく黙り込んでしまう。そこにさらにリスクが上乗せされる、と考えるべきなのだろうが、ウォルディスという国の特性を考えるに、宏達が把握していないだけで、とうの昔にちょっかいを出してきている可能性は高い。

　リーファのことは、表立って行動を起こす口実にはされるだろうが、それで何が変わるかと言われると微妙なところである。

「っちゅうか、他になんか気にしとるやろ？　言うてみ？」

「その、リーファ様はお国での立場がそれほど強くなかったようで、あまりちゃんとした教育を受けておられず……」

「あ～、そういうことか。ウォルディス語しか話せんねんな？」

「はい。今現在、ファーレーン語を一生懸命学んではおられますが、まだこちらに来て一週間ほどしか経っていません。どうにか朝晩の挨拶はできるようになっておられますが、まともな会話となると……」

「っちゅうか、一週間でまともな会話できたら、そっちの方が驚きやで」

　事情を察した宏が、それはしょうがないと納得する。今まで地味に言葉で困ったことはないが、それは単にゲームの時の蓄積とファーレーン語が通じる国が多いという事情に助けられたものだ。

「要するに、言葉が通じなくとも意思疎通ができればいいんじゃろう？」

　話を聞いていたヘンドリックが、唐突に横から割り込んで、必要な要素をズバッと口にする。もろもろの情報から、単に通訳の魔法や道具では駄目だろう、と思ったらしい。

「一日程度ならば、儂がその王女に意思疎通の魔法をかけよう。言葉が通じるわけではないが、なんとなく何を言っているかのニュアンスは相互に伝わるようになる、という魔法じゃ」

「……あえて不便なところに落ち着かせるってわけね。あたしの浅い考えだと、さっくり通訳の魔法でもかけちゃえばいい気がしたんだけど？」

「今の国際情勢などまったく分からんが、話を聞いている限りでは、その王女はそれなりに長い間、この国におることになるのじゃろう？　だとすれば、この国の言葉が話せん不便さを下手に解消してしまうと、あとが良くなかろう」

　ヘンドリックの言葉に、黙ってエアリスが頷く。もう一つ付け加えるなら、その不便さはファム達がウォルディス語を覚えようとする動機になるかもしれない。そういう面でも、あまり不便さを綺き麗れいに解決しすぎてはいけないのだ。

　何より、この国に馴染もうと言葉を学んでいるリーファの努力を、結果的に踏みにじる形になりかねない。勝手なことを言っている自覚はあるが、エアリスとしてはその努力は尊重してあげたい。ちゃんと話せば宏もそのあたりを考慮してはくれるだろうが、折角ヘンドリックがいい具合に落としどころを示してくれたのだ。そう考え、エアリスはヘンドリックの提案に乗ることにした。

「お願いできますか？」

「うむ。その代わりといっては何じゃが、儂もアンジェリカも長い間隠れ里に引きこもっておっての。たまに買い出しに行くからベリルとマルクトぐらいは分かるのじゃが、それ以外の国となると二千五百年ほど前で止まっておる。一つ、この年寄りどもに現在の国際情勢を、どこにどんな国があるのかも含めて教えてはもらえんか？」

「それぐらいであれば、喜んで」

　ヘンドリックの頼みを、エアリスがにっこり微笑ほほえんで引きうける。その後、話が終わるのを待っていたファム達も交えて、エアリスの〝基礎から分かる国際情勢講座〟がスタートするのであった。
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　同時刻、ウルス城。

「急な面会を受けていただき、感謝します」

　ガチガチに緊張しているリーファに対し、レイオットが作法に従い、実に優雅に挨拶する。その様子を、セレナとリーファ付きの侍女は半ば微笑ましく、半ばはらはらしながら見守っていた。

「あの、どのようなご用件でしょうか？」

「実は、王女にあるパーティに出席していただきたく、こうして参上しました」

　レイオットの言葉に、リーファの肝が微妙に冷える。世話になっている身の上なので断るつもりはないが、さすがにもう少し勉強し足場を固める時間は欲しかった。

　と、そこまで考えて、午前中に目の前の人物から贈られた服のことを思い出す。

「もしかして、先ほどの服は……」

「はい。その席に出席していただくために、勝手ながらこちらで用意させていただきました。パーティといっても、内輪で行うあの服で十分なぐらいの規模と格式のものですので、過剰に身構えなくてよろしいですよ」

　センスのいい服ではあったが、正直、普段着にするには少々気合いが入りすぎ、かといって夜会などに出る系統のデザインでもないものだった。使うとすれば多少おしゃれをして出ていきたい時の服、という感じだったが、リーファにはそのシチュエーションがピンとこなかった。

　まさか、内輪で小規模なものとはいっても、パーティのためなんて理由で用意されていたとは思わず、本来なら分かりやすいはずの伏線を見事に見落としてしまったのだ。

「パーティというのは、どなたのものですか？」

「私やエアリスが親しくしているアズマ工房、そこの従業員の誕生日パーティです。従業員のものですので、正装は必要ありません」

「……」

　アズマ工房と聞いて、リーファが言葉を失う。アズマ工房に関しては、マルクトに逃げ込んだころですら名前ぐらいは聞き覚えがあり、こちらに来てからは高品質、高性能、最先端、希少価値の代名詞となっている存在だと教えられている。

　その境遇から、政治的なことにはまだまだ疎いリーファでも、そこに自分を連れていく意味ぐらいは分かる。故に、思わず絶句してしまったのだ。

「実のところ、これはエアリスのたっての希望です」

「……どういうこと、でしょうか？」

「あそこには、リーファ王女と歳の近い従業員が二人います。どちらも善良で義理堅く、その上いろいろと面白い人物ですので、王女の無ぶ聊りょうを慰める役に立てば、と思ったのでしょう。私も、時期が少々早すぎるかと思っただけで、紹介すること自体は賛成でしたし」

　どうやら、いろいろと気を使わせてしまったらしい、と悟るリーファ。わがままを言わないのは、かえって周りに気を使わせる。それについては何人もの人間からいろんな表現で釘くぎを刺されていたが、その実例が今まさに降りかかってくると、いろいろと反省せざるを得ない。

「その、パーティはいつでしょうか？」

「明後日になるようです。現地までは私とエアリスでエスコートしますし、細々としたものはこちらで全て準備しますので、王女は身支度だけしていただければ問題ありません」

「随分と、急なのですね」

「日程自体は事前に聞いておりましたが、先方と連絡が取れ、確約が得られたのが先ほどでして。我々が最後に先方と連絡が取れたのも、王女をお迎えする前のことでしたし」

「そういうことでしたか……」

　そこまでして紹介したい、となると、別の意味でも覚悟を決めねばなるまい。リーファはそう内心で気合いを入れる。

　エアリスのおかげで瀬戸際で救われたとはいえ、今のリーファはごく軽度ながら対人恐怖症に近いものを患っている。面識のない相手と接することに対して、苦痛とまでは言わないが、どうしても普通の人より身構えてしまうのだ。

　今でも毎日のように見る悪夢が間違いなく響いている。他人が怖い、というより、親しくなった人が自分のせいで大きな被害を受けたり、命を落としたりしかねないのが怖い。その結果、責められたり拒絶されるのがとても怖い。

「大丈夫。この国に来てから頑張っている貴女あなたになら、彼らは最後まで味方をしてくれます」

　リーファの不安を察してか、レイオットにしては珍しい、優しい笑顔でそう励ます。レイオットが初めて見せた、作り物ではない心からの表情に、今までとは違う意味でリーファが硬直する。

　そう。レイオットの表情は、今まで身内以外に見せたことのない、エレーナやエアリスが気を許したものに向けるのとよく似た、実に優しく親愛のこもった笑顔だったのだ。

「そうだ。折角ですので、先ほど送った服を着て見せていただけませんか？」

「は、はい……」

　悪戯いたずらを思いついた、という感じの妙に生き生きとした表情のレイオットに、どうにもドキドキしながらおずおずと了承の言葉を返す。

　そのまま別室で身支度を始めるのをじっと待っていると、幼いとはいえ女性の身支度とは思えないほどの短時間で着替えを終えたリーファが出てきた。

「……さすがに、よく似合っておられます」

「……本当、ですか……？」

「噓はつきません」

　チャイナドレスに似たウォルディスの伝統衣装をベースに、下半身をややタイトなスカートにすることでファーレーンのデザインを取り入れたその服は、お世辞抜きでリーファによく似合っていた。白と黒で大胆に色分けすることでエキゾチックな雰囲気を演出し、赤であちらこちらに散らされた模様は年端もいかぬ少女の可か憐れんさを引き立てる。

　さすがはプロの技。これならば本気で着飾った春菜やエアリス、ライムなどと並んでも食われることがなく、方向性がまったく違うために見劣りするということもない。しかも、レイオットが出した指定を全て満たしているのだ。これについてはレイオットのセンスが良かったのか、それとも本職の実力なのかは微妙なところではあるが。

　着飾った女性など見慣れているレイオットだが、今回は無理に褒め言葉を絞り出す必要などなかった。身内と春菜を除けば、実に久しぶりに素直に心から褒められる。それがレイオットの本心であった。

「明日までに、髪飾りを用意します。そうすれば、もっと魅力的になるでしょう」

「……あの、そこまでは……」

「こちらの勝手で急な予定を組み込んだのですから、貴女が恥をかかないようにするのは我々の義務です。それに、折角だから、もっと魅力的になった姿も見てみたい。用意した髪飾りをつけて、我々と一緒にパーティに参加してくださいますか？」

「は、はい……」

「ありがとうございます。それでは、さらに可憐になった貴女を彼らに紹介できることを、楽しみにしておきます」

　どう考えても口説いています、という台詞をさらっと言い、伝令に呼ばれて辞去するレイオット。

　あとには、顔をリンゴのように真っ赤にしたリーファだけが残された。

「あれは、反則です……」

「そうですね。レイオット殿下は女性がお嫌いですので、ああいう褒め言葉を口にすることは滅多にありません」

　ドキドキする心臓をなだめようと口にしたリーファのぼやきに、侍女が余計な補足説明をしてくれる。

「正直、相手を女性として見ていないのであれば、本心であってもあまりああいう口説き文句のような言葉を残すのはどうかと思いますが……」

「……本当に、優しいのに残酷な方ですね……」

　相手にその気はまったくない。そう理解していても、先ほどの短い時間で刻み込まれたレイオットの顔がちらつき、どうしても正常ではいられないリーファ。どんなになだめようとしても、心臓の鼓動は早くなる一方だ。

　もしかして、これが恋というものなのかも。そう微妙にませたことを考えていたリーファ。誕生日パーティで最低でもあと二種類、違うドキドキを味わうことになるとは、この時点では予想だにしていないのであった。
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『リーファ様、こちらがアズマ工房を営んでおられます、アズマヒロシ様です。ヒロシ様、こちらが、以前お話させていただいたリーファ様です』

「は、はじめまして……」

「どうも、よろしゅうに」

　パーティ当日。エアリスにウォルディス語で宏ひろしを紹介されたリーファは、どうにかファーレーン語で初対面の挨拶をしたものの、どうにも緊張と戸惑いが態度ににじむのを抑えきれなかった。

　アズマ工房の工房主と聞いて、本人を知らない人間が思い浮かべるであろう人物像。残念なことに、宏はそのイメージにかすりもしない男である。

　まず、一般に工房主といえば、どんなに若くても普通は二十歳を超えている。アズマ工房自体が設立から大して時間が経っていないとはいえ、いや、設立が最近だからこそ、若くても三十路みそじ、普通は四十半ばを思い浮かべる。独立して工房を立ち上げるためには、それなりの資金とそれを稼ぎ出すだけの腕が必要なので、二十代で立ち上げるのは余程のパトロンがついていても難しい。

　また、優れた工房の主であれば、大抵は気難しそうないかつい容貌か小国の王に勝るとも劣らない威厳、もしくは他のことには興味ありません、という職人気質かのいずれかを持ち合わせている。少なくとも、あまりとっつきやすい雰囲気ではないのが普通だ。

　そういった、大抵の人が思い浮かべるイメージや実際に多い人物像と比較すると、宏はまったくそれっぽくない。

『あんまり工房主っちゅう感じやなくて、驚いとるやろ』

『えっと、あの……』

『とりあえず、今日は無礼講っちゅうことで、砕けた言葉遣いでやらせてもらうけど、ええ？』

『は、はい……』

　そのイメージに混乱していることを当の宏に指摘され、さらにリーファが反応に困る。そうでなくてもどう反応していいか分からないのに、妙に砕けたフレンドリーな言葉遣いと態度で声をかけられてしまい、微妙に思考が空回りする。

　何より判断に困るのが、最初の挨拶以外はウォルディス語で話しかけられている点だ。恐らくリーファがウォルディス語以外まともに話せないのを事前に聞いていたのだろうが、その情報にあわせて平然と対応してくる時点で、見た目どおりの人物ではないのは明らかだ。

　だというのに、どうにも良く言えば人が良さそう、悪く言えば間抜けそうな、飾らぬ表現をするならヘタレっぽい印象と、品質その他はともかくデザイン的には普通の服装なのに妙にダサく見えてしまう外見とに、どうしても騙だまされそうになってしまう。

　一つ救いがあるとすれば、着ている服の質とそれが意外と板についていることで、ダサくはあっても格好悪いわけではないことだろうか。むしろ、なんとなく印象がダサいだけで、服自体はよく似合っているし、よく観察すれば意外と風格のようなものがあって、ダサさがそのまま格好良さにつながっている面すらある。

　正直、女性のはしくれとしては、おしゃれな服装が無駄に似合う軽薄そうな人間よりも、こういう人物の方が好感が持てる。

　ただ、全体を通した印象としては、観察すればするほど、付き合いが深くなればなるほどどうにも判断に困ることになりそうな人物という気がするのだ。

「そろそろ、術を使って構わんか？」

　宏の特殊性に戸惑っているリーファと、いきなり理解できない言語で話し始めた宏についていけていない工房職員達との様子を見かね、ヘンドリックが助け船を出す。職員達は事前に聞かされていたとはいえ、ここまで置いてけぼりだと反応に困ってしまうようだ。

「あ～、せやな」

「とりあえず、リーファ王女にだけかけておけば問題なかろう。王女に説明は？」

「昨日のうちに、私から説明させていただきました」

「テレスらにも、昨日のうちに説明はしたあるで」

「では、問題なかろう」

　まだほとんど理解できないファーレーン語のやり取りを不安そうに見ていたリーファが、エアリスとヘンドリックの視線で話の内容を悟り、小さく頷うなずく。

　それを受け、特にもったいぶることもタメを作ることもせずに、ヘンドリックが短縮詠唱でさっくり意思疎通の魔法をかける。

　もっとも、意思疎通の魔法といっても、あくまでニュアンスがイメージで伝わるだけの魔法なので、実際にはそれほど便利な魔法ではない。元々、言語習得の補助手段として開発されたものなので、身ぶり手ぶりと表情や口調だけで意思疎通を試みるよりははるかにまし、という程度である。

　余談ながらこの魔法、ウォルディス語で会話できる相手にウォルディス語で声をかけた時のように、最初から通じる言葉で会話する際には効果を発揮しない。言葉が通じたところで必ずしもニュアンスが通じるわけではないので、場合によっては、この魔法をかけた状態で通じない言葉を使って会話したほうが、誤解なく言いたいことが伝わるケースもあったりする。

「リーファ様、通じていますか？」

『はい。通じています』

　魔法の発動を受け、エアリスがリーファにファーレーン語で確認する。その内容がイメージでとはいえはっきり伝わってきたことに驚きながら、リーファが反射的に返事を返す。

　魔法などなくともここまでの流れで何を聞かれたかぐらいは推測できたが、そうでなくとも特に問題なく質問が理解できる。その程度にははっきりとニュアンスが伝わってきたのだ。

『皆様、私の言葉が伝わっていますか？』

　同じ部屋で黙って事の推移を見守っていたテレス達に、念のために恐る恐る確認の声をかけるリーファ。そのニュアンスが伝わってきたため、さっとアイコンタクトを交わしたあと、代表でテレスが返事をする。

『はい、伝わっています』

　術の概要その他から、ファーレーン語ではないほうがよさそうだと判断してエルフ語を話すテレス。なんだかよく分からない空間になっている気はするが、今回に限っては逆にこのほうがいい。ファーレーン語以外というのであれば、この場にはゴヴェジョンとフォレダンにアルチェム、さらにはカカシもいるが、彼らは厳密には工房職員ではないので除外される。

　そんなカオスな言語空間にリーファは戸惑いを深めながらも、明らかにファーレーン語でもウォルディス語でもない言葉のニュアンスが伝わってきたことに少し驚き、少しほっとする。

「面白いことになっておるのう」

「じーさまよ、我らもあまり他ひ人と事ごとではないと分かって言っておるか？」

「言葉なんぞ、通じれば細かいことはどうでもいいわい」

　すでに三種類の言葉が入り混じっているこの状況を面白がるヘンドリックに、アンジェリカが一応釘くぎを刺す。何しろ、彼らが話しているファーレーン語も、ベースは二千五百年ぐらい前のもの。ヘンドリックをはじめとした里の住民がそれなりの頻度でベリルに行くため、各国の最新の言葉もある程度反映されてはいるが、やはりいろんな面で違いはある。

　この場におけるエルフ語やウォルディス語のように、まったく通じない相手がいるわけではないが、まったく同じというわけでもない。アンジェリカの口調が妙に大仰なのも、結局はこのあたりの理由が大きいのだ。

　因ちなみに、二千五百年ほど前のファーレーン語を使っている理由は、ヘンドリックが最後に西方に足を延ばしたのがその頃だからだ。時期が時期だけに、下手をすると彼の記憶の中では、ファーレーンの首都ウルスではまだアグリナ港とウルス城がつながっていなかった可能性すらある。

「さて、確認事項と紹介も終わったことやし、今日の予定の説明やな」

　ヘンドリックとアンジェリカがそんな微妙な会話を続けている間に、リーファに対して関係者の紹介を終えた宏が、パーティのスケジュールを説明し始める。

「普段この種のパーティは夜にするもんやけど、今日は企画の都合で昼からスタートやねん。で、乗り物使うんやけど、ここやと展開スペースがちょっと微妙やから、乗り降りにウルス城の中庭借りる予定になってんねん」

「そこまでは、私とエアリスが案内しよう。この人数でいちいち転移陣を使ってぞろぞろ移動するのは、いささか目立つ上に効率が悪いからな」

「っちゅう話になってんねんけど、なんぞ質問は？」

　ファーレーンの王太子と姫ひめ巫み女こを単なる交通手段として使う。割ととんでもないことに顔が引きつるリーファをよそに、他のメンバーは特に質問をする様子を見せない。

「ほな、さっくり話進めよか」

「ああ。術を発動するから、もう少し固まってくれ」

「了解や」

　レイオットの指示に従い、宏達日本人がヴァンパイア二人とレラを促しながら一カ所に集まる。第一陣として日本人メンバーとヴァンパイア二人、レラにライムの九人を連れて、手慣れた感じであっという間に会場に転移するレイオット。

　そのあまりの手際のよさについていけず、戸惑っておろおろしているリーファの肩を、ファムがぽんぽんと慰めるように叩たたく。その横では、ファムの強い要望で参加することになったメリザの娘・ルミナが、訳知り顔でうんうん頷いていた。

　そんなリーファにほっこりしながらも、さっさとファム達三人にジノ達新米四人とリーファおよびルミナを連れて目的地へと転移するエアリス。

　その後、一度に転移できる人数的にどうしてもあぶれてしまったオルテム村組をレイオットが回収することで、参加者全員の移動が終わる。

　パーティに参加する予定の者達全員が転移したのを確認すると、留守番役に残ったウルス工房の管理人が工房の入口に本日休業の札を下げ、普段はどうしても行きとどかない場所の掃除を始めるのであった。
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「すごーい！」

「飛んでる！　飛んでるよ!!」

　神の船が離陸を始めると同時に、子供達の歓声がデッキを超え、城の中庭に響き渡った。

「空の旅は、何度経験してもいいものですね」

「空飛ぶの、やっぱり気持ちいいよね」

　ゆっくりと浮き上がる船。徐々に遠くなる地面。それをゆったり眺めながら、子供達の声をＢＧＭにエアリスと春はる菜ながのんびり語り合う。

　すでに空の旅の体験は済ませているエアリスと、移動手段として普通になりつつある春菜。二人とも、初めて神の船で空を飛んだ時ほどの感激はないが、それでもやはり空を飛んで旅をするのは何度経験してもある種の感動を覚える。

　本日何度目かの急展開についていけないリーファは、そんな二人に挟まれて完全に硬直していた。

「あっ、もしかして高いところ、苦手？」

　随分遠くなった地面を見下ろした姿で固まっていたリーファに、不安そうに春菜が声をかける。もしそうであれば、早急に船室に引っ込めなければならない。

『あ、その、高いところは大丈夫、なのですが……』

　春菜に心配され、我に返ったリーファが慌てて首を左右に振る。実際、高いところは特に怖くない。というか、高所恐怖症だったら、ウォルディスから逃げ出すことはできなかっただろう。そういう種類の道を何カ所も通っている。

『ただ、本当に飛ぶとは思っていなくて……』

「ああ、なるほど」

「確かに、普通は船が空を飛ぶなんて、考えもしません」

　リーファの正直なコメントに、ひどく納得する春菜とエアリス。

　そもそもこの世界では、基本的に空を飛びまわるのは鳥か虫かモンスターか謎生物オクトガルだけと相場が決まっている。個人用の飛行魔法はあるが、元来空を飛ぶようにはできていない種族の人間では、謎生物を除くその三種に阻まれると抵抗のしようがない。

　故に、鳥人などの生まれつき空を飛べる種族か、ワイバーンを手て懐なずけたり知能の高いドラゴンと仲よくなったりした人間ぐらいしか、人間種族が空を飛ぶことはない。

　そのいずれにも当てはまらなく、飛行魔法を覚える気もないリーファが、自分が空を飛ぶ可能性を一切考えていないのも、ある意味当然といえば当然である。

　なお、謎生物が阻む存在に分類されないのは、そもそも空を飛ぶ謎生物は人間に興味がないか、阻むというより一緒に遊ぼうとして、結果的に邪魔になっているかのどちらかだからだ。

「高いところが怖くないんだったら、折角だし空からの景色も楽しんでもらえると嬉うれしいかな」

「そうですね。普通に暮らしていては、まず経験できないですし」

　春菜とエアリスにそう囁ささやかれ、いつの間にやらずいぶん小さくなったウルス城に意識を戻すリーファ。そのままゆっくり動きだした周囲の景色に視線を向け……、

『うわあ……！』

　今までに見たことのない雄大な景色に、あっという間に心を奪われてしまう。これまでの決して長いとは言えない人生、大半をウォルディスの王宮に閉じ込められ、外の景色を見る機会といえば逃避行の最中が全て。そんな偏ったリーファの価値観は、一瞬にして打ち砕かれた。

　今まで知らなかった感動と興奮、それに胸がどんどん高鳴ってくる。世界とは、こんなに綺き麗れいなものだったのか。

「おお!?　おおお!?」

　徐々に速度を上げる神の船に、ライムが歓声を上げる。それにつられて、ファムやリーファの口からも声が漏れる。

「ふむ。船に乗って飛ぶ日が来るとは、長生きするものじゃのう」

「やはり、じーさまでもこの高さを飛ぶのは初めてか」

「儂わしとて、さほど里の外に出ておるわけではないからの。もはや逝ってしまった儂の先祖でも、この高さの空を飛んだ経験があるものなどおるまいて」

「だとすると、我らが史上初のこの高さを遊覧飛行したヴァンパイア、ということになるか」

「うむ。しかし、見事な景色じゃのう」

「そうだな」

　数千年の人生において初体験となる大空の旅に、人生の不思議をしみじみ語り合うヴァンパイアの祖父と孫。自分達の人生経験がいかに偏っていたか、とことんまで思い知らされる気分だ。

「ゴヴェジョンさん、大丈夫ですか!?」

「ま、前に下から見たのど実際に乗るのとは全然違うべ。こんなに高たけえだか……」

「落ち着くだ、ゴヴェジョン！　高いだけで特に危ないこたねえだ！」

「ゴブリンはこんな高いところに登らねえだよ……」

　そんなあれこれを台無しにするように、背後からゴヴェジョンの怯おびえた声が聞こえてくる。空を飛ぶとちゃんと聞いた上で参加したゴヴェジョン。以前にオルテム村の下から見ていた時は楽しそうだったが、実際に飛んでみるとその高さはとてつもなく怖かったらしい。

「ゴヴェジョンの旦那は高所恐怖症か……」

「ちょっと申しわけないことになっちゃったわね……」

　本気でビビっているゴヴェジョンに申しわけなさそうにしながら、とりあえず達たつ也やと真ま琴ことが彼を船室に案内する。高いところを飛んでいるという事実は変わらないが、外が見えなければ少しはましだろう、という判断だ。さらに、そのゴヴェジョンを介抱するために、アルチェムがつきそう。

　そんな大人達の事情は一切無視で、神の船は海抜二千メートルの上空をゆっくり海上に向けて進み始め、それに合わせてさらに子供達がはしゃぐ。

　他に問題はないかと状況を確認しようと春菜がデッキを見渡すと、同じく初体験のテレスとノーラは普通に景色を堪能し、ジノ達新人組はこのスペクタクルな状況に遠い目をしている様子が目に飛び込んできた。

　どうやら、空の旅が駄目なのは、現状ではゴヴェジョンだけだったらしい。そう判断して少しほっとする。今日の主役であるテレス、ノーラ、ファムの三人が空の旅を怖がっていたなら大失敗なんて話ではすまないし、そもそもサプライズ自体が怖がらせる原因になっているとしたら、それこそ大問題である。

　ゴヴェジョンには申しわけないことをしたが、本人も空を飛ぶのが怖いとは事前に分からなかったようなので、今回ばかりは避けようがなかったのは事実だ。本来ならば一度飛んでチェックすべきだったのかもしれないが、今回に限っては、それは野や暮ぼなような気もする。

　とにかく、余計なサプライズにこだわるのは失敗のもと、ということだ。

「海ー!!」

「今日は天気良うなってよかったわ。昨日は雨やったから、どないしようか思ったで」

　空から見下ろす海原は、雲一つない空を映してキラキラと輝いていた。日の出や日の入りのような美しさとは違うが、そのなんとなく心躍る風景は、やはり見るものに感動を与える。

「親方、ハルナおねーちゃん！　おっきな魚!!」

　あちらこちらをうろうろしながら周りの景色に目を輝かせていたライムが、春菜とエアリスのそばに来たあたりでそれを見つけ、わざわざ宏を呼ぶ。

「あ、本当だ。何がいるんだろうね？」

「この距離であの大きさっちゅうことは、大体全長十五メートルから二十メートルっちゅうところか。多分クジラか大型の鮫さめやな」

「大型の鮫って、ジンベエザメとかあの類たぐい？」

「まあ、基本そのあたりやけど、こっちやと肉食ででかいのもおるからなあ」

　ライムに示された魚影を見て、持てる知識を総動員して宏と春菜が正体を絞り込む。海抜二千メートルから見下ろして普通に見えるサイズの魚影となると、やはりそれほどの種類はない。

「今は飛んどるからええけど、相手が何やとしても普通の航海で会いたくない種類の魚やなあ」

「普通の船だと、ぶつかったら転覆しかねない大きさだよね、あれ」

「モンスターの可能性もあるしなあ」

　その会話が聞こえたわけでもなかろうに、突如巨大魚が海面から飛び上がり、高度二十メートル付近を飛んでいた何かの群れを襲う。

　いきなり起こったその出来事に、黙って魚影を観察していたリーファから小さく悲鳴が上がる。

「おお!?」

「やっぱモンスターやったか」

「怖い顔してたよね～」

「さすがに、少し驚きました」

　予想どおりと言わんばかりの宏の言葉に、さして驚いた様子も見せずに春菜とエアリスが言葉を添える。距離があるからか、それとも元々の性格からか、ライムもいきなり飛び上がったことにこそ驚いてはいても、魚がモンスターであったことはまったく怖がっていない。

『……距離があるから大丈夫と分かっていても、今のはちょっと怖かったです……』

「まあ、この高さまで飛び上がってくるようやったら、普通にレーザーの餌食やけどな」

　本当に怖かったらしく、微妙に顔が青いリーファ。そんな彼女を慰めるように、宏が船の防衛システムに言及する。

『レーザー？』

「光線系の攻撃魔法と同じタイプの攻撃手段やな」

『光の筋？　ですか？』

「シュートレイとかあの類の魔法あるやん。この船な、あれの威力でかいやつが撃てるんよ」

　光線系、という単語がいまいちちゃんと伝わらなかったと見て、具体例を挙げて説明し直す。固有名詞であるレーザーに関してはどうやら聞き取れたようなのに、光線系魔法でニュアンスが伝わらないところが微妙に不便だ。

　なお、補足説明をしておくと、シュートレイとは最も初歩的な光属性の攻撃魔法である。習得難易度や発動難易度は同じく初歩の攻撃魔法であるブリット系と同じぐらい。ある程度の誘導性があるブリット系と違い、前衛の真後ろから撃つと普通に目の前の味方にダメージを与えた上で貫通するという特性を持つため、若干扱いに癖がある。その分、威力は気持ち程度高めで、上う手まく使えば疑似的な範囲攻撃としても使える魔法だ。

　名前が～レイとなっていないが、他の属性にも同じランクで同じ特性の魔法はあり、これらは『フェアクロ』のゲーム内ではレイ系と総称されていた。余談ながら、オルテム村のマンイーター駆除で活躍したグランドナパームは、レイ系炎属性魔法の上位派生である。

「こればっかりは、実際に発射して見せんとピンとけえへんやろうけど、何もないところで空撃ちするようなもんでもあらへんしなあ……」

　などと宏が余計なことを口にしたせいか、先ほどから観察していた巨大魚が急に深く潜り、神の船を真下から攻撃しようと一気に飛び上がってきた。

『えっ？』

　いきなりのことに反応できないリーファの目の前を、ぶちかましをしようとして空振りした巨大魚が通り過ぎる。その際、ばっちり目が合ってしまうリーファと巨大魚。

　数瞬後、リーファの頭上数メートルの高さまで上がって勢いが止まった巨大魚が、突然派手に体を震わせて、強引に落下経路を変えてリーファに突撃しようとする。

『!?』

「おおっ!?」

「うわっ！」

　どう見ても直撃コースで落下してくる巨大魚に、完全に硬直するリーファ。やたら楽しそうな声を上げるライムと驚いて叫ぶファム。

　そんな子供達を餌食にしようとした巨大魚は、甲板に届く前にあっさり速射型のレーザーで撃ち抜かれて仕留められ、グリードフィールドに回収される。

「これはびっくりやな」

　一連の流れにはさすがに若干驚いたらしく、宏は目を丸くしながら軽い口調で感想を漏らす。

　春菜とエアリスも、二千メートル以上上空の相手にちょっかいをかけられるほどの跳躍力があったことにはかなり驚いたようで、完全に動きが止まっている。とはいえ、驚いてはいてもその表情に恐怖が一切ないあたり、春菜もエアリスも十分に修羅場をくぐり抜けてきた成果であろう。

「すご～い！」

「きゅっ!!」

　突如起こったダイナミックな出来事に、ライムとひよひよが大喜びではしゃぐ。

　その隣で、青い顔をしたリーファがすとんとへたり込む。

　その様子を見ていたのか、今まで目立たないように宏の背中に張りついていた芋虫のラーちゃんが、芋虫とは思えないスピードで宏の身体を下りて、リーファを慰めるように這はいあがっていく。

「ヒロシよ、王女を怯えさせるのはさすがに看過できんぞ」

「今のは不可抗力やん」

「だが、安全な航路などいくらでもあるだろう」

「モンスターが絶対出てけえへん空域なんざあらへんで」

　レイオットの苦情に、渋い顔で反論する宏。実際問題、高度を下げすぎても上げすぎても、陸上を飛んでも海上を飛んでも、何らかのモンスターの生息域には入ってしまう。高度二千メートル付近というのは、そういう意味で一番安全な高度なのだ。

　さらに言えば、この高さになると基本的に人間の手が入っていない、というのも理由になる。

「魚が見えた瞬間からいやな予感がして準備しておったが、無用な警戒だったようじゃのう」

「我も同じぐらい警戒しておったから人のことは言えんが、これだけのエネルギー量を持ち自由に空を飛び回る船が、武装の一つもしていないわけがなかろう、じーさまよ」

「そうじゃのう……」

　宏とレイオットの会話を聞きながら、もしもの時に備えて蓄えていたエネルギーを解放して一息つくヘンドリックとアンジェリカ。

「怖かったと思うけど、親方の作った船の中なら絶対安全だから、さ」

「そうそう。それに、本当に危なかったらひよひよちゃんが警告してくれるし」

　完全に腰を抜かしているリーファをなだめようと、ファムとルミナが肩や背中を優しくぽんぽんと叩く。その様子とラーちゃんの挙動により若干余裕が戻ってきたリーファが、無意識のうちにレイオットからもらった髪飾りに触れつつ、まだまだ青い顔を震わせながら口を開いた。

『どうして、平気なの？』

「「慣れ？」」

　ファムとルミナの実に逞たくましい回答に、コメントできなくなって黙り込むリーファ。

「まあ、うちに出入りするようになれば、すぐに慣れるって」

『出入りする、って？』

「レイオット殿下とエル様が連れてきたってことは、多分そういうことだと思う。もうちょっとウルスに慣れたら、多分エル様に頻繁に連れてこられるようになるんじゃないかな？」

『そう、なの？』

「多分、だけどね」

　多分、と言いながらもどことなく確信を持った様子でファムが言い切る。ファムの妙に力強い断言に、なんとなくリーファもそういうものなのだろうと納得してしまう。

　もっとも、頻繁に出入りするかどうかはともかく、ファムやライムとリーファが仲よくなってほしい、との意図のもと、レイオットやエアリスを中心としたファーレーン王室が立てた計画だろうとは、この場にいる子供達全員が、それこそライムですら察している。

　故に、年齢的なものもあって察していようがいまいがそういうことをあまり気にしないライムはともかく、ファムとルミナはリーファと言葉を交わすきっかけを探っていたのだ。

「リーファおねーちゃん！　そろそろご飯のよういするから、食べられないものはないかおしえてほしいって!!」

「そーいや、ちょうどお昼時だったよね」

「なんかいろいろあってはしゃぎすぎてて、ご飯のこと忘れてたよね」

　ゴヴェジョンを除く、空の旅に未経験の人間全員がむやみにテンションが上がっていたことを思い出して、ルミナがそう指摘する。因みに宏はというと、すでに厨ちゅう房ぼうで仕込み中だ。

『食べてみないと分からないけど、今のところ特に食べられないものは……』

「分かった！　親方に言ってくる！」

　返事を聞き、ライムが元気よく厨房に降りていく。その様子をまぶしそうに見ているうちに、いつの間にか震えも収まり、普通に立てるようになっていることに気がつくリーファ。

「今日のお昼はなんだろうね？」

「ファムちゃん達の誕生日なんだし、きっとお昼もすごいものが出てくると思うよ」

　空腹を自覚し、早くも昼食のメニューに意識を向けるファムとルミナに、思わず小さく微笑ほほえむリーファ。その様子を見守っていたレイオットが、思惑どおり年少組と首尾よく仲よくなってくれそうだと安あん堵どのため息をつく。

　なお、この日の昼食は宏と春菜、澪みおの三人が好きな具材を目の前で挟んでくれるスペシャルサンドイッチだったが、

「本日の目玉料理、グレータードラゴンの尻尾のローストやで～」

「今から火を通すから、好きなだけ食べてね～」

「「「「「おお～!!」」」」」

　リーファはおろかレイオットですら初体験となるグレートなメニューに、大いに盛り上がる乗客一同。

『……あの』

「リーファ王女様も、そのうち慣れるのです」

　そんな甲板の上で行われている豪快な料理に、この日何度目かの度肝を抜かれノーラに慰められるリーファ。そんな様子をジノ達新人組は生温かい目で見守るのであった。




　　　　☆




「さて、そろそろあの王女様について、うちらにどないしてほしいんか教えてもらおか」

「……そうだな」

　昼食後の、どこかまったりした時間帯。舳へ先さきのあたりでリーファを含む年齢一桁組が平原の景色に釘づけになっている間に、船内に入る扉の前の席に主要関係者を集めて宏が話をきりだす。

　本来なら祝いの席で話すようなことではなく、祝われる当人であるテレスとノーラに聞かせるような話でもない。そう分かっていても、ちょっとばかり放置できない問題だと宏が判断し、他の日本人組はおろか、当のテレスとノーラも異を唱えなかったため、夜のパーティ本番に入る前にさっさと話を済ませることにしたのだ。

　ファムがこの場にいないのは、子供に聞かせるべきではない話が混ざることも予想されたために、暗黙の了解で話し合いから外れてもらうことにしたからである。ファム本人も、持ち前の察しの良さでリーファやライム、ルミナなどを隔離する方向で協力してくれており、その代わりに、ヘンドリックとアンジェリカがこちらに同席している。

「もっとも、頼みたかったことのうち一部は、すでに自主的にやってくれているがな」

　そう言いながら、レイオットが子供達の方に視線を向ける。視線の先には、ライムの言動に目を白黒させつつ、何となく楽しそうなリーファ王女の姿が。ひそかにラーちゃんが背中に張りついているあたりがご愛あい嬌きょうだろう。

「そら、ライムの愛され力やったら、あれぐらいは朝飯前やろうな」

「そうだな。そこに期待していたのは事実だが、予想以上だった」

「で、一部っちゅうことは、他にもあんねんやろ？」

「まあ、な」

　ズバッと切りこんでくる宏に、苦笑するしかないレイオット。テレス達の誕生日パーティなどというタイミングでわざわざねじ込んだのだから、それで終わりなはずがない。

「非常に身勝手で申しわけない話になるが、いいか？」

「今更やん」

「それを言われると、返す言葉もないのだが……」

　珍しく切れ味鋭い宏の追及に、レイオットがやや視線を泳がせながら全面的にそれを認めてしまう。申しわけないかどうかはともかく、身勝手な話ばかりだった自覚はあるのだ。

「まず、前提条件として、ウォルディス関連の情勢とリーファ王女の置かれている立場を説明する。間違いなく、お前達にも関わってくる話だろうからな」

　そこを説明しないと話が進まない。そう考えてのレイオットの提案に、その場にいる全員が頷く。

「現在のウォルディスが邪神教団に事実上乗っ取られていることは、お前達も知っていると思う」

「せやな。そこはダルジャン様とかから聞いとる」

「さすがにノーラは、そのあたり初耳なのですが」

「私もノーラと同じで、ウォルディスがそんなことになっているなんて聞いたことないんですけど」

「せやろうなあ。自分らは、ウォルディスの情勢なんざ関係あらへんから、むしろ知っとるほうがおかしいわな」

　いきなり物騒な前提条件を提示され、大慌てで突っ込みを入れるノーラとテレス。一介の工房職員が、他国とはいえ国家の存亡に関わるような情報を知っているわけがない。
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「すまんけど話進まんから、とりあえずそこはそういうもんやと思っとって」

「ん。テレス達も、そのうち風の噂うわさとかで聞く」

　なおもいろいろ突っ込みたそうなテレスとノーラを、宏と澪がサクッと黙らせる。疑問はいろいろあるだろうが、そこに答えているときりがない。

「話を続ける。表向きはウォルディス王は健在で権力を振るっているが、内部事情は少々ややこしくてな。リーファ王女の話によると、今の王は偽物らしい」

「偽物？　影武者か何か？」

「いや。王女の目撃証言によると、今の国王は、本物を食って入れ替わったモンスターだそうだ。実行犯は王太子らしいが、黒幕はバルドかその上司だろうな」

　春菜の疑問に、正確な情報を伝えることで回答の代わりにするレイオット。そのなかなかえげつない情報に、微妙に顔が引きつる一同。

「ちょっと待って。それって……」

「ああ。ウォルディスの上層部は、現在ほぼモンスターの巣窟になっていると考えたほうがいい。恐らく王太子も第三王子もモンスターにすり替わっている可能性が高いだろう」

「うわあ……」

　国家として非常に致命的な情報を聞かされ、春菜が思わず頭を抱える。

　王がモンスターと入れ替わるくらいなのだから、最低でも実行犯である王太子に邪教集団が簡単に接触できる状況なのは確定している。その方法がモンスターとの入れ替えか瘴しょう気きによる洗脳かは不明だが、王権に関わり政治を動かす人間に、まともなままの人物は残っていまい。

「リーファ王女は、王がモンスターに食われる瞬間を目撃し、反逆者として国を追われた。彼女を逃がすために何人もの犠牲者を出し、どうにかマルクトまで逃げ延びて身を寄せる先を探しているところを、我々がマルクトと協力して保護した。その際、害にしかならぬ同行者を放置してきたが、自分一人のために多数の死者を出し、さらに信用できぬとはいえ逃げるために力を貸してくれた同行者を切り捨ててきたことを、それこそ夢に見るほど悔やんでいる」

「年齢一桁の子供が、自分に助力してる同行者を信用できねえって判断するとか、一体どんだけだよ……」

「レイニーが念のために映像記録を用意してくれたが、なかなかに強烈だったぞ。間違っても、リーファ王女の従者としてファーレーン国内に連れ込むわけにはいかん、そう判断せざるを得ないぐらいにな」

「……ったく、そいつは一体何なんだよ……」

　真顔で断言するレイオットに、達也が渋い顔をする。リーファの何もかもに警戒した子供らしくない態度が気になってはいたが、そんな経験をしていれば警戒もするだろう。

　対応したのが誰が見てもヘタレで善人にしか見えない宏で、レイオットやエアリスが全面的に信頼していることを態度で示していたからこそ短期間で打ち解けてくれたが、もし達也や真琴が前面に立っていたとしたら、現時点でも警戒されていたに違いない。

「現状、リーファ王女が持ち込んでくれた情報以外にウォルディスの内部事情を推測できる手がかりはなく、その情報もすでに何カ月か前のものだ。故に現在は大幅に情勢が変わっているだろうが、それでも近いうちにウォルディス内部での内紛が原因で、外征か内戦が始まるのは断言できる。それが明日にでも始まるのか、それともまだ数カ月程度は猶予があるのかまでは分からんが、な」

「大体状況は理解した。で、結局僕らに頼みたいことって、何なん？」

「いざウォルディスが戦争を起こした時、リーファ王女を保護してもらいたいというのが一点目。金はいくらでも出すから、王女の身を守るための装備をできるだけ早めに用意してほしいのが二点目。三点目は、王女の同行者であったタオ・ヨルジャという男、マルクトに行った時にそいつが接触してきても、言うことに耳を貸さずに無視してほしい」

「どれも特に問題はあらへんけど、そもそもウォルディスからファーレーンまで、一足飛びに戦争とか仕掛けに来れるん？」

「さすがに、ウルスに対してダイレクトに攻撃できはしないだろうが、それでも転移魔法で大軍を送り込んでくる可能性は否定できん」

「あ～……」

　カタリナの乱の時を思い出し、宏が渋い顔をする。バルドの転移魔法ならば、それなりの規模の軍勢をファーレーンの領土に送り込むことぐらいできるだろう。

　ウルスに限らず、軍勢の実態がモンスターの集団であるなら街に直接転移することはできないが、それでも周囲を囲んで籠ろう城じょうを強いるぐらいはできる。軍の正体が普通の人間であった場合、厄介なことに街を守る結界は機能しない可能性が高い。

　ウルスに関しては王家と神殿の力である程度ガードできるが、比較的フリーな港の方から侵入されると、ウルス城はともかくウルス市街は安全とは言い難い。

　そう考えると、リーファ王女の安全を確保するために、アズマ工房で保護の上、どこかに避難させることも考慮しておいたほうがいいだろう。

「あと、申しわけない話になるのだが、どう転んだところで、お前達をウォルディスとのごたごたに巻き込むことになる。本来、この手の政治的なことに知られざる大陸からの客人であるお前達を巻き込んではいかんのだが……」

「っちゅうかレイっち、邪神教団っちゅう時点で、うちらが関わらんですむとか考えてへんやろ？」

「……すまん」

「まあ、目ぇつけられてもうてるから、ある程度しゃあないわな」

　宏に言われ、もう一度レイオットが頭を下げる。邪神教団と聞いた時点で回避不可能と考え、むしろ宏達を積極的に巻き込むことにしたのは事実なので、その身勝手さについてはいくら頭を下げても下げ足りない自覚がある。

　本来なら、何とか限界まで回避する段取りをするのが為政者というものだ。マークやユリウス、ドーガなど身内や部下ならまだしも、宏は友人ではあっても基本的に部外者だ。むしろ、国としては守るべき対象である。

　なのに、巻き込む前提でリーファ王女を連れてきているのだから、頭を下げる程度では全然足りない。足りないのだが、現状では他にできる誠意の見せ方がないのでとりあえず頭を下げ続ける。

「王女の避難先は、大だい霊れい窟くつの先にある神域でええやろう。あそこはバルドどころかその上司でも簡単に侵入できひんやろし」

「テレスもノーラも、その時はチビ共連れて一緒に避難するのよ？」

「分かってます。まず大丈夫だと思いますけど、そうなった時は私とノーラで手分けして、全員避難させます」

「ノーラはこれでも、そのあたりの危機管理は得意なつもりなのです」

「その時は場合によっては、儂かアンジェリカがリーファ王女の護衛をしてもええぞ」

「ああ、そうだな。我かじーさまがついておれば、少々の相手は鼻で笑ってやれる」

「せやな、頼むわ。装備については、今日帰ったら取り急ぎ霊布の服ぐらいは作っとくわ」

　レイオットの内心など知ったことかとばかりに、今決められる段取りをサクサク決めていく宏達。ヘンドリックとアンジェリカもやけに協力的だ。

「それはそうと、王太子殿下よ。一ついいかの？」

「何かな？」

「折角里の外へ出やすくなったので情報収集をしたいのじゃが、アンデッドの方のヴァンパイア、それがらみの伝承や目撃情報を集めることはできんか？」

「ファーレーン国内のものは、大した手間ではない。だが、何のために？」

「なに、里から出た若い衆の末路が分かるかもしれんし、もしアンデッド化した状態で生きておったら、儂らの手で葬り去るのが筋だと考えただけじゃ」

　若い衆の末路、および自分達の手で葬り去るのが筋、という言葉に、レイオットの眉が軽く跳ねる。その言葉の裏に見える理由に、宏達も妙に渋い顔でヘンドリックを見る。

「ヒロシ達にはアンデッドのヴァンパイアは儂らとは無関係と言うたが、あれは正確には噓うそじゃ。種族としてはまったくの別物であるのは事実じゃが、残念ながら発生そのものには儂らが関わっておる」

「どうせ、ヴァンパイア族の死体が瘴気吸うてアンデッド化するんが、アンデッドのヴァンパイアの一番最初の発生原因や、っちゅうんやろ？」

「そういうことじゃな。ついでに言うと、ヴァンパイアの死体を灰にしてばらばらにし、流水に流したり別々に埋めたりしなければ止とどめを刺せん、というのは、正確には儂らの死体をアンデッド化させないための対策じゃ」

「我らヴァンパイアも人間と変わらん。死んでしまえば復活することなどできんよ」

「逆に、アンデッドのヴァンパイアにそれをやったところで、普通に復活しおるからあまり意味はない。連中も所しょ詮せんアンデッドゆえ、浄化で消滅させるのが一番手っ取り早くて確実じゃ」

「なんぞその表情見る限り、レイっちも知らんかったんか？」

「性質の近さから関連があるかもしれん、と疑ったことはあったが、残念ながらアンデッドのヴァンパイアなど、めったにお目にかかる機会がないからな」

　ヘンドリックの告白に、宏とレイオットが思うところを言い合う。その会話に、懸念していたことが杞き憂ゆうで済んだと悟るヴァンパイア組。アンデッドのヴァンパイアはかなり厄介な性質をしているため、関連があると告白することで白眼視されるかもしれないと覚悟していたのだ。

「ご老人、どうやらアンデッドの性た質ちの悪さから自分達が攻撃の対象になる可能性を心配していたようだが、そもそもアンデッド化した死体など、始末する手間の差や手ごわさの違いはあれ、総合的な性質の悪さはさほど変わらん」

「確かに、心配しすぎたようじゃのう。では、心配ついでに一つ」

　レイオットに諭され、若者達を見くびっていたことを反省しつつ、わざわざこの場で余計な告白をした理由を告げようとするヘンドリック。正直なところ、かなり重要な問題だ。

「こちらに来てからいろいろ説明を受けて現在の地理は大体把握したがの。この老骨の記憶違いでなければ、うちの若い衆が結構な数、現在ウォルディスと呼ばれている地域に入っておったはずじゃ。あの地域は昔からあまりよい話がなくてのう。ずっと気になっておったんじゃが、長時間里を空ける余裕をなかなか作れなんでなあ……」

「そうなのか、じーさま？」

「ああ。残念なことにのう。故に、ウォルディスの現状が話のとおりであれば、アンデッドのヴァンパイアが使役されておってもおかしくない。正直な話、あの地域の特性を考えるにこの時代まで生き延びている可能性は低かろうが、もしそうであれば、生き延びた挙句に殺されて、という最悪のケースもありうる」

　ヘンドリックが懸念している内容を、杞憂と笑い飛ばせない一同。

　しかも厄介なことに、アンデッドのヴァンパイアは、吸血によって数が増える。最初の一人は瘴気の影響を受ける必要があり、二人目以降にしても吸血だけで対象を殺す必要があるなどの条件はあるが、一度発生さえすれば瘴気に頼らずに増えることができる、というのはやはり脅威であろう。

　救いがあるとすれば、一番簡単で増えやすい方法で生まれたヴァンパイアは世代を重ねるにつれ加速度的に能力が落ちることなのだが、いくら能力が落ちるといっても下級のアンデッドよりは圧倒的に強く、増殖力も落ちないのであまり慰めにはならない。

　ヘンドリックの懸念が当たっていたとすれば、村の十や二十、ヴァンパイアに支配されていても不思議ではない。彼が顰ひん蹙しゅくを買う覚悟をしてまで、わざわざこの話をしたのも納得できる。

「……アンデッドなら、うってつけの手段がある。そうだろう、エアリス？」

「はい。とても簡単で、非常に効果的な対抗策があります」

「……ねえ、殿下、エルちゃん。もしかして前に録音した私の歌のことを言ってるのかな？」

「他にあるか？」

「効果は折り紙つきです」

　ダールでの宏の悪戯いたずら。それが今になって再び日の目を見そうになっていることに、春菜はどうにも泣きたい気分になってくる。

「てか、効果は折り紙つきって……」

「どうしても必要な事態がありまして、背に腹は代えられない状況でしたので、申しわけないのですが勝手ながら一度だけ使わせていただきました」

「報告では、大量に発生したワイトが綺麗に一掃され、さらに三日ほど続けたところ、アンデッドが足を踏み入れると即座に昇天するほどに土地も浄化されたと聞いている」

「……やっぱりそういう使い方されてるんだ……」

　自分の歌が音波兵器か何かと同じ扱いというのは、春菜的には本当に勘弁してほしい。春菜がそういう使われ方を嫌がっていると知っているエアリスが使わざるを得ないと判断するぐらいだから、相当厄介な事態だったのは分かる。それゆえに責めるつもりはないが、ヴァンパイア対策にまで使われるとなると、本気で泣きたくなってくる。

「それはもうわらわら出てきた時の最後の手段っちゅうことにして、一応ある程度対応策は考えたほうがええやろな」

「春はる姉ねえが怖いし、耐性つけられたら厄介だから師匠に一票」

「っちゅうわけで、ヘンドリックさん。あとでアンデッドのヴァンパイアについて、もうちょい情報教えてや」

「そうじゃな」

　宏の鶴の一声で、ヴァンパイア関連の話は終わる。

「あと話しておくことは……、そうだな。リーファ王女は今後、ある程度定期的にそちらに顔を出すことになると思う。その時は、できるだけ一緒に食事をとってもらいたい」

「お安いご用なのです」

「というか、自然にそうなると思いますよ」

「そうだろうとは思うが、ここまで勝手に話を進めていたのだ。そこはちゃんと頼んでおくのが、筋というものだろう？」

「そこまで気にする必要はないのです。ついでに先に言っておくなら、特に費用とか貰もらう必要もないのです。どこかの誰かさん達のおかげで、消費しきれていない食材があふれかえっているのです。むしろ、王女様が一緒に食べてくれるなら、消費量が増えてありがたいのです」

「肉類も野菜類も、本当にあり余ってますからねえ……」

　主あるじ達をジト目で見ながらのノーラとテレスの言葉に、日本人一同、この件については特に主犯格である達也と真琴がそっと目をそらす。物量だけでいうなら宏が一番問題を起こしているのだが、種類に関しては達也と真琴が群を抜いている。

　おかげで食料には一切困らないのだが、今度は自分達が採取の過程で仕留めたモンスターの処分に困るという弊害が出てきている。別に冒険者協会やメリザ商会を通じて売りさばいてもいいのだが、現金が増えるのも問題なので、当事者にとっては結構深刻な問題となっているのだ。

「まあ、そういうわけですので、子供一人増えるぐらい、いくらでも面倒見ます」

「ライムも懐なついていて、ファムにも新しい友達ができるのです。年上として、あれこれ世話を焼くのはやぶさかではないのです」

「……助かる」

　テレスとノーラの気前がいい言葉に、レイオットが心底ありがたそうに頭を下げる。

「殿下、殿下。二人に感謝の贈り物」

「言われずとも、何か要望があるならいくらでも聞き入れるつもりだが？」

「だったら、合コンのセッティング」

「……合コン？　なんだそれは？」

　折角綺麗に話が終わりそうだったのに、唐突に澪が余計なネタを差し込む。合コンという聞いたことのない言葉に首をかしげるレイオットとは裏腹に、言葉は初耳ながら内容を悟って微妙に慌て始めるテレスとノーラ。

「合同コンパの略。要は、男と女の出会いの場を作る。大体は居酒屋なんかで飲みながらやる」

「……つまり、二人にふさわしいであろう男を紹介し、語り合う場を設定しろ、ということか？」

「ん。二人とも出会いがないのを嘆いてる」

「ミオさん!!」

「いろいろみじめになるので、そういう話を勝手に進めないでほしいのです!!」

　容赦のない澪に対し、テレスとノーラの絶叫が突き刺さる。

　結局、知らぬところで妙な男に引っかかるくらいならと、澪と同等にデリカシーのない言葉とともにレイオットが引きうけてしまう。

　そのまま話が進んでいき、未亡人のままのレラも放置できぬと巻き込んだ上で、ファーレーン王家主催の第一回アズマ工房合同コンパは開催が確定してしまうのであった。




　　　　☆




　一方その頃、子供達はというと……。

「王女って、レイオット殿下のこと好きでしょ？」

『えっ？』

「あ、うん、やっぱり。その反応で分かった」

『そ、そんな。私がレイオット殿下となんて恐れ多いこと、考えてもいない……』

　ファムのその台詞がきっかけで、恋バナの火ぶたが切って落とされていた。

「オルテム村行く前のハルナさんの反応に似てるけど、自覚してる感じがする分、王女の方がマシかも」

「ハルナおねーちゃん、親方のことチラチラ見てた！」

「うんうん。王女様もハルナさんみたいに、殿下のこと今もチラチラ見てるもんね」

　ファムにライムにルミナ、三人からの総攻撃を受けて、リーファがたじたじになる。よもや、この状況で恋バナに発展し、挙句に退路を断たれた状態で総攻撃にさらされるとは思ってもいなかったのだ。

『確かに、レイオット殿下はいろいろ気にかけてくださって、優しくしてくださるから嫌いになれるような理由は全然ないけど……』

「ん～。まあ、そういう感じの好きだって言われたらアタシ達には否定できないんだけど。でも、好きでしょ？　って聞かれてさっきの返事が真っ先に出てくるってことは、ちょっとは意識してるんじゃない？」

『ああいう聞かれ方したら、大抵の人は似たような返事になると思う……』

　自分がある種の誘導尋問に引っかかったことに気がつき、ファムに対して恥ずかしそうにそう反論するリーファ。

「でも、王女様が殿下のことをちらちら見てるのは事実だよね～。うちで働いてるマックとミモザみたいに、無意識に相手を探してるって感じ？」

「へえ、ルミナのところはそういう話があるんだ」

「うん。だから、将来の旦那様を捕まえるために、どういうやり方をするのか観察中」

　リーファの話から微妙にそれた方向で盛り上がるルミナとファム。どちらもまだ年齢一ケタだというのに、すでに将来の伴侶を捕まえる発想に至っているあたり、何歳であろうと女は女、というところか。

「で、王女様。殿下のどんなところが好きになったの？」

『……やっぱり、そこに戻ってくるんだ……』

「当然。本物のお姫様のそういう話が聞ける機会って、なかなかないもん。それに、殿下ってびっくりするぐらい浮いた話が聞こえてこないから、家業的にもちょっと気になってたし」

　話がそれたと安心していたところに、いきなり軌道修正して襲い掛かってくる恋バナ。その攻撃にたじたじになるリーファ。

　リーファにとって最大の不幸は、レイオットの贈り物とストレートな笑顔のコンボ攻撃を受けてから、ほとんど日が経っていないことであろう。これが、せめて半月程度間が空いていればかわすこともできたのだが、今現在かなり意識してしまっている状況であり、この質問から逃げるのはとても難しい。

『……実は私、人からちゃんと気遣ってもらえたのって、ファーレーンに来てからが初めてで……。エアリス様にもエレーナ様にも、とても優しくしてもらってるけど、レイオット殿下のはそれともちょっとだけ違った感じで……』

　結局逃れきれずに、今現在の気持ちをぽつぽつと漏らすリーファ。それを聞いていたライムが、元気いっぱいに声を上げる。

「ライムしってる！　それ、おーじょさまが殿下にラブラブなの！　こういう場合はそういうんだってマコトおねーちゃんとミオおねーちゃんが言ってた！」

「マコトさんとミオさんのそういう言動は真に受けちゃダメ、って言いたいけど、今回に関してはアタシもライムと同意見かな」

『え、えっと、そういうものなの？』

「てか、王女。殿下を見ててドキドキとかしない？」

『う、うん。少しだけ……』

「やっぱりおーじょさま、殿下にラブラブなの！」

　下手に肯定と取られることを言ってしまったがゆえに、ライムとファムに見事に止めを刺されるリーファ。ニュアンスによるコミュニケーションだったこともあり、誤魔化しようがない形でファム達に伝わってしまったのも、リーファの逃げ場を奪っていた。

『ラブラブ、なのかな……？』

「ラブラブなの！」

「アタシも、ラブラブだと思うな。ルミナは？」

「ラブラブ、とまではいかないかもだけど、普通に恋はしてると思うな～」

　思わず、といった感じでつぶやいたリーファに、次々と止めを刺していくライム達。もしかしたらそうかも、という程度のあやふやな気持ちだったのが、急速に恋愛感情として固まっていく。

　もはや自分でもこれが恋ではないとは到底言えず、かといって己の年齢と立場や覚悟の中途半端さを顧みると、とてもではないがその気持ちを素直に認めてぶつけるような真似はできない。

　そんな悩みを言ったところで、多分目の前にいる三人には通じまい。

　そんな悩みを知ってか知らずか、ファムは遠慮なく話を続ける。

「折角好きになったんだし、子供だからとか言わずにアタックしちゃってもいいと思うよ。アタシは恋とかしたことないけど、こういう機会を逃しちゃうとテレスとかノーラみたいになって焦ることになりそうだし」

『うっ……』

　ニュアンスだけのコミュニケーションだが、それゆえにファムの言いたいことがダイレクトに伝わり、リーファが言葉に詰まる。詳しいことは知らないが、テレスとノーラの二人が出会いのなさを嘆いていることは、フォレダンにからかわれているのを聞いてなんとなく把握している。

　そんな二人と同じ状況になる、というのは、なんとなく避けたい。理性でも感情でもなく、本能の部分で反射的にそう考えてしまい、言葉に詰まってしまったのだ。




「条件だけで言えば、ファムさんも時間の問題なんだけどなあ……」

「まあ、まだ八歳だから、焦る歳でもないだろうよ」

　そんな子供達の会話を聞くともなしに聞いていたジノとジェクトが、訳知り顔で無責任な会話をしてジェクトの双子の妹・シェイラに睨にらまれる。シェイラも条件だけで言えば似たようなもので、年齢的なタイムリミットは澪より若干年下であることを考えても、いろいろ分が悪いところにいる。

「つうかさ、殿下と王女の組み合わせって、世間的にどうなんだ？」

「ジノが気にしてるのは年齢差だろうけど、王族や貴族の場合はそんなに問題にならないぞ？」

「そうなのか？」

「ああ。ダールの女王様は十二の時に当時二十歳の先代国王様に嫁いだ上に王太子殿下を身み籠ごもってるし、マグダレナ様だって十八の時に当時十三歳の王太子殿下に嫁いでるしな」

「なるほど。俺みたいな庶民だと、そこまでの年齢差は犯罪じゃないのかとか思っちまうけど、貴族だとそうでもないんだな」

「まあ、さっき出した事例みたいに何か特殊な事情がない限り、実際に結婚するとなると、最低でもあと三年か四年は待たないと駄目だろうけどな。いくらなんでも、今のままじゃ幼すぎる」

　リーファのバックボーンとなっているあれこれを知らぬジノとジェクトの会話。それが、この世界の王侯貴族の一般的な結婚事情なのだが……。

「ジノもお兄ちゃんも不潔!!」

「何でだよ!?」

「俺はただ、ジノに貴族の結婚について説明してただけだぞ!?」

　シェイラに大声でなじられて、子供達に不思議そうな眼で見つめられ、カカシに不ふ憫びんだと同情され、散々な目にあうジノとジェクトであった。
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番外編　チョコレート事件関係者のその後







　その一　某府立高校三年　松まつ島しま由ゆ香か里り（元クラスメイト・女子）の場合






　私はおそらく、一生この後悔を抱えて生きていくのだろう。

「由香里、帰ろ」

「ちょう待って。日誌書かなあかんから」

「了解」

　私を呼びに来た、自分と同じあの中学出身の友人・河こう野の志し保ほを待たせて、日直日誌を書きあげる。学力は低めだが綱紀の乱れも特にない、これといった特色のないこの学校。新学年が始まってすぐということもあって、日誌に書く必要があるような出来事などそうは起こらない。

「それにしてもなんか、相変わらずやわあ」

「しゃあないって。二つ下の子らはともかく、私らは何言われても言い訳できひん世代やし」

「せやけど、ええ加減一人二人はあたしらを出身中学でくくらん人間おってもええ、思うけど」

「その台詞、それこそ当時の東あずま君が言いたかったやろうなあ」

　あの事件からもう丸三年。世間ではいい加減事件そのものは風化してきているが、私達の世代はいまだに罰を受け終わっていない。三年に進級して間もないが、元々の人間関係が絶望的すぎて正直環境が変わった印象はない。何しろこの高校に進学した頃は、このあたりはまだまだ例の事件の影響が色濃く、あの中学出身の女子は完全に孤立して、同じ中学同士で固まって行動するしかなかった。同じ中学でも止めに入ったという事実がある分男子はまだマシだが、それでもあまりいい目では見られていない。

　あの後も不祥事がいくつも表に出たため、元からの少子化による生徒数の減少の問題もあって、すでに私達の出身中学は廃校になることが決まっている。諸般の事情で今年あの中学に進学せざるを得なかった十数人が、最後の生徒になるらしい。

　だが、私達の一つ下はまだしも、今年卒業した子達や来年の卒業生は完全なとばっちりもいいところで、それだけでも自分達が起こした事件がどれほど救いようがないものかが身にしみてしまう。

　ただでさえ内申点がゼロ同然にされてしまうというのに、さらにペナルティを負わされてしまう今年の後輩達には、正直申しわけないことこの上ない。

「あたし、これでもクラスメイトとか止めとったんやで？」

「うん。せやから志保はある程度言う資格はあるかもしれへんけど、私とか沙さ希きは口が裂けても言えへんわ」

「沙希はともかく、由香里はそろそろ許されてもええ、思うんやけど……」

「人一人、あそこまで壊したんやから、許されたらあかんねん」

　そう。私は男の子を一人、致命的なまでに壊した。主犯ではないどころか積極的な共犯ですらないが、それでも止められる立場にいながら、何一つアクションを起こさなかった。いつものことだと軽く流し、度が過ぎているとすら感じていなかった。

　まともな神経をしていれば、あの時の行動は度が過ぎているどころかただの暴力でしかないことなど、下手をすれば幼児ですら普通に分かるというのに、だ。

　しかも、私の救いようのないところは、その後、女子が結託して流した東君の悪い噂うわさを否定しなかったくせに、見舞いと謝罪という口実をでっち上げ、やっと保健室登校ができるようになった東君の顔を見に行こうとしたことだ。表面上の謝罪で自分の自己満足を満たすためだけに。

　本当に救いようがないことに、その瞬間まで、自分がそこまでひどいことをしている、という意識が欠片かけらもなかった。あの時の東君の表情は、きっと生涯忘れることができないだろう。

「私ら、東君があんな顔するまで攻撃しとってんで。しかも、あの顔見るまで、私、自分がどんだけ取りかえしつかんことしたか、全然実感してへんかってん」

「それ、何べんも聞いた」

「せやったら、私が許されたらあかんっちゅうん、分かるやろ？」

「由香里一人が許されたらあかんわけでも、由香里一人が背負わなあかんわけでもあらへんやん。それに、由香里は頑張ってる」

「私がやってんのは、単なる自己満足や。同じ後悔だけは絶対したないだけやで」

　あれ以来、私はちょっとしたいじわるも見逃せなくなった。明らかにじゃれ合っていると分かることにまで口出しするほどではないが、一人を笑いものにするようなやり方は、それがどんな些さ細さいな内容でも我慢できない。だから、テレビのお笑い番組は、不愉快なので絶対に見ない。

　そんなことをしていれば、当然周囲からは煙たがられる。できるだけ柔らかく、相手の神経を逆さか撫なでしないように説得してはいるが、所しょ詮せん頭の悪い自分では上う手まくいくはずもなく、余計な敵を作っている。身の危険を感じたことも一度や二度ではない。

　だがそれでも、誰かが必要のない我慢を強いられているのを見ると、あの時の東君の顔がちらついて、黙って見ていることはできない。

　原因が何であれ、いじめは許してはいけない。

「由香里。気持ちはよう分かるけど、今年は受験やねんし、大人しいしときや」

「今更やし。もう、先生にもすごい睨にらまれてるから、内申なんか死んでるしな」

「そういう問題やない」

　心配してくれる志保には悪いが、これだけは譲るわけにはいかない。

「由香里、こんな地方の頭の悪い公立高校で敵いっぱい作りながら、地べた這はいまわるだけが罪滅ぼしやないで。そんだけ後悔してるんやったら、ちゃんとした大人になって、もっとおっきい活動せなあかんで」

「頭ではそれぐらい分かってんねんけど、目先のことほっぽり出しておっきい話しようとしても、上手いこといくわけないやん。それにな、私みたいなんがのうのうと暮らしてて、ええわけない」

「主犯が反省してへんのに、共犯ですらないあんたが叩たたかれ続けなあかんほうがおかしい」

　志保の言葉は分からなくもないが、人一人壊したのだ。一生背負わなければおかしいだろう。

「その顔、絶対納得してへんやろ……」

「この後悔を忘れたら、人として終わりやと思う」

「あんまり極端なんは、逆効果やと思うけどなあ……」

　その言葉に、自身の不器用さと頭の悪さが情けなくなる。いや、そもそも、志保のようなバランス感覚があれば、いくら主犯ではないといっても、あんな事件は起こさなかったかもしれない。

「先生、ごめんなさい。あたしやと由香里をよう説得しません……」

「先生？」

「校長先生と学年主任の青あお葉ば先生と担任の立たつ浪なみ先生。皆、過ぎたるは及ばざるがごとしやっちゅうて心配してるんよ」

「そっか……」

　ますます自分が情けない。周囲にそこまで心配をかけていたということが、泣きたくなるほど情けない。だが、それでも、

「私、頭悪くて不器用やから、多分この生き方をよう変えへん……」

「由香里……」

「一番迷惑かけた東君には、正直何の償いもできへん。できるとしたら、金輪際一切関わりを持たんことだけや。せやから、それ以外でちょっとでも頑張らんとあかんねん」

　そう、私は被害者に対しては何もできない。せいぜい、恋ができるぐらい立ち直ってくれたら、と願うしかない。そこまで壊れた東君を立ち直らせてくれるような、そんな素敵な女性と出会ってくれたら、と毎日祈っている。

　少なくとも、私なんかが彼にこれ以上何かするのは絶対に駄目なのだ。私の自己満足のための贖しょく罪ざいに巻き込むような真似は、言語道断である。

「由香里、あんたなあ……」

「まあええやん。帰ろ」

　だって、私は一生、この後悔を抱えて生きていくのだから。








　その二　某私立高校三年　横よこ山やま秀ひで臣とみ（元クラスメイト・男子）の場合






「なんや横山、えらい機嫌悪そうやな」

「大おお森もりか。相変わらずチャラチャラしとんな」

「いや、してへんやん」

「聞いたで。五人目やってな？」

　クラス一の伊だ達て男に思わず白い目を向けながら、聞いた噂が本当かどうかを確認する。

　実際のところ、大森が何人とっかえひっかえしようが、俺に被害が来なければ何の問題もない。が、こいつが女を変えるたびに、なぜか俺にとばっちりが来る。別に普段から大森とつるんでいるわけでもなく、ダチの端っこに引っかかる程度の付き合いを、それもこっちとしては嫌々しているだけだというのに、だ。

「なあ、大森」

「なんや？」

「ええ加減にせんと、冗談抜きで生肉入りのチョコとか食わされんで」

「いやいやいや、よっぽどサイコな女でない限り、んな真似するわけあらへんやん」

「別にサイコな女でなくても、やるときゃやりおんで」

　言いたくはないが、東をとことんまで壊したのは、東と接している時以外は、本当にいいところも悪いところもこれといって目立つわけでもない、ごく普通の女だった。

　尻馬に乗った連中も、そいつらに同調して病院送りになった東を徹底的に叩いた女共も、皆どこにでもいる、ごく普通という振れ幅からは外れないやつらばかりだった。

　それだけに、二年に入ってから東に対して行っていたことがあまりに目に余り、何度も注意をして止めようとしたが、どういうわけかこちらが極悪人扱いされる始末。挙句の果てに起こったのがあの事件ときている。

　おかげで、俺をはじめとしたあの中学出身の男達は、女という生き物をまるで信用できない。

「まあ、女嫌いの横山の主張はともかくとして、や。何でそんなに機嫌悪いねん」

「お前のとばっちりや。何でお前が振った女、毎度毎度、俺に八つ当たりにくんねん……」

「そうなん？」

「せやで。他の連中に聞いてみ？」

　俺の言葉を聞いて、周囲を見回す大森。その視線を受けたクラスメイトの男達が、俺に気の毒そうな目を向けたあと、ややきつめの視線で大森を見据えて頷うなずく。

「マジかい……」

「なんぞ、俺がお前にあることないこと吹き込んで別れさせた、っちゅう言いがかりでな。そもそも、俺は大森が誰と付き合うとるとかまったく知らんし興味もあらへん、っちゅうねん」

「あ～……、それはすまんことしたなあ……」

「そう思うんやったら、女の手綱ぐらいきっちり握るか、逆に俺に一切関わんなや」

　いい加減腹が立っていたので、この際だからとはっきりと言ってやる。俺は東の事件以来、女が嫌いなのだ。女をとっかえひっかえするようなやつとは関わり合いになりたくない。

「もしかしてお前、俺のこと嫌いか？」

「好きでも嫌いでもない。挨拶されたら返しはする。せやけど、はっきり言ってそれ以上の関わりは絶対持ちたあないし、お前がどんな人間性かとか欠片かけらも興味あらへんな」

「それ、嫌いっちゅうよりきついで……」

　顔をしかめる大森だが、俺の知ったことではない。

　こいつが、俺を含むあの中学出身の男子が極端に女嫌いだってことを気にしているのは知っている。が、アホなのでやり方が最悪だし、仮にそうでなくても大きなお世話としか言いようがない。愛あい嬌きょうは無駄にある男なので嫌いというわけではないが、別に仲よくしたいとも思わないし、仲よくするメリットも感じない。

「俺の方に問題がないとは言わん。お前が多分善意で話しかけてきとる、っちゅうんもまあ、分からんでもない。せやけど、それは振った女の後始末押しつけてええ理由にはならんで」

「押しつけたつもりはあらへんけど……」

　押しつけたつもりがないのも当然だろう。振った女の動向を把握してないのだから、押しつけている意識があるほうがおかしい。

「っちゅうか、何であいつらが横山に文句言いに行くねん」

「そら、俺が女嫌いなんは有名みたいやからな。お前にあることないこと吹き込んだせいで振られた、みたいな言いがかりつけてきおんねん」

「俺、お前から女の話なんかされたことあらへんけど……」

「当たり前や。欠片たりとも関わりたあないんやから、個別の女の性格とか知るわけあらへんやろ」

　そう。個別の女の性格など、クラスメイトですら何一つ把握していない。何が地雷になるか分からないからクラスメイトの顔と名前くらいは一致させているが、せいぜい人としての礼儀の問題で挨拶と事務的な受け答えをする以外は、全く関わりを持とうとしていない。

　正直、興味を一切持てないか嫌悪の対象かのどちらかでしかない生き物の顔と名前を一致させるだけでも苦痛なのに、わざわざ好き好んで喧けん嘩かをふっかけるほどマゾではない。

　大森をはじめとした何人かは女は怖くないというし、女子の側も嚙かみついたりしないからと言ってくるが、教室で聞こえないように陰口をたたいていたり、結託して一人をはぶろうとしたりする連中のことを信用しろ、というほうが無理だろう。

　第一、女は怖くない、と言ってくる女の言動は、東をいじめ倒して精神病棟に送り込み、さらに殺人未遂を犯したやつと大差がないことが多い。せいぜい、ダサい男に生存権を認めているかどうかぐらいの違いしかない。本人は善意で忠告しているつもりだろうが、その内容は大抵人格や趣味の全否定だ。

　そもそも、清潔感のあるだらしなく見えない服装をしろ、と言いながら、なんとなくダサいだけで不潔な印象もだらしない印象もない東の存在そのものを全否定しているのだから、ダブルスタンダードもいいところである。

「なあ、横山……」

「こういう考え、俺だけやないで。単に俺がわざと極端に態度に出しとるだけで、俺と同じ中学の男は、多かれ少なかれ似たようなもんや。四、五人で無理やり男押さえてチョコ食わせて、吐き出そうとしたら飲み込むまで口ふさいで、挙句に手ぇ汚れたっちゅうて集団暴行して、止めようとした俺らを妨害したり笑って傍観したりしとったん見たんやから、女と関わり合いになりとうなくてもしゃあないやろ？」

「いや、そんな女ばっかやないって……」

「それでも、俺の中学の人口比率で言うたら、低い割合やないで。四クラスしかないうち一クラス丸々それやったっちゅうたら、その時点で一学年の女子の四分の一や。他のクラスの女子も普通に似たようなこと、そいつにしたり言うたりしとったんやから、割合で言うたらもっとやろうな」

　畳みかけるように言うと、小声でひそひそ話をしながらこちらをうかがっていたクラス全員が、完全に黙ってしまった。

　無論、あの中学の状況がおかしかったことぐらいは分かっている。だが、逆にいえば、そのおかしい状況に置かれてしまえば、女子の四分の一以上は非道なことを平気で行い、それをいつものことだと流してしまう、ということだ。

　男子も同じかもしれない、というより同じなのだろうが、中学生男子など基本的には陰謀には向かない脳筋なのだから、本気になった時の陰湿さでは女子にはかなうまい。

「その時の被害者は、どうにか社会復帰できたけどな。まあ、保健室登校しとった被害者に対してあれこれ聞こえよがしに言いおった女も多かったし、あれ見てきた俺らには正直、女に幻想持つんは無理や」

「……」

「まあ、そいつが恋愛できたところを見て、しかもその女がほんまにええやつやったら、俺らも多分もうちょい女を信用できると思うけどな」

「……なあ、横山……」

「こんだけ聞いても女の良さを主張したいんやったら、俺とお前の関係もこれまでや。話しかけられても二度と返事せん」

「……分かった。もう言わん」

　大森のような人間には、この嫌悪感は永久に分かるまい。互いに歩み寄らねばいつまでも敵は敵のまま、そんなことは分かっているが、そう割り切れはしない。

　恐らく、俺達が女という生き物と信頼関係を結べる日は、そう簡単には来ないだろう。








　その三　フリーター　樋ひ口ぐち真ま奈な美み（元クラスメイト・女子）の場合






「何が悪い、っちゅうねん……明らかに客が悪いやろうが！」

　また、バイトをクビになった。苛いら立だちに負けて、手元にあったティッシュボックスを力任せに壁にぶつける。

　なれなれしいチンピラ風の客に絡まれ、最初は我慢していたものの、胸を揉もまれたあたりで限界を超えて、思わず痴漢してきた手を叩き落としたのだ。そうしたら、問答無用でクビだ。

「東のアホが入院してからこっち、何もええことあらへん！」

　たかがチョコ食ったぐらいで入院した軟弱者のせいで、あたしの人生はめちゃくちゃだ。

　あの事件、あたしがやったことなど、止めようとした裏切り者をちょっと妨害した程度だ。それも、向こうがその気になれば簡単に抜けられる程度の軽い妨害でしかない。それなのに、共犯者扱いでどこの高校も受け入れてくれなかった。おかげで、全国模試で五千番台だったこのあたしが、中卒で通信教育のお世話にならざるを得なくなった。

　しかも、事件後しばらくはこっちに同調して東のアホを叩いていた女子達も、あのアホのせいで内申が悪くなって進学できる高校のランクを大幅に落とさざるを得なくなったことで、掌てのひらを返してあたし達を攻撃し始めた。

　悪いのはあくまであのアホだというのに、世間的にはこちらがすごい悪事を働いたように言われている。本当に気に食わない。

「あのアホ、退院したあとも謝りにもけえへんかったし」

　東のくせに、あたしの人生をめちゃくちゃにしておいて、謝罪もなければ反省もしていない。そんなゴミ屑くず以下の男が、世間を味方につけてのうのうと平和に暮らしているのは、許しがたい話だ。しかも、治療費や引っ越し費用は、全てあたし達の親が負担している。本当に許せる話ではない。

「松島とか石いし田だとか、反省したふりして普通に高校通ってるんも腹立つわ……」

　東が押さえつけられているのを見て笑っていた松島と、あたしと一緒に妨害した石田は普通に高校に通っている。明らかに理不尽だ。特に石田。あたしが犯罪者だというのであれば、同じように妨害した石田も犯罪者だ。なのにあたしと違って、向こうは下から数えたほうが早いランクとはいえ、ちゃんと高校に合格している。

「松島は悲劇のヒロインぶっとるだけやし、石田に至っては口に出したかどうかだけで、中身はあたしとまったく同じやっちゅうに」

　その程度の演技に騙だまされて同罪の女を合格にするくせに、正直に生きているあたしが不合格なのは本当に腑ふに落ちない。なのに、こういう時は味方しないといけないはずの親まで、あたしが悪い、あたしが反省しない限り一生まともな生活はできない、などと言い出すのだ。

　それだけならまだいい。いっそ、少年院に入って矯正教育を受けさせればよかった、とか、完全に犯罪者扱いだ。本当に犯罪を犯した連中はちゃんと少年院送りにされたのだから、あの事件は終わりのはずだ。

　大体、事件と呼べるのは主犯の一人がやらかした殺人未遂ぐらいで、しかもそいつは完全に狂って、今は精神病棟に隔離されている。あとはちょっとじゃれて悪ふざけした程度で、東のアホがひ弱にも食中毒を起こして入院しなければ、事件になどなることはありえなかったのだ。

　第一、本当にやってはいけないことなら、担任や生活指導の教師が注意するはずだが、それすらなかったのだから、あたしが悪いとかありえないだろうに。

「……確か、潮しお見み市、やったな……」

　親が小遣いをくれなくなってから大分経つ。バイトも長続きしないのでいつも金は足りないが、次のバイトを見つけてどうにか給料日までクビにならずにしのげば、交通費ぐらいは何とか捻出できるだろう。

「あのアホに報復せんと気が収まらん」

　諸悪の根源である東のアホに、軽く報復してこよう。正直人生を狂わされた報復には足りないが、地べたに這いつくばって土下座すれば許してやってもいい。

「あのアホの住んでるところまでの経路と必要な金を調べんとな」

　こうして頑張って実行したあたしの報復計画は、向こうについた瞬間に警察に発見、補導されて書類送検され、理不尽にも前科がさらに一つ付けられてしまうのだった。
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